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分類項目別・発表件数一覧
（2013 年 9 月 改編）

○参加料
会員（不課税） 非会員（税込）

正会員 学生会員 シルバー会員 非会員 学生非会員

登壇者 事前（６月３日まで） 10,000円 2,000円 2,000円
当日（６月４日以降） 12,000円 4,000円 4,000円

聴講者 事前（７月28日まで） 10,000円 2,000円 2,000円 13,000円 4,000円
当日（７月29日以降） 12,000円 4,000円 4,000円 15,000円 6,000円

※ 参加料にはWeb 掲載の予稿閲覧権が含まれています。
※ シルバー会員は学会在会期間30年以上で満70歳以上の方です。
※ 会場にはプリントアウトの設備はありませんのでご注意ください。

○予稿集はWeb 掲載となります。
別途，CD-ROMでの購入ご希望の場合は，Web 掲載の全予稿が含まれたCD-ROMを販売いたします。
個人会員・賛助会員 定価：本体8,000円＋税，非会員 定価：本体10,000円＋税

○お問い合わせ・申込み先 日本原子力学会 2016年秋の大会係
電子メール：meeting@aesj.or.jp ホームページ：http://www.aesj.net
電話：03-3508-1261 FAX：03-3581-6128
（〒105-0004）東京都港区新橋 2-3-7 新橋第二中ビル 3階

区分 コード 専 門 分 野 2016秋
（久留米）

第Ⅰ
総

論

101-1 エネルギーセキュリティと環境・社会情勢 ⎫
⎪
⎪
⎪
⎪
⎬
⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎭

28

101-2 原子力の法工学と政治学および地域社会
101-3 原子力の安全文化とリスクマネジメント・

品質保証
101-4 原子力の経済学
101-5 対話・コミュニケーションと社会意識
101-6 エネルギー・原子力教育と人材育成
101-7 原子力の哲学・倫理
102-1 核不拡散・保障措置・核セキュリティ

小 計 28
第Ⅱ
放
射
線
工
学
と

加
速
器
・
ビ
ー
ム
科
学

201-1 原子核物理，核データ測定・評価・検証，
核反応工学

18

202-1 放射線挙動，遮蔽工学 12
202-2 放射線物理，放射線計測 32
202-3 中性子源・中性子工学 3
203-1 加速器・ビーム加速技術 4
203-2 ビーム計測 4
203-3 ビーム利用・ターゲット 16
203-4 放射光，レーザー 1
203-5 医療用原子炉・加速器 6

小 計 96
第Ⅲ
核
分
裂
工
学

301-1 炉物理，核データの利用，臨界安全 50
301-2 炉設計と炉型戦略，核変換技術 8
301-3 研究炉，中性子応用 4
302-1 新型炉システム 35
303-1 原子炉計測，計装システム，原子力制御シ

ステム
4

303-2 遠隔操作，ロボット，画像工学 2
303-3 ヒューマンマシンシステム，高度情報処理 3
304-1 伝熱・流動（エネルギー変換・輸送・貯蔵

を含む）
57

305-1 原子炉機器，輸送容器・貯蔵設備の設計と
製造

0

305-2 原子炉の運転管理と点検保守 7
305-3 原子炉設計，原子力発電所の建設と検査，

耐震性，原子力船
7

306-1 原子力安全工学（原子力施設・設備，PSA
を含む）

93

307-1 計算科学技術 16
小 計 286

区分 コード 専 門 分 野 2016秋
（久留米）

第Ⅳ
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
と
材
料

401-1 基礎物性 13
401-2 核燃料とその照射挙動 12
402-1 炉材料とその照射挙動 33
402-2 照射技術・分析技術 0
403-1 原子炉化学，放射線化学，腐食化学，水質

管理
10

404-1 同位体分離，同位体応用，ウラン濃縮 2
404-2 核化学，放射化学，分析化学，アクチノイ

ドの化学
6

404-3 燃料再処理 12
405-1 放射性廃棄物処理 60
405-2 放射性廃棄物処分と環境 49
405-3 原子力施設の廃止措置技術 47
406-1 計量管理，保障措置技術 0

小 計 244
第Ⅴ
核
融
合
工
学

501-1 プラズマ工学（慣性核融合を含む） 0
501-2 核融合炉材料工学（炉材料，ブランケット，

照射挙動）
9

501-3 トリチウム工学（燃料回収・精製，計測，
同位体効果，安全取扱い）

7

501-4 核融合機器工学（第1壁，ダイバータ，マグ
ネット等）

0

501-5 核融合中性子工学 0
501-6 核融合炉システム・設計・応用 0

小 計 16
第Ⅵ
保
健
物
理
と

環
境
科
学

601-1 放射線の医学・生物学への応用（核医学，
生物影響を含む）

⎫
⎪
⎪
⎪
⎪
⎬
⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎭

74

601-2 放射線（能）測定，線量計測
601-3 放射線管理
601-4 環境放射能
601-5 線量評価・環境安全評価（気象，地球環境

を含む）
601-6 放射線防護の理念と基準
601-7 環境修復

小 計 74
合 計 744
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展示会のご案内

本会関係企業・大学・研究機関等による展示会を実施しております。発表会場近くにブースを設
置し，研究・製品紹介や，ポスター展示などを行っておりますので，ぜひ足をお運びください。

展示期間：2016年9月7日（水）～9日（金）

場 所：「2016年秋の大会」会場内 久留米シティプラザ 2Fロビー（総受付隣）
出展機関：三菱重工業株式会社

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 研究連携成果展開部
(株)テプコシステムズ
原子力コードセンター（RIST，JAEA，OECD/NEA-DataBank，RSICC）
革新的研究開発推進プログラム（内閣府）
「核変換による高レベル放射性廃棄物の大幅な低減・資源化」
極東産業株式会社
福井大学付属国際原子力工学研究所/若狭湾エネルギー研究センター
東京ダイレック株式会社

（敬称略，順不同）

情 報 交 換 会

日 時：2016年9月7日（水） 19：00～21：00

場 所：くるめりあ六ツ門3F 多目的ホール
（〒830-0031 福岡県久留米市六ツ門町3-11 Tel：0942-27-9491）

会 費：一般5,000円， 学生1,000円（消費税込み）※同伴配偶者は無料
定 員：なし

福岡県産の新鮮な食材をふんだんに使用したバイキング形式のメニューで皆様をお迎えいたします。
福岡を拠点として活躍されている筝曲家の LeiHa 氏による箏の演奏や，からくり人形実演もお楽しみ
ください。

お申し込みは，氏名（ふりがな）・申込区分（一般／学生）・所属・連絡先を記入の上，8月31日（水）
までに本会事務局へE-mail または FAXにてお送りください。（E-mail：meeting@aesj.or.jp，FAX：
03-3581-6128）

※個人情報について
本情報交換会の申込みに伴いご提供いただく個人情報は，本情報交換会の参加者名簿作成および本人
確認に利用するもので，それ以外の目的では一切利用いたしません。
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◎「2016年秋の大会」見学会◎

○Aコース（九州電力コース）
東日本大震災後，各原子力発電所では，福島第一原子力発電所事故を踏まえた新規制基準に対応するための

安全対策設備が新たに導入されています。今回は，玄海原子力発電所において進められている安全対策の実施
状況等について現場見学をおこないます。特に，普段現場を見る機会の少ない学生や若手の方々の積極的な参
加をお待ちしております。
●見 学 先：九州電力株式会社 玄海原子力発電所
●見学施設：安全対策の実施状況等（調整中）
●開 催 日：9月9日（金）大会最終日
●集 合：西鉄久留米駅西口 日本生命久留米駅前ビル前（9：25）
●コ ー ス：西鉄久留米駅出発（9：30）－玄海エネルギーパークにて昼食＋自由見学（12：00～12：30）－発

電所見学（12：30～15：00）－発電所出発（15：00）－ JR博多駅到着（17：30）解散
●定 員：20名（先着順） ※参加者が少ない場合，中止とする可能性があります。
●参 加 費：1,000円（消費税込み・昼食代含む）
●申込〆切：8月24日（水）
●注意事項：
・ご見学の際には，核物質防護の観点より，本人確認書類をご提示いただきますので，忘れずお持ちくださ
い。また，本人確認書類は写しを取らせていただきます。本人確認書類をお忘れの場合，見学をお断りさ
せていただきますので予めご了承願います。

・当日持参する本人確認書類の写しを事前に発電所へ提出しますので，申込期日までに本会事務局へE-mail
または FAXにて提出ください。

本人確認書類とは以下の a) または b) のいずれかとします。
a)【運転免許証，パスポート，写真付き住民基本台帳カード，在留カード，特別永住者証明書，マ
イナンバーカード（顔写真付），】のうち，1種類を持参

b)【健康保険証，年金手帳，住民票（写真のない住民基本台帳カード，住民票記載事項証明書を含
む）】のうち，2種類の組み合わせを持参
※本人確認書類として事前に提出するマイナンバーカードをコピーする際は，マイナンバー記載
部分（裏面）はコピーしないでください。

※事前に提出する a) または b) の本人確認書類をコピーする際は，住所記載面を含めてコピーし
てください。

※住民票は，取得後6ヶ月以内のものに限ります。

・入構の際，核物質防護の観点より，手荷物の中身を確認いたします。
・発電所内は写真撮影禁止となっております。
・安全も考慮し，歩きやすい靴でお越しください（ハイヒール，サンダル等厳禁）。

○Bコース（サガハイマットコース）
九州国際重粒子線がん治療センター（愛称：サガハイマット）は九州初の重粒子線によるがん治療施設で，

国内初の民間主体の重粒子線治療施設です。センターの詳細については企画セッションで特別講演が予定され
ていますが，本見学会では実際に施設を見学していただけます。
●見 学 先：九州国際重粒子線がん治療センター
●見学施設：治療ホール・治療室，加速器室
●開 催 日：9月8日（木）大会2日目
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学生連絡会 ポスターセッション

日 時：2016年9月8日（木）12：00～18：30

場 所：「2016年秋の大会」会場内 久留米シティプラザ 3Fロビー
・12：00～ ポスター受付開始
・13：00～15：30 コアタイム（審査，投票）

その後審査，投票結果をもとに各賞決定
・18：00～18：30 L 会場（久留米シティプラザ 大会議室2）にて表彰式

●集 合：JR新鳥栖駅西口（17：00）
●コ ー ス：JR新鳥栖駅出発（17：05）－移動（徒歩）（17：05～17：10）－九州国際重粒子線がん治療センター

見学※（17：15～17：45）－解散 ※治療終了後の見学となるため，開始・終了が遅れる場合があ
ります。

●定 員：20名（先着順） ※参加者が少ない場合，中止とする可能性があります。
●参 加 費：無料
●申込〆切：8月24日（水）

○見学を希望される方は，希望コース名（A・B），氏名※（ふりがな），性別（Aコースのみ），生年月日（和暦
で），所属，役職（学生は課程と学年），住所※，連絡先（TEL，E-mail ならびに見学会当日連絡のつく携帯
電話），持参いただく本人確認書類の写し（Aコースのみ）を明記・添付して，本会事務局へ，E-mail または
FAXにてお申し込みください。（E-mail：meeting@aesj.or.jp，FAX：03-3581-6128）
※氏名および住所は本人確認書類に記載のもの。

○見学の申し込みにあたっていただいた個人情報は，見学会以外の目的には使用しません。
○本会ホームページでもご案内しております。
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現 地 委 員 会 － 28名 －（◎は委員長。敬称略，順不同）
（九大）◎出光一哉，有馬立身，有馬秀彦，池田伸夫，石橋健二，稲垣八穂広，伊豫本直子，魚住裕介，片山一成，
金 政浩，執行信寛，德永和俊，橋爪健一，深田 智，藤本 望，前畑京介，松浦秀明，松村 晶，松元達也，
守田幸路，安田和弘，吉岡 聡，米村祐次郎，渡辺英雄，渡辺幸信，（九州電力）井上政春，長澤敏樹，力久太郎

「2016年秋の大会」プログラム編成ワーキンググループ － 73名 －（◎は主査，＊は部会等運営委員。敬称略，順不同）

◎小原 徹（東工大） ＊榎田洋一（名大） 小林容子（規制庁） ＊木村祥紀（JAEA） 山本隆一（JAEA）

奥野功一（安藤ハザマ） 片渕竜也（東工大） ＊国枝 賢（JAEA） 豊川弘之（産総研） 渡辺賢一（名大）

八島 浩（京大） ＊伊藤主税（JAEA） 前畑京介（九大） 相澤直人（東北大） 池側智彦（日立）

伊藤高啓（名大） 江原真司（東北大） ＊大原政典（電源開発） 桐村一生（MHI） 楠 丈弘（原電）

河野尚幸（日立） 佐相邦英（電中研） 佐野忠史（京大） 菅原隆徳（JAEA） 鈴木 求（電中研）

栗田智久（東芝） 園田 健（電中研） 西村 聡（電中研） 森 昌司 （横浜国大） 池田一三（MFBR）

岡村茂樹（MFBR） ＊北田孝典（阪大） 宍道直記（東芝） 近澤佳隆（JAEA） 長松 隆（神戸大）

松場賢一（JAEA） 村上健太（東大） 山野秀将（JAEA） ＊吉田啓之（JAEA） 松井祐二（日立）

石田一成（日立 ） 河村浩孝（電中研） 高阪裕二（NDC） 榊原哲朗（JAEA） 荘田泰彦（MHI）

関尾佳弘（JAEA） 田中宏和（三菱マテリアル） 千田太詩（東北大） 橋本直幸（北大） 長谷川秀一（東大）

藤井直樹（原環セ） 天野由記（JAEA） 稲垣 学（NUMO） 北村高一（JAEA） 高橋克仁（日立）

田中康介（JAEA） 飯塚政利（電中研） 上田清隆（日立GE） 北辻章浩（JAEA） 黒崎 健（阪大）

小林大志（京大） ＊塚原剛彦（東工大） 野上雅伸（近大） 平井 睦（NFD） 磯部兼嗣（JAEA）

土屋 文（名城大） 田中照也（核融合研） 関 洋治（QST） 帆足英二（阪大） 佐藤 薫（JAEA）

中村秀仁（京大） 大倉毅史（JAEA） 廣内 淳（JAEA）

◎本会「春の年会」，「秋の大会」発表論文の新規性◎
本会主催の「春の年会」，「秋の大会」等において，予稿，図面等の文書をもって発表
された発明または考案は，特許法第 30 条（発明の新規性の喪失の例外）2項により，6ヶ
月以内はその新規性が喪失せず，特許出願できます。
＊平成 24 年 4 月 1 日付けで特許法改正法が施行されたことにより，「特許庁長官が指定
する学術団体」の指定制度が廃止されました。
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7]

[1
B0

8]

[1
B0

9]

[1
B1

0]

[1
B1

1]

[1
B1

2]

[1
B1

3]

- 
2 

-

(1
)腐

食
速

度
 

*桜
木

 智
史

1 、
吉

田
 誠

司
1 、

加
藤

 修
2 、

建
石

 剛
3  （

1.
原

環
セ

、
2.

神
戸

製
鋼

、
3.

コ
ベ

ル
コ

科
研

）
 

処
分

環
境

下
に

お
け

る
ジ

ル
カ

ロ
イ

の
腐

食
挙

動
 

(2
)酸

化
膜

の
性

状
評

価
 

*池
田

 陽
子

1 、
大

塚
 哲

平
2 、

桜
木

 智
史

3 、
吉

田
 誠

司
3  （

1.
日

鉄
住

金
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
、

2.
近

大
、

3.
原

環
セ

）
 

処
分

環
境

下
に

お
け

る
ジ

ル
カ

ロ
イ

の
腐

食
挙

動
 

(3
)諸

要
因

の
検

討
 

*大
塚

 哲
平

1 、
橋

爪
 健

一
2 、

加
藤

 修
3 、

建
石

 剛
4 、

桜
木

 智
史

5 、
吉

田
 誠

司
5  （

1.
近

大
、

2.
九

大
、

3.
神

戸
製

鋼
、

4.
コ

ベ
ル

コ

科
研

、
5.

原
環

セ
）

 

酸
素

溶
解

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

中
の

ト
リ

チ
ウ

ム
拡

散
 

*森
玉

 貴
也

1 、
橋

爪
　

健
一

1 、
大

塚
 哲

平
2 、

加
藤

 修
3 、

建
石

 剛
4  （

1.
九

大
、

2.
近

大
、

3.
神

戸
製

鋼
、

4.
コ

ベ
ル

コ
科

研
）

 

高
温

高
圧

水
中

に
お

け
る

N
IT

E-
Si

C/
Si

C被
覆

管
の

材
料

挙
動

に
及

ぼ
す

溶
存

酸
素

量
の

影
響

 
*中

里
 直

史
1 、

朴
 峻

秀
2 、

本
間

 将
人

2 、
柳

谷
 絵

里
2 、

岸
本

 弘
立

1 、
香

山
 晃

2  （
1.

室
蘭

工
大

、
2.

室
蘭

工
大

）
 

N
IT

E-
Si

C/
Si

C複
合

材
料

の
ロ

ウ
付

け
接

合
界

面
部

の
微

細
組

織
と

強
度

特
性

 
*吉

原
 厚

樹
1 、

朝
倉

 勇
貴

2 、
中

里
 直

史
1 、

朴
 峻

秀
2 、

岸
本

 弘
立

1 、
香

山
 晃

2  （
1.

室
蘭

工
大

、
2.

室
蘭

工
大

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
2-

1 
炉

材
料

と
そ

の
照

射
挙

動

燃
料

被
覆

管
材

料
2 

座
長

：
藤

井
 克

彦
（

IN
SS

）
 9

月
7日

(水
) 1

4:
45

～
16

:5
5 

B会
場

 

改
良

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

燃
料

被
覆

管
の

BW
R装

荷
に

向
け

た
研

究
開

発
 

(1
)全

体
概

要
 

*坂
本

 寛
1 、

平
井

 睦
1 、

鵜
飼

 重
治

2 、
木

村
 晃

彦
3 、

草
ヶ

谷
 和

幸
4 、

近
藤

 貴
夫

6 、
山

下
 真

一
郎

5  （
1.

N
FD

、
2.

北
大

、
3.

京

大
、

4.
G

N
F-

J、
5.

JA
EA

、
6.

日
立

G
E）

 

改
良

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

燃
料

被
覆

管
の

BW
R装

荷
に

向
け

た
研

究
開

発
 

(2
)燃

料
断

面
核

特
性

・
炉

心
特

性
評

価
 

*高
野

 渉
1 、

後
藤

 大
輔

1 、
草

ヶ
谷

 和
幸

1 、
坂

本
 寛

2 、
平

井
 睦

2 、
鵜

飼
 重

治
3 、

木
村

 晃
彦

4 、
山

下
 真

一
郎

5  （
1.

G
N

F-

J、
2.

N
FD

、
3.

北
大

、
4.

京
大

、
5.

JA
EA

）
 

改
良

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

燃
料

被
覆

管
の

BW
R装

荷
に

向
け

た
研

究
開

発
 

(3
)燃

料
挙

動
解

析
 

*草
ヶ

谷
 和

幸
1 、

坂
本

 寛
2 、

平
井

 睦
2 、

鵜
飼

 重
治

3 、
木

村
 晃

彦
4 、

山
下

 真
一

郎
5  （

1.
G

N
F-

J、
2.

N
FD

、
3.

北
大

、
4.

京

大
、

5.
JA

EA
）

 

改
良

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

燃
料

被
覆

管
の

BW
R装

荷
に

向
け

た
研

究
開

発
 

(4
)F

eC
rA

l-
O

DS
鋼

の
製

造
評

価
 

*鵜
飼

 重
治

1 、
大

野
 直

子
1 、

坂
本

 寛
2 、

平
井

 睦
2 、

木
村

 晃
彦

3 、
草

ヶ
谷

 和
幸

4 、
山

下
 真

一
郎

5  （
1.

北
大

、
2.

N
FD

、
3.

京

大
、

4.
G

N
F-

J、
5.

JA
EA

）
 

改
良

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

燃
料

被
覆

管
の

BW
R装

荷
に

向
け

た
研

究
開

発
 

(5
)ト

リ
チ

ウ
ム

透
過

試
験

 
*平

井
 睦

1 、
坂

本
 寛

1 、
鵜

飼
 重

治
2 、

木
村

 晃
彦

3 、
草

ヶ
谷

 和
幸

4 、
大

塚
 哲

平
5 、

山
下

 真
一

郎
6  （

1.
N

FD
、

2.
北

大
、

3.
京

大
、

4.
G

N
F-

J、
5.

九
大

、
6.

JA
EA

）
 

改
良

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

燃
料

被
覆

管
の

BW
R装

荷
に

向
け

た
研

究
開

発
 

(6
)溶

接
法

・
検

査
方

法
の

検
討

 
*木

村
 晃

彦
1 、

坂
本

 寛
2 、

平
井

　
睦

2 、
鵜

飼
 重

治
3 、

山
下

 真
一

郎
4 、

草
ヶ

谷
 和

幸
5  （

1.
京

大
、

2.
N

FD
、

3.
北

大
、

4.
JA

EA
、

5.
G

N
F-

J）
 

改
良

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

燃
料

被
覆

管
の

BW
R装

荷
に

向
け

た
研

究
開

発
 

(7
)照

射
挙

動
評

価
 

―
　
12

　
―

―
　
13

　
―



[3
B1

1]

[3
B1

2]

[3
B1

3-
17

]

[3
B1

3]

[3
B1

4]

[3
B1

5]

[3
B1

6]

[3
B1

7]

[1
C0

1-
04

]

[1
C0

1]

[1
C0

2]

[1
C0

3]

[1
C0

4]

- 
7 

-

研
、

2.
超

ウ
ラ

ン
元

素
研

）
 

Cs
及

び
Iの

放
出

挙
動

評
価

を
目

的
と

し
た

Cs
I-

Ce
O

2模
擬

燃
料

の
作

製
 

*髙
松

 佑
気

1 、
黒

崎
 健

1,
2 、

石
井

 大
翔

1 、
逢

坂
 正

彦
3 、

中
島

 邦
久

3 、
三

輪
 周

平
3 、

デ
ィ

レ
ン

マ
 フ

ィ
デ

ル
マ

3 、
大

石
 佑

治
1

、
牟

田
 浩

明
1 、

山
中

 伸
介

1,
4  （

1.
阪

大
、

2.
JS

Tさ
き

が
け

、
3.

JA
EA

、
4.

福
井

大
）

 

表
面

・
界

面
効

果
を

考
慮

し
た

溶
融

燃
料

中
の

揮
発

性
核

分
裂

生
成

物
の

挙
動

評
価

 
(4

)C
sI

の
溶

融
物

性
に

及
ぼ

す
固

体
表

面
形

態
の

影
響

 
*石

井
 大

翔
1 、

黒
崎

 健
1,

2 、
村

上
 幸

弘
3 、

大
石

 佑
治

1 、
牟

田
 浩

明
1 、

宇
埜

 正
美

3 、
山

中
 伸

介
1,

3  （
1.

阪
大

、
2.

JS
T 

さ
き

が

け
、

3.
福

井
大

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 
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. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
1-

2 
核

燃
料

と
そ

の
照

射
挙

動

液
体

燃
料

・
M

O
X燃

料
 

座
長

：
牟

田
 浩

明
（

阪
大

）
 9

月
9日

(金
) 1

5:
35

～
17

:0
0 

B会
場

 

液
体

燃
料

の
導

入
で

も
た

ら
さ

れ
る

原
子

力
の

未
来

 
*木

下
 幹

康
1,

2 、
千

葉
 文

浩
2 、

渡
邉

 崇
2,

3 、
岩

下
 強

4 、
古

川
 和

朗
5 、

古
川

 雅
章

2  （
1.

東
大

、
2.

TT
S 

in
c、

3.
核

融
合

研
、

4.
イ

ー
エ

ス
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
ズ

、
5.

KE
K）

 

ハ
ル

テ
゙

ン
炉

で
の

液
体

核
燃

料
実

現
の

た
め

の
照

射
リ

ク
゙

開
発

（
そ

の
2）

 
*渡

邉
 崇

1 、
木

下
 幹

康
1,

2 、
千

葉
 文

浩
1 、

岩
下

 強
3 、

古
川

 和
朗

1,
4 、

古
川

 雅
章

1 、
H

ar
tm

an
n 

Ch
ri

st
ia

n5 、
Ka

rl
se

n 
Jo

n-

M
ar

ti
n5 、

Be
er

e 
W

ill
ia

m
5 、

H
an

se
n 

Jo
rn

-H
ar

al
d5  （

1.
ト

リ
ウ

ム
テ

ッ
ク

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
、

2.
東

大
、

3.
イ

ー
エ

ス
テ

ク
ノ

ロ

ジ
ー

ズ
、

4.
KE

K、
5.

In
st

. f
or

 E
ne

rg
y 

Te
ch

.）
 

(U
,C

e)
O

2の
焼

結
挙

動
に

及
ぼ

す
雰

囲
気

ガ
ス

の
影

響
 

*中
道

 晋
哉

1 、
廣

岡
 瞬

1 、
加

藤
 正

人
1 、

砂
押

 剛
雄

2 、
N

el
so

n 
An

dr
ew

3 、
M

cC
le

lla
n 

Ke
nn

et
h3  （

1.
JA

EA
、

2.
検

査
開

発
、

3.
ロ

ス
ア

ラ
モ

ス
研

）
 

(U
,P

u)
O

2の
酸

素
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
モ

デ
ル

 
*加

藤
 正

人
1 、

渡
部

 雅
1 、

中
村

 博
樹

1 、
町

田
 昌

彦
1  （

1.
JA

EA
）

 

中
空

燃
料

の
照

射
後

組
織

変
化

挙
動

 
*佐

々
木

 新
治

1 、
磯

﨑
 美

咲
2 、

石
見

 明
洋

1 、
前

田
 宏

治
3  （

1.
JA

EA
、

2.
JA

EA
、

3.
JA

EA
）

 
  20

16
年

9月
7日

(水
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

3 
原

子
力

施
設

の
廃

止
措

置
技

術

放
射

能
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
評

価
 

座
長

：
北

村
 高

一
（

JA
EA

）
 9

月
7日

(水
) 1

4:
45

～
15

:5
0 

C会
場

 

廃
止

措
置

の
た

め
の

放
射

化
放

射
能

計
算

に
お

け
る

中
性

子
エ

ネ
ル

ギ
ー

ス
ペ

ク
ト

ル
の

依
存

性
 

*田
中

 健
一

1 、
上

野
 純

2  （
1.

エ
ネ

総
研

、
2.

原
電

エ
ン

ジ
）

 

放
射

化
量

評
価

高
精

度
化

の
た

め
の

基
礎

的
検

討
 

(1
)微

量
元

素
の

分
析

法
と

ば
ら

つ
き

 
*木

下
 哲

一
1 、

谷
本

 祐
一

1 、
小

迫
 和

明
1 、

多
田

 茜
1 、

鳥
居

 和
敬

1 、
黒

澤
 到

1  （
1.

清
水

建
設

）
 

放
射

化
量

評
価

高
精

度
化

の
た

め
の

基
礎

的
検

討
 

(2
)微

量
元

素
分

析
と

放
射

化
放

射
能

量
評

価
 

*鳥
居

 和
敬

1 、
木

下
 哲

一
1 、

谷
本

 祐
一

1 、
小

迫
 和

明
1 、

多
田

 茜
1 、

黒
澤

 到
1  （

1.
清

水
建

設
）

 
59

N
iの

放
射

能
が

廃
止

措
置

計
画

に
及

ぼ
す

影
響

 
*江

連
 秀

夫
1  （

1.
ナ

イ
ス

）
 

  

[1
C0

5-
08

]

[1
C0

5]

[1
C0

6]

[1
C0

7]

[1
C0

8]

[2
C0

1-
05

]

[2
C0

1]

[2
C0

2]

[2
C0

3]

[2
C0

4]

[2
C0

5]

[2
C0

6-
09

]

[2
C0

6]

- 
8 

-

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

3 
原

子
力

施
設

の
廃

止
措

置
技

術

シ
ナ

リ
オ

評
価

，
シ

ス
テ

ム
開

発
，

解
体

技
術

 
座

長
：

田
中

 健
一

（
エ

ネ
総

研
）

 9
月

7日
(水

) 1
5:

50
～

16
:5

5 
C会

場
 

炉
心

部
機

器
の

解
体

で
発

生
す

る
廃

棄
体

製
作

に
係

る
最

適
化

の
検

討
 

廃
棄

体
数

計
算

モ
デ

ル
の

開
発

 
*高

橋
 純

平
1 、

川
崎

 大
介

1 、
柳

原
 敏

1  （
1.

福
井

大
）

 

廃
止

措
置

の
費

用
評

価
 

(3
)大

型
発

電
炉

を
対

象
に

し
た

評
価

方
法

の
検

討
 

*奥
出

 陽
香

1 、
川

崎
 大

介
1 、

柳
原

 敏
1  （

1.
福

井
大

）
 

原
子

力
施

設
の

廃
止

措
置

に
お

け
る

知
識

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 
(6

)ベ
テ

ラ
ン

技
術

者
の

知
識

継
承

の
た

め
の

取
り

組
み

 
*加

藤
 靖

章
1,

2 、
柳

原
 敏

1 、
井

口
 幸

弘
1,

2 、
手

塚
 将

志
2 、

香
田

 有
哉

2  （
1.

福
井

大
、

2.
JA

EA
）

 

再
処

理
特

別
研

究
棟

廃
液

貯
槽

LV
-1

の
原

位
置

解
体

 
(8

)L
V-

1下
鏡

部
の

切
断

作
業

 
*横

塚
 佑

太
1 、

三
村

 竜
二

1 、
藤

倉
 敏

貴
1 、

根
本

 浩
一

1 、
信

田
 重

夫
1  （

1.
JA

EA
）
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ョ
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燃
料
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ル
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40
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3 
原

子
力

施
設

の
廃

止
措

置
技

術

除
染

技
術

1 
座

長
：

田
中

 宏
和

（
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

）
 9

月
8日

(木
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5～
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5 
C会

場
 

PW
R廃

止
措

置
向

け
化

学
除

染
技

術
の

開
発

 
(3

)P
W

R環
境

で
の

酸
化

皮
膜

性
状

 
*矢

板
 由

美
1 、

根
岸

 孝
次

1 、
岡

村
 雅

人
1 、

金
丸

 太
郎

2 、
青

井
 洋

美
2  （

1.
東

芝
、

2.
東

芝
）

 

PW
R廃

止
措

置
向

け
化

学
除

染
技

術
の

開
発

 
(4

)P
W

R一
次

系
内

オ
ゾ

ン
濃

度
評

価
 

*山
本

 泰
1 、

吉
井

 敏
浩

1 、
矢

板
 由

美
1 、

根
岸

 孝
次

1 、
金

丸
 太

郎
2 、

青
井

 洋
美

2  （
1.

東
芝

、
2.

東
芝

）
 

レ
ー

ザ
ー

剥
離

装
置

の
製

作
と

除
染

性
能

 
*峰

原
 英

介
1  （

1.
若

狭
湾

エ
ネ

研
）

 

レ
ー

ザ
ー

剥
離

技
術

を
用

い
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

除
染

 
*山

岸
 隆

一
郎

1 、
都

築
 聡

1 、
石

神
 龍

哉
1 、

遠
山

 伸
一

1 、
峰

原
 英

介
1  （

1.
若

狭
湾

エ
ネ

研
）

 

小
口

径
配

管
廃

棄
物

の
内

面
除

染
方

法
の

開
発

 
*土

田
 大

輔
1 、

高
橋

 浩
2  （

1.
JA

EA
、

2.
富

士
古

河
E＆
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燃
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原

子
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施
設

の
廃

止
措

置
技
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除
染

技
術

2 
座

長
：

鳥
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敬

（
清

水
建

設
）
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月

8日
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～
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場
 

原
子

炉
建

屋
内

の
遠

隔
除

染
技

術
の

開
発

 
(1

)上
部

階
用

除
染

装
置

実
証

試
験

 実
証

試
験

計
画

 
*酒

井
 仁

志
1,

2 、
齊

藤
 真

拡
1,

2 、
村

田
 裕

俊
3 、

荒
井

 穣
1,

4 、
上

野
 陽

平
1,

4 、
鬼

塚
 博

徳
1,

5 、
矢

野
 雅

洋
1,

5  （
1.

IR
ID

、
2.

東

芝
、

3.
東

電
H

D、
4.

日
立

G
E、

5.
M

H
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酸

素
自

己
拡

散
係

数
 

*渡
部

 雅
1 、

加
藤

 正
人

1 、
砂

押
 剛

雄
2  （

1.
JA

EA
、

2.
検

査
開

発
）

 

核
燃

料
の

融
点

高
速

測
定

手
法

の
開

発
 

レ
ー

ザ
ー

局
所

加
熱

と
積

分
球

に
よ

る
放

射
率

測
定

 
*原

田
 誠

1 、
有

馬
 立

身
1 、

出
光

 一
哉

1 、
稲

垣
 八

穂
広

1 、
廣

沢
 孝

志
2 、

佐
藤

 勇
3  （

1.
九

大
、

2.
JA

EA
、

3.
東

工
大

）
 

第
一

原
理

計
算

に
よ

る
核

燃
料

の
熱

伝
導

率
評

価
 

*中
村

 博
樹

1 、
町

田
 昌

彦
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1.
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）
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性
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礎

物
性
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id
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Ta
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1 , M
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O
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1.

JA
EA
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Th
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al
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nd

 M
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ha
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l P

ro
pe
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ie

s 
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r 
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M
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*A
fi

qa
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oh
am

ad
1 , Y

uj
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hi
sh

i1 , F
um
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ir

o 
N

ak
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or
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en
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ns
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e 
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m
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ak

a1,
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O
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f 
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静
的

デ
ブ

リ
冷

却
シ

ス
テ

ム
の

開
発

 
耐

熱
材

の
高

温
熱

物
性

 
*窪

谷
 悟

1 、
石

渡
 裕

1 、
榊

 勲
1 、

藤
井

 正
2 、

辻
 隆

文
3 、

渡
辺

 博
道

4 、
阿

子
島

 め
ぐ

み
4  （

1.
東

芝
、

2.
日

立
G

E、
3.

中
部

電

力
、

4.
産

総
研

）
 

燃
料

被
覆

管
コ

ー
ト

材
と

し
て

の
Y 2T

i 2O
7の

特
性

評
価

 
*瀬

戸
 陽

介
1 、

牟
田

 浩
明

1 、
坂

本
 寛

2 、
大

石
 佑

治
1 、

黒
崎

 健
1 、

山
中

 伸
介

1,
3  （

1.
阪

大
、

2.
N

FD
、

3.
福

井
大

）
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基
礎

物
性

炉
心

溶
融

物
の

物
性
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炉
心

溶
融

物
の

物
性

評
価

 
(1

)研
究

概
要

と
実

験
手

法
 

*山
中

 伸
介

1 、
大

石
 佑

治
1 、

牟
田

 浩
明

1 、
黒

崎
 健

1  （
1.

阪
大

）
 

炉
心

溶
融

物
の

物
性

評
価

 
(2

)ガ
ス

浮
遊

法
を

用
い

て
測

定
し

た
Zr

O
2-

Al
2O

3溶
融

物
の

粘
性

と
密

度
 

*大
石

 佑
治

1 、
Ka

rg
l F

lo
ri

an
2 、

中
森

 文
博

1 、
牟

田
 浩

明
1 、

黒
崎

 健
1 、

山
中

 伸
介

1,
3  （

1.
阪

大
、

2.
ド

イ
ツ

航
空

宇
宙

セ
ン

タ
ー

、
3.

福
井

大
）

 

炉
心

溶
融

物
の

物
性

評
価

 
(3

)電
磁

浮
遊

法
を

用
い

て
測

定
し

た
Fe

-B
溶

融
物

の
密

度
 

*中
森

 文
博

1 、
Jü

rg
en

 B
ri

llo
2 、

大
石

 佑
治

1 、
牟

田
 浩

明
1 、

黒
崎

 健
1 、

山
中

 伸
介

1,
3  （

1.
阪

大
、

2.
ド

イ
ツ

航
空

宇
宙

セ
ン

タ
ー

、
3.

福
井

大
）

 

炉
心

溶
融

物
の

物
性

評
価

 
(4

)静
電

浮
遊

法
を

用
い

て
測

定
し

た
Zr

-O
溶

融
合

金
の

熱
物

性
 

*近
藤

 俊
樹

1 、
大

石
 佑

治
1 、

中
森

 文
博

1 、
岡

田
 純

平
2 、

石
川

 毅
彦

3 、
渡

邊
 勇

基
4 、

牟
田

 浩
明

1 、
黒

崎
 健

1 、
山

中
 伸

介
1,

5
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、

4.
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イ
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福

井
大

）
 

炉
心

溶
融

物
の

物
性

評
価

 
(5

)Z
r-

Fe
溶

融
合

金
の

熱
伝

導
率

 
*大

乗
 孔

威
1 、

大
石

 佑
治

1 、
近

藤
 俊

樹
1 、

牟
田

 浩
明

1 、
黒

崎
 健

1 、
山

中
 伸

介
1,

2  （
1.

阪
大

、
2.

福
井

大
）
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核
燃

料
と

そ
の

照
射

挙
動
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微
細

構
造

を
制

御
し

た
高

M
A含

有
不

定
比

酸
化

物
燃

料
の

物
性

予
測

手
法

に
関

す
る

研
究

 
(4

)研
究

内
容

及
び

主
な

成
果

 
*田

中
 康

介
1 、

関
 崇

行
1 、

岡
 弘

1 、
松

田
 哲

志
2 、

牟
田

 浩
明

3 、
関

岡
 健

4 、
所

 大
志

郎
4  （

1.
JA

EA
、

2.
フ

ァ
イ

ン
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス

セ
、

3.
阪

大
、

4.
検

査
開

発
）

 

微
細

構
造

を
制

御
し

た
高

M
A含

有
不

定
比

酸
化

物
燃

料
の

物
性

予
測

手
法

に
関

す
る

研
究

 
(5

)焼
結

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
緻

密
化

解
析

 
*松

田
 哲

志
1 、

牟
田

 浩
明

2 、
田

中
 康

介
3  （

1.
フ

ァ
イ

ン
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
セ

、
2.

阪
大

、
3.

JA
EA

）
 

微
細

構
造

を
制

御
し

た
高

M
A含

有
不

定
比

酸
化

物
燃

料
の

物
性

予
測

手
法

に
関

す
る

研
究

 
(6

)模
擬

M
A含

有
燃

料
の

物
性

測
定

 
*牟

田
 浩

明
1 、

加
藤

 直
暉

1 、
田

中
 康

介
2 、

松
田

 哲
志

3 、
大

石
 佑

治
1 、

黒
崎

 健
1 、

山
中

 伸
介

1,
4  （

1.
阪

大
、

2.
JA

EA
、

3.
フ

ァ
イ

ン
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
セ

、
4.

福
井

大
）

 

微
細

構
造

を
制

御
し

た
高

M
A含

有
不

定
比

酸
化

物
燃

料
の

物
性

予
測

手
法

に
関

す
る

研
究
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)多
量

模
擬

M
A含

有
燃

料
の

物
性

予
測

評
価

 
*加

藤
 直

暉
1 、

牟
田

 浩
明

1 、
田

中
 康

介
2 、

松
田

 哲
志

3 、
大

石
 佑

治
1 、

黒
崎

 健
1 、

山
中

 伸
介

1,
4  （

1.
阪

大
、

2.
JA

EA
、

3.
フ

ァ
イ

ン
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
セ

、
4.

福
井

大
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化
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炉
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･熱
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力
設

計
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価
技

術
の

高
度

化
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木
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明
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1.

三
菱

原
子

燃
料
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事
故

耐
性

燃
料

の
開

発
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木

 達
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京
大
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料
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度

化
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ー
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ッ
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司
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電
H

D）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
1-

2 
核

燃
料

と
そ

の
照

射
挙

動

溶
融

燃
料

・
FP

挙
動

 
座

長
：

田
中

 康
介

（
JA

EA
）

 9
月

9日
(金

) 1
4:

45
～

15
:3

5 
B会

場
 

TM
I-

2燃
料

デ
ブ

リ
試

料
と

使
用

済
燃

料
試

料
を

用
い
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ウ
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水
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水
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核

種
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出

挙
動
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放
出

挙
動

評
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を
目
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し
た

Cs
I-

Ce
O

2模
擬

燃
料

の
作

製
 

*髙
松

 佑
気

1 、
黒

崎
 健

1,
2 、

石
井

 大
翔

1 、
逢

坂
 正

彦
3 、

中
島

 邦
久

3 、
三

輪
 周

平
3 、

デ
ィ

レ
ン

マ
 フ

ィ
デ

ル
マ

3 、
大

石
 佑

治
1

、
牟

田
 浩

明
1 、

山
中

 伸
介

1,
4  （

1.
阪

大
、

2.
JS

Tさ
き

が
け

、
3.

JA
EA

、
4.

福
井

大
）

 

表
面

・
界

面
効

果
を

考
慮

し
た

溶
融

燃
料

中
の

揮
発

性
核

分
裂

生
成

物
の

挙
動

評
価

 
(4

)C
sI

の
溶

融
物

性
に

及
ぼ

す
固

体
表

面
形

態
の

影
響

 
*石

井
 大

翔
1 、

黒
崎

 健
1,

2 、
村

上
 幸

弘
3 、

大
石

 佑
治

1 、
牟

田
 浩

明
1 、

宇
埜

 正
美

3 、
山

中
 伸

介
1,

3  （
1.

阪
大

、
2.

JS
T 

さ
き

が

け
、

3.
福

井
大

）
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般

セ
ッ

シ
ョ

ン
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燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
1-

2 
核

燃
料

と
そ

の
照

射
挙

動

液
体

燃
料

・
M

O
X燃

料
 

座
長

：
牟

田
 浩

明
（

阪
大

）
 9

月
9日

(金
) 1

5:
35

～
17

:0
0 

B会
場

 

液
体

燃
料

の
導

入
で

も
た

ら
さ

れ
る

原
子

力
の

未
来

 
*木

下
 幹

康
1,

2 、
千

葉
 文

浩
2 、

渡
邉

 崇
2,

3 、
岩

下
 強

4 、
古

川
 和

朗
5 、

古
川

 雅
章

2  （
1.

東
大

、
2.

TT
S 

in
c、

3.
核

融
合

研
、

4.
イ

ー
エ

ス
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
ズ

、
5.

KE
K）

 

ハ
ル

テ
゙

ン
炉

で
の

液
体

核
燃

料
実

現
の

た
め

の
照

射
リ

ク
゙

開
発

（
そ

の
2）

 
*渡

邉
 崇

1 、
木

下
 幹

康
1,

2 、
千

葉
 文

浩
1 、

岩
下

 強
3 、

古
川

 和
朗

1,
4 、

古
川

 雅
章

1 、
H

ar
tm

an
n 

Ch
ri

st
ia

n5 、
Ka

rl
se

n 
Jo

n-

M
ar

ti
n5 、

Be
er

e 
W

ill
ia

m
5 、

H
an

se
n 

Jo
rn

-H
ar

al
d5  （

1.
ト

リ
ウ

ム
テ

ッ
ク

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
、

2.
東

大
、

3.
イ

ー
エ

ス
テ

ク
ノ

ロ

ジ
ー

ズ
、

4.
KE

K、
5.

In
st

. f
or

 E
ne

rg
y 

Te
ch

.）
 

(U
,C

e)
O

2の
焼

結
挙

動
に

及
ぼ

す
雰

囲
気

ガ
ス

の
影

響
 

*中
道

 晋
哉

1 、
廣

岡
 瞬

1 、
加

藤
 正

人
1 、

砂
押

 剛
雄

2 、
N

el
so

n 
An

dr
ew

3 、
M

cC
le

lla
n 

Ke
nn

et
h3  （

1.
JA

EA
、

2.
検

査
開

発
、

3.
ロ

ス
ア

ラ
モ

ス
研

）
 

(U
,P

u)
O

2の
酸

素
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
モ

デ
ル

 
*加

藤
 正

人
1 、

渡
部

 雅
1 、

中
村

 博
樹

1 、
町

田
 昌

彦
1  （

1.
JA

EA
）

 

中
空

燃
料

の
照

射
後

組
織

変
化

挙
動

 
*佐

々
木

 新
治

1 、
磯

﨑
 美

咲
2 、

石
見

 明
洋

1 、
前

田
 宏

治
3  （

1.
JA

EA
、

2.
JA

EA
、

3.
JA

EA
）

 
  20

16
年

9月
7日

(水
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

3 
原

子
力

施
設

の
廃

止
措

置
技

術

放
射

能
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
評

価
 

座
長

：
北

村
 高

一
（

JA
EA

）
 9

月
7日

(水
) 1

4:
45

～
15

:5
0 

C会
場

 

廃
止

措
置

の
た

め
の

放
射

化
放

射
能

計
算

に
お

け
る

中
性

子
エ

ネ
ル

ギ
ー

ス
ペ

ク
ト

ル
の

依
存

性
 

*田
中

 健
一

1 、
上

野
 純

2  （
1.

エ
ネ

総
研

、
2.

原
電

エ
ン

ジ
）

 

放
射

化
量

評
価

高
精

度
化

の
た

め
の

基
礎

的
検

討
 

(1
)微

量
元

素
の

分
析

法
と

ば
ら

つ
き

 
*木

下
 哲

一
1 、

谷
本

 祐
一

1 、
小

迫
 和

明
1 、

多
田

 茜
1 、

鳥
居

 和
敬

1 、
黒

澤
 到

1  （
1.

清
水

建
設

）
 

放
射

化
量

評
価

高
精

度
化

の
た

め
の

基
礎

的
検

討
 

(2
)微

量
元

素
分

析
と

放
射

化
放

射
能

量
評

価
 

*鳥
居

 和
敬

1 、
木

下
 哲

一
1 、

谷
本

 祐
一

1 、
小

迫
 和

明
1 、

多
田

 茜
1 、

黒
澤

 到
1  （

1.
清

水
建

設
）

 
59

N
iの

放
射

能
が

廃
止

措
置

計
画

に
及

ぼ
す

影
響

 
*江

連
 秀

夫
1  （

1.
ナ

イ
ス

）
 

  

[1
C0

5-
08

]

[1
C0

5]

[1
C0

6]

[1
C0

7]

[1
C0

8]

[2
C0

1-
05

]

[2
C0

1]

[2
C0

2]

[2
C0

3]

[2
C0

4]

[2
C0

5]

[2
C0

6-
09

]

[2
C0

6]

- 
8 

-
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セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

3 
原

子
力

施
設

の
廃

止
措

置
技

術

シ
ナ

リ
オ

評
価

，
シ

ス
テ

ム
開

発
，

解
体

技
術

 
座

長
：

田
中

 健
一

（
エ

ネ
総

研
）

 9
月

7日
(水

) 1
5:

50
～

16
:5

5 
C会

場
 

炉
心

部
機

器
の

解
体

で
発

生
す

る
廃

棄
体

製
作

に
係

る
最

適
化

の
検

討
 

廃
棄

体
数

計
算

モ
デ

ル
の

開
発

 
*高

橋
 純

平
1 、

川
崎

 大
介

1 、
柳

原
 敏

1  （
1.

福
井

大
）

 

廃
止

措
置

の
費

用
評

価
 

(3
)大

型
発

電
炉

を
対

象
に

し
た

評
価

方
法

の
検

討
 

*奥
出

 陽
香

1 、
川

崎
 大

介
1 、

柳
原

 敏
1  （

1.
福

井
大

）
 

原
子

力
施

設
の

廃
止

措
置

に
お

け
る

知
識

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 
(6

)ベ
テ

ラ
ン

技
術

者
の

知
識

継
承

の
た

め
の

取
り

組
み

 
*加

藤
 靖

章
1,

2 、
柳

原
 敏

1 、
井

口
 幸

弘
1,

2 、
手

塚
 将

志
2 、

香
田

 有
哉

2  （
1.

福
井

大
、

2.
JA

EA
）

 

再
処

理
特

別
研

究
棟

廃
液

貯
槽

LV
-1

の
原

位
置

解
体

 
(8

)L
V-

1下
鏡

部
の

切
断

作
業

 
*横

塚
 佑

太
1 、

三
村

 竜
二

1 、
藤

倉
 敏

貴
1 、

根
本

 浩
一

1 、
信

田
 重

夫
1  （

1.
JA

EA
）
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 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

3 
原

子
力

施
設

の
廃

止
措

置
技

術

除
染

技
術

1 
座

長
：

田
中

 宏
和

（
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

）
 9

月
8日

(木
) 9

:3
5～

10
:5

5 
C会

場
 

PW
R廃

止
措

置
向

け
化

学
除

染
技

術
の

開
発

 
(3

)P
W

R環
境

で
の

酸
化

皮
膜

性
状

 
*矢

板
 由

美
1 、

根
岸

 孝
次

1 、
岡

村
 雅

人
1 、

金
丸

 太
郎

2 、
青

井
 洋

美
2  （

1.
東

芝
、

2.
東

芝
）

 

PW
R廃

止
措

置
向

け
化

学
除

染
技

術
の

開
発

 
(4

)P
W

R一
次

系
内

オ
ゾ

ン
濃

度
評

価
 

*山
本

 泰
1 、

吉
井

 敏
浩

1 、
矢

板
 由

美
1 、

根
岸

 孝
次

1 、
金

丸
 太

郎
2 、

青
井

 洋
美

2  （
1.

東
芝

、
2.

東
芝

）
 

レ
ー

ザ
ー

剥
離

装
置

の
製

作
と

除
染

性
能

 
*峰

原
 英

介
1  （

1.
若

狭
湾

エ
ネ

研
）

 

レ
ー

ザ
ー

剥
離

技
術

を
用

い
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

除
染

 
*山

岸
 隆

一
郎

1 、
都

築
 聡

1 、
石

神
 龍

哉
1 、

遠
山

 伸
一

1 、
峰

原
 英

介
1  （

1.
若

狭
湾

エ
ネ

研
）

 

小
口

径
配

管
廃

棄
物

の
内

面
除

染
方

法
の

開
発

 
*土

田
 大

輔
1 、

高
橋

 浩
2  （

1.
JA

EA
、

2.
富

士
古

河
E＆

C）
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般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

3 
原

子
力

施
設

の
廃

止
措

置
技

術

除
染

技
術

2 
座

長
：

鳥
居

 和
敬

（
清

水
建

設
）

 9
月

8日
(木

) 1
0:

55
～

12
:0

0 
C会

場
 

原
子

炉
建

屋
内

の
遠

隔
除

染
技

術
の

開
発

 
(1

)上
部

階
用

除
染

装
置

実
証

試
験

 実
証

試
験

計
画

 
*酒

井
 仁

志
1,

2 、
齊

藤
 真

拡
1,

2 、
村

田
 裕

俊
3 、

荒
井

 穣
1,

4 、
上

野
 陽

平
1,

4 、
鬼

塚
 博

徳
1,

5 、
矢

野
 雅

洋
1,

5  （
1.

IR
ID

、
2.

東

芝
、

3.
東

電
H

D、
4.

日
立

G
E、

5.
M

H
I）

 

[2
B1

4]

[2
B1

5]

[2
B1

6]

[2
B1

7-
20

]

[2
B1

7]

[2
B1

8]

[2
B1

9]

[2
B2

0]

[3
B0

1-
05

]

[3
B0

1]

[3
B0

2]

[3
B0

3]

[3
B0

4]

- 
5 

-

M
O

Xの
酸

素
自

己
拡

散
係

数
 

*渡
部

 雅
1 、

加
藤

 正
人

1 、
砂

押
 剛

雄
2  （

1.
JA

EA
、

2.
検

査
開

発
）

 

核
燃

料
の

融
点

高
速

測
定

手
法

の
開

発
 

レ
ー

ザ
ー

局
所

加
熱

と
積

分
球

に
よ

る
放

射
率

測
定

 
*原

田
 誠

1 、
有

馬
 立

身
1 、

出
光

 一
哉

1 、
稲

垣
 八

穂
広

1 、
廣

沢
 孝

志
2 、

佐
藤

 勇
3  （

1.
九

大
、

2.
JA

EA
、

3.
東

工
大

）
 

第
一

原
理

計
算

に
よ

る
核

燃
料

の
熱

伝
導

率
評

価
 

*中
村

 博
樹

1 、
町

田
 昌

彦
1  （

1.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

1-
1 

基
礎

物
性

基
礎

物
性

 
座

長
：

佐
藤

 勇
（

東
工

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
6:

55
～

18
:0

0 
B会

場
 

Ev
al

ua
ti

on
 o

f 
FP

 C
he

m
is

tr
y 

un
de

r 
Se

ve
re

 A
cc

id
en

t 
Co

nd
it

io
ns

 w
it

h 
Fo

cu
se

s 
on

 t
he

 E
ff

ec
ts

 o
f

BW
R 

Co
nt

ro
l M

at
er

ia
l 

(6
)O

xi
da

ti
on

 b
eh

av
io

r 
of

 B
4C

/S
S/

Zr
y 

m
ix

ed
 m

el
ts

 p
ha

se
s 

*F
id

el
m

a 
G

iu
lia

 D
i L

em
m

a1 , S
hu

he
i M

iw
a1 , J

un
ta

ro
 T

ak
ad

a1 , M
as

ah
id

e 
Ta

ka
no

1 , M
as

ah
ik

o 
O

sa
ka

1  （
1.

JA
EA

）
 

Th
er

m
al

 a
nd

 M
ec

ha
ni

ca
l P

ro
pe

rt
ie

s 
fo

r 
al

ph
a-

M
oS

i 2 
 

*A
fi

qa
 M

oh
am

ad
1 , Y

uj
i O

hi
sh

i1 , F
um

ih
ir

o 
N

ak
am

or
i1 , H

ir
oa

ki
 M

ut
a1 , K

en
 K

ur
os

ak
i1 , S

hi
ns

uk
e 

Ya
m

an
ak

a1,
2

（
1.

O
sa

ka
 U

ni
v.

, 2
.U

ni
v.

 o
f 

Fu
ku

i）
 

静
的

デ
ブ

リ
冷

却
シ

ス
テ

ム
の

開
発

 
耐

熱
材

の
高

温
熱

物
性

 
*窪

谷
 悟

1 、
石

渡
 裕

1 、
榊

 勲
1 、

藤
井

 正
2 、

辻
 隆

文
3 、

渡
辺

 博
道

4 、
阿

子
島

 め
ぐ

み
4  （

1.
東

芝
、

2.
日

立
G

E、
3.

中
部

電

力
、

4.
産

総
研

）
 

燃
料

被
覆

管
コ

ー
ト

材
と

し
て

の
Y 2T

i 2O
7の

特
性

評
価

 
*瀬

戸
 陽

介
1 、

牟
田

 浩
明

1 、
坂

本
 寛

2 、
大

石
 佑

治
1 、

黒
崎

 健
1 、

山
中

 伸
介

1,
3  （

1.
阪

大
、

2.
N

FD
、

3.
福

井
大

）
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年
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1-
1 

基
礎

物
性

炉
心

溶
融

物
の

物
性

評
価

 
座

長
：

園
田

 健
（

電
中

研
）

 9
月

9日
(金

) 9
:3

0～
10

:5
5 

B会
場

 

炉
心

溶
融

物
の

物
性

評
価

 
(1

)研
究

概
要

と
実

験
手

法
 

*山
中

 伸
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:0
0 

D会
場

 

放
射

性
廃

棄
物

処
分

の
人

工
バ

リ
ア

シ
ス

テ
ム

か
ら

の
核

種
放

出
に

対
す

る
近

似
解

析
解

の
導

出
と

シ
ス

テ
ム

の
応

答
特

性
の

把
握

 
(1

)2
重

の
拡

散
媒

体
を

有
す

る
人

工
バ

リ
ア

シ
ス

テ
ム

か
ら

の
核

種
放

出
に

対
す

る
近

似
解

析
解

と
そ

の
応

答
特

性
 

*大
井

 貴
夫

1 、
高

橋
 博

一
2  （

1.
JA

EA
、

2.
Q

Jサ
イ

エ
ン

ス
）

 

放
射

性
廃

棄
物

処
分

の
人

工
バ

リ
ア

シ
ス

テ
ム

か
ら

の
核

種
放

出
に

対
す

る
近

似
解

析
解

の
導

出
と

シ
ス

テ
ム

の
応

答
特

性
の

把
握

 
(2

)浅
地

中
ピ

ッ
ト

お
よ

び
ト

レ
ン

チ
処

分
の

処
分

施
設

か
ら

の
核

種
放

出
に

関
す

る
近

似
解

析
解

の
導

出
と

そ
の

応
答

特
性

 
*高

橋
 博

一
1 、

大
井

 貴
夫

2  （
1.

Q
Jサ

イ
エ

ン
ス

、
2.

JA
EA

）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

処
分

に
向

け
た

予
察

的
な

検
討

 
(1

)バ
リ

ア
機

能
に

着
目

し
た

感
度

解
析

 
*島

田
 太

郎
1 、

西
村

 優
基

1 、
武

田
 聖

司
1  （

1.
JA

EA
）

 

燃
料

デ
ブ

リ
の

処
分

に
向

け
た

予
察

的
な

検
討

 
(2

)ガ
ス

の
発

生
と

そ
の

影
響

 
*西

村
 優

基
1 、

島
田

 太
郎

1 、
武

田
 聖

司
1  （

1.
JA

EA
）

 
   企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
総

合
講

演
・

報
告

 | 
総

合
講

演
・

報
告

1 
東

京
電

力
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
株

式
会

社
［

東
芝

、
鹿

島
建

設
、

清
水

建
設

共
催

］

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

か
ら

の
燃

料
取

り
出

し
に

向
け

た
取

り
組

み
に

つ
い

て
 

座
長

：
高

山
 拓

治
（

東
電

H
D）

 9
月

7日
(水

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
D会

場
 

各
号

機
 プ

ー
ル

燃
料

取
り

出
し

に
向

け
た

全
体

計
画

 
*松

岡
 一

平
1  （

1.
東

電
H

D）
 

3号
機

 オ
ペ

フ
ロ

大
型

ガ
レ

キ
撤

去
、

除
染

、
遮

へ
い

体
設

置
 

*井
上

 隆
司

1  （
1.

鹿
島

建
設

）
 

3号
機

 有
人

作
業

エ
リ

ア
の

線
量

率
評

価
 

*白
井

 啓
介

1  （
1.

東
芝

）
 

[2
C0

7]

[2
C0

8]

[2
C0

9]

[P
L2

C]

[P
L2

C0
1]

[P
L2

C0
2]

[P
L2

C0
3]

[2
C1

0-
15

]

[2
C1

0]

[2
C1

1]

[2
C1

2]

[2
C1

3]

[2
C1

4]

- 
9 

-

原
子

炉
建

屋
内

の
遠

隔
除

染
技

術
の

開
発

 
(2

)上
部

階
用

除
染

装
置

実
証

試
験

 試
験

結
果

（
ブ

ラ
ス

ト
シ

ス
テ

ム
）

 
*鬼

塚
 博

徳
1,

2 、
矢

野
 雅

洋
1,

2 、
杉

本
 大

興
1,

2 、
辻

元
 一

輝
1,

2 、
下

鍋
 典

昭
1,

2 、
福

島
 武

人
1,

3 、
荒

井
 穣

1,
4 、

上
野

 陽
平

1,
4 、

村
田

裕
俊

5  （
1.

IR
ID

、
2.

M
H

I、
3.

東
芝

、
4.

日
立

G
E、

5.
東

電
H

D）
 

原
子

炉
建

屋
内

の
遠

隔
除

染
技

術
の

開
発

 
(3

)上
部

階
用

除
染

装
置

実
証

試
験

 試
験

結
果

（
高

圧
水

シ
ス

テ
ム

）
 

*上
野

 陽
平

1,
2 、

吉
久

保
 富

士
夫

1,
2 、

荒
井

 穣
1,

2 、
平

塚
 真

弘
1,

2 、
小

田
原

 竜
1,

2 、
村

田
 裕

俊
3 、

佐
藤

 勝
彦

1,
4 、

矢
野

 雅
洋

1,
5

、
鬼

塚
 博

徳
1,

5  （
1.

IR
ID

、
2.

日
立

G
E、

3.
東

電
H

D、
4.

東
芝

、
5.

M
H

I）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

ら
を

対
象

と
し

た
汚

染
除

去
方

法
 

*木
村

 博
1 、

黒
澤

 到
1 、

鳥
居

 和
敬

1 、
卜

部
 光

平
1  （

1.
清

水
建

設
）

 
   企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
委

員
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

標
準

委
員

会
2（

原
子

燃
料

サ
イ

ク
ル

専
門

分
科

会
）

「
低

レ
ベ

ル
放

射
性

廃
棄

物
の

埋
設

地
に

係
る

覆
土

の
施

工
方

法
及

び
施

設
の

管
理

方
法

」
：

20
1X

 改
定

標
準

案
の

概
要

に
つ

い
て

 
座

長
：

新
堀

 雄
一

（
東

北
大

）
 9

月
8日

(木
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

C会
場

 

標
準

改
定

の
経

緯
、

目
的

、
標

準
全

体
概

要
の

紹
介

 
*吉

原
 恒

一
1  （

1.
原

安
進

）
 

新
規

制
基

準
に

対
応

し
た

主
な

標
準

改
定

内
容

に
つ

い
て

 
［

1］
(箇

条
4 

段
階

管
理

に
よ

る
安

全
確

保
の

方
策

、
箇

条
7記

録
）

 
*吉

原
 恒

一
1  （

1.
原

安
進

）
 

新
規

制
基

準
に

対
応

し
た

主
な

標
準

改
定

内
容

に
つ

い
て

 
［

2］
(箇

条
5覆

土
の

施
工

方
法

、
箇

条
6保

安
の

た
め

に
講

ず
べ

き
措

置
) 

*関
口

 志
1  （

1.
戸

田
建

設
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
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. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
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5-
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原
子

力
施

設
の

廃
止

措
置

技
術

原
子

炉
解

体
検

討
（

福
島

へ
の

適
用

含
む

）
1 

座
長

：
木

下
 哲

一
（

清
水

建
設

）
 9

月
8日

(木
) 1

4:
45

～
16

:2
0 

C会
場

 

「
ふ

げ
ん

」
原

子
炉

解
体

に
係

る
技

術
開

発
 そ

の
2 

(1
)試

料
採

取
計

画
及

び
原

子
炉

解
体

要
素

技
術

実
証

計
画

 
*岩

井
 紘

基
1 、

中
村

 保
之

1 、
松

尾
 秀

彦
1 、

水
井

 宏
之

1 、
佐

野
 一

哉
1  （

1.
JA

EA
）

 

「
ふ

げ
ん

」
原

子
炉

解
体

に
係

る
技

術
開

発
 そ

の
2 

(2
)原

子
炉

構
造

材
試

料
採

取
装

置
の

開
発

 
*松

尾
 公

彦
1 、

石
飛

 龍
彦

1 、
岡

 寛
1 、

岩
井

 紘
基

2 、
松

尾
 秀

彦
2 、

中
村

 保
之

2 、
佐

野
 一

哉
2  （

1.
M

H
I、

2.
JA

EA
）

 

「
ふ

げ
ん

」
原

子
炉

解
体

に
係

る
技

術
開

発
 そ

の
2 

(3
)原

子
炉

施
設

に
お

け
る

レ
ー

ザ
切

断
工

法
の

実
証

 
*中

村
 保

之
1 、

岩
井

 紘
基

1 、
佐

野
 一

哉
1 、

山
本

 耕
輔

1 、
荒

谷
 健

太
1  （

1.
JA

EA
）

 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
廃

炉
に

向
け

た
レ

ー
ザ

ー
と

水
噴

流
の

複
合

加
工

技
術

の
開

発
 

(1
)加

工
特

性
の

評
価

 
*武

部
 俊

彦
1,

3 、
羽

成
 敏

秀
1 、

山
田

 知
典

1 、
大

道
 博

行
1 、

石
塚

 一
平

2 、
大

森
 信

哉
2 、

黒
澤

 孝
一

2 、
佐

々
木

 豪
3 、

中
田

 正
宏

3

、
酒

井
 英

明
3  （

1.
JA

EA
、

2.
日

立
G

E、
3.

ス
ギ

ノ
マ

シ
ン

）
 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
廃

炉
に

向
け

た
レ

ー
ザ

ー
と

水
噴

流
の

複
合

加
工

技
術

の
開

発
 

(2
)高

速
度

カ
メ

ラ
に

よ
る

観
察

 
*羽

成
 敏

秀
1 、

武
部

 俊
彦

1,
3 、

山
田

 知
典

1 、
大

道
 博

行
1 、

石
塚

 一
平

2 、
大

森
 信

哉
2 、

黒
澤

 孝
一

2 、
佐

々
木

 豪
3 、

中
田

 正
宏

3

[2
C1

5]

[2
C1

6-
22

]

[2
C1

6]

[2
C1

7]

[2
C1

8]

[2
C1

9]

[2
C2

0]

[2
C2

1]

[2
C2

2]

[3
C0

1-
03

]

[3
C0

1]

[3
C0

2]

[3
C0

3]
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 -

、
酒

井
 英

明
3  （

1.
JA

EA
、

2.
日

立
G

E、
3.

ス
ギ

ノ
マ

シ
ン

）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

原
子

炉
建

屋
上

部
ガ

レ
キ

撤
去

に
伴

う
粉

じ
ん

発
生

量
の

評
価

 
風

の
影

響
を

受
け

る
開

放
空

間
で

の
解

体
の

粉
じ

ん
発

生
量

の
把

握
と

低
減

対
策

 
*新

木
 悠

太
1 、

望
月

 寛
1 、

末
永

 和
也

1 、
荻

野
 佳

1 、
高

木
 賢

二
2 、

増
田

 誠
2 、

塚
原

 裕
一

3 、
姫

野
 多

加
男

3  （
1.

東
電

H
D、

2.
鹿

島
建

設
、

3.
清

水
建

設
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

5-
3 

原
子

力
施

設
の

廃
止

措
置

技
術

原
子

炉
解

体
検

討
（

福
島

へ
の

適
用

含
む

）
2 

座
長

：
北

垣
 徹

（
JA

EA
）

 9
月

8日
(木

) 1
6:

20
～

18
:1

0 
C会

場
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

廃
炉

の
た

め
の

プ
ラ

ン
ト

内
線

量
率

分
布

評
価

と
水

中
デ

ブ
リ

探
査

に
係

る
技

術
開

発
 

(1
)研

究
目

的
と

全
体

計
画

 
*片

倉
 純

一
1 、

奥
村

 啓
介

2 、
金

 岡
秀

3 、
ジ

ョ
イ

ス
 マ

ル
コ

ム
4 、

レ
ノ

ッ
ク

ス
 バ

リ
ー

5  （
1.

長
岡

技
科

大
、

2.
JA

EA
、

3.
海

技

研
、

4.
ラ

ン
カ

ス
タ

ー
大

、
5.

マ
ン

チ
ェ

ス
タ

ー
大

）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

廃
炉

の
た

め
の

プ
ラ

ン
ト

内
線

量
率

分
布

評
価

と
水

中
デ

ブ
リ

探
査

に
係

る
技

術
開

発
 

(2
)線

量
率

分
布

評
価

の
た

め
の

線
源

お
よ

び
3次

元
プ

ラ
ン

ト
モ

デ
ル

の
構

築
 

*奥
村

 啓
介

1 、
佐

藤
 若

英
1 、

前
田

 裕
文

1 、
若

井
田

 育
夫

1 、
鷲

谷
 忠

博
1 、

片
倉

 純
一

2  （
1.

JA
EA

、
2.

長
岡

技
科

大
）

 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

廃
炉

の
た

め
の

プ
ラ

ン
ト

内
線

量
率

分
布

評
価

と
水

中
デ

ブ
リ

探
査

に
係

る
技

術
開

発
 

(3
)ソ

ナ
ー

に
よ

る
水

中
デ

ブ
リ

探
査

技
術

の
開

発
の

た
め

の
模

擬
燃

料
デ

ブ
リ

製
作

と
性

能
試

験
 

*澤
田

 健
一

1 、
金

 岡
秀

1 、
横

田
 早

織
1 、

加
藤

 道
男

1 、
西

村
 和

哉
1 、

小
田

野
 直

光
2 、

片
倉

 純
一

3  （
1.

海
技

研
、

2.
仙

北

市
、

3.
長

岡
技

科
大

）
 

炉
材

料
の

強
度

及
び

微
細

組
織

へ
の

事
故

時
熱

影
響

の
検

討
 

(1
)炉

内
機

器
材

料
の

微
細

組
織

及
び

硬
さ

へ
の

事
故

時
熱

影
響

の
推

定
 

*青
木

 勇
斗

1 、
吉

永
 啓

汰
1 、

橋
本

 健
吾

1 、
吉

田
 渉

1 、
實

川
 資

朗
1  （

1.
福

島
高

専
）

 

炉
材

料
の

強
度

及
び

微
細

組
織

へ
の

事
故

時
熱

影
響

の
検

討
 

(2
)福

島
第

一
原

発
の

格
納

容
器

材
料

へ
の

事
故

時
熱

影
響

に
よ

る
強

度
特

性
変

化
範

囲
の

検
討

 
*吉

永
 啓

汰
1 、

青
木

 勇
斗

1 、
橋

本
 健

吾
1 、

今
野

 力
斗

1 、
實

川
 資

朗
1  （

1.
福

島
高

専
）

 

14
73

Kに
お

け
る

B 4C
, S

US
30

4,
 ジ

ル
カ

ロ
イ

間
の

反
応

へ
の

雰
囲

気
の

影
響

 
*植

田
 滋

1 、
高

 旭
1 、

佐
々

木
 良

輔
1 、

北
村

 信
也

1 、
小

林
 能

直
2  （

1.
東

北
大

、
2.

東
工

大
）

 

SU
S3

04
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
の

溶
融

Fe
-C

r-
N

i-
B-

C合
金

中
へ

の
溶

解
挙

動
 

*小
林

 能
直

1 、
守

田
 祐

哉
1 、

墨
田

 岳
大

1 、
植

田
 滋

2 、
中

桐
 俊

男
3  （

1.
東

工
大

、
2.

東
北

大
、

3.
JA

EA
）

 
  20

16
年

9月
9日

(金
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
3-

1 
原

子
炉

化
学

，
放

射
線

化
学

，
腐

食
化

学
，

水
質

管
理

燃
料

集
合

体
の

長
期

健
全

性
評

価
 

座
長

：
永

石
 隆

二
（

JA
EA

）
 9

月
9日

(金
) 9

:3
0～

10
:2

0 
C会

場
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

か
ら

取
出

し
た

燃
料

集
合

体
の

長
期

健
全

性
評

価
 

(1
)全

体
計

画
と

H
27

年
度

成
果

の
概

要
 

*樋
口

 徹
1 、

石
岡

 真
一

1 、
田

中
 重

彰
2 、

森
島

 康
雄

2 、
上

野
 文

義
3 、

前
田

 宏
治

3  （
1.

日
立

G
E、

2.
東

芝
、

3.
JA

EA
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

か
ら

取
出

し
た

燃
料

集
合

体
の

長
期

健
全

性
評

価
 

(2
)乾

式
保

管
時

の
燃

料
健

全
性

評
価

 
*石

岡
 真

一
1 、

樋
口

 徹
1 、

松
永

 純
治

2 、
青

見
 雅

樹
2  （

1.
日

立
G

E、
2.

G
N

F-
J）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

か
ら

取
出

し
た

燃
料

集
合

体
の

長
期

健
全

性
評

価
 

(3
)ト

レ
ー

サ
に

よ
る

海
水

成
分

移
行

評
価

 

―
　
16

　
―



[3
C0

4-
06

]

[3
C0

4]

[3
C0

5]

[3
C0

6]

[3
C0

7-
10

]

[3
C0

7]

[3
C0

8]

[3
C0

9]

[3
C1

0]

[P
L3

C]

[P
L3

C0
1]

[P
L3

C0
2]

[P
L3

C0
3]

[P
L3

C0
4]

[P
L3

C0
5]
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*関
尾

 佳
弘

1,
2 、

前
田

 宏
治

1,
2 、

山
県

 一
郎

1,
2 、

上
野

 文
義

1,
2  （

1.
IR

ID
、

2.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

3-
1 

原
子

炉
化

学
，

放
射

線
化

学
，

腐
食

化
学

，
水

質
管

理

ラ
ジ

オ
リ

シ
ス

 
座

長
：

寺
地

 巧
（

IN
SS

）
 9

月
9日

(金
) 1

0:
20

～
11

:1
0 

C会
場

 

海
水

及
び

そ
の

濃
厚

系
で

の
水

の
放

射
線

分
解

の
プ

ラ
イ

マ
リ

収
量

の
実

験
的

評
価

 
*永

石
 隆

二
1,

2 、
近

藤
 孝

文
2 、

神
戸

 正
雄

2 、
吉

田
 陽

一
2 、

井
上

 将
男

1  （
1.

JA
EA

、
2.

阪
大

）
 

ピ
コ

秒
パ

ル
ス

ラ
ジ

オ
リ

シ
ス

に
よ

る
高

温
プ

ロ
パ

ノ
ー

ル
中

の
電

子
溶

媒
和

過
程

の
研

究
 

*室
屋

 裕
佐

1 、
吉

田
 哲

郎
1 、

金
森

 航
1 、

勝
村

 庸
介

2,
3 、

山
下

 真
一

3 、
古

澤
 孝

弘
1  （

1.
阪

大
、

2.
日

本
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
協

会
、

3.
東

大
）

 

A 
La

rg
e-

Sc
al

e 
De

m
on

st
ra

ti
on

 F
ac

ili
ty

 f
or

 L
ig

ht
-W

at
er

 D
et

ri
ti

at
io

n 
*N

ic
ep

ho
re

 B
on

ne
t1 , D

av
id

 C
ar

ls
on

1  （
1.

Ku
ri

on
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

3-
1 

原
子

炉
化

学
，

放
射

線
化

学
，

腐
食

化
学

，
水

質
管

理

腐
食

環
境

緩
和

・
被

ば
く

低
減

 
座

長
：

室
屋

 裕
佐

（
阪

大
）

 9
月

9日
(金

) 1
1:

10
～

12
:1

5 
C会

場
 

軽
水

炉
利

用
高

度
化

に
対

応
し

た
線

量
率

低
減

技
術

の
開

発
 

(1
)通

常
水

質
、

水
素

注
入

水
質

に
お

け
る

Co
-6

0付
着

試
験

結
果

 
*細

川
 秀

幸
1 、

大
橋

 利
正

1 、
露

木
 瑞

穂
2 、

碓
井

 直
志

2 、
稲

垣
 博

光
3  （

1.
日

立
、

2.
日

立
G

E、
3.

中
部

電
力

）
 

白
金

酸
化

物
ナ

ノ
粒

子
注

入
に

よ
る

材
料

表
面

の
白

金
付

着
状

態
及

び
酸

化
皮

膜
変

化
 

*石
田

 一
成

1 、
和

田
 陽

一
1 、

橘
 正

彦
1 、

太
田

 信
之

2  （
1.

日
立

、
2.

日
立

G
E）

 

溶
存

水
素

濃
度

制
御

装
置

の
開

発
 

*津
口

 明
1 、

中
村

 和
1 、

中
野

 寛
子

2 、
土

谷
 邦

彦
2  （

1.
化

研
、

2.
JA

EA
）

 

SS
RT

試
験

に
よ

る
69

0合
金

の
PW

SC
C機

構
の

検
討

 
*寺

地
 巧

1 、
宮

本
 友

樹
1 、

戸
塚

 信
夫

1 、
山

田
 卓

陽
1 、

有
岡

 孝
司

1  （
1.

IN
SS

）
 

   企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

部
会

・
連

絡
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

水
化

学
部

会
［

バ
ッ

ク
エ

ン
ド

部
会

，
核

燃
料

部
会

共
催

］

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

廃
止

措
置

の
現

状
と

今
後

の
取

り
組

み
 

座
長

：
高

木
 純

一
（

東
芝

）
 9

月
9日

(金
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

C会
場

 

汚
染

水
対

策
の

状
況

 
*白

木
 洋

也
1  （

1.
東

電
H

D）
 

サ
ブ

ド
レ

ン
水

処
理

の
状

況
 

*三
宅

 俊
介

1  （
1.

日
立

G
E）

 

圧
力

容
器

／
格

納
容

器
向

け
防

錆
剤

の
多

核
種

除
去

設
備

へ
の

影
響

評
価

 
*田

嶋
 直

樹
1  （

1.
IR

ID
、

2.
東

芝
）

 

福
島

第
一

原
発

事
故

廃
棄

物
の

処
理

・
処

分
技

術
開

発
 

*宮
本

 泰
明

1  （
1.

IR
ID

、
2.

JA
EA

）
 

燃
料

デ
ブ

リ
性

状
把

握
研

究
の

概
要

 
*高

野
 公

秀
1  （

1.
IR

ID
、

2.
JA

EA
）

 
  

[1
D0

1-
03

]

[1
D0

1]

[1
D0

2]

[1
D0

3]

[1
D0

4-
07

]

[1
D0

4]

[1
D0

5]

[1
D0

6]

[1
D0

7]

[P
L1

D]

[P
L1

D0
1]

[P
L1

D0
2]

[P
L1

D0
3]
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20
16

年
9月

7日
(水

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

5-
2 

放
射

性
廃

棄
物

処
分

と
環

境

Cs
移

行
 

座
長

：
石

寺
 孝

充
（

JA
EA

）
 9

月
7日

(水
) 1

0:
00

～
10

:5
0 

D会
場

 

セ
シ

ウ
ム

お
よ

び
ス

ト
ロ

ン
チ

ウ
ム

の
移

行
挙

動
に

及
ぼ

す
液

相
飽

和
率

変
化

の
影

響
 

*小
堤

 健
紀

1 、
新

堀
 雄

一
1 、

千
田

 太
詩

1  （
1.

東
北

大
）

 

河
川

水
懸

濁
物

に
対

す
る

Cs
(I

)の
吸

着
・

脱
離

挙
動

に
関

す
る

研
究

（
そ

の
2）

 
*小

野
寺

 将
規

1 、
桐

島
 陽

1 、
秋

山
 大

輔
1 、

佐
藤

 修
彰

1 、
長

尾
 誠

也
2  （

1.
東

北
大

、
2.

金
沢

大
）

 

福
島

原
子

力
発

電
所

事
故

に
よ

り
汚

染
さ

れ
た

土
壌

中
放

射
性

セ
シ

ウ
ム

の
深

度
分

布
の

変
遷

に
基

づ
く

収
着

と
整

合
的

な
拡

散
係

数
の

解
析

と
深

度
分

布
の

将
来

予
測

 
*佐

藤
 治

夫
1 、

千
頭

 拓
也

1  （
1.

岡
山

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

5-
2 

放
射

性
廃

棄
物

処
分

と
環

境

事
故

廃
棄

物
処

分
 

座
長

：
有

馬
 立

身
（

九
大

）
 9

月
7日

(水
) 1

0:
50

～
12

:0
0 

D会
場

 

放
射

性
廃

棄
物

処
分

の
人

工
バ

リ
ア

シ
ス

テ
ム

か
ら

の
核

種
放

出
に

対
す

る
近

似
解

析
解

の
導

出
と

シ
ス

テ
ム

の
応

答
特

性
の

把
握

 
(1

)2
重

の
拡

散
媒

体
を

有
す

る
人

工
バ

リ
ア

シ
ス

テ
ム

か
ら

の
核

種
放

出
に

対
す

る
近

似
解

析
解

と
そ

の
応

答
特

性
 

*大
井

 貴
夫

1 、
高

橋
 博

一
2  （

1.
JA

EA
、

2.
Q

Jサ
イ

エ
ン

ス
）

 

放
射

性
廃

棄
物

処
分

の
人

工
バ

リ
ア

シ
ス

テ
ム

か
ら

の
核

種
放

出
に

対
す

る
近

似
解

析
解

の
導

出
と

シ
ス

テ
ム

の
応

答
特

性
の

把
握

 
(2

)浅
地

中
ピ

ッ
ト

お
よ

び
ト

レ
ン

チ
処

分
の

処
分

施
設

か
ら

の
核

種
放

出
に

関
す

る
近

似
解

析
解

の
導

出
と

そ
の

応
答

特
性

 
*高

橋
 博

一
1 、

大
井

 貴
夫

2  （
1.

Q
Jサ

イ
エ

ン
ス

、
2.

JA
EA

）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

処
分

に
向

け
た

予
察

的
な

検
討

 
(1

)バ
リ

ア
機

能
に

着
目

し
た

感
度

解
析

 
*島

田
 太

郎
1 、

西
村

 優
基

1 、
武

田
 聖

司
1  （

1.
JA

EA
）

 

燃
料

デ
ブ

リ
の

処
分

に
向

け
た

予
察

的
な

検
討

 
(2

)ガ
ス

の
発

生
と

そ
の

影
響

 
*西

村
 優

基
1 、

島
田

 太
郎

1 、
武

田
 聖

司
1  （

1.
JA

EA
）

 
   企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
総

合
講

演
・

報
告

 | 
総

合
講

演
・

報
告

1 
東

京
電

力
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
株

式
会

社
［

東
芝

、
鹿

島
建

設
、

清
水

建
設

共
催

］

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

か
ら

の
燃

料
取

り
出

し
に

向
け

た
取

り
組

み
に

つ
い

て
 

座
長

：
高

山
 拓

治
（

東
電

H
D）

 9
月

7日
(水

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
D会

場
 

各
号

機
 プ

ー
ル

燃
料

取
り

出
し

に
向

け
た

全
体

計
画

 
*松

岡
 一

平
1  （

1.
東

電
H

D）
 

3号
機

 オ
ペ

フ
ロ

大
型

ガ
レ

キ
撤

去
、

除
染

、
遮

へ
い

体
設

置
 

*井
上

 隆
司

1  （
1.

鹿
島

建
設

）
 

3号
機

 有
人

作
業

エ
リ

ア
の

線
量

率
評

価
 

*白
井

 啓
介

1  （
1.

東
芝

）
 

[2
C0

7]

[2
C0

8]

[2
C0

9]

[P
L2

C]

[P
L2

C0
1]

[P
L2

C0
2]

[P
L2

C0
3]

[2
C1

0-
15

]

[2
C1

0]

[2
C1

1]

[2
C1

2]

[2
C1

3]

[2
C1

4]
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-

原
子

炉
建

屋
内

の
遠

隔
除

染
技

術
の

開
発

 
(2

)上
部

階
用

除
染

装
置

実
証

試
験

 試
験

結
果

（
ブ

ラ
ス

ト
シ

ス
テ

ム
）

 
*鬼

塚
 博

徳
1,

2 、
矢

野
 雅

洋
1,

2 、
杉

本
 大

興
1,

2 、
辻

元
 一

輝
1,

2 、
下

鍋
 典

昭
1,

2 、
福

島
 武

人
1,

3 、
荒

井
 穣

1,
4 、

上
野

 陽
平

1,
4 、

村
田

裕
俊

5  （
1.

IR
ID

、
2.

M
H

I、
3.

東
芝

、
4.

日
立

G
E、

5.
東

電
H

D）
 

原
子

炉
建

屋
内

の
遠

隔
除

染
技

術
の

開
発

 
(3

)上
部

階
用

除
染

装
置

実
証

試
験

 試
験

結
果

（
高

圧
水

シ
ス

テ
ム

）
 

*上
野

 陽
平

1,
2 、

吉
久

保
 富

士
夫

1,
2 、

荒
井

 穣
1,

2 、
平

塚
 真

弘
1,

2 、
小

田
原

 竜
1,

2 、
村

田
 裕

俊
3 、

佐
藤

 勝
彦

1,
4 、

矢
野

 雅
洋

1,
5

、
鬼

塚
 博

徳
1,

5  （
1.

IR
ID

、
2.

日
立

G
E、

3.
東

電
H

D、
4.

東
芝

、
5.

M
H

I）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

ら
を

対
象

と
し

た
汚

染
除

去
方

法
 

*木
村

 博
1 、

黒
澤

 到
1 、

鳥
居

 和
敬

1 、
卜

部
 光

平
1  （

1.
清

水
建

設
）

 
   企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
委

員
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

標
準

委
員

会
2（

原
子

燃
料

サ
イ

ク
ル

専
門

分
科

会
）

「
低

レ
ベ

ル
放

射
性

廃
棄

物
の

埋
設

地
に

係
る

覆
土

の
施

工
方

法
及

び
施

設
の

管
理

方
法

」
：

20
1X

 改
定

標
準

案
の

概
要

に
つ

い
て

 
座

長
：

新
堀

 雄
一

（
東

北
大

）
 9

月
8日

(木
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

C会
場

 

標
準

改
定

の
経

緯
、

目
的

、
標

準
全

体
概

要
の

紹
介

 
*吉

原
 恒

一
1  （

1.
原

安
進

）
 

新
規

制
基

準
に

対
応

し
た

主
な

標
準

改
定

内
容

に
つ

い
て

 
［

1］
(箇

条
4 

段
階

管
理

に
よ

る
安

全
確

保
の

方
策

、
箇

条
7記

録
）

 
*吉

原
 恒

一
1  （

1.
原

安
進

）
 

新
規

制
基

準
に

対
応

し
た

主
な

標
準

改
定

内
容

に
つ

い
て

 
［

2］
(箇

条
5覆

土
の

施
工

方
法

、
箇

条
6保

安
の

た
め

に
講

ず
べ

き
措

置
) 

*関
口

 志
1  （

1.
戸

田
建

設
）
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ッ
シ

ョ
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燃

料
サ

イ
ク
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と

材
料
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原
子

力
施

設
の

廃
止

措
置

技
術

原
子

炉
解

体
検

討
（

福
島

へ
の

適
用

含
む

）
1 

座
長

：
木

下
 哲

一
（

清
水

建
設

）
 9

月
8日

(木
) 1

4:
45

～
16

:2
0 

C会
場

 

「
ふ

げ
ん

」
原

子
炉

解
体

に
係

る
技

術
開

発
 そ

の
2 

(1
)試

料
採

取
計

画
及

び
原

子
炉

解
体

要
素

技
術

実
証

計
画

 
*岩

井
 紘

基
1 、

中
村

 保
之

1 、
松

尾
 秀

彦
1 、

水
井

 宏
之

1 、
佐

野
 一

哉
1  （

1.
JA

EA
）

 

「
ふ

げ
ん

」
原

子
炉

解
体

に
係

る
技

術
開

発
 そ

の
2 

(2
)原

子
炉

構
造

材
試

料
採

取
装

置
の

開
発

 
*松

尾
 公

彦
1 、

石
飛

 龍
彦

1 、
岡

 寛
1 、

岩
井

 紘
基

2 、
松

尾
 秀

彦
2 、

中
村

 保
之

2 、
佐

野
 一

哉
2  （

1.
M

H
I、

2.
JA

EA
）

 

「
ふ

げ
ん

」
原

子
炉

解
体

に
係

る
技

術
開

発
 そ

の
2 

(3
)原

子
炉

施
設

に
お

け
る

レ
ー

ザ
切

断
工

法
の

実
証

 
*中

村
 保

之
1 、

岩
井

 紘
基

1 、
佐

野
 一

哉
1 、

山
本

 耕
輔

1 、
荒

谷
 健

太
1  （

1.
JA

EA
）

 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
廃

炉
に

向
け

た
レ

ー
ザ

ー
と

水
噴

流
の

複
合

加
工

技
術

の
開

発
 

(1
)加

工
特

性
の

評
価

 
*武

部
 俊

彦
1,

3 、
羽

成
 敏

秀
1 、

山
田

 知
典

1 、
大

道
 博

行
1 、

石
塚

 一
平

2 、
大

森
 信

哉
2 、

黒
澤

 孝
一

2 、
佐

々
木

 豪
3 、

中
田

 正
宏

3

、
酒

井
 英

明
3  （

1.
JA

EA
、

2.
日

立
G

E、
3.

ス
ギ

ノ
マ

シ
ン

）
 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
廃

炉
に

向
け

た
レ

ー
ザ

ー
と

水
噴

流
の

複
合

加
工

技
術

の
開

発
 

(2
)高

速
度

カ
メ

ラ
に

よ
る

観
察

 
*羽

成
 敏

秀
1 、

武
部

 俊
彦

1,
3 、

山
田

 知
典

1 、
大

道
 博

行
1 、

石
塚

 一
平

2 、
大

森
 信

哉
2 、

黒
澤

 孝
一

2 、
佐

々
木

 豪
3 、

中
田

 正
宏

3
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、
酒

井
 英

明
3  （

1.
JA

EA
、

2.
日

立
G

E、
3.

ス
ギ

ノ
マ

シ
ン

）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

原
子

炉
建

屋
上

部
ガ

レ
キ

撤
去

に
伴

う
粉

じ
ん

発
生

量
の

評
価

 
風

の
影

響
を

受
け

る
開

放
空

間
で

の
解

体
の

粉
じ

ん
発

生
量

の
把

握
と

低
減

対
策

 
*新

木
 悠

太
1 、

望
月

 寛
1 、

末
永

 和
也

1 、
荻

野
 佳

1 、
高

木
 賢

二
2 、

増
田

 誠
2 、

塚
原

 裕
一

3 、
姫

野
 多

加
男

3  （
1.

東
電

H
D、

2.
鹿

島
建

設
、

3.
清

水
建

設
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
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燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

5-
3 

原
子

力
施

設
の

廃
止

措
置

技
術

原
子

炉
解

体
検

討
（

福
島

へ
の

適
用

含
む

）
2 

座
長

：
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垣
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（
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月

8日
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福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

廃
炉

の
た

め
の

プ
ラ

ン
ト

内
線

量
率

分
布

評
価

と
水

中
デ

ブ
リ

探
査

に
係

る
技

術
開

発
 

(1
)研

究
目

的
と

全
体

計
画

 
*片

倉
 純

一
1 、

奥
村

 啓
介

2 、
金

 岡
秀

3 、
ジ

ョ
イ

ス
 マ

ル
コ

ム
4 、

レ
ノ

ッ
ク

ス
 バ

リ
ー

5  （
1.

長
岡

技
科

大
、

2.
JA

EA
、

3.
海

技

研
、

4.
ラ

ン
カ

ス
タ

ー
大

、
5.

マ
ン

チ
ェ

ス
タ

ー
大

）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

廃
炉

の
た

め
の

プ
ラ

ン
ト

内
線

量
率

分
布

評
価

と
水

中
デ

ブ
リ

探
査

に
係

る
技

術
開

発
 

(2
)線

量
率

分
布

評
価

の
た

め
の

線
源

お
よ

び
3次

元
プ

ラ
ン

ト
モ

デ
ル

の
構

築
 

*奥
村

 啓
介

1 、
佐

藤
 若

英
1 、

前
田

 裕
文

1 、
若

井
田

 育
夫

1 、
鷲

谷
 忠

博
1 、

片
倉

 純
一

2  （
1.

JA
EA

、
2.

長
岡

技
科

大
）

 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

廃
炉

の
た

め
の

プ
ラ

ン
ト

内
線

量
率

分
布

評
価

と
水

中
デ

ブ
リ

探
査

に
係

る
技

術
開

発
 

(3
)ソ

ナ
ー

に
よ

る
水

中
デ

ブ
リ

探
査

技
術

の
開

発
の

た
め

の
模

擬
燃

料
デ

ブ
リ

製
作

と
性

能
試

験
 

*澤
田

 健
一

1 、
金

 岡
秀

1 、
横

田
 早

織
1 、

加
藤

 道
男

1 、
西

村
 和

哉
1 、

小
田

野
 直

光
2 、

片
倉

 純
一

3  （
1.

海
技

研
、

2.
仙

北

市
、

3.
長

岡
技

科
大

）
 

炉
材

料
の

強
度

及
び

微
細

組
織

へ
の

事
故

時
熱

影
響

の
検

討
 

(1
)炉

内
機

器
材

料
の

微
細

組
織

及
び

硬
さ

へ
の

事
故

時
熱

影
響

の
推

定
 

*青
木

 勇
斗

1 、
吉

永
 啓

汰
1 、

橋
本

 健
吾

1 、
吉

田
 渉

1 、
實

川
 資

朗
1  （

1.
福

島
高

専
）

 

炉
材

料
の

強
度

及
び

微
細

組
織

へ
の

事
故

時
熱

影
響

の
検

討
 

(2
)福

島
第

一
原

発
の

格
納

容
器

材
料

へ
の

事
故

時
熱

影
響

に
よ

る
強

度
特

性
変

化
範

囲
の

検
討

 
*吉

永
 啓

汰
1 、

青
木

 勇
斗

1 、
橋

本
 健

吾
1 、

今
野

 力
斗

1 、
實

川
 資

朗
1  （

1.
福

島
高

専
）
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お

け
る

B 4C
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30

4,
 ジ

ル
カ

ロ
イ

間
の

反
応

へ
の

雰
囲

気
の

影
響

 
*植

田
 滋

1 、
高

 旭
1 、

佐
々

木
 良

輔
1 、

北
村

 信
也

1 、
小

林
 能

直
2  （

1.
東

北
大

、
2.

東
工

大
）

 

SU
S3

04
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
の

溶
融

Fe
-C

r-
N

i-
B-

C合
金

中
へ

の
溶

解
挙

動
 

*小
林

 能
直

1 、
守

田
 祐

哉
1 、

墨
田

 岳
大

1 、
植

田
 滋

2 、
中

桐
 俊

男
3  （

1.
東

工
大

、
2.

東
北

大
、

3.
JA

EA
）
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燃
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1 
原

子
炉

化
学

，
放

射
線

化
学

，
腐

食
化

学
，

水
質

管
理

燃
料

集
合

体
の

長
期

健
全

性
評

価
 

座
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：
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石
 隆

二
（
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）
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月
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(金
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場
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

か
ら

取
出

し
た

燃
料

集
合

体
の

長
期

健
全

性
評

価
 

(1
)全

体
計

画
と

H
27

年
度

成
果

の
概

要
 

*樋
口

 徹
1 、

石
岡

 真
一

1 、
田

中
 重

彰
2 、

森
島

 康
雄

2 、
上

野
 文

義
3 、

前
田

 宏
治

3  （
1.

日
立

G
E、

2.
東

芝
、

3.
JA

EA
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

か
ら

取
出

し
た

燃
料

集
合

体
の

長
期

健
全

性
評

価
 

(2
)乾

式
保

管
時

の
燃

料
健

全
性

評
価

 
*石

岡
 真

一
1 、

樋
口

 徹
1 、

松
永

 純
治

2 、
青

見
 雅

樹
2  （

1.
日

立
G

E、
2.

G
N

F-
J）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

か
ら

取
出

し
た

燃
料

集
合

体
の

長
期

健
全

性
評

価
 

(3
)ト

レ
ー

サ
に

よ
る

海
水

成
分

移
行

評
価
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幌
延

深
部

地
下

水
中

の
溶

存
フ

ミ
ン

酸
に

よ
る

低
濃

度
Eu

と
の

錯
生

成
 

*寺
島

 元
基

1 、
斉

藤
 拓

巳
2 、

石
井

 智
子

3 、
伊

藤
 美

貴
3 、

赤
木

 洋
介

3 、
舘

 幸
男

1  （
1.

JA
EA

、
2.

東
大

、
3.

三
菱

マ
テ

リ
ア

ル
）

 

フ
ミ

ン
物

質
の

錯
生

成
能

へ
の

ガ
ン

マ
線

照
射

影
響

 
*後

藤
 涼

平
1 、

齋
藤

 毅
2 、

小
林

 大
志

1 、
佐

々
木

 隆
之

1  （
1.

京
大

、
2.

京
大

）
 

   企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

総
合

講
演

・
報

告
 | 

総
合

講
演

・
報

告
3 

原
子

力
発

電
環

境
整

備
機

構
［

バ
ッ

ク
エ

ン
ド

部
会

共
催

］

地
層

処
分

セ
ー

フ
テ

ィ
ケ

ー
ス
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セ
ー

フ
テ

ィ
ケ

ー
ス

構
築

の
考

え
方

と
ア

プ
ロ

ー
チ

 
*藤

山
 哲

雄
1  （

1.
N

UM
O

）
 

適
切

な
サ

イ
ト

の
選

定
と

地
質

環
境

モ
デ

ル
の

構
築

 
*太

田
 久

仁
雄

1  （
1.

N
UM

O
）

 

地
層

処
分

シ
ス

テ
ム

の
設

計
と

工
学

的
実

現
性

 
*鈴

木
 覚

1  （
1.

N
UM

O
）

 

地
層

処
分

シ
ス

テ
ム

の
安

全
性

の
評

価
 

*藤
崎

 淳
1  （

1.
N

UM
O

）
 

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

 
*司

会
：

杤
山

 修
1  （

1.
原

安
協
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放

射
性

廃
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処
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と

環
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ベ
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ト
ナ
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埋
め

戻
し

用
充

填
材

料
の

試
作

 
*棚

井
 憲

治
1 、

森
 拓

雄
2 、

深
谷

 正
明

2  （
1.

JA
EA

、
2.

大
林

組
）

 

原
位

置
試

験
に

よ
り

鉄
と

長
期

間
接

触
さ

せ
た

ク
ニ

ゲ
ル

V1
試

料
の

変
質

挙
動

の
調

査
 

*石
寺

 孝
充

1 、
笹

本
 広

1 、
佐

藤
 久

夫
2  （

1.
JA

EA
、

2.
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

）
 

超
音

波
を

用
い

た
不

飽
和

圧
縮

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

中
含

水
比

計
測

に
関

す
る

研
究

 
*木

村
 駿

1 、
北

山
 一

美
1 、

木
本

 和
志

2 、
河

村
 雄

行
2 、

木
倉

 宏
成

1  （
1.

東
工

大
、

2.
岡

山
大

）
 

N
M

R緩
和

法
に

よ
る

飽
和

モ
ン

モ
リ

ロ
ナ

イ
ト

の
空

隙
構

造
解

析
 

*山
崎

 秋
雄

1 、
大

窪
 貴

洋
1 、

岩
舘

 泰
彦

1 、
舘

 幸
男

2  （
1.

千
葉

大
、

2.
JA

EA
）

 

分
子

動
力

学
法

に
よ

る
モ

ン
モ

リ
ロ

ナ
イ

ト
層

間
の

膨
潤

特
性

評
価

 
*四

辻
 健

治
1 、

舘
 幸

男
1 、

河
村

 雄
行

2  （
1.

JA
EA

、
2.

岡
山

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

5-
2 

放
射

性
廃

棄
物

処
分

と
環

境

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

中
の

移
行

 
座

長
：

佐
藤

 治
夫

（
岡

山
大

）
 9

月
8日

(木
) 1

6:
05

～
17

:2
5 

D会
場

 

TR
U廃

棄
物

処
分

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

系
材

料
の

2相
流

パ
ラ

メ
ー

タ
同

定
と

適
用

性
検

証
 

*佐
伯

 亜
由

美
1 、

田
原

 康
博

1 、
古

賀
 和

正
2 、

大
和

田
 仁

2 、
佐

藤
 伸

3  （
1.

地
圏

環
境

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

、
2.

原
環

セ
、

3.
 大

林
組

　
）

 

N
a型

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

へ
の

過
飽

和
ケ

イ
酸

の
析

出
挙

動
 

*笹
川

 剛
1 、

千
田

 太
詩

1 、
新

堀
 雄

一
1  （

1.
東

北
大

）
 

鉄
共

存
系

で
の

圧
密

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

中
に

お
け

る
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
の

15
年

間
の

移
行

挙
動

 
*大

久
保

 徳
弥

1 、
出

光
 一

哉
1 、

稲
垣

 八
稲

広
1 、

有
馬

 立
身

1 、
秋

山
 大

輔
2 、

小
無

 健
司

2  （
1.

九
大

、
2.

東
北

大
）

 

[2
D1

8]

[2
D1

9]

[2
D2

0-
23

]

[2
D2

0]

[2
D2

1]

[2
D2

2]

[2
D2

3]

[3
D0

1-
05

]

[3
D0

1]

[3
D0

2]

[3
D0

3]

[3
D0

4]

[3
D0

5]

- 
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 -

人
工

お
よ

び
天

然
バ

リ
ア

材
に

お
け

る
ヨ

ウ
化

物
イ

オ
ン

の
拡

散
挙

動
 

*北
城

 諒
一

1 、
田

中
 真

悟
2 、

渡
邊

 直
子

2 、
小

崎
 完

2 、
赤

木
 洋

介
3 、

武
田

 匡
樹

4  （
1.

北
大

、
2.

北
大

、
3.

三
菱

マ
テ

リ
ア

ル
、

4.
JA

EA
）

 

モ
ン

モ
リ

ロ
ナ

イ
ト

に
吸

着
し

た
水

和
Cs

の
構

造
 

*岡
本

 拓
也

1 、
大

窪
 貴

洋
1 、

岩
舘

 泰
彦

1 、
出

口
 健

三
2 、

清
水

 禎
2 、

大
木

 忍
2 、

舘
 幸

男
3  （

1.
千

葉
大

、
2.

物
材

機

構
、

3.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

5-
2 

放
射

性
廃

棄
物

処
分

と
環

境

処
分

場
評

価
 

座
長

：
藤

﨑
 淳

（
N

UM
O

）
 9

月
8日

(木
) 1

7:
25

～
18

:3
0 

D会
場

 

地
下

冠
水

環
境

に
お

け
る

カ
ル

シ
ウ

ム
シ

リ
ケ

ー
ト

水
和

物
に

よ
る

バ
リ

ア
機

能
の

評
価

手
法

 
*新

堀
 雄

一
1 、

千
田

 太
詩

1 、
桐

島
 陽

1  （
1.

東
北

大
）

 

放
射

性
廃

棄
物

地
層

処
分

に
お

け
る

天
然

事
象

の
確

率
論

的
影

響
評

価
手

法
の

研
究

 
*河

村
 秀

紀
1  （

1.
m

cm
 ja

pa
n）

 

自
然

災
害

に
対

す
る

操
業

期
間

中
の

地
層

処
分

施
設

の
安

全
対

策
 

人
工

バ
リ

ア
に

対
す

る
火

災
影

響
評

価
の

検
討

 
*山

川
 浩

光
1 、

蓮
井

 昭
則

1 、
川

久
保

 政
洋

1 、
朝

野
 英

一
1 、

デ
ィ

ア
ク

 リ
ー

ヒ
ェ

ル
マ

ン
2 、

高
倉

 大
典

2 、
岩

田
 裕

美
子

2 、
川

上

進
2  （

1.
原

環
セ

、
2.

IH
I）

 

研
究

施
設

等
廃

棄
物

の
ト

レ
ン

チ
処

分
施

設
に

お
け

る
遮

水
機

能
の

設
計

検
討

 
*坂

井
 章

浩
1 、

黒
澤

 亮
平

2 、
仲

田
 久

和
1 、

天
澤

 弘
也

1 、
佐

藤
 亮

3 、
北

村
 洋

一
3  （

1.
JA

EA
、

2.
V.

I.C
、

3.
国

土
環

境
保

全
機

構
）

 
  20

16
年

9月
9日

(金
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

2 
放

射
性

廃
棄

物
処

分
と

環
境

廃
棄

体
特

性
・

腐
食

 
座

長
：

桜
木

 智
史

（
原

環
セ

）
 9

月
9日

(金
) 1

0:
40

～
12

:0
0 

D会
場

 

再
処

理
廃

棄
物

の
放

射
能

評
価

に
向

け
た

長
半

減
期

核
種

の
高

感
度

分
析

 
加

速
器

質
量

分
析

計
（

AM
S)

に
よ

る
Cl

-3
6、

I-
12

9の
高

感
度

分
析

 
*今

村
 聡

孝
1 、

木
野

 健
一

郎
1 、

坂
下

 章
2 、

野
田

 洋
3 、

松
崎

 浩
之

4  （
1.

N
DC

、
2.

M
H

I、
3.

日
本

原
燃

、
4.

東
大

）
 

使
用

済
燃

料
直

接
処

分
の

ソ
ー

ス
タ

ー
ム

評
価

 
(1

)海
外

に
お

け
る

瞬
時

放
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

調
査

お
よ

び
国

内
向

け
パ

ラ
メ

ー
タ

の
検

討
 

*長
田

 正
信

1 、
北

村
 暁

1 、
舘

 幸
男

1 、
赤

堀
 邦

晃
2 、

近
沢

 孝
弘

2  （
1.

JA
EA

、
2.

三
菱

マ
テ

リ
ア

ル
）

 

使
用

済
燃

料
直

接
処

分
の

ソ
ー

ス
タ

ー
ム

評
価

 
(2

)二
酸

化
ウ

ラ
ン

お
よ

び
使

用
済

燃
料

の
溶

解
速

度
に

及
ぼ

す
炭

酸
濃

度
の

影
響

に
関

す
る

レ
ビ

ュ
ー

 
*北

村
 暁

1 、
赤

堀
 邦

晃
2  （

1.
JA

EA
、

2.
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

）
 

国
際

標
準

模
擬

ガ
ラ

ス
固

化
体

IS
G

の
溶

解
挙

動
に

及
ぼ

す
溶

存
M

gの
影

響
 

*平
野

 飛
翼

1 、
稲

垣
 八

穂
広

1 、
松

本
 遼

1 、
出

光
 一

哉
1 、

有
馬

 立
身

1  （
1.

九
大

）
 

余
裕

深
度

処
分

環
境

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

か
ら

の
炭

素
の

浸
出

形
態

の
把

握
 

*中
林

 亮
1 、

藤
田

 智
成

1  （
1.

電
中

研
）

 
  

[P
L1

D0
4]

[P
L1

D0
5]

[P
L1

D0
6]

[P
L1

D0
7]

[P
L1

D0
8]

[1
D0

8-
11

]

[1
D0

8]

[1
D0

9]

[1
D1

0]

[1
D1

1]

[1
D1

2-
16

]

[1
D1

2]

[1
D1

3]

[1
D1

4]

[1
D1

5]

[1
D1

6]
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3号
機

 オ
ペ

フ
ロ

に
お

け
る

γ線
ス

ペ
ク

ト
ル

評
価

及
び

線
量

測
定

結
果

 
*向

田
 直

樹
1  （

1.
東

電
H

D）
 

3号
機

 カ
バ

ー
の

設
計

お
よ

び
施

工
計

画
 

*松
尾

 一
平

1  （
1.

鹿
島

建
設

）
 

3号
機

 燃
料

取
扱

設
備

等
の

設
計

お
よ

び
施

工
計

画
 

*篠
崎

 史
人

1  （
1.

東
芝

）
 

3号
機

 燃
料

取
り

出
し

に
向

け
た

準
備

状
況

 
*山

口
 貫

太
1  （

1.
東

電
H

D）
 

1号
機

 建
屋

カ
バ

ー
解

体
に

お
け

る
遠

隔
誘

導
シ

ス
テ

ム
、

ガ
レ

キ
吸

引
装

置
等

の
開

発
 

*黒
澤

 到
1  （

1.
清

水
建

設
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

5-
2 

放
射

性
廃

棄
物

処
分

と
環

境

セ
メ

ン
ト

固
化

体
 

座
長

：
千

田
 太

詩
（

東
北

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
D会

場
 

模
擬

燃
料

デ
ブ

リ
含

有
セ

メ
ン

ト
固

化
体

か
ら

の
ウ

ラ
ン

溶
出

挙
動

 
*新

村
 徹

1 、
秋

山
 大

輔
1 、

桐
島

 陽
1 、

佐
藤

 修
彰

1  （
1.

東
北

大
）

 

飛
灰

セ
メ

ン
ト

固
型

化
体

の
長

期
安

定
性

に
関

す
る

検
討

 
(1

)浸
水

試
験

 
*金

田
 由

久
1 、

芳
賀

 和
子

1 、
小

川
 彰

一
1 、

青
山

 弥
佳

子
1 、

高
橋

 晴
香

1 、
山

田
 一

夫
2  （

1.
太

平
洋

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

2.
国

環

研
）

 

飛
灰

セ
メ

ン
ト

固
型

化
体

の
長

期
安

定
性

に
関

す
る

検
討

 
(2

)膨
張

挙
動

の
予

測
 

*洞
 秀

幸
1 、

細
川

 佳
史

2 、
芳

賀
 和

子
1 、

小
川

 彰
一

1 、
山

田
 一

夫
3  （

1.
太

平
洋

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

2.
太

平
洋

セ
メ

ン
ト

、
3.

国
環

研
）

 

セ
メ

ン
ト

系
材

料
へ

の
ア

ル
カ

リ
イ

オ
ン

の
収

着
に

関
す

る
検

討
 

*芳
賀

 和
子

1 、
原

澤
 修

一
1 、

渡
邊

 禎
之

2 、
山

田
 一

夫
3 、

川
端

 雄
一

郎
4  （

1.
太

平
洋

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

2.
都

産
技

研
、

3.
国

環

研
、

4.
港

湾
空

港
技

術
研

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

2 
放

射
性

廃
棄

物
処

分
と

環
境

セ
メ

ン
ト

影
響

 
座

長
：

赤
木

 洋
介

（
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

）
 9

月
7日

(水
) 1

5:
50

～
17

:1
0 

D会
場

 

塩
化

物
イ

オ
ン

共
存

下
に

お
け

る
カ

ル
シ

ウ
ム

シ
リ

ケ
ー

ト
水

和
物

へ
の

ヨ
ウ

化
物

イ
オ

ン
の

収
着

挙
動

 
*小

野
寺

 駿
斗

1 、
田

児
 啓

貴
1 、

千
田

 大
詩

1 、
新

堀
 雄

一
1  （

1.
東

北
大

）
 

隣
接

す
る

セ
メ

ン
ト

固
化

体
中

の
水

の
放

射
線

分
解

に
よ

る
水

素
発

生
量

の
解

析
的

評
価

 
*中

山
 卓

也
1,

2 、
大

杉
 武

史
1 、

嶋
﨑

 竹
二

郎
1 、

阿
部

 智
久

1 、
八

木
 直

人
1 、

中
澤

 修
1 、

佐
藤

 治
夫

2 、
鈴

木
 和

彦
2

（
1.

JA
EA

、
2.

岡
山

大
）

 

モ
ル

タ
ル

の
溶

脱
に

伴
う

物
性

変
化

に
関

す
る

評
価

 
*柴

田
 真

仁
1 、

芳
賀

 和
子

1 、
胡

桃
澤

 清
文

2 、
林

 大
介

3 、
大

和
田

 仁
3  （

1.
太

平
洋

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

2.
北

大
、

3.
原

環
セ

）
 

セ
メ

ン
ト

系
材

料
の

熱
に

よ
る

変
質

に
関

す
る

検
討

 
*根

岸
 久

美
1 、

芳
賀

 和
子

1 、
林

 大
介

2 、
大

和
田

 仁
2  （

1.
太

平
洋

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

2.
原

環
セ

）
 

セ
メ

ン
ト

系
材

料
の

硫
酸

塩
劣

化
（

DE
F）

に
関

す
る

検
討

 
*渡

邊
 禎

之
1 、

小
川

 彰
一

2 、
山

田
 一

夫
3 、

川
端

 雄
一

郎
4  （

1.
都

産
技

研
、

2.
太

平
洋

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

3.
国

環
研

、
4.

港
湾

空
港

技
術

研
）

 

[1
D1

7-
21

]

[1
D1

7]

[1
D1

8]

[1
D1

9]

[1
D2

0]

[1
D2

1]

[2
D0

1-
04

]

[2
D0

1]

[2
D0

2]

[2
D0

3]

[2
D0

4]

[2
D0

5-
09

]

[2
D0

5]

[2
D0

6]

[2
D0

7]
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   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

2 
放

射
性

廃
棄

物
処

分
と

環
境

岩
盤

中
の

移
行

 
座

長
：

小
林

 大
志

（
京

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
7:

10
～

18
:3

0 
D会

場
 

グ
リ

ム
ゼ

ル
花

崗
閃

緑
岩

の
単

一
割

れ
目

中
の

核
種

移
行

特
性

評
価

 
(1

)室
内

試
験

 
*赤

木
 洋

介
1 、

舘
 幸

男
2 、

根
本

 一
昭

2 、
M

ar
ti

n 
An

dr
ew

3  （
1.

三
菱

マ
テ

リ
ア

ル
、

2.
JA

EA
、

3.
N

ag
ra

）
 

グ
リ

ム
ゼ

ル
花

崗
閃

緑
岩

の
単

一
割

れ
目

中
の

核
種

移
行

特
性

評
価

 
(2

)鉱
物

・
間

隙
分

析
 

*佐
藤

 久
夫

1 、
赤

木
 洋

介
1 、

舘
 幸

男
2 、

松
本

 一
浩

2  （
1.

三
菱

マ
テ

リ
ア

ル
、

2.
JA

EA
）

 

グ
リ

ム
ゼ

ル
花

崗
閃

緑
岩

の
単

一
割

れ
目

中
の

核
種

移
行

特
性

評
価

 
(3

)解
析

評
価

 
*伊

藤
 剛

志
1 、

舘
 幸

男
1  （

1.
JA

EA
）

 

マ
イ

ク
ロ

フ
ロ

ー
セ

ル
を

用
い

た
Ca

含
有

高
ア

ル
カ

リ
性

地
下

水
と

花
崗

岩
表

面
の

相
互

作
用

の
評

価
 

*林
 真

行
1 、

新
堀

 雄
一

1 、
千

田
 太

詩
1 、

倉
田

　
大

輝
1 、

田
代

 龍
1  （

1.
東

北
大

）
 

薄
片

状
黒

雲
母

へ
の

ユ
ウ

ロ
ピ

ウ
ム

の
収

着
に

お
け

る
pH

依
存

性
 

*豊
田

 丈
通

1 、
新

堀
 雄

一
1 、

千
田

 太
詩

1  （
1.

東
北

大
）
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2 
放

射
性

廃
棄

物
処

分
と

環
境

コ
ロ

イ
ド

・
溶

解
度

 
座

長
：

秋
山

 大
輔

（
東

北
大

）
 9

月
8日

(木
) 9

:3
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10
:3
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D会

場
 

Am
(I

II)
お

よ
び

種
々

の
価

数
を

持
つ

イ
オ

ン
の

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

コ
ロ

イ
ド

に
対

す
る

収
着

に
お

け
る

不
可

逆
性

評
価

 
*中

田
 弘

太
郎

1 、
石

寺
 孝

充
2 、

黒
澤

 精
一

3 、
林

 雅
則

3 、
別

部
 光

里
3 、

助
川

 誠
裕

3  （
1.

電
中

研
、

2.
JA

EA
、

3.
検

査
開

発
）

 

北
海

道
幌

延
地

域
に

分
布

す
る

深
部

地
下

水
を

用
い

た
コ

ロ
イ

ド
の

元
素

収
着

特
性

評
価

 
*遠

藤
 貴

志
1 、

天
野

 由
記

1 、
根

本
 一

昭
1 、

伊
藤

 剛
志

1 、
舘

 幸
男

1  （
1.

JA
EA

）
 

Ｘ
線

小
角

散
乱

法
に

よ
る

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

水
酸

化
物

沈
殿

の
評

価
 

*中
嶋

 翔
梧

1 、
小

林
 大

志
1 、

元
川

 竜
平

2 、
佐

々
木

 隆
之

1  （
1.

京
大

、
2.

JA
EA

）
 

4価
ジ

ル
コ

ニ
ウ

ム
溶

解
度

に
及

ぼ
す

イ
ソ

サ
ッ

カ
リ

ン
酸

影
響

の
熱

力
学

的
考

察
 

*小
林

 大
志

1 、
佐

々
木

 隆
之

1 、
北

村
 暁

2  （
1.

京
大

、
2.

JA
EA

）
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般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 
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燃
料
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イ

ク
ル

と
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料
 | 

40
5-

2 
放

射
性

廃
棄

物
処

分
と

環
境

溶
存

核
種

・
有

機
物

 
座

長
：

黒
澤

 進
（

N
UM

O
）

 9
月

8日
(木

) 1
0:

35
～
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:0
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D会

場
 

H
Se

- /S
e 42-

系
の

標
準

電
極

電
位

お
よ

び
Se

の
XA

FS
ス

ペ
ク

ト
ル

 
*土

井
 玲

祐
1  （

1.
JA

EA
）

 

ウ
ラ

ン
廃

棄
物

処
分

の
た

め
の

プ
ロ

ト
ア

ク
チ

ニ
ウ

ム
溶

液
化

学
研

究
 

(1
)P

a-
23

1の
精

製
お

よ
び

UV
-V

is
-N

IR
ス

ペ
ク

ト
ル

の
測

定
 

*桐
島

 陽
1 、

渡
邉

 雅
之

2 、
北

辻
 章

浩
2 、

瀬
川

 優
佳

里
2 、

青
柳

 登
2 、

秋
山

 大
輔

1 、
佐

藤
 修

彰
1  （

1.
東

北
大

、
2.

JA
EA

）
 

幌
延

深
部

地
下

水
フ

ミ
ン

酸
の

特
性

評
価

と
プ

ロ
ト

ン
化

反
応

熱
力

学
量

の
導

出
 

*紀
室

 辰
伍

1 、
桐

島
 陽

1 、
秋

山
 大

輔
1 、

佐
藤

 修
彰

1 、
長

尾
 誠

也
2 、

斉
藤

 拓
巳

3 、
天

野
 由

記
4 、

宮
川

 和
也

4 、
寺

島
 元

基
4

（
1.

東
北

大
、

2.
金

沢
大

、
3.

東
大

、
4.

JA
EA

）
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幌
延

深
部

地
下

水
中

の
溶

存
フ

ミ
ン

酸
に

よ
る

低
濃

度
Eu

と
の

錯
生

成
 

*寺
島

 元
基

1 、
斉

藤
 拓

巳
2 、

石
井

 智
子

3 、
伊

藤
 美

貴
3 、

赤
木

 洋
介

3 、
舘

 幸
男

1  （
1.

JA
EA

、
2.

東
大

、
3.

三
菱

マ
テ

リ
ア

ル
）

 

フ
ミ

ン
物

質
の

錯
生

成
能

へ
の

ガ
ン

マ
線

照
射

影
響

 
*後

藤
 涼

平
1 、

齋
藤

 毅
2 、

小
林

 大
志

1 、
佐

々
木

 隆
之

1  （
1.

京
大

、
2.

京
大

）
 

   企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

総
合

講
演

・
報

告
 | 

総
合

講
演

・
報

告
3 

原
子

力
発

電
環

境
整

備
機

構
［

バ
ッ

ク
エ

ン
ド

部
会

共
催

］

地
層

処
分

セ
ー

フ
テ

ィ
ケ

ー
ス

 
座

長
：

杤
山

 修
（

原
安

協
）
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月

8日
(木

) 1
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～
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場
 

セ
ー

フ
テ

ィ
ケ

ー
ス

構
築

の
考

え
方

と
ア

プ
ロ

ー
チ

 
*藤

山
 哲

雄
1  （

1.
N

UM
O

）
 

適
切

な
サ

イ
ト

の
選

定
と

地
質

環
境

モ
デ

ル
の

構
築

 
*太

田
 久

仁
雄

1  （
1.

N
UM

O
）

 

地
層

処
分

シ
ス

テ
ム

の
設

計
と

工
学

的
実

現
性

 
*鈴

木
 覚

1  （
1.

N
UM

O
）

 

地
層

処
分

シ
ス

テ
ム

の
安

全
性

の
評

価
 

*藤
崎

 淳
1  （

1.
N

UM
O

）
 

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

 
*司

会
：

杤
山

 修
1  （

1.
原

安
協

）
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ン
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ナ
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埋
め

戻
し

用
充

填
材

料
の

試
作

 
*棚

井
 憲

治
1 、

森
 拓

雄
2 、

深
谷

 正
明

2  （
1.

JA
EA

、
2.

大
林

組
）

 

原
位

置
試

験
に

よ
り

鉄
と

長
期

間
接

触
さ

せ
た

ク
ニ

ゲ
ル

V1
試

料
の

変
質

挙
動

の
調

査
 

*石
寺

 孝
充

1 、
笹

本
 広

1 、
佐

藤
 久

夫
2  （

1.
JA

EA
、

2.
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

）
 

超
音

波
を

用
い

た
不

飽
和

圧
縮

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

中
含

水
比

計
測

に
関

す
る

研
究

 
*木

村
 駿

1 、
北

山
 一

美
1 、

木
本

 和
志

2 、
河

村
 雄

行
2 、

木
倉

 宏
成

1  （
1.

東
工

大
、

2.
岡

山
大

）
 

N
M

R緩
和

法
に

よ
る

飽
和

モ
ン

モ
リ

ロ
ナ

イ
ト

の
空

隙
構

造
解

析
 

*山
崎

 秋
雄

1 、
大

窪
 貴

洋
1 、

岩
舘

 泰
彦

1 、
舘

 幸
男

2  （
1.

千
葉

大
、

2.
JA

EA
）

 

分
子

動
力

学
法

に
よ

る
モ

ン
モ

リ
ロ

ナ
イ

ト
層

間
の

膨
潤

特
性

評
価

 
*四

辻
 健

治
1 、

舘
 幸

男
1 、

河
村

 雄
行

2  （
1.

JA
EA

、
2.

岡
山

大
）
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般
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ョ
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 | 
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燃

料
サ

イ
ク
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と

材
料
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5-
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放
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性
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棄
物

処
分

と
環

境

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

中
の

移
行

 
座

長
：

佐
藤
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夫

（
岡

山
大

）
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月
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(木
) 1
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～
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TR
U廃

棄
物

処
分

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

系
材

料
の

2相
流

パ
ラ

メ
ー

タ
同

定
と

適
用

性
検

証
 

*佐
伯

 亜
由

美
1 、

田
原

 康
博

1 、
古

賀
 和

正
2 、

大
和

田
 仁

2 、
佐

藤
 伸

3  （
1.

地
圏

環
境

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

、
2.

原
環

セ
、

3.
 大

林
組

　
）

 

N
a型

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

へ
の

過
飽

和
ケ

イ
酸

の
析

出
挙

動
 

*笹
川

 剛
1 、

千
田

 太
詩

1 、
新

堀
 雄

一
1  （

1.
東

北
大

）
 

鉄
共

存
系

で
の

圧
密

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

中
に

お
け

る
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
の

15
年

間
の

移
行

挙
動

 
*大

久
保

 徳
弥

1 、
出

光
 一

哉
1 、

稲
垣

 八
稲

広
1 、

有
馬

 立
身

1 、
秋

山
 大

輔
2 、

小
無

 健
司

2  （
1.

九
大

、
2.

東
北

大
）

 

[2
D1

8]

[2
D1

9]

[2
D2

0-
23

]

[2
D2

0]

[2
D2

1]

[2
D2

2]

[2
D2

3]

[3
D0

1-
05

]

[3
D0

1]

[3
D0

2]

[3
D0

3]

[3
D0

4]

[3
D0

5]

- 
16

 -

人
工

お
よ

び
天

然
バ

リ
ア

材
に

お
け

る
ヨ

ウ
化

物
イ

オ
ン

の
拡

散
挙

動
 

*北
城

 諒
一

1 、
田

中
 真

悟
2 、

渡
邊

 直
子

2 、
小

崎
 完

2 、
赤

木
 洋

介
3 、

武
田

 匡
樹

4  （
1.

北
大

、
2.

北
大

、
3.

三
菱

マ
テ

リ
ア

ル
、

4.
JA

EA
）

 

モ
ン

モ
リ

ロ
ナ

イ
ト

に
吸

着
し

た
水

和
Cs

の
構

造
 

*岡
本

 拓
也

1 、
大

窪
 貴

洋
1 、

岩
舘

 泰
彦

1 、
出

口
 健

三
2 、

清
水

 禎
2 、

大
木

 忍
2 、

舘
 幸

男
3  （

1.
千

葉
大

、
2.

物
材

機

構
、

3.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
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料
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イ
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と

材
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2 

放
射

性
廃

棄
物

処
分

と
環

境

処
分

場
評

価
 

座
長

：
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﨑
 淳

（
N
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O

）
 9

月
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(木
) 1
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25

～
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地
下

冠
水

環
境

に
お

け
る

カ
ル

シ
ウ

ム
シ

リ
ケ

ー
ト

水
和

物
に

よ
る

バ
リ

ア
機

能
の

評
価

手
法

 
*新

堀
 雄

一
1 、

千
田

 太
詩

1 、
桐

島
 陽

1  （
1.

東
北

大
）

 

放
射

性
廃

棄
物

地
層

処
分

に
お

け
る

天
然

事
象

の
確

率
論

的
影

響
評

価
手

法
の

研
究

 
*河

村
 秀

紀
1  （

1.
m

cm
 ja

pa
n）

 

自
然

災
害

に
対

す
る

操
業

期
間

中
の

地
層

処
分

施
設

の
安

全
対

策
 

人
工

バ
リ

ア
に

対
す

る
火

災
影

響
評

価
の

検
討

 
*山

川
 浩

光
1 、

蓮
井

 昭
則

1 、
川

久
保

 政
洋

1 、
朝

野
 英

一
1 、

デ
ィ

ア
ク

 リ
ー

ヒ
ェ

ル
マ

ン
2 、

高
倉

 大
典

2 、
岩

田
 裕

美
子

2 、
川

上

進
2  （

1.
原

環
セ

、
2.

IH
I）

 

研
究

施
設

等
廃

棄
物

の
ト

レ
ン

チ
処

分
施

設
に

お
け

る
遮

水
機

能
の

設
計

検
討

 
*坂

井
 章

浩
1 、

黒
澤

 亮
平

2 、
仲

田
 久

和
1 、

天
澤

 弘
也

1 、
佐

藤
 亮

3 、
北

村
 洋

一
3  （

1.
JA

EA
、

2.
V.

I.C
、

3.
国

土
環

境
保

全
機

構
）
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射
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物
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性
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長
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環
セ

）
 9

月
9日

(金
) 1

0:
40

～
12

:0
0 

D会
場

 

再
処

理
廃

棄
物

の
放

射
能

評
価

に
向

け
た

長
半

減
期

核
種

の
高

感
度

分
析

 
加

速
器

質
量

分
析

計
（

AM
S)

に
よ

る
Cl

-3
6、

I-
12

9の
高

感
度

分
析

 
*今

村
 聡

孝
1 、

木
野

 健
一

郎
1 、

坂
下

 章
2 、

野
田

 洋
3 、

松
崎

 浩
之

4  （
1.

N
DC

、
2.

M
H

I、
3.

日
本

原
燃

、
4.

東
大

）
 

使
用

済
燃

料
直

接
処

分
の

ソ
ー

ス
タ

ー
ム

評
価

 
(1

)海
外

に
お

け
る

瞬
時

放
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

調
査

お
よ

び
国

内
向

け
パ

ラ
メ

ー
タ

の
検

討
 

*長
田

 正
信

1 、
北

村
 暁

1 、
舘

 幸
男

1 、
赤

堀
 邦

晃
2 、

近
沢

 孝
弘

2  （
1.

JA
EA

、
2.

三
菱

マ
テ

リ
ア

ル
）

 

使
用

済
燃

料
直

接
処

分
の

ソ
ー

ス
タ

ー
ム

評
価

 
(2

)二
酸

化
ウ

ラ
ン

お
よ

び
使

用
済

燃
料

の
溶

解
速

度
に

及
ぼ

す
炭

酸
濃

度
の

影
響

に
関

す
る

レ
ビ

ュ
ー

 
*北

村
 暁

1 、
赤

堀
 邦

晃
2  （

1.
JA

EA
、

2.
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

）
 

国
際

標
準

模
擬

ガ
ラ

ス
固

化
体

IS
G

の
溶

解
挙

動
に

及
ぼ

す
溶

存
M

gの
影

響
 

*平
野

 飛
翼

1 、
稲

垣
 八

穂
広

1 、
松

本
 遼

1 、
出

光
 一

哉
1 、

有
馬

 立
身

1  （
1.

九
大

）
 

余
裕

深
度

処
分

環
境

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

か
ら

の
炭

素
の

浸
出

形
態

の
把

握
 

*中
林

 亮
1 、

藤
田

 智
成

1  （
1.

電
中

研
）

 
  

[P
L1

D0
4]

[P
L1

D0
5]

[P
L1

D0
6]

[P
L1

D0
7]

[P
L1

D0
8]

[1
D0

8-
11

]

[1
D0

8]

[1
D0

9]

[1
D1

0]

[1
D1

1]

[1
D1

2-
16

]

[1
D1

2]

[1
D1

3]

[1
D1

4]

[1
D1

5]

[1
D1

6]

- 
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3号
機

 オ
ペ

フ
ロ

に
お

け
る

γ線
ス

ペ
ク

ト
ル

評
価

及
び

線
量

測
定

結
果

 
*向

田
 直

樹
1  （

1.
東

電
H

D）
 

3号
機

 カ
バ

ー
の

設
計

お
よ

び
施

工
計

画
 

*松
尾

 一
平

1  （
1.

鹿
島

建
設

）
 

3号
機

 燃
料

取
扱

設
備

等
の

設
計

お
よ

び
施

工
計

画
 

*篠
崎

 史
人

1  （
1.

東
芝

）
 

3号
機

 燃
料

取
り

出
し

に
向

け
た

準
備

状
況

 
*山

口
 貫

太
1  （

1.
東

電
H

D）
 

1号
機

 建
屋

カ
バ

ー
解

体
に

お
け

る
遠

隔
誘

導
シ

ス
テ

ム
、

ガ
レ

キ
吸

引
装

置
等

の
開

発
 

*黒
澤

 到
1  （

1.
清

水
建

設
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

5-
2 

放
射

性
廃

棄
物

処
分

と
環

境

セ
メ

ン
ト

固
化

体
 

座
長

：
千

田
 太

詩
（

東
北

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
D会

場
 

模
擬

燃
料

デ
ブ

リ
含

有
セ

メ
ン

ト
固

化
体

か
ら

の
ウ

ラ
ン

溶
出

挙
動

 
*新

村
 徹

1 、
秋

山
 大

輔
1 、

桐
島

 陽
1 、

佐
藤

 修
彰

1  （
1.

東
北

大
）

 

飛
灰

セ
メ

ン
ト

固
型

化
体

の
長

期
安

定
性

に
関

す
る

検
討

 
(1

)浸
水

試
験

 
*金

田
 由

久
1 、

芳
賀

 和
子

1 、
小

川
 彰

一
1 、

青
山

 弥
佳

子
1 、

高
橋

 晴
香

1 、
山

田
 一

夫
2  （

1.
太

平
洋

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

2.
国

環

研
）

 

飛
灰

セ
メ

ン
ト

固
型

化
体

の
長

期
安

定
性

に
関

す
る

検
討

 
(2

)膨
張

挙
動

の
予

測
 

*洞
 秀

幸
1 、

細
川

 佳
史

2 、
芳

賀
 和

子
1 、

小
川

 彰
一

1 、
山

田
 一

夫
3  （

1.
太

平
洋

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

2.
太

平
洋

セ
メ

ン
ト

、
3.

国
環

研
）

 

セ
メ

ン
ト

系
材

料
へ

の
ア

ル
カ

リ
イ

オ
ン

の
収

着
に

関
す

る
検

討
 

*芳
賀

 和
子

1 、
原

澤
 修

一
1 、

渡
邊

 禎
之

2 、
山

田
 一

夫
3 、

川
端

 雄
一

郎
4  （

1.
太

平
洋

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

2.
都

産
技

研
、

3.
国

環

研
、

4.
港

湾
空

港
技

術
研

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

2 
放

射
性

廃
棄

物
処

分
と

環
境

セ
メ

ン
ト

影
響

 
座

長
：

赤
木

 洋
介

（
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

）
 9

月
7日

(水
) 1

5:
50

～
17

:1
0 

D会
場

 

塩
化

物
イ

オ
ン

共
存

下
に

お
け

る
カ

ル
シ

ウ
ム

シ
リ

ケ
ー

ト
水

和
物

へ
の

ヨ
ウ

化
物

イ
オ

ン
の

収
着

挙
動

 
*小

野
寺

 駿
斗

1 、
田

児
 啓

貴
1 、

千
田

 大
詩

1 、
新

堀
 雄

一
1  （

1.
東

北
大

）
 

隣
接

す
る

セ
メ

ン
ト

固
化

体
中

の
水

の
放

射
線

分
解

に
よ

る
水

素
発

生
量

の
解

析
的

評
価

 
*中

山
 卓

也
1,

2 、
大

杉
 武

史
1 、

嶋
﨑

 竹
二

郎
1 、

阿
部

 智
久

1 、
八

木
 直

人
1 、

中
澤

 修
1 、

佐
藤

 治
夫

2 、
鈴

木
 和

彦
2

（
1.

JA
EA

、
2.

岡
山

大
）

 

モ
ル

タ
ル

の
溶

脱
に

伴
う

物
性

変
化

に
関

す
る

評
価

 
*柴

田
 真

仁
1 、

芳
賀

 和
子

1 、
胡

桃
澤

 清
文

2 、
林

 大
介

3 、
大

和
田

 仁
3  （

1.
太

平
洋

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

2.
北

大
、

3.
原

環
セ

）
 

セ
メ

ン
ト

系
材

料
の

熱
に

よ
る

変
質

に
関

す
る

検
討

 
*根

岸
 久

美
1 、

芳
賀

 和
子

1 、
林

 大
介

2 、
大

和
田

 仁
2  （

1.
太

平
洋

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

2.
原

環
セ

）
 

セ
メ

ン
ト

系
材

料
の

硫
酸

塩
劣

化
（

DE
F）

に
関

す
る

検
討

 
*渡

邊
 禎

之
1 、

小
川

 彰
一

2 、
山

田
 一

夫
3 、

川
端

 雄
一

郎
4  （

1.
都

産
技

研
、

2.
太

平
洋

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

3.
国

環
研

、
4.

港
湾

空
港

技
術

研
）

 

[1
D1

7-
21

]

[1
D1

7]

[1
D1

8]

[1
D1

9]

[1
D2

0]

[1
D2

1]

[2
D0

1-
04

]

[2
D0

1]

[2
D0

2]

[2
D0

3]

[2
D0

4]

[2
D0

5-
09

]

[2
D0

5]

[2
D0

6]

[2
D0

7]
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   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

2 
放

射
性

廃
棄

物
処

分
と

環
境

岩
盤

中
の

移
行

 
座

長
：

小
林

 大
志

（
京

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
7:

10
～

18
:3

0 
D会

場
 

グ
リ

ム
ゼ

ル
花

崗
閃

緑
岩

の
単

一
割

れ
目

中
の

核
種

移
行

特
性

評
価

 
(1

)室
内

試
験

 
*赤

木
 洋

介
1 、

舘
 幸

男
2 、

根
本

 一
昭

2 、
M

ar
ti

n 
An

dr
ew

3  （
1.

三
菱

マ
テ

リ
ア

ル
、

2.
JA

EA
、

3.
N

ag
ra

）
 

グ
リ

ム
ゼ

ル
花

崗
閃

緑
岩

の
単

一
割

れ
目

中
の

核
種

移
行

特
性

評
価

 
(2

)鉱
物

・
間

隙
分

析
 

*佐
藤

 久
夫

1 、
赤

木
 洋

介
1 、

舘
 幸

男
2 、

松
本

 一
浩

2  （
1.

三
菱

マ
テ

リ
ア

ル
、

2.
JA

EA
）

 

グ
リ

ム
ゼ

ル
花

崗
閃

緑
岩

の
単

一
割

れ
目

中
の

核
種

移
行

特
性

評
価

 
(3

)解
析

評
価

 
*伊

藤
 剛

志
1 、

舘
 幸

男
1  （

1.
JA

EA
）

 

マ
イ

ク
ロ

フ
ロ

ー
セ

ル
を

用
い

た
Ca

含
有

高
ア

ル
カ

リ
性

地
下

水
と

花
崗

岩
表

面
の

相
互

作
用

の
評

価
 

*林
 真

行
1 、

新
堀

 雄
一

1 、
千

田
 太

詩
1 、

倉
田

　
大

輝
1 、

田
代

 龍
1  （

1.
東

北
大

）
 

薄
片

状
黒

雲
母

へ
の

ユ
ウ

ロ
ピ

ウ
ム

の
収

着
に

お
け

る
pH

依
存

性
 

*豊
田

 丈
通

1 、
新

堀
 雄

一
1 、

千
田

 太
詩

1  （
1.

東
北

大
）

 
  20

16
年

9月
8日

(木
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

2 
放

射
性

廃
棄

物
処

分
と

環
境

コ
ロ

イ
ド

・
溶

解
度

 
座

長
：

秋
山

 大
輔

（
東

北
大

）
 9

月
8日

(木
) 9

:3
0～

10
:3

5 
D会

場
 

Am
(I

II)
お

よ
び

種
々

の
価

数
を

持
つ

イ
オ

ン
の

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

コ
ロ

イ
ド

に
対

す
る

収
着

に
お

け
る

不
可

逆
性

評
価

 
*中

田
 弘

太
郎

1 、
石

寺
 孝

充
2 、

黒
澤

 精
一

3 、
林

 雅
則

3 、
別

部
 光

里
3 、

助
川

 誠
裕

3  （
1.

電
中

研
、

2.
JA

EA
、

3.
検

査
開

発
）

 

北
海

道
幌

延
地

域
に

分
布

す
る

深
部

地
下

水
を

用
い

た
コ

ロ
イ

ド
の

元
素

収
着

特
性

評
価

 
*遠

藤
 貴

志
1 、

天
野

 由
記

1 、
根

本
 一

昭
1 、

伊
藤

 剛
志

1 、
舘

 幸
男

1  （
1.

JA
EA

）
 

Ｘ
線

小
角

散
乱

法
に

よ
る

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

水
酸

化
物

沈
殿

の
評

価
 

*中
嶋

 翔
梧

1 、
小

林
 大

志
1 、

元
川

 竜
平

2 、
佐

々
木

 隆
之

1  （
1.

京
大

、
2.

JA
EA

）
 

4価
ジ

ル
コ

ニ
ウ

ム
溶

解
度

に
及

ぼ
す

イ
ソ

サ
ッ

カ
リ

ン
酸

影
響

の
熱

力
学

的
考

察
 

*小
林

 大
志

1 、
佐

々
木

 隆
之

1 、
北

村
 暁

2  （
1.

京
大

、
2.

JA
EA

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

2 
放

射
性

廃
棄

物
処

分
と

環
境

溶
存

核
種

・
有

機
物

 
座

長
：

黒
澤

 進
（

N
UM

O
）

 9
月

8日
(木

) 1
0:

35
～

12
:0

0 
D会

場
 

H
Se

- /S
e 42-

系
の

標
準

電
極

電
位

お
よ

び
Se

の
XA

FS
ス

ペ
ク

ト
ル

 
*土

井
 玲

祐
1  （

1.
JA

EA
）

 

ウ
ラ

ン
廃

棄
物

処
分

の
た

め
の

プ
ロ

ト
ア

ク
チ

ニ
ウ

ム
溶

液
化

学
研

究
 

(1
)P

a-
23

1の
精

製
お

よ
び

UV
-V

is
-N

IR
ス

ペ
ク

ト
ル

の
測

定
 

*桐
島

 陽
1 、

渡
邉

 雅
之

2 、
北

辻
 章

浩
2 、

瀬
川

 優
佳

里
2 、

青
柳

 登
2 、

秋
山

 大
輔

1 、
佐

藤
 修

彰
1  （

1.
東

北
大

、
2.

JA
EA

）
 

幌
延

深
部

地
下

水
フ

ミ
ン

酸
の

特
性

評
価

と
プ

ロ
ト

ン
化

反
応

熱
力

学
量

の
導

出
 

*紀
室

 辰
伍

1 、
桐

島
 陽

1 、
秋

山
 大

輔
1 、

佐
藤

 修
彰

1 、
長

尾
 誠

也
2 、

斉
藤

 拓
巳

3 、
天

野
 由

記
4 、

宮
川

 和
也

4 、
寺

島
 元

基
4

（
1.

東
北

大
、

2.
金

沢
大

、
3.

東
大

、
4.

JA
EA

）
 

―
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―
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―



[1
E1

5-
19

]

[1
E1

5]

[1
E1

6]

[1
E1

7]

[1
E1

8]

[1
E1

9]

[2
E0

1-
04

]

[2
E0

1]

[2
E0

2]

[2
E0

3]

[2
E0

4]
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 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

廃
棄

物
性

状
調

査
 

座
長

：
塚

田
 毅

志
（

電
中

研
）

 9
月

7日
(水

) 1
6:

40
～

18
:0

0 
E会

場
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
事

故
に

伴
う

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
性

状
調

査
 

(4
)既

設
お

よ
び

増
設

多
核

種
除

去
設

備
ス

ラ
リ

ー
の

性
状

比
較

 
福

田
 裕

平
1,

2 、
比

内
 浩

1,
2 、

柴
田

 淳
広

1,
2 、

野
村

 和
則

1,
2 、

池
田

 昭
1,

3 、
小

畑
 政

道
1,

3 、
*市

川
 真

史
4 、

高
橋

 陵
太

4 、
平

山
 文

夫
4

（
1.

IR
ID

、
2.

JA
EA

、
3.

東
芝

、
4.

N
FD

）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
事

故
に

伴
う

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
性

状
調

査
 

(5
)高

性
能

容
器

に
収

納
さ

れ
て

い
る

炭
酸

塩
ス

ラ
リ

ー
の

分
析

 
*福

田
 裕

平
1,

2 、
荒

井
 陽

一
1,

2 、
比

内
 浩

1,
2 、

野
村

 和
則

1,
2 、

池
田

 昭
1,

3 、
小

畑
 政

道
1,

3 、
市

川
 真

史
4 、

高
橋

 陵
太

4 、
平

山
 文

夫
4

（
1.

IR
ID

、
2.

JA
EA

、
3.

東
芝

、
4.

N
FD

）
 

廃
ゼ

オ
ラ

イ
ト

吸
着

塔
内

の
核

種
分

布
の

γス
キ

ャ
ニ

ン
グ

に
よ

る
3次

元
評

価
に

関
す

る
検

討
 

*松
村

 太
伊

知
1,

2 、
永

石
 隆

二
1 、

片
倉

 純
一

2 、
鈴

⽊
 雅

秀
2  （

1.
JA

EA
、

2.
長

岡
技

科
大

）
 

福
島

第
一

事
故

廃
棄

物
の

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

評
価

手
法

の
開

発
 

(9
)分

析
デ

ー
タ

に
基

づ
く

核
種

移
行

に
関

す
る

考
察

 
*駒

 義
和

1,
2 、

柴
田

 淳
広

1,
2 、

芦
田

 敬
1,

2  （
1.

IR
ID

、
2.

JA
EA

）
 

福
島

第
一

事
故

廃
棄

物
の

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

評
価

手
法

の
開

発
 

(1
0)

解
析

的
推

定
に

お
け

る
不

確
実

性
低

減
方

法
の

検
討

 
*杉

山
 大

輔
3 、

加
藤

 潤
1,

2 、
大

井
 貴

夫
1,

2 、
駒

 義
和

1,
2 、

目
黒

 義
弘

1,
2 、

芦
田

 敬
1,

2 、
内

山
 秀

明
1 、

小
代

 宗
謙

1 、
中

林
 亮

3 、
藤

田
 智

成
3  （

1.
IR

ID
、

2.
JA

EA
、

3.
電

中
研

）
 

  20
16

年
9月

8日
(木

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
6-

1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

過
酷

事
故

対
策

1 
座

長
：

島
田

 裕
一

（
原

安
進

）
 9

月
8日

(木
) 9

:3
0～

10
:3

0 
E会

場
 

設
計

基
準

外
事

象
に

対
す

る
AP

10
00

®
の

安
全

性
評

価
 

(1
)欧

州
ス

ト
レ

ス
テ

ス
ト

に
基

づ
く

評
価

 
*佐

野
 祐

太
1 、

キ
ン

ド
レ

ッ
ド

 ト
ー

マ
ス

2  （
1.

ウ
ェ

ス
チ

ン
グ

ハ
ウ

ス
・

エ
レ

ク
ト

リ
ッ

ク
・

ジ
ャ

パ
ン

、
2.

ウ
ェ

ス
チ

ン
グ

ハ
ウ

ス
・

エ
レ

ク
ト

リ
ッ

ク
・

カ
ン

パ
ニ

ー
）

 

設
計

基
準

外
事

象
に

対
す

る
Ａ

Ｐ
１

０
０

０
®

の
安

全
性

評
価

 
(2

)安
全

性
向

上
の

評
価

 
*山

崎
 之

崇
1 、

キ
ン

ド
レ

ッ
ド

 ト
ー

マ
ス

2  （
1.

ウ
ェ

ス
チ

ン
グ

ハ
ウ

ス
・

エ
レ

ク
ト

リ
ッ

ク
・

ジ
ャ

パ
ン

、
2.

ウ
ェ

ス
チ

ン
グ

ハ
ウ

ス
・

エ
レ

ク
ト

リ
ッ

ク
・

カ
ン

パ
ニ

ー
）

 

事
故

耐
性

の
高

い
軽

水
炉

用
制

御
棒

の
開

発
 

新
型

中
性

子
吸

収
材

の
反

応
度

価
値

解
析

 
*太

田
 宏

一
1 、

尾
形

 孝
成

1 、
中

村
 勤

也
1  （

1.
電

中
研

）
 

過
酷

事
故

対
応

の
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
冷

却
器

の
開

発
 

(3
)ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
冷

却
器

の
熱

流
動

解
析

 
*石

田
 直

行
1 、

長
田

 泰
典

1 、
串

間
 有

紀
子

1 、
安

藤
 浩

二
1  （

1.
日

立
G

E）
 

  

[2
E0

5-
07

]

[2
E0

5]

[2
E0

6]

[2
E0

7]

[2
E0

8-
10

]

[2
E0

8]

[2
E0

9]

[2
E1

0]

[G
M

2E
]

[P
L2

E]

[P
L2

E0
1]

[P
L2

E0
2]

[P
L2

E0
3]
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 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

過
酷

事
故

対
策

2 
座

長
：

上
遠

野
 健

一
（

日
立

）
 9

月
8日

(木
) 1

0:
30

～
11

:1
5 

E会
場

 

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
時

の
水

素
処

理
シ

ス
テ

ム
の

開
発

 
(6

)水
素

処
理

速
度

に
対

す
る

反
応

材
粒

径
の

影
響

 
*山

田
 昂

1 、
藤

原
 竜

馬
1 、

香
月

 亮
二

1 、
岩

城
 智

香
子

1 、
柳

生
 基

茂
1 、

岡
村

 雅
人

1 、
田

邊
 雅

士
1  （

1.
東

芝
）

 

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
時

の
水

素
処

理
シ

ス
テ

ム
の

開
発

 
(7

)反
応

材
粒

子
径

が
反

応
器

水
素

処
理

特
性

に
与

え
る

影
響

 
*岩

城
 智

香
子

1 、
藤

原
 竜

馬
1 、

香
月

 亮
二

1 、
山

田
 昂

1 、
柳

生
 基

茂
1 、

岡
村

 雅
人

1 、
田

邊
 雅

士
1  （

1.
東

芝
）

 

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

運
用

高
度

化
 

(7
)液

性
と

ヨ
ウ

素
除

染
性

能
の

関
係

 
*金

井
 大

造
1 、

古
谷

 正
裕

1 、
新

井
 崇

洋
1 、

西
 義

久
1  （

1.
電

中
研

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

軽
水

炉
の

安
全

評
価

1 
座

長
：

糸
井

 達
哉

（
東

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
1:

15
～

12
:0

0 
E会

場
 

大
間

原
子

力
発

電
所

に
対

す
る

SR
S-

46
に

基
づ

く
深

層
防

護
レ

ベ
ル

4の
評

価
 

(1
)安

全
強

化
対

策
 

*宮
尾

 幸
三

1 、
小

林
 哲

朗
1 、

石
黒

 智
1  （

1.
電

源
開

発
）

 

大
間

原
子

力
発

電
所

に
対

す
る

SR
S-

46
に

基
づ

く
深

層
防

護
レ

ベ
ル

4の
評

価
 

(2
)評

価
方

法
 

*大
谷

 昌
徳

1 、
坂

下
 元

昭
1 、

富
永

 研
司

1 、
安

尾
 明

1  （
1.

原
安

進
）

 

大
間

原
子

力
発

電
所

に
対

す
る

SR
S-

46
に

基
づ

く
深

層
防

護
レ

ベ
ル

4の
評

価
 

(3
)評

価
結

果
 

*坂
下

 元
昭

1 、
大

谷
 昌

徳
1 、

漢
人

 俊
弘

1 、
小

林
 哲

朗
2 、

石
黒

 智
2  （

1.
原

安
進

、
2.

電
源

開
発

）
 

   全
体

会
議

「
原

子
力

安
全

部
会

」
第

16
回

全
体

会
議

 
9月

8日
(木

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
E会

場
    企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
部

会
・

連
絡

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
原

子
力

安
全

部
会

安
全

目
標

の
活

用
に

か
か

る
現

状
と

課
題

 
座

長
：

関
村

 直
人

（
東

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
E会

場
 

安
全

目
標

の
設

定
と

活
用

に
関

す
る

こ
れ

ま
で

の
経

緯
 

*菅
原

 慎
悦

1  （
1.

電
中

研
）

 

工
学

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

安
全

目
標

の
考

え
方

 
*松

岡
　

猛
1  （

1.
宇

都
宮

大
）

 

総
合

討
論

 
*司

会
：

阿
部

 清
治

1  （
1.

規
制

庁
）

 

[G
M

3D
]

[P
L3

D]

[P
L3

D0
1]

[P
L3

D0
2]

[P
L3

D0
3]

[P
L3

D0
4]

[1
E0

1-
07

]

[1
E0

1]

[1
E0

2]

[1
E0

3]

[1
E0

4]

[1
E0

5]

[1
E0

6]

[1
E0

7]
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 全
体

会
議

「
原

子
力

青
年

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会
」

第
21

回
全

体
会

議
 

9月
9日

(金
) 1

2:
00

～
13

:0
0 

D会
場

    企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

部
会

・
連

絡
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

原
子

力
青

年
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
連

絡
会

原
子

力
ガ

バ
ナ

ン
ス

再
考

 
座

長
：

堀
尾

 健
太

（
YG

N
，

東
大

）
 9

月
9日

(金
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

D会
場

 

原
子

力
行

政
を

め
ぐ

る
国

と
地

方
自

治
体

の
役

割
分

担
 

*清
水

 晶
紀

1  （
1.

福
島

大
）

 

原
子

力
立

地
地

域
に

お
け

る
自

治
と

自
立

 
*井

上
 武

史
1  （

1.
福

井
県

立
大

）
 

事
前

質
問

の
整

理
・

若
手

か
ら

の
問

題
提

起
 

*菅
原

 慎
悦

1  （
1.

電
中

研
、

2.
YG

N
）

 

パ
ネ

ル
討

論
 

  20
16

年
9月

7日
(水

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

5-
1 

放
射

性
廃

棄
物

処
理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
1 

座
長

：
竹

下
 健

二
（

東
工

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
0:

00
～

11
:5

5 
E会

場
 

次
世

代
再

処
理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
基

盤
研

究
 

(2
7)

低
放

射
性

廃
棄

物
に

対
す

る
鉄

リ
ン

酸
ガ

ラ
ス

の
適

用
性

に
関

す
る

基
礎

研
究

 -
溶

融
ガ

ラ
ス

の
粘

度
測

定
- 

*佐
藤

 史
紀

1 、
石

井
 健

治
2 、

新
井

 剛
2 、

小
島

 順
二

1  （
1.

JA
EA

、
2.

芝
浦

工
大

）
 

次
世

代
再

処
理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
基

盤
研

究
 

(2
8)

模
擬

使
用

済
イ

オ
ン

交
換

樹
脂

の
溶

融
ガ

ラ
ス

化
の

検
討

 
*池

田
 弘

一
1 、

宇
佐

見
 剛

1 、
塚

田
 毅

志
1 、

古
川

 静
枝

1  （
1.

電
中

研
）

 

次
世

代
再

処
理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
基

盤
研

究
 

(2
9)

V添
加

に
よ

り
高

充
填

化
し

た
ホ

ウ
ケ

イ
酸

ガ
ラ

ス
の

構
造

設
計

 
*川

島
 英

典
1 、

橋
本

 拓
1 、

柿
原

 敏
明

1 、
福

井
 寿

樹
1  （

1.
IH

I）
 

次
世

代
再

処
理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
基

盤
研

究
 

(3
0)

廃
棄

物
含

有
鉄

リ
ン

酸
ガ

ラ
ス

の
作

製
及

び
物

性
評

価
 

*小
林

 秀
和

1 、
永

井
 崇

之
1 、

岡
本

 芳
浩

1 、
捧

 賢
一

1 、
天

本
 一

平
1,

2 、
武

部
 博

倫
2 、

中
村

 洋
貴

3 、
三

田
村

 直
樹

3 、
都

築
 達

也
3

（
1.

JA
EA

、
2.

愛
媛

大
、

3.
セ

ン
ト

ラ
ル

硝
子

）
 

次
世

代
再

処
理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
基

盤
研

究
 

(3
1)

廃
棄

物
含

有
鉄

リ
ン

酸
ガ

ラ
ス

の
放

射
光

XA
FS

に
よ

る
局

所
構

造
解

析
 

*岡
本

 芳
浩

1 、
塩

飽
 秀

啓
1 、

永
井

 崇
之

1 、
小

林
 秀

和
1 、

捧
 賢

一
1 、

畠
山

 清
司

2  （
1.

JA
EA

、
2.

E&
Eテ

ク
ノ

サ
ー

ビ
ス

）
 

次
世

代
再

処
理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
基

盤
研

究
 

(3
2)

高
レ

ベ
ル

廃
棄

物
吸

着
ガ

ラ
ス

の
吸

着
性

能
向

上
に

向
け

た
検

討
 

*渡
部

 創
1 、

小
藤

 博
英

1 、
竹

内
 正

行
1  （

1.
JA

EA
）

 

次
世

代
再

処
理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
基

盤
研

究
 

(3
3)

白
金

族
元

素
が

イ
エ

ロ
ー

フ
ェ

ー
ズ

形
成

に
及

ぼ
す

影
響

確
認

試
験

 
*塚

田
 毅

志
1 、

宇
留

賀
 和

義
1 、

宇
佐

見
 剛

1  （
1.

電
中

研
）

 

[P
L1

E]

[P
L1

E0
1]

[P
L1

E0
2]

[P
L1

E0
3]

[1
E0

8-
11

]

[1
E0

8]

[1
E0

9]

[1
E1

0]

[1
E1

1]

[1
E1

2-
14

]

[1
E1

2]

[1
E1

3]

[1
E1

4]

- 
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   企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

総
合

講
演

・
報

告
 | 

総
合

講
演

・
報

告
2 

「
社

会
と

共
存

す
る

魅
力

的
な

軽
水

炉
の

展
望

」
調

査
専

門
委

員
会

社
会

と
共

存
す

る
魅

力
的

な
軽

水
炉

が
有

す
る

べ
き

特
性

 
座

長
：

山
本

 章
夫

（
名

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
E会

場
 

検
討

の
背

景
と

目
的

 
*山

本
 章

夫
1  （

1.
名

大
）

 

社
会

的
受

容
性

と
そ

れ
か

ら
展

開
さ

れ
る

基
本

要
件

 
*成

川
 隆

文
1  （

1.
JA

EA
）

 

技
術

的
論

点
と

検
討

経
緯

 
*堺

 紀
夫

1  （
1.

東
芝

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
2 

座
長

：
杉

山
 大

輔
（

電
中

研
）

 9
月

7日
(水

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
E会

場
 

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
開

発
施

設
（

TV
F）

に
お

け
る

高
放

射
性

廃
液

の
固

化
安

定
化

に
向

け
た

取
組

み
 

(1
)潜

在
的

ハ
ザ

ー
ド

低
減

に
向

け
た

ア
プ

ロ
ー

チ
 

*山
下

 照
雄

1 、
松

村
 忠

幸
1 、

大
山

 孝
一

1 、
原

島
 丈

朗
1 、

菖
蒲

 康
夫

1 、
小

高
 亮

1  （
1.

JA
EA

）
 

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
開

発
施

設
（

TV
F）

に
お

け
る

高
放

射
性

廃
液

の
固

化
安

定
化

に
向

け
た

取
組

み
 

(2
)T

VF
開

発
運

転
実

績
と

評
価

 
*松

村
 忠

幸
1 、

山
下

 照
雄

1 、
大

山
 孝

一
1 、

原
島

 丈
朗

1 、
菖

蒲
 康

夫
1 、

小
髙

 亮
1  （

1.
JA

EA
）

 

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
開

発
施

設
（

TV
F）

に
お

け
る

高
放

射
性

廃
液

の
固

化
安

定
化

に
向

け
た

取
組

み
 

(3
)次

期
溶

融
炉

へ
の

要
求

機
能

と
課

題
 

*大
山

 孝
一

1 、
松

村
 忠

幸
1 、

原
島

 丈
朗

1 、
山

下
 照

雄
1 、

菖
蒲

 康
夫

1 、
小

髙
 亮

1  （
1.

JA
EA

）
 

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
開

発
施

設
（

TV
F）

に
お

け
る

高
放

射
性

廃
液

の
固

化
安

定
化

に
向

け
た

取
組

み
 

(4
)次

期
溶

融
炉

の
炉

形
式

と
適

用
技

術
 

*原
島

 丈
朗

1 、
山

下
 照

雄
1 、

松
村

 忠
幸

1 、
大

山
 孝

一
1 、

菖
蒲

 康
夫

1 、
小

高
 亮

1  （
1.

JA
EA

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
3 

座
長

：
渡

部
 創

（
JA

EA
）

 9
月

7日
(水

) 1
5:

50
～

16
:4

0 
E会

場
 

ガ
ラ

ス
溶

融
過

程
で

の
バ

ブ
リ

ン
グ

に
よ

る
模

擬
廃

棄
物

ガ
ラ

ス
の

比
較

 
*永

井
 崇

之
1 、

小
林

 秀
和

1 、
岡

本
 芳

浩
2 、

関
 克

巳
3 、

小
林

 博
美

3 、
本

間
 将

啓
3 、

畠
山

 清
司

3  （
1.

JA
EA

、
2.

JA
EA

、
3.

E&
E

テ
ク

ノ
サ

ー
ビ

ス
）

 

ホ
ウ

酸
塩

ガ
ラ

ス
を

用
い

た
無

機
吸

着
材

の
ガ

ラ
ス

固
化

処
理

に
関

す
る

基
礎

研
究

 
*薄

井
 茜

1 、
鈴

木
 孝

哉
1 、

新
井

 剛
2  （

1.
芝

浦
工

大
、

2.
芝

浦
工

大
）

 

鉄
リ

ン
酸

ガ
ラ

ス
を

用
い

た
低

放
射

性
廃

液
の

減
容

化
及

び
N

aの
浸

出
挙

動
に

関
す

る
検

討
 

*茶
木

 孝
仁

1 、
新

井
 剛

2 、
石

井
 健

治
2 、

佐
藤

 史
紀

3 、
小

島
 順

二
3  （

1.
芝

浦
工

大
、

2.
芝

浦
工

大
、

3.
JA

EA
）

 
  

―
　
20

　
―



[1
E1

5-
19

]

[1
E1

5]

[1
E1

6]

[1
E1

7]

[1
E1

8]

[1
E1

9]

[2
E0

1-
04

]

[2
E0

1]

[2
E0

2]

[2
E0

3]

[2
E0

4]
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 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

廃
棄

物
性

状
調

査
 

座
長

：
塚

田
 毅

志
（

電
中

研
）

 9
月

7日
(水

) 1
6:

40
～

18
:0

0 
E会

場
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
事

故
に

伴
う

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
性

状
調

査
 

(4
)既

設
お

よ
び

増
設

多
核

種
除

去
設

備
ス

ラ
リ

ー
の

性
状

比
較

 
福

田
 裕

平
1,

2 、
比

内
 浩

1,
2 、

柴
田

 淳
広

1,
2 、

野
村

 和
則

1,
2 、

池
田

 昭
1,

3 、
小

畑
 政

道
1,

3 、
*市

川
 真

史
4 、

高
橋

 陵
太

4 、
平

山
 文

夫
4

（
1.

IR
ID

、
2.

JA
EA

、
3.

東
芝

、
4.

N
FD

）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
事

故
に

伴
う

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
性

状
調

査
 

(5
)高

性
能

容
器

に
収

納
さ

れ
て

い
る

炭
酸

塩
ス

ラ
リ

ー
の

分
析

 
*福

田
 裕

平
1,

2 、
荒

井
 陽

一
1,

2 、
比

内
 浩

1,
2 、

野
村

 和
則

1,
2 、

池
田

 昭
1,

3 、
小

畑
 政

道
1,

3 、
市

川
 真

史
4 、

高
橋

 陵
太

4 、
平

山
 文

夫
4

（
1.

IR
ID

、
2.

JA
EA

、
3.

東
芝

、
4.

N
FD

）
 

廃
ゼ

オ
ラ

イ
ト

吸
着

塔
内

の
核

種
分

布
の

γス
キ

ャ
ニ

ン
グ

に
よ

る
3次

元
評

価
に

関
す

る
検

討
 

*松
村

 太
伊

知
1,

2 、
永

石
 隆

二
1 、

片
倉

 純
一

2 、
鈴

⽊
 雅

秀
2  （

1.
JA

EA
、

2.
長

岡
技

科
大

）
 

福
島

第
一

事
故

廃
棄

物
の

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

評
価

手
法

の
開

発
 

(9
)分

析
デ

ー
タ

に
基

づ
く

核
種

移
行

に
関

す
る

考
察

 
*駒

 義
和

1,
2 、

柴
田

 淳
広

1,
2 、

芦
田

 敬
1,

2  （
1.

IR
ID

、
2.

JA
EA

）
 

福
島

第
一

事
故

廃
棄

物
の

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

評
価

手
法

の
開

発
 

(1
0)

解
析

的
推

定
に

お
け

る
不

確
実

性
低

減
方

法
の

検
討

 
*杉

山
 大

輔
3 、

加
藤

 潤
1,

2 、
大

井
 貴

夫
1,

2 、
駒

 義
和

1,
2 、

目
黒

 義
弘

1,
2 、

芦
田

 敬
1,

2 、
内

山
 秀

明
1 、

小
代

 宗
謙

1 、
中

林
 亮

3 、
藤

田
 智

成
3  （

1.
IR

ID
、

2.
JA

EA
、

3.
電

中
研

）
 

  20
16

年
9月

8日
(木

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
6-

1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

過
酷

事
故

対
策

1 
座

長
：

島
田

 裕
一

（
原

安
進

）
 9

月
8日

(木
) 9

:3
0～

10
:3

0 
E会

場
 

設
計

基
準

外
事

象
に

対
す

る
AP

10
00

®
の

安
全

性
評

価
 

(1
)欧

州
ス

ト
レ

ス
テ

ス
ト

に
基

づ
く

評
価

 
*佐

野
 祐

太
1 、

キ
ン

ド
レ

ッ
ド

 ト
ー

マ
ス

2  （
1.

ウ
ェ

ス
チ

ン
グ

ハ
ウ

ス
・

エ
レ

ク
ト

リ
ッ

ク
・

ジ
ャ

パ
ン

、
2.

ウ
ェ

ス
チ

ン
グ

ハ
ウ

ス
・

エ
レ

ク
ト

リ
ッ

ク
・

カ
ン

パ
ニ

ー
）

 

設
計

基
準

外
事

象
に

対
す

る
Ａ

Ｐ
１

０
０

０
®

の
安

全
性

評
価

 
(2

)安
全

性
向

上
の

評
価

 
*山

崎
 之

崇
1 、

キ
ン

ド
レ

ッ
ド

 ト
ー

マ
ス

2  （
1.

ウ
ェ

ス
チ

ン
グ

ハ
ウ

ス
・

エ
レ

ク
ト

リ
ッ

ク
・

ジ
ャ

パ
ン

、
2.

ウ
ェ

ス
チ

ン
グ

ハ
ウ

ス
・

エ
レ

ク
ト

リ
ッ

ク
・

カ
ン

パ
ニ

ー
）

 

事
故

耐
性

の
高

い
軽

水
炉

用
制

御
棒

の
開

発
 

新
型

中
性

子
吸

収
材

の
反

応
度

価
値

解
析

 
*太

田
 宏

一
1 、

尾
形

 孝
成

1 、
中

村
 勤

也
1  （

1.
電

中
研

）
 

過
酷

事
故

対
応

の
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
冷

却
器

の
開

発
 

(3
)ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
冷

却
器

の
熱

流
動

解
析

 
*石

田
 直

行
1 、

長
田

 泰
典

1 、
串

間
 有

紀
子

1 、
安

藤
 浩

二
1  （

1.
日

立
G

E）
 

  

[2
E0

5-
07

]

[2
E0

5]

[2
E0

6]

[2
E0

7]

[2
E0

8-
10

]

[2
E0

8]

[2
E0

9]

[2
E1

0]

[G
M

2E
]

[P
L2

E]

[P
L2

E0
1]

[P
L2

E0
2]

[P
L2

E0
3]
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 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

過
酷

事
故

対
策

2 
座

長
：

上
遠

野
 健

一
（

日
立

）
 9

月
8日

(木
) 1

0:
30

～
11

:1
5 

E会
場

 

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
時

の
水

素
処

理
シ

ス
テ

ム
の

開
発

 
(6

)水
素

処
理

速
度

に
対

す
る

反
応

材
粒

径
の

影
響

 
*山

田
 昂

1 、
藤

原
 竜

馬
1 、

香
月

 亮
二

1 、
岩

城
 智

香
子

1 、
柳

生
 基

茂
1 、

岡
村

 雅
人

1 、
田

邊
 雅

士
1  （

1.
東

芝
）

 

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
時

の
水

素
処

理
シ

ス
テ

ム
の

開
発

 
(7

)反
応

材
粒

子
径

が
反

応
器

水
素

処
理

特
性

に
与

え
る

影
響

 
*岩

城
 智

香
子

1 、
藤

原
 竜

馬
1 、

香
月

 亮
二

1 、
山

田
 昂

1 、
柳

生
 基

茂
1 、

岡
村

 雅
人

1 、
田

邊
 雅

士
1  （

1.
東

芝
）

 

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

運
用

高
度

化
 

(7
)液

性
と

ヨ
ウ

素
除

染
性

能
の

関
係

 
*金

井
 大

造
1 、

古
谷

 正
裕

1 、
新

井
 崇

洋
1 、

西
 義

久
1  （

1.
電

中
研

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

軽
水

炉
の

安
全

評
価

1 
座

長
：

糸
井

 達
哉

（
東

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
1:

15
～

12
:0

0 
E会

場
 

大
間

原
子

力
発

電
所

に
対

す
る

SR
S-

46
に

基
づ

く
深

層
防

護
レ

ベ
ル

4の
評

価
 

(1
)安

全
強

化
対

策
 

*宮
尾

 幸
三

1 、
小

林
 哲

朗
1 、

石
黒

 智
1  （

1.
電

源
開

発
）

 

大
間

原
子

力
発

電
所

に
対

す
る

SR
S-

46
に

基
づ

く
深

層
防

護
レ

ベ
ル

4の
評

価
 

(2
)評

価
方

法
 

*大
谷

 昌
徳

1 、
坂

下
 元

昭
1 、

富
永

 研
司

1 、
安

尾
 明

1  （
1.

原
安

進
）

 

大
間

原
子

力
発

電
所

に
対

す
る

SR
S-

46
に

基
づ

く
深

層
防

護
レ

ベ
ル

4の
評

価
 

(3
)評

価
結

果
 

*坂
下

 元
昭

1 、
大

谷
 昌

徳
1 、

漢
人

 俊
弘

1 、
小

林
 哲

朗
2 、

石
黒

 智
2  （

1.
原

安
進

、
2.

電
源

開
発

）
 

   全
体

会
議

「
原

子
力

安
全

部
会

」
第

16
回

全
体

会
議

 
9月

8日
(木

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
E会

場
    企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
部

会
・

連
絡

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
原

子
力

安
全

部
会

安
全

目
標

の
活

用
に

か
か

る
現

状
と

課
題

 
座

長
：

関
村

 直
人

（
東

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
E会

場
 

安
全

目
標

の
設

定
と

活
用

に
関

す
る

こ
れ

ま
で

の
経

緯
 

*菅
原

 慎
悦

1  （
1.

電
中

研
）

 

工
学

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

安
全

目
標

の
考

え
方

 
*松

岡
　

猛
1  （

1.
宇

都
宮

大
）

 

総
合

討
論

 
*司

会
：

阿
部

 清
治

1  （
1.

規
制

庁
）

 

[G
M

3D
]

[P
L3

D]

[P
L3

D0
1]

[P
L3

D0
2]

[P
L3

D0
3]

[P
L3

D0
4]

[1
E0

1-
07

]

[1
E0

1]

[1
E0

2]

[1
E0

3]

[1
E0

4]

[1
E0

5]

[1
E0

6]

[1
E0

7]
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 全
体

会
議

「
原

子
力

青
年

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会
」

第
21

回
全

体
会

議
 

9月
9日

(金
) 1

2:
00

～
13

:0
0 

D会
場

    企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

部
会

・
連

絡
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

原
子

力
青

年
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
連

絡
会

原
子

力
ガ

バ
ナ

ン
ス

再
考

 
座

長
：

堀
尾

 健
太

（
YG

N
，

東
大

）
 9

月
9日

(金
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

D会
場

 

原
子

力
行

政
を

め
ぐ

る
国

と
地

方
自

治
体

の
役

割
分

担
 

*清
水

 晶
紀

1  （
1.

福
島

大
）

 

原
子

力
立

地
地

域
に

お
け

る
自

治
と

自
立

 
*井

上
 武

史
1  （

1.
福

井
県

立
大

）
 

事
前

質
問

の
整

理
・

若
手

か
ら

の
問

題
提

起
 

*菅
原

 慎
悦

1  （
1.

電
中

研
、

2.
YG

N
）

 

パ
ネ

ル
討

論
 

  20
16

年
9月

7日
(水

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

5-
1 

放
射

性
廃

棄
物

処
理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
1 

座
長

：
竹

下
 健

二
（

東
工

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
0:

00
～

11
:5

5 
E会

場
 

次
世

代
再

処
理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
基

盤
研

究
 

(2
7)

低
放

射
性

廃
棄

物
に

対
す

る
鉄

リ
ン

酸
ガ

ラ
ス

の
適

用
性

に
関

す
る

基
礎

研
究

 -
溶

融
ガ

ラ
ス

の
粘

度
測

定
- 

*佐
藤

 史
紀

1 、
石

井
 健

治
2 、

新
井

 剛
2 、

小
島

 順
二

1  （
1.

JA
EA

、
2.

芝
浦

工
大

）
 

次
世

代
再

処
理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
基

盤
研

究
 

(2
8)

模
擬

使
用

済
イ

オ
ン

交
換

樹
脂

の
溶

融
ガ

ラ
ス

化
の

検
討

 
*池

田
 弘

一
1 、

宇
佐

見
 剛

1 、
塚

田
 毅

志
1 、

古
川

 静
枝

1  （
1.

電
中

研
）

 

次
世

代
再

処
理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
基

盤
研

究
 

(2
9)

V添
加

に
よ

り
高

充
填

化
し

た
ホ

ウ
ケ

イ
酸

ガ
ラ

ス
の

構
造

設
計

 
*川

島
 英

典
1 、

橋
本

 拓
1 、

柿
原

 敏
明

1 、
福

井
 寿

樹
1  （

1.
IH

I）
 

次
世

代
再

処
理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
基

盤
研

究
 

(3
0)

廃
棄

物
含

有
鉄

リ
ン

酸
ガ

ラ
ス

の
作

製
及

び
物

性
評

価
 

*小
林

 秀
和

1 、
永

井
 崇

之
1 、

岡
本

 芳
浩

1 、
捧

 賢
一

1 、
天

本
 一

平
1,

2 、
武

部
 博

倫
2 、

中
村

 洋
貴

3 、
三

田
村

 直
樹

3 、
都

築
 達

也
3

（
1.

JA
EA

、
2.

愛
媛

大
、

3.
セ

ン
ト

ラ
ル

硝
子

）
 

次
世

代
再

処
理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
基

盤
研

究
 

(3
1)

廃
棄

物
含

有
鉄

リ
ン

酸
ガ

ラ
ス

の
放

射
光

XA
FS

に
よ

る
局

所
構

造
解

析
 

*岡
本

 芳
浩

1 、
塩

飽
 秀

啓
1 、

永
井

 崇
之

1 、
小

林
 秀

和
1 、

捧
 賢

一
1 、

畠
山

 清
司

2  （
1.

JA
EA

、
2.

E&
Eテ

ク
ノ

サ
ー

ビ
ス

）
 

次
世

代
再

処
理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
基

盤
研

究
 

(3
2)

高
レ

ベ
ル

廃
棄

物
吸

着
ガ

ラ
ス

の
吸

着
性

能
向

上
に

向
け

た
検

討
 

*渡
部

 創
1 、

小
藤

 博
英

1 、
竹

内
 正

行
1  （

1.
JA

EA
）

 

次
世

代
再

処
理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
基

盤
研

究
 

(3
3)

白
金

族
元

素
が

イ
エ

ロ
ー

フ
ェ

ー
ズ

形
成

に
及

ぼ
す

影
響

確
認

試
験

 
*塚

田
 毅

志
1 、

宇
留

賀
 和

義
1 、

宇
佐

見
 剛

1  （
1.

電
中

研
）

 

[P
L1

E]

[P
L1

E0
1]

[P
L1

E0
2]

[P
L1

E0
3]

[1
E0

8-
11

]

[1
E0

8]

[1
E0

9]

[1
E1

0]

[1
E1

1]

[1
E1

2-
14

]

[1
E1

2]

[1
E1

3]

[1
E1

4]
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   企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

総
合

講
演

・
報

告
 | 

総
合

講
演

・
報

告
2 

「
社

会
と

共
存

す
る

魅
力

的
な

軽
水

炉
の

展
望

」
調

査
専

門
委

員
会

社
会

と
共

存
す

る
魅

力
的

な
軽

水
炉

が
有

す
る

べ
き

特
性

 
座

長
：

山
本

 章
夫

（
名

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
E会

場
 

検
討

の
背

景
と

目
的

 
*山

本
 章

夫
1  （

1.
名

大
）

 

社
会

的
受

容
性

と
そ

れ
か

ら
展

開
さ

れ
る

基
本

要
件

 
*成

川
 隆

文
1  （

1.
JA

EA
）

 

技
術

的
論

点
と

検
討

経
緯

 
*堺

 紀
夫

1  （
1.

東
芝

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
2 

座
長

：
杉

山
 大

輔
（

電
中

研
）

 9
月

7日
(水

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
E会

場
 

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
開

発
施

設
（

TV
F）

に
お

け
る

高
放

射
性

廃
液

の
固

化
安

定
化

に
向

け
た

取
組

み
 

(1
)潜

在
的

ハ
ザ

ー
ド

低
減

に
向

け
た

ア
プ

ロ
ー

チ
 

*山
下

 照
雄

1 、
松

村
 忠

幸
1 、

大
山

 孝
一

1 、
原

島
 丈

朗
1 、

菖
蒲

 康
夫

1 、
小

高
 亮

1  （
1.

JA
EA

）
 

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
開

発
施

設
（

TV
F）

に
お

け
る

高
放

射
性

廃
液

の
固

化
安

定
化

に
向

け
た

取
組

み
 

(2
)T

VF
開

発
運

転
実

績
と

評
価

 
*松

村
 忠

幸
1 、

山
下

 照
雄

1 、
大

山
 孝

一
1 、

原
島

 丈
朗

1 、
菖

蒲
 康

夫
1 、

小
髙

 亮
1  （

1.
JA

EA
）

 

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
開

発
施

設
（

TV
F）

に
お

け
る

高
放

射
性

廃
液

の
固

化
安

定
化

に
向

け
た

取
組

み
 

(3
)次

期
溶

融
炉

へ
の

要
求

機
能

と
課

題
 

*大
山

 孝
一

1 、
松

村
 忠

幸
1 、

原
島

 丈
朗

1 、
山

下
 照

雄
1 、

菖
蒲

 康
夫

1 、
小

髙
 亮

1  （
1.

JA
EA

）
 

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
開

発
施

設
（

TV
F）

に
お

け
る

高
放

射
性

廃
液

の
固

化
安

定
化

に
向

け
た

取
組

み
 

(4
)次

期
溶

融
炉

の
炉

形
式

と
適

用
技

術
 

*原
島

 丈
朗

1 、
山

下
 照

雄
1 、

松
村

 忠
幸

1 、
大

山
 孝

一
1 、

菖
蒲

 康
夫

1 、
小

高
 亮

1  （
1.

JA
EA

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
3 

座
長

：
渡

部
 創

（
JA

EA
）

 9
月

7日
(水

) 1
5:

50
～

16
:4

0 
E会

場
 

ガ
ラ

ス
溶

融
過

程
で

の
バ

ブ
リ

ン
グ

に
よ

る
模

擬
廃

棄
物

ガ
ラ

ス
の

比
較

 
*永

井
 崇

之
1 、

小
林

 秀
和

1 、
岡

本
 芳

浩
2 、

関
 克

巳
3 、

小
林

 博
美

3 、
本

間
 将

啓
3 、

畠
山

 清
司

3  （
1.

JA
EA

、
2.

JA
EA

、
3.

E&
E

テ
ク

ノ
サ

ー
ビ

ス
）

 

ホ
ウ

酸
塩

ガ
ラ

ス
を

用
い

た
無

機
吸

着
材

の
ガ

ラ
ス

固
化

処
理

に
関

す
る

基
礎

研
究

 
*薄

井
 茜

1 、
鈴

木
 孝

哉
1 、

新
井

 剛
2  （

1.
芝

浦
工

大
、

2.
芝

浦
工

大
）

 

鉄
リ

ン
酸

ガ
ラ

ス
を

用
い

た
低

放
射

性
廃

液
の

減
容

化
及

び
N

aの
浸

出
挙

動
に

関
す

る
検

討
 

*茶
木

 孝
仁

1 、
新

井
 剛

2 、
石

井
 健

治
2 、

佐
藤

 史
紀

3 、
小

島
 順

二
3  （

1.
芝

浦
工

大
、

2.
芝

浦
工

大
、

3.
JA

EA
）

 
  

―
　
20

　
―

―
　
21

　
―



[P
L3

E]

[P
L3

E0
1]

[P
L3

E0
2]

[P
L3

E0
3]

[P
L3

E0
4]

[P
L3

E0
5]

[P
L3

E0
6]

[P
L3

E0
7]

[3
E1

0-
17

]

[3
E1

0]

[3
E1

1]

[3
E1

2]

[3
E1

3]

[3
E1

4]

[3
E1

5]
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   企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

委
員

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
廃

炉
検

討
委

員
会

「
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
廃

炉
検

討
委

員
会

」
活

動
報

告
 

座
長

：
岡

本
 孝

司
（

東
大

）
 9

月
9日

(金
) 1

2:
30

～
14

:3
0 

E会
場

 

挨
拶

 
*宮

野
 廣

1,
2  （

1.
廃

炉
委

委
員

長
、

2.
法

政
大

）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

廃
炉

の
進

捗
状

況
と

戦
略

プ
ラ

ン
 

*福
田

 俊
彦

1  （
1.

N
DF

）
 

IR
ID

の
研

究
開

発
の

現
状

 
*吉

澤
 厚

文
1  （

1.
IR

ID
）

 

廃
炉

を
着

実
に

実
施

す
る

た
め

の
リ

ス
ク

管
理

を
考

え
る

 
*山

口
 彰

1  （
1.

東
大

）
 

放
射

性
廃

棄
物

管
理

シ
ナ

リ
オ

の
分

析
に

つ
い

て
 

*柳
原

 敏
1  （

1.
福

井
大

）
 

事
故

提
言

・
課

題
フ

ォ
ロ

ー
分

科
会

の
活

動
 

*山
本

 章
夫

1  （
1.

名
大

）
 

建
屋

の
構

造
性

能
検

討
分

科
会

の
活

動
報

告
 

*瀧
口

 克
己

1  （
1.

東
工

大
名

誉
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

5-
3 

原
子

力
施

設
の

廃
止

措
置

技
術

事
故

炉
の

廃
炉

技
術

 
座

長
：

高
野

 公
秀

（
JA

EA
）

 9
月

9日
(金

) 1
4:

45
～

16
:5

0 
E会

場
 

過
酷

事
故

を
経

た
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
体

の
耐

力
評

価
 

(そ
の

1)
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

高
温

加
熱

・
水

中
曝

露
試

験
 

正
木

 洋
1 、

田
中

 徳
彦

1 、
川

原
田

 義
幸

1 、
斎

藤
 高

一
2 、

後
藤

 靖
之

2 、
紺

谷
 修

3 、
*石

川
 俊

介
3 、

川
角

 佳
嗣

3  （
1.

IR
ID

（
東

芝
）

、
2.

IR
ID

（
日

立
G

E）
、

3.
鹿

島
建

設
）

 

過
酷

事
故

を
経

た
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
体

の
耐

力
評

価
 

(そ
の

2)
縮

小
模

型
試

験
体

に
よ

る
高

温
加

熱
・

水
中

曝
露

後
耐

力
試

験
 

正
木

 洋
1 、

田
中

 徳
彦

1 、
川

原
田

 義
幸

1 、
斎

藤
 高

一
2 、

後
藤

 靖
之

2 、
紺

谷
 修

3 、
*岡

安
 隆

史
3 、

石
川

 俊
介

3 、
川

角
 佳

嗣
3

（
1.

IR
ID

（
東

芝
）

、
2.

IR
ID

（
日

立
G

E）
、

3.
鹿

島
建

設
）

 

過
酷

事
故

を
経

た
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
体

の
耐

力
評

価
 

(そ
の

3)
縮

小
模

型
に

よ
る

耐
力

試
験

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
解

析
 

肱
岡

 康
雄

1 、
正

木
 洋

1 、
斎

藤
 高

一
2 、

後
藤

 靖
之

2 、
紺

谷
 修

3 、
石

川
 俊

介
3 、

*川
角

 佳
嗣

3  （
1.

IR
ID

（
東

芝
）

、
2.

IR
ID

（
日

立

G
E）

、
3.

鹿
島

建
設

）
 

水
中

不
分

離
性

コ
ン

ク
リ

ー
ト

充
填

に
よ

る
S/

C内
止

水
技

術
の

開
発

 
(1

)試
験

概
要

(全
体

概
要

、
材

料
開

発
お

よ
び

1次
打

込
み

) 
*正

木
 洋

1 、
村

上
 祐

治
2 、

涌
井

 俊
秋

2 、
今

井
 久

2 、
澤

田
 純

之
2 、

出
倉

 利
紀

1  （
1.

東
芝

、
2.

安
藤

ハ
ザ

マ
）

 

水
中

不
分

離
性

コ
ン

ク
リ

ー
ト

充
填

に
よ

る
S/

C内
止

水
技

術
の

開
発

 
(2

)水
中

不
分

離
性

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
検

討
 

*村
上

 祐
治

1 、
澤

田
 純

之
1 、

今
井

 久
1 、

涌
井

 俊
秋

1 、
山

下
 亮

1 、
正

木
 洋

2 、
長

瀧
 重

義
3  （

1.
安

藤
ハ

ザ
マ

、
2.

東
芝

、
3.

東
工

大

名
誉

）
 

水
中

不
分

離
性

コ
ン

ク
リ

ー
ト

充
填

に
よ

る
S/

C内
止

水
技

術
の

開
発

 
(3

)水
中

不
分

離
性

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
関

す
る

照
射

試
験

 

[3
E1

6]

[3
E1

7]

[1
F0

1-
04

]

[1
F0

1]

[1
F0

2]

[1
F0

3]

[1
F0

4]

[1
F0

5-
08

]

[1
F0

5]

[1
F0

6]

[1
F0

7]

[1
F0

8]

- 
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*澤
田

 純
之

1 、
雨

宮
 清

1 、
今

井
 久

1 、
村

上
 祐

治
1 、

涌
井

 俊
秋

1 、
正

木
 洋

2  （
1.

安
藤

ハ
ザ

マ
、

2.
東

芝
）

 

水
中

不
分

離
性

コ
ン

ク
リ

ー
ト

充
填

に
よ

る
S/

C内
止

水
技

術
の

開
発

 
(4

)水
中

不
分

離
性

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
長

距
離

流
動

性
確

認
試

験
お

よ
び

流
動

解
析

 
*山

下
 亮

1 、
涌

井
 俊

秋
1 、

村
上

 祐
治

1 、
今

井
 久

1 、
澤

田
 純

之
1 、

正
木

 洋
2  （

1.
安

藤
ハ

ザ
マ

、
2.

東
芝

）
 

水
中

不
分

離
性

コ
ン

ク
リ

ー
ト

充
填

に
よ

る
S/

C内
止

水
技

術
の

開
発

 
(5

)Φ
50

m
m

の
模

擬
損

傷
孔

の
止

水
性

確
認

試
験

 
*今

井
 久

1 、
村

上
 祐

治
1 、

涌
井

 俊
秋

1 、
澤

田
 純

之
1 、

正
木

 洋
2  （

1.
安

藤
ハ

ザ
マ

、
2.

東
芝

）
 

  20
16

年
9月

7日
(水

)
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般
セ

ッ
シ
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裂
工

学
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1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

外
部

ハ
ザ

ー
ド

 
座

長
：

守
田

 幸
路

（
九

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
0:

00
～

11
:0

0 
F会

場
 

外
部

ハ
ザ

ー
ド

に
対

す
る

崩
壊

熱
除

去
機

能
の

マ
ー

ジ
ン

評
価

手
法

の
研

究
開

発
 

(1
5)

平
成

27
年

度
進

捗
及

び
強

風
と

降
雨

の
重

畳
ハ

ザ
ー

ド
に

対
す

る
事

象
シ

ー
ケ

ン
ス

評
価

手
法

 
*山

野
 秀

将
1 、

西
野

 裕
之

1 、
栗

坂
 健

一
1 、

岡
野

 靖
1 、

高
田

 孝
1 、

堺
 公

明
1 、

山
元

 孝
広

2 、
石

塚
 吉

弘
2 、

古
川

 竜
太

2 、
下

司
 信

夫
2  （

1.
JA

EA
、

2.
産

総
研

）
 

外
部

ハ
ザ

ー
ド

に
対

す
る

崩
壊

熱
除

去
機

能
の

マ
ー

ジ
ン

評
価

手
法

の
研

究
開

発
 

(1
6)

重
畳

事
象

の
選

定
及

び
低

温
と

積
雪

の
重

畳
ハ

ザ
ー

ド
に

対
す

る
事

象
シ

ー
ケ

ン
ス

評
価

手
法

 
*西

野
 裕

之
1 、

山
野

 秀
将

1 、
栗

坂
 健

一
1  （

1.
JA

EA
）

 

外
部

ハ
ザ

ー
ド

に
対

す
る

崩
壊

熱
除

去
機

能
の

マ
ー

ジ
ン

評
価

手
法

の
研

究
開

発
 

(1
7)

森
林

火
災

と
雷

の
重

畳
時

の
ハ

ザ
ー

ド
曲

線
評

価
 

*岡
野

 靖
1 、

山
野

 秀
将

1  （
1.

JA
EA

）
 

外
部

ハ
ザ

ー
ド

に
対

す
る

崩
壊

熱
除

去
機

能
の

マ
ー

ジ
ン

評
価

手
法

の
研

究
開

発
 

(1
8)

異
常

降
雨

時
に

お
け

る
CM

M
C法

を
用

い
た

プ
ラ

ン
ト

状
態

の
定

量
化

 
*高

田
 孝

1  （
1.

JA
EA

）
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般

セ
ッ

シ
ョ

ン
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6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

PR
A1

 
座

長
：

高
田

 孝
（

JA
EA

）
 9

月
7日

(水
) 1

1:
00

～
12

:0
0 

F会
場

 

地
震

PR
Aに

お
け

る
多

重
故

障
起

因
事

象
の

評
価

手
法

の
検

討
 

(3
)試

解
析

と
評

価
手

法
の

課
題

 
*三

浦
 弘

道
1 、

猪
股

 亮
1 、

内
田

 剛
志

1 、
小

倉
 克

規
1 、

亀
子

 湧
生

2 、
村

松
 健

2 、
牟

田
 仁

2  （
1.

電
中

研
、

2.
東

京
都

市
大

）
 

地
震

PR
Aに

お
け

る
多

重
故

障
起

因
事

象
の

評
価

手
法

の
検

討
 

(4
)炉

心
損

傷
発

生
確

率
の

試
解

析
 

*亀
子

 湧
生

1 、
村

松
 健

1 、
牟

田
 仁

1 、
三

浦
 弘

道
2 、

猪
股

 亮
2 、

内
田

 剛
志

2 、
小

倉
 克

規
2  （

1.
東

京
都

市
大

、
2.

電
中

研
）

 

炉
心

損
傷

事
故

へ
の

対
処

の
た

め
の

施
設

・
設

備
機

器
の

耐
震

裕
度

設
定

手
法

の
提

案
 

*飯
田

 祐
樹

1 、
糸

井
 達

哉
1 、

関
村

 直
人

1  （
1.

東
大

）
 

地
震

リ
ス

ク
を

考
慮

し
た

レ
ベ

ル
2P

RA
評

価
手

法
の

開
発

 
*宮

下
 幹

央
1 、

牟
田

 仁
1 、

村
松

 健
1  （

1.
東

京
都

市
大

）
 

  

[2
E1

1-
14

]

[2
E1

1]

[2
E1

2]

[2
E1

3]

[2
E1

4]

[2
E1

5-
18

]

[2
E1

5]

[2
E1

6]

[2
E1

7]

[2
E1

8]

[2
E1

9-
24

]

[2
E1

9]

[2
E2

0]
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般

セ
ッ
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ョ
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30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

軽
水

炉
の

安
全

評
価

2 
座

長
：

牟
田

 仁
（

東
京

都
市

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
E会

場
 

柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

の
安

全
評

価
・

対
策

に
つ

い
て

 
(1

)柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

に
対

す
る

火
山

影
響

評
価

に
つ

い
て

 
*松

田
 紘

典
1 、

松
中

 修
平

2 、
安

藤
 隆

史
1 、

渡
邊

 学
1 、

伊
藤

 努
1 、

大
山

 嘉
博

1  （
1.

東
電

H
D、

2.
テ

プ
シ

ス
）

 

柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

の
安

全
評

価
・

対
策

に
つ

い
て

 
(2

)柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

に
対

す
る

竜
巻

影
響

評
価

に
つ

い
て

 
*安

藤
 隆

史
1 、

松
中

 修
平

2 、
渡

邊
 学

1 、
伊

藤
 努

1 、
大

山
 嘉

博
1  （

1.
東

電
H

D、
2.

テ
プ

シ
ス

）
 

柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

の
安

全
評

価
・

対
策

に
つ

い
て

 
(3

)外
部

事
象

の
重

畳
に

関
す

る
検

討
 

*渡
邊

 学
1 、

松
中

 修
平

2 、
松

田
 紘

典
1 、

安
藤

 隆
史

1 、
伊

藤
 努

1 、
大

山
 嘉

博
1  （

1.
東

電
H

D、
2.

テ
プ

シ
ス

）
 

柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

の
安

全
評

価
・

対
策

に
つ

い
て

 
(4

)内
部

溢
水

事
象

に
対

す
る

安
全

評
価

 
*高

橋
 直

己
1 、

大
山

 嘉
博

1  （
1.

東
電

H
D）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン
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分
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工

学
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30
6-

1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

軽
水

炉
の

事
故

時
挙

動
2 

座
長

：
此

村
 守

（
福

井
大

）
 9

月
8日

(木
) 1

5:
50

～
16

:5
5 

E会
場

 

格
納

容
器

内
先

行
注

水
に

よ
る

溶
融

炉
心

冷
却

挙
動

に
関

す
る

研
究

 
(1

)全
体

計
画

 
*堀

田
 亮

年
1 、

秋
葉

 美
幸

1 、
森

田
 彰

伸
1  （

1.
規

制
庁

）
 

格
納

容
器

内
先

行
注

水
に

よ
る

溶
融

炉
心

冷
却

挙
動

に
関

す
る

研
究

 
(2

)溶
融

炉
心

の
床

上
拡

が
り

に
関

す
る

実
験

 
*秋

葉
 美

幸
1 、

森
田

 彰
伸

1 、
堀

田
 亮

年
1  （

1.
規

制
庁

）
 

格
納

容
器

内
先

行
注

水
に

よ
る

溶
融

炉
心

冷
却

挙
動

に
関

す
る

研
究

 
(3

)J
AS

M
IN

Eコ
ー

ド
に

お
け

る
溶

融
炉

心
床

上
拡

が
り

挙
動

モ
デ

ル
の

改
良

 
川

部
 隆

平
1 、

松
本

 俊
慶

1 、
杉

山
 智

之
1 、

*丸
山

 結
1  （

1.
JA

EA
）

 

格
納

容
器

内
先

行
注

水
に

よ
る

溶
融

炉
心

冷
却

挙
動

に
関

す
る

研
究

 
(4

)J
AS

M
IN

Eコ
ー

ド
に

お
け

る
ジ

ェ
ッ

ト
ブ

レ
ー

ク
ア

ッ
プ

モ
デ

ル
の

改
良

 
*松

本
 俊

慶
1 、

川
部

 隆
平

1 、
杉

山
 智

之
1 、

丸
山

 結
1  （

1.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン
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分

裂
工

学
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30
6-

1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

使
用

済
み

燃
料

プ
ー

ル
の

安
全

性
向

上
 

座
長

：
神

田
 憲

一
（

電
中

研
）

 9
月

8日
(木

) 1
6:

55
～

18
:3

0 
E会

場
 

使
用

済
み

燃
料

プ
ー

ル
の

事
故

時
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(7
)被

覆
管

の
空

気
中

酸
化

の
モ

デ
ル

化
検

討
 

*根
本

 義
之

1 、
加

治
 芳

行
1 、

小
川

 千
尋

1 、
中

島
 一

雄
2 、

東
條

 匡
志

2  （
1.

JA
EA

、
2.

G
N

F-
J）

 

使
用

済
み

燃
料

プ
ー

ル
の

事
故

時
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(8
)上

部
タ

イ
プ

レ
ー

ト
に

お
け

る
CC

FL
挙

動
評

価
に

関
す

る
予

備
試

験
 

*永
武

 拓
1 、

劉
 維

1 、
上

澤
 伸

一
郎

1 、
小

泉
 安

郎
1 、

柴
田

 光
彦

1 、
吉

田
 啓

之
1 、

根
本

 義
之

1 、
加

治
 芳

行
1  （

1.
JA

EA
）

 

[2
E2

1]

[2
E2

2]

[2
E2

3]

[2
E2

4]

[3
E0

1-
09

]

[3
E0

1]

[3
E0

2]

[3
E0

3]

[3
E0

4]

[3
E0

5]

[3
E0

6]

[3
E0

7]

[3
E0

8]

[3
E0

9]
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使
用

済
み

燃
料

プ
ー

ル
の

事
故

時
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(9
)3

次
元

解
析

手
法

に
よ

る
BW

R燃
料

の
定

常
熱

伝
達

解
析

に
よ

る
温

度
評

価
 

*後
藤

 大
輔

1 、
東

條
 匡

志
1 、

小
林

 謙
祐

1 、
根

本
 義

之
2 、

加
治

 芳
行

2  （
1.

G
N

F-
J、

2.
JA

EA
）

 

使
用

済
み

燃
料

プ
ー

ル
の

事
故

時
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(1
0)

BW
R燃

料
の

チ
ャ

ン
ネ

ル
ボ

ッ
ク

ス
内

外
の

水
位

差
が

臨
界

に
及

ぼ
す

影
響

評
価

 
*小

林
 謙

祐
1 、

東
條

 匡
志

1 、
後

藤
 大

輔
1 、

根
本

 義
之

2 、
加

治
 芳

行
2  （

1.
G

N
F-

J、
2.

JA
EA

）
 

使
用

済
み

燃
料

プ
ー

ル
の

事
故

時
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(1
1)

M
AA

Pを
用

い
た

SF
Pス

プ
レ

イ
及

び
代

替
注

水
の

冷
却

特
性

評
価

 
*西

村
 聡

1 、
佐

竹
 正

哲
1 、

曽
我

 昇
太

1 、
西

 義
久

1 、
加

治
 芳

行
2 、

根
本

 義
之

2  （
1.

電
中

研
、

2.
JA

EA
）

 

使
用

済
み

燃
料

プ
ー

ル
の

事
故

時
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(1
2)

改
良

SA
M

PS
O

N
を

用
い

た
冷

却
機

能
喪

失
事

象
解

析
 

*森
田

 能
弘

1 、
鈴

木
 洋

明
1 、

内
藤

 正
則

1 、
加

治
 芳

行
2 、

根
本

 義
之

2  （
1.

エ
ネ

総
研

、
2.

JA
EA

）
 

  20
16

年
9月

9日
(金

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
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. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
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 | 
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5-
3 

原
子

力
施

設
の

廃
止

措
置

技
術

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

 
座

長
：

小
林

 能
直

（
東

工
大

）
 9

月
9日

(金
) 9

:4
0～

12
:0

0 
E会

場
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(1
)プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

全
体

概
要

 
*荻

野
 英

樹
1 、

矢
野

 公
彦

1 、
高

野
 公

秀
1 、

鷲
谷

 忠
博

1 、
宮

本
 泰

明
1 、

川
野

 昌
平

2  （
1.

IR
ID

（
JA

EA
）

、
2.

IR
ID

（
東

芝
）

）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(2
)Z

r(
O

)の
機

械
的

性
質

評
価

 
*星

野
 貴

紀
1,

2 、
岡

村
 信

生
1,

2 、
渡

部
 雅

之
1,

2 、
小

泉
 健

治
1,

2  （
1I

RI
D、

2.
JA

EA
）

 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(3
)二

酸
化

物
模

擬
デ

ブ
リ

相
状

態
へ

の
少

量
固

溶
元

素
の

影
響

 
*高

野
 公

秀
1,

2 、
小

野
澤

 淳
1,

2 、
須

藤
 彩

子
1,

2  （
1.

JA
EA

、
2.

廃
炉

機
構

）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(4
)集

光
加

熱
に

よ
る

模
擬

M
CC

I試
料

中
の

生
成

相
の

評
価

 
*須

藤
 彩

子
1,

2 、
高

野
 公

秀
1,

2 、
小

野
澤

 淳
1  （

1.
JA

EA
、

2.
IR

ID
）

 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(5
)大

型
M

CC
I試

験
生

成
物

の
生

成
相

及
び

組
織

 
*北

垣
 徹

1 、
池

内
 宏

知
1 、

矢
野

 公
彦

1 、
荻

野
 英

樹
1 、

Br
is

so
nn

ea
u 

La
ur

en
t2 、

To
rm

os
 B

ri
gi

tt
e 

2 、
Pi

lu
so

 P
as

ca
l2

（
1.

IR
ID

/J
AE

A、
2.

フ
ラ

ン
ス

原
子

力
庁

）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(6
)カ

ザ
フ

ス
タ

ン
N

N
Cに

お
け

る
UO

2を
用

い
た

大
型

模
擬

デ
ブ

リ
試

験
 

*川
野

 昌
平

1 、
林

 貴
広

1 、
高

橋
 優

也
1 、

浅
野

 真
毅

1 、
豊

原
 尚

実
1  （

1.
IR

ID
(東

芝
)）

 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(7
)燃

料
デ

ブ
リ

と
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
の

高
温

挙
動

 
*高

橋
 優

也
1 、

川
野

 昌
平

1 、
林

 貴
広

1 、
森

島
 康

雄
1 、

豊
原

 尚
実

1  （
1.

IR
ID

(東
芝

)）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(8
)燃

料
デ

ブ
リ

の
含

水
・

乾
燥

特
性

の
評

価
（

種
々

の
燃

料
デ

ブ
リ

を
想

定
し

た
材

質
に

つ
い

て
）

 
*鈴

木
 誠

矢
1,

2 、
仲

吉
 彬

1,
2 、

岡
村

 信
生

1,
2 、

渡
辺

 雅
之

1,
2 、

小
泉

 健
治

1,
2  （

1I
RI

D、
2.

JA
EA

）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(9
)模

擬
デ

ブ
リ

の
酸

化
特

性
評

価
 

*仁
科

 匡
弘

1 、
廣

岡
 瞬

1 、
森

本
 恭

一
1  （

1.
JA

EA
）

 

―
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[P
L3

E]

[P
L3

E0
1]

[P
L3

E0
2]

[P
L3

E0
3]

[P
L3

E0
4]

[P
L3

E0
5]

[P
L3

E0
6]

[P
L3

E0
7]

[3
E1

0-
17

]

[3
E1

0]

[3
E1

1]

[3
E1

2]

[3
E1

3]

[3
E1

4]

[3
E1

5]
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   企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

委
員

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
廃

炉
検

討
委

員
会

「
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
廃

炉
検

討
委

員
会

」
活

動
報

告
 

座
長

：
岡

本
 孝

司
（

東
大

）
 9

月
9日

(金
) 1

2:
30

～
14

:3
0 

E会
場

 

挨
拶

 
*宮

野
 廣

1,
2  （

1.
廃

炉
委

委
員

長
、

2.
法

政
大

）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

廃
炉

の
進

捗
状

況
と

戦
略

プ
ラ

ン
 

*福
田

 俊
彦

1  （
1.

N
DF

）
 

IR
ID

の
研

究
開

発
の

現
状

 
*吉

澤
 厚

文
1  （

1.
IR

ID
）

 

廃
炉

を
着

実
に

実
施

す
る

た
め

の
リ

ス
ク

管
理

を
考

え
る

 
*山

口
 彰

1  （
1.

東
大

）
 

放
射

性
廃

棄
物

管
理

シ
ナ

リ
オ

の
分

析
に

つ
い

て
 

*柳
原

 敏
1  （

1.
福

井
大

）
 

事
故

提
言

・
課

題
フ

ォ
ロ

ー
分

科
会

の
活

動
 

*山
本

 章
夫

1  （
1.

名
大

）
 

建
屋

の
構

造
性

能
検

討
分

科
会

の
活

動
報

告
 

*瀧
口

 克
己

1  （
1.

東
工

大
名

誉
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン
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. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料
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5-
3 

原
子

力
施

設
の

廃
止

措
置

技
術

事
故

炉
の

廃
炉

技
術

 
座

長
：

高
野

 公
秀

（
JA

EA
）

 9
月

9日
(金

) 1
4:

45
～

16
:5

0 
E会

場
 

過
酷

事
故

を
経

た
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
体

の
耐

力
評

価
 

(そ
の

1)
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

高
温

加
熱

・
水

中
曝

露
試

験
 

正
木

 洋
1 、

田
中

 徳
彦

1 、
川

原
田

 義
幸

1 、
斎

藤
 高

一
2 、

後
藤

 靖
之

2 、
紺

谷
 修

3 、
*石

川
 俊

介
3 、

川
角

 佳
嗣

3  （
1.

IR
ID

（
東

芝
）

、
2.

IR
ID

（
日

立
G

E）
、

3.
鹿

島
建

設
）

 

過
酷

事
故

を
経

た
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
体

の
耐

力
評

価
 

(そ
の

2)
縮

小
模

型
試

験
体

に
よ

る
高

温
加

熱
・

水
中

曝
露

後
耐

力
試

験
 

正
木

 洋
1 、

田
中

 徳
彦

1 、
川

原
田

 義
幸

1 、
斎

藤
 高

一
2 、

後
藤

 靖
之

2 、
紺

谷
 修

3 、
*岡

安
 隆

史
3 、

石
川

 俊
介

3 、
川

角
 佳

嗣
3

（
1.

IR
ID

（
東

芝
）

、
2.

IR
ID

（
日

立
G

E）
、

3.
鹿

島
建

設
）

 

過
酷

事
故

を
経

た
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
体

の
耐

力
評

価
 

(そ
の

3)
縮

小
模

型
に

よ
る

耐
力

試
験

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
解

析
 

肱
岡

 康
雄

1 、
正

木
 洋

1 、
斎

藤
 高

一
2 、

後
藤

 靖
之

2 、
紺

谷
 修

3 、
石

川
 俊

介
3 、

*川
角

 佳
嗣

3  （
1.

IR
ID

（
東

芝
）

、
2.

IR
ID

（
日

立

G
E）

、
3.

鹿
島

建
設

）
 

水
中

不
分

離
性

コ
ン

ク
リ

ー
ト

充
填

に
よ

る
S/

C内
止

水
技

術
の

開
発

 
(1

)試
験

概
要

(全
体

概
要

、
材

料
開

発
お

よ
び

1次
打

込
み

) 
*正

木
 洋

1 、
村

上
 祐

治
2 、

涌
井

 俊
秋

2 、
今

井
 久

2 、
澤

田
 純

之
2 、

出
倉

 利
紀

1  （
1.

東
芝

、
2.

安
藤

ハ
ザ

マ
）

 

水
中

不
分

離
性

コ
ン

ク
リ

ー
ト

充
填

に
よ

る
S/

C内
止

水
技

術
の

開
発

 
(2

)水
中

不
分

離
性

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
検

討
 

*村
上

 祐
治

1 、
澤

田
 純

之
1 、

今
井

 久
1 、

涌
井

 俊
秋

1 、
山

下
 亮

1 、
正

木
 洋

2 、
長

瀧
 重

義
3  （

1.
安

藤
ハ

ザ
マ

、
2.

東
芝

、
3.

東
工

大

名
誉

）
 

水
中

不
分

離
性

コ
ン

ク
リ

ー
ト

充
填

に
よ

る
S/

C内
止

水
技

術
の

開
発

 
(3

)水
中

不
分

離
性

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
関

す
る

照
射

試
験

 

[3
E1

6]

[3
E1

7]

[1
F0

1-
04

]

[1
F0

1]

[1
F0

2]

[1
F0

3]

[1
F0

4]

[1
F0

5-
08

]

[1
F0

5]

[1
F0

6]

[1
F0

7]

[1
F0

8]
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*澤
田

 純
之

1 、
雨

宮
 清

1 、
今

井
 久

1 、
村

上
 祐

治
1 、

涌
井

 俊
秋

1 、
正

木
 洋

2  （
1.

安
藤

ハ
ザ

マ
、

2.
東

芝
）

 

水
中

不
分

離
性

コ
ン

ク
リ

ー
ト

充
填

に
よ

る
S/

C内
止

水
技

術
の

開
発

 
(4

)水
中

不
分

離
性

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
長

距
離

流
動

性
確

認
試

験
お

よ
び

流
動

解
析

 
*山

下
 亮

1 、
涌

井
 俊

秋
1 、

村
上

 祐
治

1 、
今

井
 久

1 、
澤

田
 純

之
1 、

正
木

 洋
2  （

1.
安

藤
ハ

ザ
マ

、
2.

東
芝

）
 

水
中

不
分

離
性

コ
ン

ク
リ

ー
ト

充
填

に
よ

る
S/

C内
止

水
技

術
の

開
発

 
(5

)Φ
50

m
m

の
模

擬
損

傷
孔

の
止

水
性

確
認

試
験

 
*今

井
 久

1 、
村

上
 祐

治
1 、

涌
井

 俊
秋

1 、
澤

田
 純

之
1 、

正
木

 洋
2  （

1.
安

藤
ハ

ザ
マ

、
2.

東
芝

）
 

  20
16

年
9月

7日
(水

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
6-

1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

外
部

ハ
ザ

ー
ド

 
座

長
：

守
田

 幸
路

（
九

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
0:

00
～

11
:0

0 
F会

場
 

外
部

ハ
ザ

ー
ド

に
対

す
る

崩
壊

熱
除

去
機

能
の

マ
ー

ジ
ン

評
価

手
法

の
研

究
開

発
 

(1
5)

平
成

27
年

度
進

捗
及

び
強

風
と

降
雨

の
重

畳
ハ

ザ
ー

ド
に

対
す

る
事

象
シ

ー
ケ

ン
ス

評
価

手
法

 
*山

野
 秀

将
1 、

西
野

 裕
之

1 、
栗

坂
 健

一
1 、

岡
野

 靖
1 、

高
田

 孝
1 、

堺
 公

明
1 、

山
元

 孝
広

2 、
石

塚
 吉

弘
2 、

古
川

 竜
太

2 、
下

司
 信

夫
2  （

1.
JA

EA
、

2.
産

総
研

）
 

外
部

ハ
ザ

ー
ド

に
対

す
る

崩
壊

熱
除

去
機

能
の

マ
ー

ジ
ン

評
価

手
法

の
研

究
開

発
 

(1
6)

重
畳

事
象

の
選

定
及

び
低

温
と

積
雪

の
重

畳
ハ

ザ
ー

ド
に

対
す

る
事

象
シ

ー
ケ

ン
ス

評
価

手
法

 
*西

野
 裕

之
1 、

山
野

 秀
将

1 、
栗

坂
 健

一
1  （

1.
JA

EA
）

 

外
部

ハ
ザ

ー
ド

に
対

す
る

崩
壊

熱
除

去
機

能
の

マ
ー

ジ
ン

評
価

手
法

の
研

究
開

発
 

(1
7)

森
林

火
災

と
雷

の
重

畳
時

の
ハ

ザ
ー

ド
曲

線
評

価
 

*岡
野

 靖
1 、

山
野

 秀
将

1  （
1.

JA
EA

）
 

外
部

ハ
ザ

ー
ド

に
対

す
る

崩
壊

熱
除

去
機

能
の

マ
ー

ジ
ン

評
価

手
法

の
研

究
開

発
 

(1
8)

異
常

降
雨

時
に

お
け

る
CM

M
C法

を
用

い
た

プ
ラ

ン
ト

状
態

の
定

量
化

 
*高

田
 孝

1  （
1.

JA
EA

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
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工
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6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

PR
A1

 
座

長
：

高
田

 孝
（

JA
EA

）
 9

月
7日

(水
) 1

1:
00

～
12

:0
0 

F会
場

 

地
震

PR
Aに

お
け

る
多

重
故

障
起

因
事

象
の

評
価

手
法

の
検

討
 

(3
)試

解
析

と
評

価
手

法
の

課
題

 
*三

浦
 弘

道
1 、

猪
股

 亮
1 、

内
田

 剛
志

1 、
小

倉
 克

規
1 、

亀
子

 湧
生

2 、
村

松
 健

2 、
牟

田
 仁

2  （
1.

電
中

研
、

2.
東

京
都

市
大

）
 

地
震

PR
Aに

お
け

る
多

重
故

障
起

因
事

象
の

評
価

手
法

の
検

討
 

(4
)炉

心
損

傷
発

生
確

率
の

試
解

析
 

*亀
子

 湧
生

1 、
村

松
 健

1 、
牟

田
 仁

1 、
三

浦
 弘

道
2 、

猪
股

 亮
2 、

内
田

 剛
志

2 、
小

倉
 克

規
2  （

1.
東

京
都

市
大

、
2.

電
中

研
）

 

炉
心

損
傷

事
故

へ
の

対
処

の
た

め
の

施
設

・
設

備
機

器
の

耐
震

裕
度

設
定

手
法

の
提

案
 

*飯
田

 祐
樹

1 、
糸

井
 達

哉
1 、

関
村

 直
人

1  （
1.

東
大

）
 

地
震

リ
ス

ク
を

考
慮

し
た

レ
ベ

ル
2P

RA
評

価
手

法
の

開
発

 
*宮

下
 幹

央
1 、

牟
田

 仁
1 、

村
松

 健
1  （

1.
東

京
都

市
大

）
 

  

[2
E1

1-
14

]

[2
E1

1]

[2
E1

2]

[2
E1

3]

[2
E1

4]

[2
E1

5-
18

]

[2
E1

5]

[2
E1

6]

[2
E1

7]

[2
E1

8]

[2
E1

9-
24

]

[2
E1

9]

[2
E2

0]
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   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 
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. 核

分
裂

工
学

 | 
30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

軽
水

炉
の

安
全

評
価

2 
座

長
：

牟
田

 仁
（

東
京

都
市

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
E会

場
 

柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

の
安

全
評

価
・

対
策

に
つ

い
て

 
(1

)柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

に
対

す
る

火
山

影
響

評
価

に
つ

い
て

 
*松

田
 紘

典
1 、

松
中

 修
平

2 、
安

藤
 隆

史
1 、

渡
邊

 学
1 、

伊
藤

 努
1 、

大
山

 嘉
博

1  （
1.

東
電

H
D、

2.
テ

プ
シ

ス
）

 

柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

の
安

全
評

価
・

対
策

に
つ

い
て

 
(2

)柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

に
対

す
る

竜
巻

影
響

評
価

に
つ

い
て

 
*安

藤
 隆

史
1 、

松
中

 修
平

2 、
渡

邊
 学

1 、
伊

藤
 努

1 、
大

山
 嘉

博
1  （

1.
東

電
H

D、
2.

テ
プ

シ
ス

）
 

柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

の
安

全
評

価
・

対
策

に
つ

い
て

 
(3

)外
部

事
象

の
重

畳
に

関
す

る
検

討
 

*渡
邊

 学
1 、

松
中

 修
平

2 、
松

田
 紘

典
1 、

安
藤

 隆
史

1 、
伊

藤
 努

1 、
大

山
 嘉

博
1  （

1.
東

電
H

D、
2.

テ
プ

シ
ス

）
 

柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

の
安

全
評

価
・

対
策

に
つ

い
て

 
(4

)内
部

溢
水

事
象

に
対

す
る

安
全

評
価

 
*高

橋
 直

己
1 、

大
山

 嘉
博

1  （
1.

東
電

H
D）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
6-

1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

軽
水

炉
の

事
故

時
挙

動
2 

座
長

：
此

村
 守

（
福

井
大

）
 9

月
8日

(木
) 1

5:
50

～
16

:5
5 

E会
場

 

格
納

容
器

内
先

行
注

水
に

よ
る

溶
融

炉
心

冷
却

挙
動

に
関

す
る

研
究

 
(1

)全
体

計
画

 
*堀

田
 亮

年
1 、

秋
葉

 美
幸

1 、
森

田
 彰

伸
1  （

1.
規

制
庁

）
 

格
納

容
器

内
先

行
注

水
に

よ
る

溶
融

炉
心

冷
却

挙
動

に
関

す
る

研
究

 
(2

)溶
融

炉
心

の
床

上
拡

が
り

に
関

す
る

実
験

 
*秋

葉
 美

幸
1 、

森
田

 彰
伸

1 、
堀

田
 亮

年
1  （

1.
規

制
庁

）
 

格
納

容
器

内
先

行
注

水
に

よ
る

溶
融

炉
心

冷
却

挙
動

に
関

す
る

研
究

 
(3

)J
AS

M
IN

Eコ
ー

ド
に

お
け

る
溶

融
炉

心
床

上
拡

が
り

挙
動

モ
デ

ル
の

改
良

 
川

部
 隆

平
1 、

松
本

 俊
慶

1 、
杉

山
 智

之
1 、

*丸
山

 結
1  （

1.
JA

EA
）

 

格
納

容
器

内
先

行
注

水
に

よ
る

溶
融

炉
心

冷
却

挙
動

に
関

す
る

研
究

 
(4

)J
AS

M
IN

Eコ
ー

ド
に

お
け

る
ジ

ェ
ッ

ト
ブ

レ
ー

ク
ア

ッ
プ

モ
デ

ル
の

改
良

 
*松

本
 俊

慶
1 、

川
部

 隆
平

1 、
杉

山
 智

之
1 、

丸
山

 結
1  （

1.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン
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. 核
分

裂
工

学
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30
6-

1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

使
用

済
み

燃
料

プ
ー

ル
の

安
全

性
向

上
 

座
長

：
神

田
 憲

一
（

電
中

研
）

 9
月

8日
(木

) 1
6:

55
～

18
:3

0 
E会

場
 

使
用

済
み

燃
料

プ
ー

ル
の

事
故

時
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(7
)被

覆
管

の
空

気
中

酸
化

の
モ

デ
ル

化
検

討
 

*根
本

 義
之

1 、
加

治
 芳

行
1 、

小
川

 千
尋

1 、
中

島
 一

雄
2 、

東
條

 匡
志

2  （
1.

JA
EA

、
2.

G
N

F-
J）

 

使
用

済
み

燃
料

プ
ー

ル
の

事
故

時
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(8
)上

部
タ

イ
プ

レ
ー

ト
に

お
け

る
CC

FL
挙

動
評

価
に

関
す

る
予

備
試

験
 

*永
武

 拓
1 、

劉
 維

1 、
上

澤
 伸

一
郎

1 、
小

泉
 安

郎
1 、

柴
田

 光
彦

1 、
吉

田
 啓

之
1 、

根
本

 義
之

1 、
加

治
 芳

行
1  （

1.
JA

EA
）

 

[2
E2

1]

[2
E2

2]

[2
E2

3]

[2
E2

4]

[3
E0

1-
09

]

[3
E0

1]

[3
E0

2]

[3
E0

3]

[3
E0

4]

[3
E0

5]

[3
E0

6]

[3
E0

7]

[3
E0

8]

[3
E0

9]
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使
用

済
み

燃
料

プ
ー

ル
の

事
故

時
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(9
)3

次
元

解
析

手
法

に
よ

る
BW

R燃
料

の
定

常
熱

伝
達

解
析

に
よ

る
温

度
評

価
 

*後
藤

 大
輔

1 、
東

條
 匡

志
1 、

小
林

 謙
祐

1 、
根

本
 義

之
2 、

加
治

 芳
行

2  （
1.

G
N

F-
J、

2.
JA

EA
）

 

使
用

済
み

燃
料

プ
ー

ル
の

事
故

時
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(1
0)

BW
R燃

料
の

チ
ャ

ン
ネ

ル
ボ

ッ
ク

ス
内

外
の

水
位

差
が

臨
界

に
及

ぼ
す

影
響

評
価

 
*小

林
 謙

祐
1 、

東
條

 匡
志

1 、
後

藤
 大

輔
1 、

根
本

 義
之

2 、
加

治
 芳

行
2  （

1.
G

N
F-

J、
2.

JA
EA

）
 

使
用

済
み

燃
料

プ
ー

ル
の

事
故

時
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(1
1)

M
AA

Pを
用

い
た

SF
Pス

プ
レ

イ
及

び
代

替
注

水
の

冷
却

特
性

評
価

 
*西

村
 聡

1 、
佐

竹
 正

哲
1 、

曽
我

 昇
太

1 、
西

 義
久

1 、
加

治
 芳

行
2 、

根
本

 義
之

2  （
1.

電
中

研
、

2.
JA

EA
）

 

使
用

済
み

燃
料

プ
ー

ル
の

事
故

時
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(1
2)

改
良

SA
M

PS
O

N
を

用
い

た
冷

却
機

能
喪

失
事

象
解

析
 

*森
田

 能
弘

1 、
鈴

木
 洋

明
1 、

内
藤

 正
則

1 、
加

治
 芳

行
2 、

根
本

 義
之

2  （
1.

エ
ネ

総
研

、
2.

JA
EA

）
 

  20
16

年
9月

9日
(金

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

5-
3 

原
子

力
施

設
の

廃
止

措
置

技
術

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

 
座

長
：

小
林

 能
直

（
東

工
大

）
 9

月
9日

(金
) 9

:4
0～

12
:0

0 
E会

場
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(1
)プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

全
体

概
要

 
*荻

野
 英

樹
1 、

矢
野

 公
彦

1 、
高

野
 公

秀
1 、

鷲
谷

 忠
博

1 、
宮

本
 泰

明
1 、

川
野

 昌
平

2  （
1.

IR
ID

（
JA

EA
）

、
2.

IR
ID

（
東

芝
）

）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(2
)Z

r(
O

)の
機

械
的

性
質

評
価

 
*星

野
 貴

紀
1,

2 、
岡

村
 信

生
1,

2 、
渡

部
 雅

之
1,

2 、
小

泉
 健

治
1,

2  （
1I

RI
D、

2.
JA

EA
）

 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(3
)二

酸
化

物
模

擬
デ

ブ
リ

相
状

態
へ

の
少

量
固

溶
元

素
の

影
響

 
*高

野
 公

秀
1,

2 、
小

野
澤

 淳
1,

2 、
須

藤
 彩

子
1,

2  （
1.

JA
EA

、
2.

廃
炉

機
構

）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(4
)集

光
加

熱
に

よ
る

模
擬

M
CC

I試
料

中
の

生
成

相
の

評
価

 
*須

藤
 彩

子
1,

2 、
高

野
 公

秀
1,

2 、
小

野
澤

 淳
1  （

1.
JA

EA
、

2.
IR

ID
）

 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(5
)大

型
M

CC
I試

験
生

成
物

の
生

成
相

及
び

組
織

 
*北

垣
 徹

1 、
池

内
 宏

知
1 、

矢
野

 公
彦

1 、
荻

野
 英

樹
1 、

Br
is

so
nn

ea
u 

La
ur

en
t2 、

To
rm

os
 B

ri
gi

tt
e 

2 、
Pi

lu
so

 P
as

ca
l2

（
1.

IR
ID

/J
AE

A、
2.

フ
ラ

ン
ス

原
子

力
庁

）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(6
)カ

ザ
フ

ス
タ

ン
N

N
Cに

お
け

る
UO

2を
用

い
た

大
型

模
擬

デ
ブ

リ
試

験
 

*川
野

 昌
平

1 、
林

 貴
広

1 、
高

橋
 優

也
1 、

浅
野

 真
毅

1 、
豊

原
 尚

実
1  （

1.
IR

ID
(東

芝
)）

 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(7
)燃

料
デ

ブ
リ

と
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
の

高
温

挙
動

 
*高

橋
 優

也
1 、

川
野

 昌
平

1 、
林

 貴
広

1 、
森

島
 康

雄
1 、

豊
原

 尚
実

1  （
1.

IR
ID

(東
芝

)）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(8
)燃

料
デ

ブ
リ

の
含

水
・

乾
燥

特
性

の
評

価
（

種
々

の
燃

料
デ

ブ
リ

を
想

定
し

た
材

質
に

つ
い

て
）

 
*鈴

木
 誠

矢
1,

2 、
仲

吉
 彬

1,
2 、

岡
村

 信
生

1,
2 、

渡
辺

 雅
之

1,
2 、

小
泉

 健
治

1,
2  （

1I
RI

D、
2.

JA
EA

）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

性
状

把
握

(2
8'

A)
 

(9
)模

擬
デ

ブ
リ

の
酸

化
特

性
評

価
 

*仁
科

 匡
弘

1 、
廣

岡
 瞬

1 、
森

本
 恭

一
1  （

1.
JA

EA
）
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F0
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[2
F0

6-
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]

[2
F0

6]

[2
F0

7]

[2
F0

8]

[2
F0

9]

[2
F1

0]

[G
M

2F
]

[P
L2
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[P
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F0
1]

[P
L2

F0
2]

[P
L2

F0
3]

[P
L2

F0
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大
）

 

ガ
ラ

ス
固

化
体

の
高

品
質

化
・

発
生

量
低

減
の

た
め

の
白

金
族

元
素

回
収

プ
ロ

セ
ス

の
開

発
 

(1
6)

照
射

済
燃

料
溶

解
液

中
に

お
け

る
収

着
試

験
 

*大
西

 貴
士

1 、
関

岡
 健

2 、
須

藤
 光

雄
2 、

田
中

 康
介

1 、
小

山
 真

一
1 、

高
橋

 秀
治

3 、
稲

葉
 優

介
3 、

針
貝

 美
樹

3 、
竹

下
 健

二
3

（
1.

JA
EA

、
2.

検
査

開
発

、
3.

東
工

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

5-
1 

放
射

性
廃

棄
物

処
理

減
容

・
固

化
処

理
技

術
 

座
長

：
星

野
 国

義
（

日
立

G
E）

 9
月

8日
(木

) 1
0:

50
～

12
:1

0 
F会

場
 

亜
臨

界
水

に
よ

る
難

燃
性

廃
棄

物
の

減
容

と
生

成
物

の
分

析
 

*堤
田

 正
一

1 、
杉

山
 亘

2 、
野

上
 雅

伸
1  （

1.
近

大
、

2.
近

大
）

 

M
gセ

メ
ン

ト
に

よ
る

低
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

液
固

化
の

遅
延

剤
添

加
の

影
響

 
*山

中
 大

樹
1 、

新
井

 剛
2 、

佐
藤

 史
紀

3 、
小

島
 順

二
3  （

1.
芝

浦
工

大
、

2.
芝

浦
工

大
、

3.
JA

EA
）

 

易
溶

性
飛

灰
の

ジ
オ

ポ
リ

マ
ー

固
化

 
(1

)ジ
オ

ポ
リ

マ
ー

固
化

体
の

物
性

評
価

 
*鈴

木
 泰

博
1 、

菊
池

 孝
浩

1 、
森

本
 泰

臣
1 、

高
岡

 昌
輝

2 、
石

田
 泰

之
3 、

市
村

 高
央

3 、
鈴

木
 努

3  （
1.

日
揮

、
2.

京
大

、
3.

太
平

洋
セ

メ
ン

ト
）

 

汚
染

水
処

理
で

発
生

す
る

二
次

廃
棄

物
の

固
化

技
術

に
関

す
る

研
究

 
(2

)ジ
オ

ポ
リ

マ
ー

固
化

体
の

配
合

検
討

 
*松

山
 加

苗
1 、

岡
部

 寛
史

1 、
金

子
 昌

章
1  （

1.
東

芝
）

 

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
ジ

オ
ポ

リ
マ

ー
固

化
試

験
 

(1
)模

擬
ス

ラ
ッ

ジ
の

固
化

試
験

 
*小

野
崎

 公
宏

1 、
佐

藤
 淳

也
2,

3 、
鈴

木
 眞

司
2,

3 、
加

藤
 潤

2,
3 、

榊
原

 哲
朗

2,
3 、

中
澤

 修
2,

3 、
目

黒
 義

弘
2,

3 、
見

上
 寿

1 、
Pr

az
sk

a

M
ile

na
4 、

Bl
az

se
ko

va
 M

ar
ce

la
4  （

1.
富

士
電

機
、

2.
JA

EA
、

3.
IR

ID
、

4.
Am

ec
 F

os
te

r 
W

he
el

er
）

 
   全

体
会

議

「
学

生
連

絡
会

」
第

29
回

全
体

会
議

 
9月

8日
(木

) 1
2:

10
～

13
:0

0 
F会

場
    企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
総

合
講

演
・

報
告

 | 
総

合
講

演
・

報
告

4 
「

断
層

の
活

動
性

と
工

学
的

な
リ

ス
ク

評
価

」
調

査
専

門
委

員
会

「
断

層
の

活
動

性
と

工
学

的
な

リ
ス

ク
評

価
」

調
査

専
門

委
員

会
活

動
報

告
 

座
長

：
岡

本
 孝

司
（

東
大

）
 9

月
8日

(木
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

F会
場

 

熊
本

地
震

の
概

要
 

*奥
村

 晃
史

1  （
1.

広
島

大
）

 

断
層

変
位

に
対

す
る

工
学

的
な

リ
ス

ク
評

価
 

1)
断

層
変

位
に

対
す

る
原

子
力

安
全

の
考

え
方

 
*奈

良
林

 直
1  （

1.
北

大
）

 

断
層

変
位

に
対

す
る

工
学

的
な

リ
ス

ク
評

価
 

2)
断

層
変

位
の

ハ
ザ

ー
ド

評
価

 
*谷

 和
夫

1  （
1.

東
京

海
洋

大
）

 

断
層

変
位

に
対

す
る

工
学

的
な

リ
ス

ク
評

価
 

3)
断

層
変

位
の

施
設

へ
の

影
響

評
価

 

[2
F1

1-
14

]

[2
F1

1]

[2
F1

2]

[2
F1

3]

[2
F1

4]

[2
F1

5-
18

]

[2
F1

5]

[2
F1

6]

[2
F1

7]

[2
F1

8]

[2
F1

9-
24

]

[2
F1

9]

- 
28
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*岡
本

 孝
司

1  （
1.

東
大

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

廃
液

処
理

技
術

1 
座

長
：

立
花

 優
（

長
岡

技
科

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
F会

場
 

高
性

能
多

核
種

除
去

設
備

の
開

発
 

(1
)設

備
の

概
要

 
*山

口
 献

1 、
小

林
 敬

1 、
石

川
 敬

司
1 、

西
 高

志
2 、

浅
野

 隆
2 、

野
下

 健
司

2 、
三

宅
 俊

介
2 、

住
谷

 貴
子

2 、
可

児
 祐

子
3 、

三
宮

 豊
3

（
1.

東
電

Ｈ
Ｄ

、
2.

日
立

G
E、

3.
日

立
）

 

高
性

能
多

核
種

除
去

設
備

の
開

発
 

(2
)放

射
性

ス
ト

ロ
ン

チ
ウ

ム
の

除
去

プ
ロ

セ
ス

 
*野

下
 健

司
1 、

山
口

 献
2 、

小
林

 敬
2 、

石
川

 敬
司

2 、
西

 高
志

1 、
浅

野
 隆

1 、
三

宅
 俊

介
1 、

住
谷

 貴
子

1 、
可

児
 祐

子
3 、

三
宮

 豊
3

（
1.

日
立

G
E、

2.
東

電
Ｈ

Ｄ
、

3.
日

立
）

 

高
性

能
多

核
種

除
去

設
備

の
開

発
 

(3
)p

H
緩

衝
塔

に
よ

る
処

理
水

pH
の

最
適

化
技

術
 

*住
谷

 貴
子

1 、
山

口
 献

2 、
小

林
 敬

2 、
石

川
 敬

司
2 、

西
 高

志
1 、

浅
野

 隆
1 、

野
下

 健
司

1 、
三

宅
 俊

介
1 、

可
児

 祐
子

3 、
三

宮
 豊

3

（
1.

日
立

G
E、

2.
東

電
H

D、
3.

日
立

）
 

サ
ブ

ド
レ

ン
他

浄
化

設
備

の
性

能
評

価
手

法
の

開
発

 
*大

橋
 利

正
1 、

山
口

 献
2 、

小
林

 敬
2 、

黒
崎

 裕
一

2 、
石

川
 敬

司
2 、

山
崎

 光
潔

2 、
可

児
 祐

子
1 、

吉
井

 泰
雄

1 、
高

橋
 文

夫
1 、

浅
野

隆
3  （

1.
日

立
、

2.
東

電
Ｈ

Ｄ
、

3.
日

立
G

E）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

廃
液

処
理

技
術

2 
座

長
：

駒
 義

和
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

5:
50

～
16

:5
5 

F会
場

 

ト
リ

チ
ウ

ム
水

濃
縮

に
向

け
た

新
規

吸
着

剤
へ

の
重

水
の

吸
着

挙
動

評
価

 
*原

田
 雅

幸
1 、

森
 貴

宏
1 、

深
津

 勇
太

1 、
鷹

尾
 康

一
朗

1 、
塚

原
 剛

彦
1  （

1.
東

工
大

）
 

天
然

ゼ
オ

ラ
イ

ト
に

よ
る

汚
染

地
下

水
の

ス
ト

ロ
ン

チ
ウ

ム
除

去
性

能
 

*土
方

 孝
敏

1 、
小

山
 正

史
1  （

1.
電

中
研

）
 

東
海

再
処

理
施

設
に

お
け

る
低

放
射

性
廃

液
の

処
理

技
術

開
発

 
(1

4)
連

結
カ

ラ
ム

試
験

に
よ

る
Cs

/S
r吸

着
プ

ロ
セ

ス
の

検
討

 
*高

野
 雅

人
1 、

伊
藤

 義
之

1 、
鈴

木
 達

也
2 、

滝
本

 真
佑

美
2 、

松
倉

 実
3 、

三
村

 均
3 、

森
 浩

一
4 、

岩
崎

 守
4  （

1.
JA

EA
、

2.
長

岡
技

科
大

、
3.

ユ
ニ

オ
ン

昭
和

、
4.

栗
田

工
業

）
 

東
海

再
処

理
施

設
に

お
け

る
低

放
射

性
廃

液
の

処
理

技
術

開
発

 
(1

5)
実

規
模

混
練

に
お

け
る

セ
メ

ン
ト

固
化

の
検

討
 

*松
島

 怜
達

1 、
佐

藤
 史

紀
1 、

山
下

 昌
昭

1 、
堀

口
 賢

一
1 、

小
島

 順
二

1 、
坂

井
 悦

郎
2 、

新
 大

軌
3  （

1.
JA

EA
、

2.
東

工
大

、
3.

島
根

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

5-
1 

放
射

性
廃

棄
物

処
理

除
染

技
術

・
デ

ブ
リ

処
理

技
術

 
座

長
：

土
方

 孝
敏

（
電

中
研

）
 9

月
8日

(木
) 1

6:
55

～
18

:3
0 

F会
場

 

セ
シ

ウ
ム

と
ス

ト
ロ

ン
チ

ウ
ム

で
汚

染
し

た
金

属
廃

棄
物

の
溶

融
除

染
 

*堀
内

 伸
剛

1 、
西

川
 雄

1 、
田

中
 宏

和
1  （

1.
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

）
 

[G
M

1F
]

[P
L1

F]

[P
L1

F0
1]

[P
L1

F0
2]

[1
F0

9-
13

]

[1
F0

9]

[1
F1

0]

[1
F1

1]

[1
F1

2]

[1
F1

3]

[1
F1

4-
19

]

[1
F1

4]

[1
F1

5]

- 
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 全
体

会
議

「
原

子
力

発
電

部
会

」
第

30
回

全
体

会
議

 
9月

7日
(水

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
F会

場
    企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
部

会
・

連
絡

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
原

子
力

発
電

部
会

原
子

力
発

電
に

関
す

る
国

際
動

向
 

座
長

：
北

田
 孝

典
（

阪
大

）
 9

月
7日

(水
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

F会
場

 

世
界

に
お

け
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

電
力

及
び

原
子

力
の

情
勢

 
*東

海
 邦

博
1  （

1.
海

外
電

力
調

査
会

）
 

先
進

国
及

び
発

展
途

上
国

に
お

け
る

原
子

力
発

電
の

動
向

 
*小

林
 雅

治
1  （

1.
原

産
協

会
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
6-

1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

PR
A2

 
座

長
：

成
宮

 祥
介

（
関

西
電

力
）

 9
月

7日
(水

) 1
4:

45
～

16
:0

5 
F会

場
 

高
温

ガ
ス

炉
の

確
率

論
的

安
全

評
価

（
確

率
論

的
リ

ス
ク

評
価

）
手

法
の

開
発

 
(1

)事
故

シ
ナ

リ
オ

分
析

及
び

信
頼

性
デ

ー
タ

整
備

の
要

件
に

関
す

る
調

査
・

検
討

 
*村

松
 健

1 、
牟

田
 仁

1 、
松

田
 航

輔
1 、

佐
藤

 博
之

2 、
大

橋
 弘

史
2 、

西
田

 明
美

2 、
糸

井
 達

哉
3 、

田
辺

 雅
幸

4  （
1.

東
京

都
市

大
、

2.
JA

EA
、

3.
東

大
、

4.
日

揮
）

 

高
温

ガ
ス

炉
の

確
率

論
的

安
全

評
価

（
確

率
論

的
リ

ス
ク

評
価

）
手

法
の

開
発

 
(2

)ソ
ー

ス
タ

ー
ム

評
価

手
法

の
開

発
 

*本
多

 友
貴

1 、
佐

藤
 博

之
1 、

大
橋

 弘
史

1 、
西

田
 明

美
1 、

牟
田

 仁
2 、

村
松

 健
2 、

糸
井

 達
哉

3 、
田

辺
 雅

幸
4  （

1.
JA

EA
、

2.
東

京

都
市

大
、

3.
東

大
、

4.
日

揮
）

 

加
圧

水
型

原
子

炉
に

お
け

る
簡

易
プ

ラ
ン

ト
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

用
い

た
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
PR

Aモ
デ

ル
の

開
発

 
*大

槻
 昇

平
1 、

遠
藤

 知
弘

1 、
山

本
 章

夫
1  （

1.
名

大
）

 

条
件

付
き

モ
ン

テ
カ

ル
ロ

法
に

よ
る

大
規

模
イ

ベ
ン

ト
ツ

リ
ー

の
評

価
手

法
の

検
討

 
*曽

我
 昇

太
1  （

1.
電

中
研

）
 

原
子

力
プ

ラ
ン

ト
の

地
震

・
内

部
溢

水
複

合
事

象
の

動
的

リ
ス

ク
評

価
 

*張
 承

賢
1 、

鈴
木

 貴
大

2 、
山

口
 彰

3  （
1.

東
大

、
2.

東
大

、
3.

東
大

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

福
島

原
発

事
故

 
座

長
：

河
合

 宏
（

テ
プ

シ
ス

）
 9

月
7日

(水
) 1

6:
05

～
17

:4
0 

F会
場

 

過
酷

事
故

解
析

コ
ー

ド
M

AA
Pに

よ
る

炉
内

状
況

把
握

に
関

す
る

研
究

 
(1

3)
全

体
状

況
 

*狩
野

 喜
二

1 、
小

島
 良

洋
1 、

千
原

 瑠
為

1 、
西

田
 浩

二
2  （

1.
IR

ID
（

東
芝

）
、

2.
IR

ID
（

日
立

G
E）

）
 

過
酷

事
故

解
析

コ
ー

ド
M

AA
Pに

よ
る

炉
内

状
況

把
握

に
関

す
る

研
究

 
(1

4)
改

良
M

AA
Pに

よ
る

福
島

第
一

1号
事

故
進

展
解

析
 

*酒
井

 健
2,

1 、
藤

井
 正

2,
1 、

西
田

 浩
二

2,
1  （

1.
日

立
G

E、
2.

IR
ID

）
 

[1
F1

6]

[1
F1

7]

[1
F1

8]

[1
F1

9]

[1
F2

0-
23

]

[1
F2

0]

[1
F2

1]

[1
F2

2]

[1
F2

3]

[2
F0

1-
05

]

[2
F0

1]

[2
F0

2]

[2
F0

3]

[2
F0

4]

- 
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過
酷

事
故

解
析

コ
ー

ド
M

AA
Pに

よ
る

炉
内

状
況

把
握

に
関

す
る

研
究

 
(1

5)
改

良
M

AA
Pに

よ
る

福
島

第
一

2号
機

事
故

進
展

解
析

 
*千

原
 瑠

為
1 、

小
島

 良
洋

1 、
狩

野
 喜

二
1  （

1.
IR

ID
（

東
芝

）
）

 

過
酷

事
故

解
析

コ
ー

ド
M

AA
Pに

よ
る

炉
内

状
況

把
握

に
関

す
る

研
究

 
(1

6)
改

良
M

AA
Pに

よ
る

福
島

第
一

3号
機

事
故

進
展

解
析

 
*小

島
 良

洋
1 、

狩
野

 喜
二

1 、
千

原
 瑠

為
1  （

1.
IR

ID
（

東
芝

）
）

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

物
探

査
技

術
の

開
発

 
*隅

田
 晃

生
1 、

尾
崎

 健
司

1 、
正

木
 克

実
1  （

1.
東

芝
）

 

全
電

源
喪

失
時

に
お

け
る

反
応

炉
状

況
把

握
技

術
の

提
案

 
(5

)I
C作

動
問

題
の

東
電

進
捗

報
告

解
析

と
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
よ

る
理

解
 

*渡
邊

 一
男

1  （
1.

W
N

R-
Cx

 渡
邊

研
究

処
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
6-

1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

軽
水

炉
の

事
故

時
挙

動
1 

座
長

：
中

村
 康

一
（

電
中

研
）

 9
月

7日
(水

) 1
7:

40
～

18
:4

5 
F会

場
 

軽
水

炉
の

格
納

容
器

挙
動

解
析

の
高

度
化

に
関

す
る

検
討

 
*田

財
 亜

由
子

1 、
牟

田
 仁

1 、
村

松
 健

1  （
1.

東
京

都
市

大
）

 

総
合

汎
用

多
次

元
熱

水
力

解
析

コ
ー

ド
G

O
TH

IC
に

よ
る

BW
R事

故
時

格
納

容
器

解
析

 
(1

)水
素

濃
度

解
析

 
*河

合
 宏

1 、
富

永
 浩

太
1 、

藤
原

 大
資

1  （
1.

テ
プ

シ
ス

）
 

原
子

炉
圧

力
容

器
の

構
造

健
全

性
の

確
率

論
的

評
価

に
お

け
る

熱
過

渡
条

件
に

関
す

る
感

度
解

析
 

*岡
山

 龍
太

1 、
鈴

木
 雅

秀
1 、

李
 銀

生
2 、

勝
山

 仁
哉

2  （
1.

長
岡

技
科

大
、

2.
JA

EA
）

 

改
良

EP
DM

材
料

の
高

温
環

境
特

性
の

評
価

 
*鈴

木
 憲

1 、
松

田
 真

一
2 、

可
児

 直
也

2 、
杉

村
 卓

哉
2 、

堤
 裕

介
1  （

1.
日

本
バ

ル
カ

ー
、

2.
中

部
電

力
）

 
  20

16
年

9月
8日

(木
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
4 

座
長

：
野

下
 健

司
（

日
立

G
E）

 9
月

8日
(木

) 9
:3

0～
10

:5
0 

F会
場

 

ガ
ラ

ス
固

化
体

の
高

品
質

化
・

発
生

量
低

減
の

た
め

の
白

金
族

元
素

回
収

プ
ロ

セ
ス

の
開

発
 

(1
2)

模
擬

高
レ

ベ
ル

廃
液

成
分

の
ホ

ウ
ケ

イ
酸

ガ
ラ

ス
へ

の
拡

散
・

溶
解

現
象

の
評

価
 

竹
下

 健
二

1 、
*西

川
 真

1 、
川

合
 康

太
1 、

中
野

 義
夫

1  （
1.

東
工

大
）

 

ガ
ラ

ス
固

化
体

の
高

品
質

化
・

発
生

量
低

減
の

た
め

の
白

金
族

元
素

回
収

プ
ロ

セ
ス

の
開

発
 

(1
3)

分
光

実
験

と
第

一
原

理
計

算
に

よ
る

硝
酸

水
溶

液
中

に
お

け
る

白
金

族
元

素
お

よ
び

モ
リ

ブ
デ

ン
の

化
学

形
態

解
析

 
*佐

藤
 俊

和
1 、

澤
田

 裕
貴

1 、
渡

邊
 真

太
1 、

中
谷

 真
人

1 、
吉

野
 正

人
1 、

稲
葉

 優
介

2 、
高

橋
 秀

治
2 、

竹
下

 健
二

2 、
吉

田
 朋

子
3

、
尾

上
 順

1  （
1.

名
大

、
2.

東
工

大
、

3.
大

阪
市

大
）

 

ガ
ラ

ス
固

化
体

の
高

品
質

化
・

発
生

量
低

減
の

た
め

の
白

金
族

元
素

回
収

プ
ロ

セ
ス

の
開

発
 

(1
4)

フ
ェ

ロ
シ

ア
ン

化
物

ナ
ノ

粒
子

へ
の

白
金

族
元

素
お

よ
び

モ
リ

ブ
デ

ン
の

吸
着

特
性

の
分

光
解

析
 

*澤
田

 裕
貴

1 、
佐

藤
 俊

和
1 、

渡
邉

 真
太

1 、
中

谷
 真

人
1 、

吉
野

 正
人

1 、
長

崎
 正

雅
1 、

稲
葉

 優
介

2 、
高

橋
 秀

治
2 、

竹
下

 健
二

2

、
尾

上
 順

1  （
1.

名
大

、
2.

東
工

大
）

 

ガ
ラ

ス
固

化
体

の
高

品
質

化
・

発
生

量
低

減
の

た
め

の
白

金
族

元
素

回
収

プ
ロ

セ
ス

の
開

発
 

(1
5)

第
一

原
理

計
算

に
よ

る
フ

ェ
ロ

シ
ア

ン
化

物
ナ

ノ
粒

子
へ

の
白

金
族

元
素

お
よ

び
モ

リ
ブ

デ
ン

の
吸

着
機

構
の

解
析

 
*渡

邊
 真

太
1 、

澤
田

 裕
貴

1 、
佐

藤
 俊

和
1 、

中
谷

 真
人

1 、
尾

上
 順

1 、
稲

葉
 優

介
2 、

高
橋

 秀
治

2 、
竹

下
 健

二
2  （

1.
名

大
、

2.
東

工

―
　
24

　
―



[2
F0

5]

[2
F0

6-
10

]

[2
F0

6]

[2
F0

7]

[2
F0

8]

[2
F0

9]

[2
F1

0]

[G
M

2F
]

[P
L2

F]

[P
L2

F0
1]

[P
L2

F0
2]

[P
L2

F0
3]

[P
L2

F0
4]
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大
）

 

ガ
ラ

ス
固

化
体

の
高

品
質

化
・

発
生

量
低

減
の

た
め

の
白

金
族

元
素

回
収

プ
ロ

セ
ス

の
開

発
 

(1
6)

照
射

済
燃

料
溶

解
液

中
に

お
け

る
収

着
試

験
 

*大
西

 貴
士

1 、
関

岡
 健

2 、
須

藤
 光

雄
2 、

田
中

 康
介

1 、
小

山
 真

一
1 、

高
橋

 秀
治

3 、
稲

葉
 優

介
3 、

針
貝

 美
樹

3 、
竹

下
 健

二
3

（
1.

JA
EA

、
2.

検
査

開
発

、
3.

東
工

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

5-
1 

放
射

性
廃

棄
物

処
理

減
容

・
固

化
処

理
技

術
 

座
長

：
星

野
 国

義
（

日
立

G
E）

 9
月

8日
(木

) 1
0:

50
～

12
:1

0 
F会

場
 

亜
臨

界
水

に
よ

る
難

燃
性

廃
棄

物
の

減
容

と
生

成
物

の
分

析
 

*堤
田

 正
一

1 、
杉

山
 亘

2 、
野

上
 雅

伸
1  （

1.
近

大
、

2.
近

大
）

 

M
gセ

メ
ン

ト
に

よ
る

低
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

液
固

化
の

遅
延

剤
添

加
の

影
響

 
*山

中
 大

樹
1 、

新
井

 剛
2 、

佐
藤

 史
紀

3 、
小

島
 順

二
3  （

1.
芝

浦
工

大
、

2.
芝

浦
工

大
、

3.
JA

EA
）

 

易
溶

性
飛

灰
の

ジ
オ

ポ
リ

マ
ー

固
化

 
(1

)ジ
オ

ポ
リ

マ
ー

固
化

体
の

物
性

評
価

 
*鈴

木
 泰

博
1 、

菊
池

 孝
浩

1 、
森

本
 泰

臣
1 、

高
岡

 昌
輝

2 、
石

田
 泰

之
3 、

市
村

 高
央

3 、
鈴

木
 努

3  （
1.

日
揮

、
2.

京
大

、
3.

太
平

洋
セ

メ
ン

ト
）

 

汚
染

水
処

理
で

発
生

す
る

二
次

廃
棄

物
の

固
化

技
術

に
関

す
る

研
究

 
(2

)ジ
オ

ポ
リ

マ
ー

固
化

体
の

配
合

検
討

 
*松

山
 加

苗
1 、

岡
部

 寛
史

1 、
金

子
 昌

章
1  （

1.
東

芝
）

 

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
ジ

オ
ポ

リ
マ

ー
固

化
試

験
 

(1
)模

擬
ス

ラ
ッ

ジ
の

固
化

試
験

 
*小

野
崎

 公
宏

1 、
佐

藤
 淳

也
2,

3 、
鈴

木
 眞

司
2,

3 、
加

藤
 潤

2,
3 、

榊
原

 哲
朗

2,
3 、

中
澤

 修
2,

3 、
目

黒
 義

弘
2,

3 、
見

上
 寿

1 、
Pr

az
sk

a

M
ile

na
4 、

Bl
az

se
ko

va
 M

ar
ce

la
4  （

1.
富

士
電

機
、

2.
JA

EA
、

3.
IR

ID
、

4.
Am

ec
 F

os
te

r 
W

he
el

er
）

 
   全

体
会

議

「
学

生
連

絡
会

」
第

29
回

全
体

会
議

 
9月

8日
(木

) 1
2:

10
～

13
:0

0 
F会

場
    企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
総

合
講

演
・

報
告

 | 
総

合
講

演
・

報
告

4 
「

断
層

の
活

動
性

と
工

学
的

な
リ

ス
ク

評
価

」
調

査
専

門
委

員
会

「
断

層
の

活
動

性
と

工
学

的
な

リ
ス

ク
評

価
」

調
査

専
門

委
員

会
活

動
報

告
 

座
長

：
岡

本
 孝

司
（

東
大

）
 9

月
8日

(木
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

F会
場

 

熊
本

地
震

の
概

要
 

*奥
村

 晃
史

1  （
1.

広
島

大
）

 

断
層

変
位

に
対

す
る

工
学

的
な

リ
ス

ク
評

価
 

1)
断

層
変

位
に

対
す

る
原

子
力

安
全

の
考

え
方

 
*奈

良
林

 直
1  （

1.
北

大
）

 

断
層

変
位

に
対

す
る

工
学

的
な

リ
ス

ク
評

価
 

2)
断

層
変

位
の

ハ
ザ

ー
ド

評
価

 
*谷

 和
夫

1  （
1.

東
京

海
洋

大
）

 

断
層

変
位

に
対

す
る

工
学

的
な

リ
ス

ク
評

価
 

3)
断

層
変

位
の

施
設

へ
の

影
響

評
価

 

[2
F1

1-
14

]

[2
F1

1]

[2
F1

2]

[2
F1

3]

[2
F1

4]

[2
F1

5-
18

]

[2
F1

5]

[2
F1

6]

[2
F1

7]

[2
F1

8]

[2
F1

9-
24

]

[2
F1

9]
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*岡
本

 孝
司

1  （
1.

東
大

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

廃
液

処
理

技
術

1 
座

長
：

立
花

 優
（

長
岡

技
科

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
F会

場
 

高
性

能
多

核
種

除
去

設
備

の
開

発
 

(1
)設

備
の

概
要

 
*山

口
 献

1 、
小

林
 敬

1 、
石

川
 敬

司
1 、

西
 高

志
2 、

浅
野

 隆
2 、

野
下

 健
司

2 、
三

宅
 俊

介
2 、

住
谷

 貴
子

2 、
可

児
 祐

子
3 、

三
宮

 豊
3

（
1.

東
電

Ｈ
Ｄ

、
2.

日
立

G
E、

3.
日

立
）

 

高
性

能
多

核
種

除
去

設
備

の
開

発
 

(2
)放

射
性

ス
ト

ロ
ン

チ
ウ

ム
の

除
去

プ
ロ

セ
ス

 
*野

下
 健

司
1 、

山
口

 献
2 、

小
林

 敬
2 、

石
川

 敬
司

2 、
西

 高
志

1 、
浅

野
 隆

1 、
三

宅
 俊

介
1 、

住
谷

 貴
子

1 、
可

児
 祐

子
3 、

三
宮

 豊
3

（
1.

日
立

G
E、

2.
東

電
Ｈ

Ｄ
、

3.
日

立
）

 

高
性

能
多

核
種

除
去

設
備

の
開

発
 

(3
)p

H
緩

衝
塔

に
よ

る
処

理
水

pH
の

最
適

化
技

術
 

*住
谷

 貴
子

1 、
山

口
 献

2 、
小

林
 敬

2 、
石

川
 敬

司
2 、

西
 高

志
1 、

浅
野

 隆
1 、

野
下

 健
司

1 、
三

宅
 俊

介
1 、

可
児

 祐
子

3 、
三

宮
 豊

3

（
1.

日
立

G
E、

2.
東

電
H

D、
3.

日
立

）
 

サ
ブ

ド
レ

ン
他

浄
化

設
備

の
性

能
評

価
手

法
の

開
発

 
*大

橋
 利

正
1 、

山
口

 献
2 、

小
林

 敬
2 、

黒
崎

 裕
一

2 、
石

川
 敬

司
2 、

山
崎

 光
潔

2 、
可

児
 祐

子
1 、

吉
井

 泰
雄

1 、
高

橋
 文

夫
1 、

浅
野

隆
3  （

1.
日

立
、

2.
東

電
Ｈ

Ｄ
、

3.
日

立
G

E）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

廃
液

処
理

技
術

2 
座

長
：

駒
 義

和
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

5:
50

～
16

:5
5 

F会
場

 

ト
リ

チ
ウ

ム
水

濃
縮

に
向

け
た

新
規

吸
着

剤
へ

の
重

水
の

吸
着

挙
動

評
価

 
*原

田
 雅

幸
1 、

森
 貴

宏
1 、

深
津

 勇
太

1 、
鷹

尾
 康

一
朗

1 、
塚

原
 剛

彦
1  （

1.
東

工
大

）
 

天
然

ゼ
オ

ラ
イ

ト
に

よ
る

汚
染

地
下

水
の

ス
ト

ロ
ン

チ
ウ

ム
除

去
性

能
 

*土
方

 孝
敏

1 、
小

山
 正

史
1  （

1.
電

中
研

）
 

東
海

再
処

理
施

設
に

お
け

る
低

放
射

性
廃

液
の

処
理

技
術

開
発

 
(1

4)
連

結
カ

ラ
ム

試
験

に
よ

る
Cs

/S
r吸

着
プ

ロ
セ

ス
の

検
討

 
*高

野
 雅

人
1 、

伊
藤

 義
之

1 、
鈴

木
 達

也
2 、

滝
本

 真
佑

美
2 、

松
倉

 実
3 、

三
村

 均
3 、

森
 浩

一
4 、

岩
崎

 守
4  （

1.
JA

EA
、

2.
長

岡
技

科
大

、
3.

ユ
ニ

オ
ン

昭
和

、
4.

栗
田

工
業

）
 

東
海

再
処

理
施

設
に

お
け

る
低

放
射

性
廃

液
の

処
理

技
術

開
発

 
(1

5)
実

規
模

混
練

に
お

け
る

セ
メ

ン
ト

固
化

の
検

討
 

*松
島

 怜
達

1 、
佐

藤
 史

紀
1 、

山
下

 昌
昭

1 、
堀

口
 賢

一
1 、

小
島

 順
二

1 、
坂

井
 悦

郎
2 、

新
 大

軌
3  （

1.
JA

EA
、

2.
東

工
大

、
3.

島
根

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

5-
1 

放
射

性
廃

棄
物

処
理

除
染

技
術

・
デ

ブ
リ

処
理

技
術

 
座

長
：

土
方

 孝
敏

（
電

中
研

）
 9

月
8日

(木
) 1

6:
55

～
18

:3
0 

F会
場

 

セ
シ

ウ
ム

と
ス

ト
ロ

ン
チ

ウ
ム

で
汚

染
し

た
金

属
廃

棄
物

の
溶

融
除

染
 

*堀
内

 伸
剛

1 、
西

川
 雄

1 、
田

中
 宏

和
1  （

1.
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

）
 

[G
M

1F
]

[P
L1

F]

[P
L1

F0
1]

[P
L1

F0
2]

[1
F0

9-
13

]

[1
F0

9]

[1
F1

0]

[1
F1

1]

[1
F1

2]

[1
F1

3]

[1
F1

4-
19

]

[1
F1

4]

[1
F1

5]
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 全
体

会
議

「
原

子
力

発
電

部
会

」
第

30
回

全
体

会
議

 
9月

7日
(水

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
F会

場
    企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
部

会
・

連
絡

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
原

子
力

発
電

部
会

原
子

力
発

電
に

関
す

る
国

際
動

向
 

座
長

：
北

田
 孝

典
（

阪
大

）
 9

月
7日

(水
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

F会
場

 

世
界

に
お

け
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

電
力

及
び

原
子

力
の

情
勢

 
*東

海
 邦

博
1  （

1.
海

外
電

力
調

査
会

）
 

先
進

国
及

び
発

展
途

上
国

に
お

け
る

原
子

力
発

電
の

動
向

 
*小

林
 雅

治
1  （

1.
原

産
協

会
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
6-

1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

PR
A2

 
座

長
：

成
宮

 祥
介

（
関

西
電

力
）

 9
月

7日
(水

) 1
4:

45
～

16
:0

5 
F会

場
 

高
温

ガ
ス

炉
の

確
率

論
的

安
全

評
価

（
確

率
論

的
リ

ス
ク

評
価

）
手

法
の

開
発

 
(1

)事
故

シ
ナ

リ
オ

分
析

及
び

信
頼

性
デ

ー
タ

整
備

の
要

件
に

関
す

る
調

査
・

検
討

 
*村

松
 健

1 、
牟

田
 仁

1 、
松

田
 航

輔
1 、

佐
藤

 博
之

2 、
大

橋
 弘

史
2 、

西
田

 明
美

2 、
糸

井
 達

哉
3 、

田
辺

 雅
幸

4  （
1.

東
京

都
市

大
、

2.
JA

EA
、

3.
東

大
、

4.
日

揮
）

 

高
温

ガ
ス

炉
の

確
率

論
的

安
全

評
価

（
確

率
論

的
リ

ス
ク

評
価

）
手

法
の

開
発

 
(2

)ソ
ー

ス
タ

ー
ム

評
価

手
法

の
開

発
 

*本
多

 友
貴

1 、
佐

藤
 博

之
1 、

大
橋

 弘
史

1 、
西

田
 明

美
1 、

牟
田

 仁
2 、

村
松

 健
2 、

糸
井

 達
哉

3 、
田

辺
 雅

幸
4  （

1.
JA

EA
、

2.
東

京

都
市

大
、

3.
東

大
、

4.
日

揮
）

 

加
圧

水
型

原
子

炉
に

お
け

る
簡

易
プ

ラ
ン

ト
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

用
い

た
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
PR

Aモ
デ

ル
の

開
発

 
*大

槻
 昇

平
1 、

遠
藤

 知
弘

1 、
山

本
 章

夫
1  （

1.
名

大
）

 

条
件

付
き

モ
ン

テ
カ

ル
ロ

法
に

よ
る

大
規

模
イ

ベ
ン

ト
ツ

リ
ー

の
評

価
手

法
の

検
討

 
*曽

我
 昇

太
1  （

1.
電

中
研

）
 

原
子

力
プ

ラ
ン

ト
の

地
震

・
内

部
溢

水
複

合
事

象
の

動
的

リ
ス

ク
評

価
 

*張
 承

賢
1 、

鈴
木

 貴
大

2 、
山

口
 彰

3  （
1.

東
大

、
2.

東
大

、
3.

東
大

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

福
島

原
発

事
故

 
座

長
：

河
合

 宏
（

テ
プ

シ
ス

）
 9

月
7日

(水
) 1

6:
05

～
17

:4
0 

F会
場

 

過
酷

事
故

解
析

コ
ー

ド
M

AA
Pに

よ
る

炉
内

状
況

把
握

に
関

す
る

研
究

 
(1

3)
全

体
状

況
 

*狩
野

 喜
二

1 、
小

島
 良

洋
1 、

千
原

 瑠
為

1 、
西

田
 浩

二
2  （

1.
IR

ID
（

東
芝

）
、

2.
IR

ID
（

日
立

G
E）

）
 

過
酷

事
故

解
析

コ
ー

ド
M

AA
Pに

よ
る

炉
内

状
況

把
握

に
関

す
る

研
究

 
(1

4)
改

良
M

AA
Pに

よ
る

福
島

第
一

1号
事

故
進

展
解

析
 

*酒
井

 健
2,

1 、
藤

井
 正

2,
1 、

西
田

 浩
二

2,
1  （

1.
日

立
G

E、
2.

IR
ID

）
 

[1
F1

6]

[1
F1

7]

[1
F1

8]

[1
F1

9]

[1
F2

0-
23

]

[1
F2

0]

[1
F2

1]

[1
F2

2]

[1
F2

3]

[2
F0

1-
05

]

[2
F0

1]

[2
F0

2]

[2
F0

3]

[2
F0

4]
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過
酷

事
故

解
析

コ
ー

ド
M

AA
Pに

よ
る

炉
内

状
況

把
握

に
関

す
る

研
究

 
(1

5)
改

良
M

AA
Pに

よ
る

福
島

第
一

2号
機

事
故

進
展

解
析

 
*千

原
 瑠

為
1 、

小
島

 良
洋

1 、
狩

野
 喜

二
1  （

1.
IR

ID
（

東
芝

）
）

 

過
酷

事
故

解
析

コ
ー

ド
M

AA
Pに

よ
る

炉
内

状
況

把
握

に
関

す
る

研
究

 
(1

6)
改

良
M

AA
Pに

よ
る

福
島

第
一

3号
機

事
故

進
展

解
析

 
*小

島
 良

洋
1 、

狩
野

 喜
二

1 、
千

原
 瑠

為
1  （

1.
IR

ID
（

東
芝

）
）

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

物
探

査
技

術
の

開
発

 
*隅

田
 晃

生
1 、

尾
崎

 健
司

1 、
正

木
 克

実
1  （

1.
東

芝
）

 

全
電

源
喪

失
時

に
お

け
る

反
応

炉
状

況
把

握
技

術
の

提
案

 
(5

)I
C作

動
問

題
の

東
電

進
捗

報
告

解
析

と
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
よ

る
理

解
 

*渡
邊

 一
男

1  （
1.

W
N

R-
Cx

 渡
邊

研
究

処
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
6-

1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

軽
水

炉
の

事
故

時
挙

動
1 

座
長

：
中

村
 康

一
（

電
中

研
）

 9
月

7日
(水

) 1
7:

40
～

18
:4

5 
F会

場
 

軽
水

炉
の

格
納

容
器

挙
動

解
析

の
高

度
化

に
関

す
る

検
討

 
*田

財
 亜

由
子

1 、
牟

田
 仁

1 、
村

松
 健

1  （
1.

東
京

都
市

大
）

 

総
合

汎
用

多
次

元
熱

水
力

解
析

コ
ー

ド
G

O
TH

IC
に

よ
る

BW
R事

故
時

格
納

容
器

解
析

 
(1

)水
素

濃
度

解
析

 
*河

合
 宏

1 、
富

永
 浩

太
1 、

藤
原

 大
資

1  （
1.

テ
プ

シ
ス

）
 

原
子

炉
圧

力
容

器
の

構
造

健
全

性
の

確
率

論
的

評
価

に
お

け
る

熱
過

渡
条

件
に

関
す

る
感

度
解

析
 

*岡
山

 龍
太

1 、
鈴

木
 雅

秀
1 、

李
 銀

生
2 、

勝
山

 仁
哉

2  （
1.

長
岡

技
科

大
、

2.
JA

EA
）

 

改
良

EP
DM

材
料

の
高

温
環

境
特

性
の

評
価

 
*鈴

木
 憲

1 、
松

田
 真

一
2 、

可
児

 直
也

2 、
杉

村
 卓

哉
2 、

堤
 裕

介
1  （

1.
日

本
バ

ル
カ

ー
、

2.
中

部
電

力
）

 
  20

16
年

9月
8日

(木
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

ガ
ラ

ス
固

化
技

術
4 

座
長

：
野

下
 健

司
（

日
立

G
E）

 9
月

8日
(木

) 9
:3

0～
10

:5
0 

F会
場

 

ガ
ラ

ス
固

化
体

の
高

品
質

化
・

発
生

量
低

減
の

た
め

の
白

金
族

元
素

回
収

プ
ロ

セ
ス

の
開

発
 

(1
2)

模
擬

高
レ

ベ
ル

廃
液

成
分

の
ホ

ウ
ケ

イ
酸

ガ
ラ

ス
へ

の
拡

散
・

溶
解

現
象

の
評

価
 

竹
下

 健
二

1 、
*西

川
 真

1 、
川

合
 康

太
1 、

中
野

 義
夫

1  （
1.

東
工

大
）

 

ガ
ラ

ス
固

化
体

の
高

品
質

化
・

発
生

量
低

減
の

た
め

の
白

金
族

元
素

回
収

プ
ロ

セ
ス

の
開

発
 

(1
3)

分
光

実
験

と
第

一
原

理
計

算
に

よ
る

硝
酸

水
溶

液
中

に
お

け
る

白
金

族
元

素
お

よ
び

モ
リ

ブ
デ

ン
の

化
学

形
態

解
析

 
*佐

藤
 俊

和
1 、

澤
田

 裕
貴

1 、
渡

邊
 真

太
1 、

中
谷

 真
人

1 、
吉

野
 正

人
1 、

稲
葉

 優
介

2 、
高

橋
 秀

治
2 、

竹
下

 健
二

2 、
吉

田
 朋

子
3

、
尾

上
 順

1  （
1.

名
大

、
2.

東
工

大
、

3.
大

阪
市

大
）

 

ガ
ラ

ス
固

化
体

の
高

品
質

化
・

発
生

量
低

減
の

た
め

の
白

金
族

元
素

回
収

プ
ロ

セ
ス

の
開

発
 

(1
4)

フ
ェ

ロ
シ

ア
ン

化
物

ナ
ノ

粒
子

へ
の

白
金

族
元

素
お

よ
び

モ
リ

ブ
デ

ン
の

吸
着

特
性

の
分

光
解

析
 

*澤
田

 裕
貴

1 、
佐

藤
 俊

和
1 、

渡
邉

 真
太

1 、
中

谷
 真

人
1 、

吉
野

 正
人

1 、
長

崎
 正

雅
1 、

稲
葉

 優
介

2 、
高

橋
 秀

治
2 、

竹
下

 健
二

2

、
尾

上
 順

1  （
1.

名
大

、
2.

東
工

大
）

 

ガ
ラ

ス
固

化
体

の
高

品
質

化
・

発
生

量
低

減
の

た
め

の
白

金
族

元
素

回
収

プ
ロ

セ
ス

の
開

発
 

(1
5)

第
一

原
理

計
算

に
よ

る
フ

ェ
ロ

シ
ア

ン
化

物
ナ

ノ
粒

子
へ

の
白

金
族

元
素

お
よ

び
モ

リ
ブ

デ
ン

の
吸

着
機

構
の

解
析

 
*渡

邊
 真

太
1 、

澤
田

 裕
貴

1 、
佐

藤
 俊

和
1 、

中
谷

 真
人

1 、
尾

上
 順

1 、
稲

葉
 優

介
2 、

高
橋

 秀
治

2 、
竹

下
 健

二
2  （

1.
名

大
、

2.
東

工

―
　
24

　
―

―
　
25

　
―



[3
F1

3]

[3
F1

4-
17

]

[3
F1

4]

[3
F1

5]

[3
F1

6]

[3
F1

7]

[1
G

01
-0

7]

[1
G

01
]

[1
G

02
]

[1
G

03
]

[1
G

04
]

[1
G

05
]

[1
G

06
]

[1
G

07
]
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*黒
崎

 文
雄

1 、
上

田
 浩

嗣
1 、

米
山

 宜
志

1 、
松

倉
 実

1 、
三

村
 均

1 、
佐

藤
 淳

也
2,

3 、
中

澤
 修

2,
3 、

目
黒

 義
弘

2,
3 、

森
 浩

一
4 、

小
森

英
之

4  （
1.

ユ
ニ

オ
ン

昭
和

、
2.

JA
EA

、
3.

IR
ID

、
4.

栗
田

工
業

）
 

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
圧

縮
成

型
お

よ
び

焼
結

固
化

試
験

 
(3

)焼
結

固
化

体
の

浸
出

性
評

価
 

佐
藤

 淳
也

1,
2 、

中
澤

 修
1,

2 、
目

黒
 義

弘
1,

2 、
森

 浩
一

3 、
*小

森
 英

之
3 、

北
見

 勝
信

3 、
上

田
 浩

嗣
4 、

黒
崎

 文
雄

4 、
松

倉
 実

4 、
三

村
 均

4  （
1.

IR
ID

、
2.

JA
EA

、
3.

栗
田

工
業

、
4.

ユ
ニ

オ
ン

昭
和

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

核
種

分
離

・
回

収
技

術
2 

座
長

：
佐

々
木

 祐
二

（
JA

EA
）

 9
月

9日
(金

) 1
5:

50
～

16
:5

5 
F会

場
 

溶
融

塩
化

物
中

か
ら

の
セ

レ
ン

回
収

に
関

す
る

基
礎

研
究

 
*坂

村
 義

治
1 、

村
上

 毅
1 、

魚
住

 浩
一

1  （
1.

電
中

研
）

 

Si
O

2担
持

型
両

性
イ

オ
ン

交
換

体
に

よ
る

炉
心

冷
却

水
に

含
ま

れ
る

微
量

核
種

の
吸

着
分

離
技

術
の

基
礎

研
究

 
*駒

田
 諒

1 、
矢

部
 勇

樹
1 、

新
井

 剛
2 、

佐
藤

 史
紀

3 、
小

島
 順

二
3  （

1.
芝

浦
工

大
、

2.
芝

浦
工

大
、

3.
JA

EA
）

 

DG
Aお

よ
び

N
TA

抽
出

試
薬

の
Am

/E
u分

離
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
対

す
る

計
算

化
学

研
究

 
*金

子
 政

志
1 、

渡
邉

 雅
之

1 、
松

村
 達

郎
1  （

1.
JA

EA
）

 

H
DE

H
P含

浸
吸

着
材

を
用

い
た

ス
ト

ロ
ン

チ
ウ

ム
と

イ
ッ

ト
リ

ウ
ム

の
分

離
に

関
す

る
研

究
(2

) 
*田

村
 知

也
1,

2 、
伊

藤
 辰

也
1 、

金
 聖

潤
1  （

1.
東

北
大

、
2.

ジ
ェ

イ
テ

ッ
ク

）
 

  20
16

年
9月

7日
(水

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
5-

2 
原

子
炉

の
運

転
管

理
と

点
検

保
守

保
全

・
検

査
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 
座

長
：

河
野

 尚
幸

（
日

立
）

 9
月

7日
(水

) 1
4:

45
～

16
:4

0 
G

会
場

 

原
子

力
プ

ラ
ン

ト
の

現
場

作
業

を
支

援
す

る
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
シ

ス
テ

ム
 

*重
山

 武
蔵

1 、
尾

崎
 健

司
1 、

廣
瀬

 行
徳

1 、
加

藤
 貴

来
1  （

1.
東

芝
）

 

渦
電

流
探

傷
に

よ
る

強
磁

性
体

表
面

で
の

欠
陥

長
さ

測
定

の
特

性
 

*小
林

 徳
康

1 、
上

野
 聡

一
1 、

糟
谷

 高
志

1 、
土

橋
 健

太
郎

1  （
1.

東
芝

）
 

レ
ー

ザ
生

成
超

音
波

を
用

い
た

原
子

力
プ

ラ
ン

ト
構

造
物

の
非

破
壊

評
価

の
試

み
 

*古
澤

 彰
憲

1 、
西

村
 昭

彦
1 、

鳥
本

 和
弘

2 、
竹

中
 佑

介
3  （

1.
JA

EA
、

2.
日

本
ア

ド
バ

ン
ス

ト
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
、

3.
エ

ー
テ

ッ
ク

）
 

鋼
棒

、
鋼

管
の

非
破

壊
検

査
技

術
開

発
3 

(1
)実

験
的

検
討

 
*松

永
 嵩

1 、
小

川
 良

太
1 、

匂
坂

 充
行

1 、
鵜

飼
 康

史
2 、

礒
部

 仁
博

1  （
1.

原
燃

工
、

2.
ア

ト
リ

ー
）

 

鋼
棒

、
鋼

管
の

非
破

壊
検

査
技

術
開

発
3 

(2
)有

限
要

素
法

に
よ

る
理

論
的

検
討

 
*小

川
 良

太
1 、

松
永

 嵩
1 、

匂
坂

 充
行

1 、
鵜

飼
 康

史
2 、

礒
部

 仁
博

1  （
1.

原
燃

工
、

2.
ア

ト
リ

ー
）

 

打
音

法
に

よ
る

メ
カ

ニ
カ

ル
ア

ン
カ

の
健

全
性

評
価

手
法

の
開

発
(4

) 
*匂

坂
 充

行
1 、

松
永

 嵩
1 、

小
川

 良
太

1 、
鵜

飼
 康

史
2 、

礒
部

 仁
博

1  （
1.

原
燃

工
、

2.
ア

ト
リ

ー
）

 

軽
水

炉
保

全
最

適
化

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
 D

r.
 M

ai
nt

e 
を

用
い

た
確

率
論

的
破

壊
力

学
解

析
に

基
づ

く
社

会
イ

ン
フ

ラ
診

断
 

*礒
部

 仁
博

1 、
匂

坂
 充

⾏
1 、

小
川

 良
太

1 、
松

永
 嵩

1 、
吉

村
 忍

2  （
1.

原
燃

工
、

2.
東

大
）

 
  

[1
G

08
-1

1]

[1
G

08
]

[1
G

09
]

[1
G

10
]

[1
G

11
]

[1
G

12
-1

4]

[1
G

12
]

[1
G

13
]

[1
G

14
]

[2
G

01
-0

4]

[2
G

01
]

[2
G

02
]

[2
G

03
]

[2
G

04
]
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 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

5-
3 

原
子

炉
設

計
，

原
子

力
発

電
所

の
建

設
と

検
査

，
耐

震
性

，
原

子
力

船

設
備

耐
震

設
計

1 
座

長
：

今
岡

 哲
男

（
日

立
G

E）
 9

月
7日

(水
) 1

6:
40

～
17

:4
5 

G
会

場
 

原
子

力
発

電
施

設
に

適
用

す
る

制
振

装
置

開
発

に
向

け
た

基
盤

整
備

 
(1

)全
体

概
要

 
*楢

原
 由

樹
子

1 、
片

山
 洋

1 、
樋

口
 智

一
1 、

伊
東

 亮
1 、

松
永

 圭
司

1 、
室

伏
 正

1  （
1.

東
芝

）
 

原
子

力
発

電
施

設
に

適
用

す
る

制
振

装
置

開
発

に
向

け
た

基
盤

整
備

 
(2

)原
子

力
環

境
を

想
定

し
た

粘
性

ダ
ン

パ
特

性
確

認
試

験
 

*樋
口

 智
一

1 、
片

山
 洋

1 、
服

部
 靖

1 、
伊

東
 亮

1 、
中

島
 潤

1 、
楢

原
 由

樹
子

1  （
1.

東
芝

）
 

原
子

力
発

電
施

設
に

適
用

す
る

制
振

装
置

開
発

に
向

け
た

基
盤

整
備

 
(3

)粘
性

ダ
ン

パ
適

用
時

の
地

震
応

答
解

析
手

法
の

開
発

 
*伊

東
 亮

1 、
片

山
 洋

1 、
服

部
 靖

1 、
樋

口
 智

一
1 、

中
島

 潤
1 、

楢
原

 由
樹

子
1  （

1.
東

芝
）

 

地
震

荷
重

方
向

の
違

い
が

薄
肉

エ
ル

ボ
の

構
造

強
度

に
与

え
る

影
響

評
価

 
*阿

部
 真

人
1 、

渡
壁

 智
祥

1 、
森

泉
 真

2 、
月

森
 和

之
1  （

1.
JA

EA
、

2.
日

立
G

E）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

5-
3 

原
子

炉
設

計
，

原
子

力
発

電
所

の
建

設
と

検
査

，
耐

震
性

，
原

子
力

船

設
備

耐
震

設
計

2 
座

長
：

青
木

 孝
行

（
東

北
大

）
 9

月
7日

(水
) 1

7:
45

～
18

:3
5 

G
会

場
 

原
子

力
機

器
の

高
加

速
度

振
動

試
験

に
適

用
可

能
な

共
振

振
動

台
の

導
入

 
*酒

井
 理

哉
1 、

嶋
津

 龍
弥

1 、
金

澤
 健

司
1 、

大
鳥

 靖
樹

1 、
堤

 喜
隆

2 、
栗

林
 俊

之
2  （

1.
電

中
研

、
2.

中
部

電
力

）
 

原
子

力
発

電
所

に
使

用
さ

れ
る

電
動

弁
駆

動
部

の
耐

震
試

験
結

果
 

*小
島

 信
夫

1 、
西

野
 浩

二
1 、

渡
部

 幸
夫

1 、
米

倉
 和

義
1 、

熊
谷

 真
2 、

神
農

 弘
行

3 、
堤

 喜
隆

4  （
1.

東
芝

、
2.

日
立

G
E、

3.
M

H
I、

4.
中

部
電

力
）

 

沸
騰

水
型

原
子

力
発

電
所

に
使

用
さ

れ
る

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

耐
震

試
験

結
果

 
*西

野
 浩

二
1 、

小
島

 信
夫

1 、
渡

部
 幸

夫
2 、

米
倉

 和
義

1 、
熊

谷
 真

3 、
堤

 喜
隆

4  （
1.

東
芝

、
2.

東
芝

エ
ン

ジ
サ

ー
ビ

ス
、

3.
日

立

G
E、

4.
中

部
電

力
）

 
  20

16
年

9月
8日

(木
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

3-
1 

原
子

炉
計

測
，

計
装

シ
ス

テ
ム

，
原

子
力

制
御

シ
ス

テ
ム

計
装

シ
ス

テ
ム

 
座

長
：

五
福

 明
夫

（
岡

山
大

）
 9

月
8日

(木
) 9

:3
0～

10
:3

5 
G

会
場

 

長
寿

命
超

ウ
ラ

ン
元

素
を

燃
焼

可
能

な
軽

水
炉

RB
W

Rの
開

発
 

(1
4)

RB
W

R用
核

計
装

シ
ス

テ
ム

の
成

立
性

評
価

 
*岡

田
 耕

一
1 、

日
野

 哲
士

1 、
三

輪
 順

一
1 、

伏
見

 篤
1 、

田
所

 孝
広

1  （
1.

日
立

）
 

特
異

値
分

解
を

用
い

た
Ri

ng
ha

ls
1号

機
の

炉
雑

音
解

析
 

*正
部

川
 英

亨
1 、

千
葉

 豪
2 、

奈
良

林
 直

2  （
1.

北
大

、
2.

北
大

）
 

パ
ラ

ジ
ウ

ム
を

用
い

た
圧

力
伝

送
器

の
ド

リ
フ

ト
抑

制
手

法
の

開
発

 
*桑

名
 諒

1 、
新

間
 大

輔
1 、

伏
見

 篤
1 、

原
 勲

1 、
杉

本
 寛

幸
2 、

市
川

 貴
之

3  （
1.

日
立

、
2.

日
立

ハ
イ

テ
ク

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン

ズ
、

3.
広

島
大

）
 

高
温

ナ
ト

リ
ウ

ム
用

超
音

波
流

量
計

の
開

発
 

信
号

処
理

手
法

の
適

用
性

評
価

 

[2
F2

0]

[2
F2

1]

[2
F2

2]

[2
F2

3]

[2
F2

4]

[3
F0

1-
05

]

[3
F0

1]

[3
F0

2]

[3
F0

3]

[3
F0

4]

[3
F0

5]

[3
F0

6-
09

]

[3
F0

6]

[3
F0

7]
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溶
離

-電
着

法
に

よ
る

放
射

性
廃

イ
オ

ン
交

換
樹

脂
の

除
染

技
術

の
開

発
(3

) 
*宮

本
 真

吾
1 、

岩
﨑

 守
1 、

小
森

 英
之

1 、
会

沢
 元

浩
2 、

太
田

 信
之

2 、
岩

佐
 淳

司
2 、

石
田

 一
成

3  （
1.

栗
田

工
業

、
2.

日
立

G
E、

3.
日

立
）

 

陸
水

に
含

ま
れ

る
多

種
多

様
な

放
射

性
核

種
の

一
括

除
染

を
目

指
し

た
有

機
複

合
吸

着
剤

の
合

成
と

応
用

 
*立

花
 優

1 、
奥

村
 森

2 、
野

上
 雅

伸
3 、

鈴
木

 達
也

1 、
野

村
 雅

夫
2 、

金
敷

 利
隆

2  （
1.

長
岡

技
科

大
、

2.
東

工
大

、
3.

近
大

）
 

フ
ッ

化
水

素
に

よ
る

ウ
ラ

ン
-ジ

ル
コ

ニ
ウ

ム
混

合
試

料
の

フ
ッ

化
挙

動
 

*大
野

 貴
裕

1 、
佐

藤
 修

彰
2 、

根
津

 篤
3 、

内
山

 孝
文

1 、
松

浦
 治

明
1  （

1.
東

京
都

市
大

、
2.

東
北

大
、

3.
東

工
大

）
 

フ
ッ

化
法

を
用

い
た

燃
料

デ
ブ

リ
の

安
定

化
処

理
技

術
の

開
発

 
(1

0)
模

擬
デ

ブ
リ

フ
ッ

化
試

験
(そ

の
2)

 
*星

野
 国

義
1 、

深
澤

 哲
生

1 、
笹

平
 朗

1 、
渡

邊
 伸

二
1 、

菊
池

 俊
明

2 、
近

沢
 孝

弘
2 、

桐
島

 陽
3 、

佐
藤

 修
彰

3  （
1.

日
立

G
E 

、
2.

三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

、
3.

東
北

大
）

 

フ
ッ

化
法

を
用

い
た

燃
料

デ
ブ

リ
の

安
定

化
処

理
技

術
の

開
発

 
(1

1)
フ

ッ
素

に
よ

る
模

擬
デ

ブ
リ

の
フ

ッ
化

の
熱

力
学

的
検

討
 

*佐
藤

 修
彰

1 、
桐

島
 陽

1 、
深

澤
 哲

生
2  （

1.
東

北
大

、
2.

日
立

G
E）

 
  20

16
年

9月
9日

(金
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

核
種

分
離

・
回

収
技

術
1 

座
長

：
入

澤
 啓

太
（

JA
EA

）
 9

月
9日

(金
) 9

:3
0～

10
:5

0 
F会

場
 

イ
オ

ン
液

体
を

用
い

た
高

レ
ベ

ル
放

射
性

廃
液

の
分

離
プ

ロ
セ

ス
の

開
発

 
(5

)オ
キ

シ
ム

系
抽

出
剤

を
用

い
た

硝
酸

溶
液

か
ら

の
M

o(
VI

)及
び

Zr
(I

V)
の

選
択

的
抽

出
 

*高
橋

 正
幸

1,
2 、

伊
藤

 辰
也

1 、
金

 聖
潤

1  （
1.

東
北

大
、

2.
日

本
原

燃
）

 

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

液
中

か
ら

の
白

金
族

元
素

及
び

モ
リ

ブ
デ

ン
の

選
択

的
分

離
 

*伊
藤

 辰
也

1 、
金

 聖
潤

1 、
長

野
 宣

道
1 、

人
見

 啓
太

郎
1  （

1.
東

北
大

）
 

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

液
中

か
ら

の
発

熱
性

元
素

の
高

選
択

分
離

法
の

開
発

 
(2

)D
tB

uC
H

18
C6

含
有

イ
オ

ン
液

体
吸

着
材

に
よ

る
吸

着
・

分
離

法
 

*工
藤

 達
矢

1,
2 、

伊
藤

 辰
也

1 、
金

 聖
潤

1  （
1.

東
北

大
、

2.
日

本
原

燃
）

 

長
半

減
期

核
種

を
持

つ
Se

, Z
r,

 P
d,

 C
sの

溶
媒

抽
出

分
離

 
*佐

々
木

 祐
二

1 、
森

田
 圭

介
1 、

鈴
木

 伸
一

1 、
塩

飽
 秀

啓
1 、

伊
藤

 圭
祐

1 、
高

橋
 優

也
2 、

金
子

 昌
章

2  （
1.

JA
EA

、
2.

東
芝

）
 

濡
れ

性
の

異
な

る
含

浸
吸

着
材

を
用

い
た

吸
着

・
溶

離
特

性
の

評
価

 
*名

越
 航

平
1 、

新
井

 剛
2 、

渡
部

 創
3 、

佐
野

 雄
一

3 、
竹

内
 正

行
3 、

佐
藤

 睦
4 、

及
川

 博
史

4  （
1.

芝
浦

工
大

、
2.

芝
浦

工

大
、

3.
JA

EA
、

4.
ジ

ー
エ

ル
サ

イ
エ

ン
ス

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

処
理

技
術

1 
座

長
：

坂
村

 義
治

（
電

中
研

）
 9

月
9日

(金
) 1

0:
50

～
11

:5
5 

F会
場

 

福
島

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
た

め
の

固
定

化
技

術
の

開
発

 
(1

)模
擬

廃
棄

物
の

合
成

と
評

価
 

*谷
口

 拓
海

1 、
入

澤
 啓

太
1,

2 、
伊

藤
 譲

1 、
並

木
 仁

宏
1 、

大
杉

 武
史

1 、
橋

本
 勝

文
3 、

工
藤

 勇
4 、

榊
原

 哲
朗

1 、
中

澤
 修

1 、
目

黒

義
弘

1  （
1.

JA
EA

、
2.

シ
ェ

フ
ィ

ー
ル

ド
大

、
3.

京
大

、
4.

ア
ド

バ
ン

エ
ン

ジ
）

 

福
島

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
た

め
の

固
定

化
技

術
の

開
発

 
(2

)セ
メ

ン
ト

の
形

成
鉱

物
に

及
ぼ

す
リ

ン
酸

の
役

割
 

*入
澤

 啓
太

1,
2 、

G
ar

ci
a-

Lo
de

ir
o 

In
es

2 、
大

杉
 武

史
1 、

中
澤

 修
1 、

目
黒

 義
弘

1 、
木

下
 肇

2  （
1.

JA
EA

、
2.

シ
ェ

フ
ィ

ー
ル

ド

[3
F0

8]

[3
F0

9]

[G
M

3F
]

[P
L3

F]

[P
L3

F0
1]

[P
L3

F0
2]

[P
L3

F0
3]

[P
L3

F0
4]

[P
L3

F0
5]

[P
L3

F0
6]

[3
F1

0-
13

]

[3
F1

0]

[3
F1

1]

[3
F1

2]

- 
30

 -

大
）

 

福
島

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
た

め
の

固
定

化
技

術
の

開
発

 
(3

)水
熱

条
件

下
に

お
け

る
リ

ン
酸

の
影

響
 

G
ar

ci
a-

Lo
de

ir
o 

M
ar

ia
1 、

G
ao

 Y
ua

n 
1 、

Ch
av

da
 M

eh
ul

 1 、
入

澤
 啓

太
1,

2 、
目

黒
 義

弘
2 、

*木
下

 肇
1  （

1.
シ

ェ
フ

ィ
ー

ル
ド

大
、

2.
JA

EA
）

 

De
ve

lo
pm

en
t 

of
 s

ol
id

if
ic

at
io

n 
te

ch
ni

qu
es

 w
it

h 
m

in
im

is
ed

 w
at

er
 c

on
te

nt
 f

or
 s

ec
on

da
ry

 r
ad

io
ac

ti
ve

aq
ue

ou
s 

w
as

te
s 

in
 F

uk
us

hi
m

a 
(4

)H
ea

t-
tr

ea
tm

en
t 

of
 p

ho
sp

ha
te

 m
od

if
ie

d 
ca

lc
iu

m
 a

lu
m

in
at

e 
ce

m
en

t 
un

de
r 

op
en

 s
ys

te
m

 
*M

ar
ia

 In
es

 G
ar

ci
a 

Lo
de

ir
o1 , F

ei
ya

ng
 J

in
1 , K

ei
ta

 Ir
is

aw
a2,

1 , Y
os

hi
hi

ro
 M

eg
ur

o2 , H
aj

im
e 

Ki
no

sh
it

a1  （
1.

Un
iv

. o
f

Sh
ef

fi
el

d,
 2

.J
AE

A）
 

   全
体

会
議

「
バ

ッ
ク

エ
ン

ド
部

会
」

第
45

回
全

体
会

議
 

9月
9日

(金
) 1

2:
00

～
13

:0
0 

F会
場

    企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

部
会

・
連

絡
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

バ
ッ

ク
エ

ン
ド

部
会

ガ
ラ

ス
固

化
体

の
実

力
は

？
 

座
長

：
亀

井
 玄

人
（

JA
EA

）
 9

月
9日

(金
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

F会
場

 

性
能

評
価

の
観

点
か

ら
 

*大
江

 俊
昭

1  （
1.

東
海

大
）

 

世
界

の
研

究
の

現
状

 
*稲

垣
 八

穂
広

1  （
1.

九
大

）
 

基
礎

研
究

の
観

点
か

ら
 

*大
窪

 貴
洋

1  （
1.

千
葉

大
）

 

計
算

科
学

の
観

点
か

ら
 

*千
葉

 保
1  （

1.
日

揮
）

 

日
本

の
研

究
の

現
状

と
課

題
 

*三
ツ

井
 誠

一
郎

1  （
1.

JA
EA

 ）
 

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

（
司

会
）

 
*石

黒
 勝

彦
1  （

1.
N

UM
O

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

処
理

技
術

2 
座

長
：

木
下

 肇
（

シ
ェ

フ
ィ

ー
ル

ド
大

）
 9

月
9日

(金
) 1

4:
45

～
15

:5
0 

F会
場

 

フ
ェ

ロ
シ

ア
ン

化
合

物
高

温
処

理
時

の
Cs

及
び

シ
ア

ン
化

水
素

の
放

出
挙

動
 

*田
代

 信
介

1,
2 、

斉
藤

 隆
一

1,
2 、

山
岸

 功
1,

2 、
目

黒
 義

弘
1,

2 、
中

澤
 修

1,
2  （

1.
IR

ID
、

2.
JA

EA
）

 

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
圧

縮
成

型
お

よ
び

焼
結

固
化

試
験

 
(1

)汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
現

状
と

焼
結

固
化

試
験

概
要

 
*佐

藤
 淳

也
1,

2 、
鈴

木
 眞

司
1,

2 、
加

藤
 潤

1,
2 、

榊
原

 哲
朗

1,
2 、

中
澤

 修
1,

2 、
目

黒
 義

弘
1,

2 、
黒

崎
 文

雄
3 、

松
倉

 実
3 、

三
村

 均
3 、

森

浩
一

4  （
1.

IR
ID

、
2.

JA
EA

、
3.

ユ
ニ

オ
ン

昭
和

、
4.

栗
田

工
業

）
 

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
圧

縮
成

型
お

よ
び

焼
結

固
化

試
験

 
(2

)圧
縮

成
型

と
焼

結
固

化
試

験
 

―
　
26

　
―



[3
F1

3]

[3
F1

4-
17

]

[3
F1

4]

[3
F1

5]

[3
F1

6]

[3
F1

7]

[1
G

01
-0

7]

[1
G

01
]

[1
G

02
]

[1
G

03
]

[1
G

04
]

[1
G

05
]

[1
G

06
]

[1
G

07
]

- 
31

 -

*黒
崎

 文
雄

1 、
上

田
 浩

嗣
1 、

米
山

 宜
志

1 、
松

倉
 実

1 、
三

村
 均

1 、
佐

藤
 淳

也
2,

3 、
中

澤
 修

2,
3 、

目
黒

 義
弘

2,
3 、

森
 浩

一
4 、

小
森

英
之

4  （
1.

ユ
ニ

オ
ン

昭
和

、
2.

JA
EA

、
3.

IR
ID

、
4.

栗
田

工
業

）
 

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
圧

縮
成

型
お

よ
び

焼
結

固
化

試
験

 
(3

)焼
結

固
化

体
の

浸
出

性
評

価
 

佐
藤

 淳
也

1,
2 、

中
澤

 修
1,

2 、
目

黒
 義

弘
1,

2 、
森

 浩
一

3 、
*小

森
 英

之
3 、

北
見

 勝
信

3 、
上

田
 浩

嗣
4 、

黒
崎

 文
雄

4 、
松

倉
 実

4 、
三

村
 均

4  （
1.

IR
ID

、
2.

JA
EA

、
3.

栗
田

工
業

、
4.

ユ
ニ

オ
ン

昭
和

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

核
種

分
離

・
回

収
技

術
2 

座
長

：
佐

々
木

 祐
二

（
JA

EA
）

 9
月

9日
(金

) 1
5:

50
～

16
:5

5 
F会

場
 

溶
融

塩
化

物
中

か
ら

の
セ

レ
ン

回
収

に
関

す
る

基
礎

研
究

 
*坂

村
 義

治
1 、

村
上

 毅
1 、

魚
住

 浩
一

1  （
1.

電
中

研
）

 

Si
O

2担
持

型
両

性
イ

オ
ン

交
換

体
に

よ
る

炉
心

冷
却

水
に

含
ま

れ
る

微
量

核
種

の
吸

着
分

離
技

術
の

基
礎

研
究

 
*駒

田
 諒

1 、
矢

部
 勇

樹
1 、

新
井

 剛
2 、

佐
藤

 史
紀

3 、
小

島
 順

二
3  （

1.
芝

浦
工

大
、

2.
芝

浦
工

大
、

3.
JA

EA
）

 

DG
Aお

よ
び

N
TA

抽
出

試
薬

の
Am

/E
u分

離
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
対

す
る

計
算

化
学

研
究

 
*金

子
 政

志
1 、

渡
邉

 雅
之

1 、
松

村
 達

郎
1  （

1.
JA

EA
）

 

H
DE

H
P含

浸
吸

着
材

を
用

い
た

ス
ト

ロ
ン

チ
ウ

ム
と

イ
ッ

ト
リ

ウ
ム

の
分

離
に

関
す

る
研

究
(2

) 
*田

村
 知

也
1,

2 、
伊

藤
 辰

也
1 、

金
 聖

潤
1  （

1.
東

北
大

、
2.

ジ
ェ

イ
テ

ッ
ク

）
 

  20
16

年
9月

7日
(水

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
5-

2 
原

子
炉

の
運

転
管

理
と

点
検

保
守

保
全

・
検

査
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 
座

長
：

河
野

 尚
幸

（
日

立
）

 9
月

7日
(水

) 1
4:

45
～

16
:4

0 
G

会
場

 

原
子

力
プ

ラ
ン

ト
の

現
場

作
業

を
支

援
す

る
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
シ

ス
テ

ム
 

*重
山

 武
蔵

1 、
尾

崎
 健

司
1 、

廣
瀬

 行
徳

1 、
加

藤
 貴

来
1  （

1.
東

芝
）

 

渦
電

流
探

傷
に

よ
る

強
磁

性
体

表
面

で
の

欠
陥

長
さ

測
定

の
特

性
 

*小
林

 徳
康

1 、
上

野
 聡

一
1 、

糟
谷

 高
志

1 、
土

橋
 健

太
郎

1  （
1.

東
芝

）
 

レ
ー

ザ
生

成
超

音
波

を
用

い
た

原
子

力
プ

ラ
ン

ト
構

造
物

の
非

破
壊

評
価

の
試

み
 

*古
澤

 彰
憲

1 、
西

村
 昭

彦
1 、

鳥
本

 和
弘

2 、
竹

中
 佑

介
3  （

1.
JA

EA
、

2.
日

本
ア

ド
バ

ン
ス

ト
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
、

3.
エ

ー
テ

ッ
ク

）
 

鋼
棒

、
鋼

管
の

非
破

壊
検

査
技

術
開

発
3 

(1
)実

験
的

検
討

 
*松

永
 嵩

1 、
小

川
 良

太
1 、

匂
坂

 充
行

1 、
鵜

飼
 康

史
2 、

礒
部

 仁
博

1  （
1.

原
燃

工
、

2.
ア

ト
リ

ー
）

 

鋼
棒

、
鋼

管
の

非
破

壊
検

査
技

術
開

発
3 

(2
)有

限
要

素
法

に
よ

る
理

論
的

検
討

 
*小

川
 良

太
1 、

松
永

 嵩
1 、

匂
坂

 充
行

1 、
鵜

飼
 康

史
2 、

礒
部

 仁
博

1  （
1.

原
燃

工
、

2.
ア

ト
リ

ー
）

 

打
音

法
に

よ
る

メ
カ

ニ
カ

ル
ア

ン
カ

の
健

全
性

評
価

手
法

の
開

発
(4

) 
*匂

坂
 充

行
1 、

松
永

 嵩
1 、

小
川

 良
太

1 、
鵜

飼
 康

史
2 、

礒
部

 仁
博

1  （
1.

原
燃

工
、

2.
ア

ト
リ

ー
）

 

軽
水

炉
保

全
最

適
化

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
 D

r.
 M

ai
nt

e 
を

用
い

た
確

率
論

的
破

壊
力

学
解

析
に

基
づ

く
社

会
イ

ン
フ

ラ
診

断
 

*礒
部

 仁
博

1 、
匂

坂
 充

⾏
1 、

小
川

 良
太

1 、
松

永
 嵩

1 、
吉

村
 忍

2  （
1.

原
燃

工
、

2.
東

大
）

 
  

[1
G

08
-1

1]

[1
G

08
]

[1
G

09
]

[1
G

10
]

[1
G

11
]

[1
G

12
-1

4]

[1
G

12
]

[1
G

13
]

[1
G

14
]

[2
G

01
-0

4]

[2
G

01
]

[2
G

02
]

[2
G

03
]

[2
G

04
]
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 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 
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. 核

分
裂

工
学

 | 
30

5-
3 

原
子

炉
設

計
，

原
子

力
発

電
所

の
建

設
と

検
査

，
耐

震
性

，
原

子
力

船

設
備

耐
震

設
計

1 
座

長
：

今
岡

 哲
男

（
日

立
G

E）
 9

月
7日

(水
) 1

6:
40

～
17

:4
5 

G
会

場
 

原
子

力
発

電
施

設
に

適
用

す
る

制
振

装
置

開
発

に
向

け
た

基
盤

整
備

 
(1

)全
体

概
要

 
*楢

原
 由

樹
子

1 、
片

山
 洋

1 、
樋

口
 智

一
1 、

伊
東

 亮
1 、

松
永

 圭
司

1 、
室

伏
 正

1  （
1.

東
芝

）
 

原
子

力
発

電
施

設
に

適
用

す
る

制
振

装
置

開
発

に
向

け
た

基
盤

整
備

 
(2

)原
子

力
環

境
を

想
定

し
た

粘
性

ダ
ン

パ
特

性
確

認
試

験
 

*樋
口

 智
一

1 、
片

山
 洋

1 、
服

部
 靖

1 、
伊

東
 亮

1 、
中

島
 潤

1 、
楢

原
 由

樹
子

1  （
1.

東
芝

）
 

原
子

力
発

電
施

設
に

適
用

す
る

制
振

装
置

開
発

に
向

け
た

基
盤

整
備

 
(3

)粘
性

ダ
ン

パ
適

用
時

の
地

震
応

答
解

析
手

法
の

開
発

 
*伊

東
 亮

1 、
片

山
 洋

1 、
服

部
 靖

1 、
樋

口
 智

一
1 、

中
島

 潤
1 、

楢
原

 由
樹

子
1  （

1.
東

芝
）

 

地
震

荷
重

方
向

の
違

い
が

薄
肉

エ
ル

ボ
の

構
造

強
度

に
与

え
る

影
響

評
価

 
*阿

部
 真

人
1 、

渡
壁

 智
祥

1 、
森

泉
 真

2 、
月

森
 和

之
1  （

1.
JA

EA
、

2.
日

立
G

E）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

5-
3 

原
子

炉
設

計
，

原
子

力
発

電
所

の
建

設
と

検
査

，
耐

震
性

，
原

子
力

船

設
備

耐
震

設
計

2 
座

長
：

青
木

 孝
行

（
東

北
大

）
 9

月
7日

(水
) 1

7:
45

～
18

:3
5 

G
会

場
 

原
子

力
機

器
の

高
加

速
度

振
動

試
験

に
適

用
可

能
な

共
振

振
動

台
の

導
入

 
*酒

井
 理

哉
1 、

嶋
津

 龍
弥

1 、
金

澤
 健

司
1 、

大
鳥

 靖
樹

1 、
堤

 喜
隆

2 、
栗

林
 俊

之
2  （

1.
電

中
研

、
2.

中
部

電
力

）
 

原
子

力
発

電
所

に
使

用
さ

れ
る

電
動

弁
駆

動
部

の
耐

震
試

験
結

果
 

*小
島

 信
夫

1 、
西

野
 浩

二
1 、

渡
部

 幸
夫

1 、
米

倉
 和

義
1 、

熊
谷

 真
2 、

神
農

 弘
行

3 、
堤

 喜
隆

4  （
1.

東
芝

、
2.

日
立

G
E、

3.
M

H
I、

4.
中

部
電

力
）

 

沸
騰

水
型

原
子

力
発

電
所

に
使

用
さ

れ
る

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

耐
震

試
験

結
果

 
*西

野
 浩

二
1 、

小
島

 信
夫

1 、
渡

部
 幸

夫
2 、

米
倉

 和
義

1 、
熊

谷
 真

3 、
堤

 喜
隆

4  （
1.

東
芝

、
2.

東
芝

エ
ン

ジ
サ

ー
ビ

ス
、

3.
日

立

G
E、

4.
中

部
電

力
）

 
  20
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年

9月
8日

(木
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般

セ
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シ
ョ
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分
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工
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3-
1 

原
子

炉
計

測
，

計
装

シ
ス

テ
ム

，
原

子
力

制
御

シ
ス

テ
ム

計
装

シ
ス

テ
ム

 
座

長
：

五
福

 明
夫

（
岡

山
大

）
 9

月
8日

(木
) 9

:3
0～

10
:3

5 
G

会
場

 

長
寿

命
超

ウ
ラ

ン
元

素
を

燃
焼

可
能

な
軽

水
炉

RB
W

Rの
開

発
 

(1
4)

RB
W

R用
核

計
装

シ
ス

テ
ム

の
成

立
性

評
価

 
*岡

田
 耕

一
1 、

日
野

 哲
士

1 、
三

輪
 順

一
1 、

伏
見

 篤
1 、

田
所

 孝
広

1  （
1.

日
立

）
 

特
異

値
分

解
を

用
い

た
Ri

ng
ha

ls
1号

機
の

炉
雑

音
解

析
 

*正
部

川
 英

亨
1 、

千
葉

 豪
2 、

奈
良

林
 直

2  （
1.

北
大

、
2.

北
大

）
 

パ
ラ

ジ
ウ

ム
を

用
い

た
圧

力
伝

送
器

の
ド

リ
フ

ト
抑

制
手

法
の

開
発

 
*桑

名
 諒

1 、
新

間
 大

輔
1 、

伏
見

 篤
1 、

原
 勲

1 、
杉

本
 寛

幸
2 、

市
川

 貴
之

3  （
1.

日
立

、
2.

日
立

ハ
イ

テ
ク

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン

ズ
、

3.
広

島
大

）
 

高
温

ナ
ト

リ
ウ

ム
用

超
音

波
流

量
計

の
開

発
 

信
号

処
理

手
法

の
適

用
性

評
価

 

[2
F2

0]

[2
F2

1]

[2
F2

2]

[2
F2

3]

[2
F2

4]

[3
F0

1-
05

]

[3
F0

1]

[3
F0

2]

[3
F0

3]

[3
F0

4]

[3
F0

5]

[3
F0

6-
09

]

[3
F0

6]

[3
F0

7]
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溶
離

-電
着

法
に

よ
る

放
射

性
廃

イ
オ

ン
交

換
樹

脂
の

除
染

技
術

の
開

発
(3

) 
*宮

本
 真

吾
1 、

岩
﨑

 守
1 、

小
森

 英
之

1 、
会

沢
 元

浩
2 、

太
田

 信
之

2 、
岩

佐
 淳

司
2 、

石
田

 一
成

3  （
1.

栗
田

工
業

、
2.

日
立

G
E、

3.
日

立
）

 

陸
水

に
含

ま
れ

る
多

種
多

様
な

放
射

性
核

種
の

一
括

除
染

を
目

指
し

た
有

機
複

合
吸

着
剤

の
合

成
と

応
用

 
*立

花
 優

1 、
奥

村
 森

2 、
野

上
 雅

伸
3 、

鈴
木

 達
也

1 、
野

村
 雅

夫
2 、

金
敷

 利
隆

2  （
1.

長
岡

技
科

大
、

2.
東

工
大

、
3.

近
大

）
 

フ
ッ

化
水

素
に

よ
る

ウ
ラ

ン
-ジ

ル
コ

ニ
ウ

ム
混

合
試

料
の

フ
ッ

化
挙

動
 

*大
野

 貴
裕

1 、
佐

藤
 修

彰
2 、

根
津

 篤
3 、

内
山

 孝
文

1 、
松

浦
 治

明
1  （

1.
東

京
都

市
大

、
2.

東
北

大
、

3.
東

工
大

）
 

フ
ッ

化
法

を
用

い
た

燃
料

デ
ブ

リ
の

安
定

化
処

理
技

術
の

開
発

 
(1

0)
模

擬
デ

ブ
リ

フ
ッ

化
試

験
(そ

の
2)

 
*星

野
 国

義
1 、

深
澤

 哲
生

1 、
笹

平
 朗

1 、
渡

邊
 伸

二
1 、

菊
池

 俊
明

2 、
近

沢
 孝

弘
2 、

桐
島

 陽
3 、

佐
藤

 修
彰

3  （
1.

日
立

G
E 

、
2.

三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

、
3.

東
北

大
）

 

フ
ッ

化
法

を
用

い
た

燃
料

デ
ブ

リ
の

安
定

化
処

理
技

術
の

開
発

 
(1

1)
フ

ッ
素

に
よ

る
模

擬
デ

ブ
リ

の
フ

ッ
化

の
熱

力
学

的
検

討
 

*佐
藤

 修
彰

1 、
桐

島
 陽

1 、
深

澤
 哲

生
2  （

1.
東

北
大

、
2.

日
立

G
E）
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年
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(金
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 
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. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

核
種

分
離

・
回

収
技

術
1 

座
長

：
入

澤
 啓

太
（

JA
EA

）
 9

月
9日

(金
) 9

:3
0～

10
:5

0 
F会

場
 

イ
オ

ン
液

体
を

用
い

た
高

レ
ベ

ル
放

射
性

廃
液

の
分

離
プ

ロ
セ

ス
の

開
発

 
(5

)オ
キ

シ
ム

系
抽

出
剤

を
用

い
た

硝
酸

溶
液

か
ら

の
M

o(
VI

)及
び

Zr
(I

V)
の

選
択

的
抽

出
 

*高
橋

 正
幸

1,
2 、

伊
藤

 辰
也

1 、
金

 聖
潤

1  （
1.

東
北

大
、

2.
日

本
原

燃
）

 

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

液
中

か
ら

の
白

金
族

元
素

及
び

モ
リ

ブ
デ

ン
の

選
択

的
分

離
 

*伊
藤

 辰
也

1 、
金

 聖
潤

1 、
長

野
 宣

道
1 、

人
見

 啓
太

郎
1  （

1.
東

北
大

）
 

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

液
中

か
ら

の
発

熱
性

元
素

の
高

選
択

分
離

法
の

開
発

 
(2

)D
tB

uC
H

18
C6

含
有

イ
オ

ン
液

体
吸

着
材

に
よ

る
吸

着
・

分
離

法
 

*工
藤

 達
矢

1,
2 、

伊
藤

 辰
也

1 、
金

 聖
潤

1  （
1.

東
北

大
、

2.
日

本
原

燃
）

 

長
半

減
期

核
種

を
持

つ
Se

, Z
r,

 P
d,

 C
sの

溶
媒

抽
出

分
離

 
*佐

々
木

 祐
二

1 、
森

田
 圭

介
1 、

鈴
木

 伸
一

1 、
塩

飽
 秀

啓
1 、

伊
藤

 圭
祐

1 、
高

橋
 優

也
2 、

金
子

 昌
章

2  （
1.

JA
EA

、
2.

東
芝

）
 

濡
れ

性
の

異
な

る
含

浸
吸

着
材

を
用

い
た

吸
着

・
溶

離
特

性
の

評
価

 
*名

越
 航

平
1 、

新
井

 剛
2 、

渡
部

 創
3 、

佐
野

 雄
一

3 、
竹

内
 正

行
3 、

佐
藤

 睦
4 、

及
川

 博
史

4  （
1.

芝
浦

工
大

、
2.

芝
浦

工

大
、

3.
JA

EA
、

4.
ジ

ー
エ

ル
サ

イ
エ

ン
ス

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

処
理

技
術

1 
座

長
：

坂
村

 義
治

（
電

中
研

）
 9

月
9日

(金
) 1

0:
50

～
11

:5
5 

F会
場

 

福
島

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
た

め
の

固
定

化
技

術
の

開
発

 
(1

)模
擬

廃
棄

物
の

合
成

と
評

価
 

*谷
口

 拓
海

1 、
入

澤
 啓

太
1,

2 、
伊

藤
 譲

1 、
並

木
 仁

宏
1 、

大
杉

 武
史

1 、
橋

本
 勝

文
3 、

工
藤

 勇
4 、

榊
原

 哲
朗

1 、
中

澤
 修

1 、
目

黒

義
弘

1  （
1.

JA
EA

、
2.

シ
ェ

フ
ィ

ー
ル

ド
大

、
3.

京
大

、
4.

ア
ド

バ
ン

エ
ン

ジ
）

 

福
島

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
た

め
の

固
定

化
技

術
の

開
発

 
(2

)セ
メ

ン
ト

の
形

成
鉱

物
に

及
ぼ

す
リ

ン
酸

の
役

割
 

*入
澤

 啓
太

1,
2 、

G
ar

ci
a-

Lo
de

ir
o 

In
es

2 、
大

杉
 武

史
1 、

中
澤

 修
1 、

目
黒

 義
弘

1 、
木

下
 肇

2  （
1.

JA
EA

、
2.

シ
ェ

フ
ィ

ー
ル

ド

[3
F0

8]

[3
F0

9]

[G
M

3F
]

[P
L3

F]

[P
L3

F0
1]

[P
L3

F0
2]

[P
L3

F0
3]

[P
L3

F0
4]

[P
L3

F0
5]

[P
L3

F0
6]

[3
F1

0-
13

]

[3
F1

0]

[3
F1

1]

[3
F1

2]
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大
）

 

福
島

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
た

め
の

固
定

化
技

術
の

開
発

 
(3

)水
熱

条
件

下
に

お
け

る
リ

ン
酸

の
影

響
 

G
ar

ci
a-

Lo
de

ir
o 

M
ar

ia
1 、

G
ao

 Y
ua

n 
1 、

Ch
av

da
 M

eh
ul

 1 、
入

澤
 啓

太
1,

2 、
目

黒
 義

弘
2 、

*木
下

 肇
1  （

1.
シ

ェ
フ

ィ
ー

ル
ド

大
、

2.
JA

EA
）

 

De
ve

lo
pm

en
t 

of
 s

ol
id

if
ic

at
io

n 
te

ch
ni

qu
es

 w
it

h 
m

in
im

is
ed

 w
at

er
 c

on
te

nt
 f

or
 s

ec
on

da
ry

 r
ad

io
ac

ti
ve

aq
ue

ou
s 

w
as

te
s 

in
 F

uk
us

hi
m

a 
(4

)H
ea

t-
tr

ea
tm

en
t 

of
 p

ho
sp

ha
te

 m
od

if
ie

d 
ca

lc
iu

m
 a

lu
m

in
at

e 
ce

m
en

t 
un

de
r 

op
en

 s
ys

te
m

 
*M

ar
ia

 In
es

 G
ar

ci
a 

Lo
de

ir
o1 , F

ei
ya

ng
 J

in
1 , K

ei
ta

 Ir
is

aw
a2,

1 , Y
os

hi
hi

ro
 M

eg
ur

o2 , H
aj

im
e 

Ki
no

sh
it

a1  （
1.

Un
iv

. o
f

Sh
ef

fi
el

d,
 2

.J
AE

A）
 

   全
体

会
議

「
バ

ッ
ク

エ
ン

ド
部

会
」

第
45

回
全

体
会

議
 

9月
9日

(金
) 1

2:
00

～
13

:0
0 

F会
場

    企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

部
会

・
連

絡
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

バ
ッ

ク
エ

ン
ド

部
会

ガ
ラ

ス
固

化
体

の
実

力
は

？
 

座
長

：
亀

井
 玄

人
（

JA
EA

）
 9

月
9日

(金
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

F会
場

 

性
能

評
価

の
観

点
か

ら
 

*大
江

 俊
昭

1  （
1.

東
海

大
）

 

世
界

の
研

究
の

現
状

 
*稲

垣
 八

穂
広

1  （
1.

九
大

）
 

基
礎

研
究

の
観

点
か

ら
 

*大
窪

 貴
洋

1  （
1.

千
葉

大
）

 

計
算

科
学

の
観

点
か

ら
 

*千
葉

 保
1  （

1.
日

揮
）

 

日
本

の
研

究
の

現
状

と
課

題
 

*三
ツ

井
 誠

一
郎

1  （
1.

JA
EA

 ）
 

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

（
司

会
）

 
*石

黒
 勝

彦
1  （

1.
N

UM
O

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

IV
. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
5-

1 
放

射
性

廃
棄

物
処

理

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

処
理

技
術

2 
座

長
：

木
下

 肇
（

シ
ェ

フ
ィ

ー
ル

ド
大

）
 9

月
9日

(金
) 1

4:
45

～
15

:5
0 

F会
場

 

フ
ェ

ロ
シ

ア
ン

化
合

物
高

温
処

理
時

の
Cs

及
び

シ
ア

ン
化

水
素

の
放

出
挙

動
 

*田
代

 信
介

1,
2 、

斉
藤

 隆
一

1,
2 、

山
岸

 功
1,

2 、
目

黒
 義

弘
1,

2 、
中

澤
 修

1,
2  （

1.
IR

ID
、

2.
JA

EA
）

 

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
圧

縮
成

型
お

よ
び

焼
結

固
化

試
験

 
(1

)汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
現

状
と

焼
結

固
化

試
験

概
要

 
*佐

藤
 淳

也
1,

2 、
鈴

木
 眞

司
1,

2 、
加

藤
 潤

1,
2 、

榊
原

 哲
朗

1,
2 、

中
澤

 修
1,

2 、
目

黒
 義

弘
1,

2 、
黒

崎
 文

雄
3 、

松
倉

 実
3 、

三
村

 均
3 、

森

浩
一

4  （
1.

IR
ID

、
2.

JA
EA

、
3.

ユ
ニ

オ
ン

昭
和

、
4.

栗
田

工
業

）
 

汚
染

水
処

理
二

次
廃

棄
物

の
圧

縮
成

型
お

よ
び

焼
結

固
化

試
験

 
(2

)圧
縮

成
型

と
焼

結
固

化
試

験
 

―
　
26

　
―

―
　
27

　
―
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[3
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[3
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]
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]

[3
G
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]

[3
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]

[3
G
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-0
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G
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]
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G
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]

[3
G
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]

[3
G
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]

[3
G
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]
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 -

加
工

施
設

及
び

再
処

理
施

設
に

対
す

る
リ

ス
ク

評
価

手
法

に
係

る
検

討
 

(3
)簡

易
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
法

の
課

題
に

つ
い

て
 

*森
 憲

治
1 、

山
田

 隆
1 、

山
手

 一
記

1  （
1.

規
制

庁
）

 

再
処

理
工

場
に

お
け

る
マ

ス
タ

ー
ロ

ジ
ッ

ク
ダ

イ
ア

グ
ラ

ム
構

築
手

順
の

検
討

 
*山

本
 将

寛
1 、

玉
内

 義
一

1 、
衣

旗
 広

志
1 、

髙
橋

 直
紀

1  （
1.

日
本

原
燃

）
 

硝
酸

ウ
ラ

ニ
ル

水
溶

液
の

過
渡

臨
界

に
お

け
る

水
素

ガ
ス

発
生

量
の

推
定

 
*𠮷𠮷

田
 𠮷

一
𠮷

1 、
山

根
 祐

一
1 、

阿
部

 仁
1  （

1.
JA

EA
）

 
  20

16
年

9月
9日

(金
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

軽
水

炉
の

安
全

評
価

3 
座

長
：

小
島

 良
洋

（
東

芝
）

 9
月

9日
(金

) 9
:3

0～
10

:3
5 

G
会

場
 

M
AA

Pコ
ー

ド
を

使
用

し
た

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時

刻
推

定
ツ

ー
ル

の
開

発
 

(1
)ツ

ー
ル

の
開

発
 

*今
井

 英
隆

1 、
滝

口
 剛

司
1 、

片
寄

 良
亮

1 、
藤

原
 大

資
2 、

河
合

 宏
2  （

1.
東

電
H

D、
2.

テ
プ

シ
ス

）
 

M
AA

Pコ
ー

ド
を

使
用

し
た

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時

刻
推

定
ツ

ー
ル

の
開

発
 

(2
)ツ

ー
ル

の
検

証
 

*藤
原

 大
資

1 、
今

井
 英

隆
2 、

滝
口

 剛
司

2 、
片

寄
 良

亮
2 、

河
合

 宏
1  （

1.
テ

プ
シ

ス
、

2.
東

電
H

D）
 

低
圧

注
水

系
を

用
い

た
原

子
炉

注
水

時
の

炉
心

健
全

性
事

前
判

定
ツ

ー
ル

の
開

発
と

活
用

 
*片

寄
 良

亮
1 、

今
井

 英
隆

1 、
石

崎
 泰

央
1  （

1.
東

電
H

D）
 

日
本

版
事

業
者

自
主

安
全

評
価

書
（

JS
AR

）
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

開
発

に
つ

い
て

（
そ

の
４

）
 

*島
田

 裕
一

1 、
倉

田
 聡

1 、
熊

坂
 勝

行
1 、

田
畑

 雅
之

1 、
水

野
 浩

一
1 、

古
谷

 幸
雄

1 、
安

田
 賢

一
4 、

加
納

 充
浩

3 、
江

藤
 和

敏
5 、

及

川
 弘

秀
2  （

1.
原

安
進

、
2.

東
芝

、
3.

M
H

I、
4.

日
立

G
E、

5.
九

州
電

力
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
6-

1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

耐
震

・
免

震
技

術
1 

座
長

：
肥

田
 剛

典
（

東
大

）
 9

月
9日

(金
) 1

0:
35

～
12

:0
0 

G
会

場
 

地
震

フ
ラ

ジ
リ

テ
ィ

評
価

手
法

の
高

度
化

の
提

案
 

(1
)概

要
 

*蛯
沢

 勝
三

1 、
山

田
 博

幸
1 、

原
口

 龍
将

2 、
菊

池
 和

彦
3  （

1.
電

中
研

、
2.

M
H

I、
3.

四
国

電
力

）
 

地
震

フ
ラ

ジ
リ

テ
ィ

評
価

手
法

の
高

度
化

の
提

案
 

(2
)入

力
地

震
動

サ
ブ

応
答

係
数

及
び

建
屋

サ
ブ

応
答

係
数

の
高

度
化

 
*山

田
 博

幸
1 、

蛯
沢

 勝
三

1 、
宇

賀
田

 健
2 、

原
口

 龍
将

3 、
菊

池
 和

彦
4 、

田
中

 浩
平

5 、
高

田
 毅

士
6  （

1.
電

中
研

、
2.

大
成

建

設
、

3.
M

H
I、

4.
四

国
電

力
、

5.
鉄

道
総

研
、

6.
東

大
）

 

地
震

フ
ラ

ジ
リ

テ
ィ

評
価

手
法

の
高

度
化

の
提

案
 

(3
)フ

ラ
ジ

リ
テ

ィ
評

価
総

合
的

体
系

の
成

立
性

の
確

認
 

*呉
 哲

浩
1 、

原
口

 龍
将

1 、
菊

池
 和

彦
2 、

山
田

 博
幸

3 、
蛯

沢
 勝

三
3  （

1.
M

H
I、

2.
四

国
電

力
、

3.
電

中
研

）
 

高
速

炉
炉

心
の

3次
元

集
合

体
変

位
を

考
慮

し
た

耐
震

性
評

価
手

法
の

高
度

化
 

(1
)強

地
震

動
に

よ
る

水
平

方
向

支
持

条
件

の
変

化
 

*岩
崎

 晃
久

1 、
門

出
 匡

胤
1 、

碇
本

 岩
男

1 、
松

原
 慎

一
郎

1  （
1.

M
H

I）
 

高
速

炉
炉

心
の

3次
元

集
合

体
変

位
を

考
慮

し
た

耐
震

性
評

価
手

法
の

高
度

化
 

(2
)熱

変
形

・
照

射
変

形
の

影
響

評
価

 
岩

崎
 晃

久
1 、

門
出

 匡
胤

1 、
*松

原
 慎

一
郎

1 、
碇

本
 岩

男
1  （

1.
M

H
I）

 

[3
G

10
-1

3]

[3
G

10
]

[3
G

11
]

[3
G
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]

[3
G

13
]

[3
G

14
-1

6]

[3
G

14
]

[3
G

15
]

[3
G

16
]

[1
H

01
-0

4]

[1
H

01
]

[1
H

02
]
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   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

耐
震

・
免

震
技

術
2 

座
長

：
蛯

沢
 勝

三
（

電
中

研
）

 9
月

9日
(金

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
G

会
場

 

原
子

力
プ

ラ
ン

ト
の

包
括

的
安

全
性

向
上

の
た

め
の

地
震

時
ク

リ
フ

エ
ッ

ジ
回

避
技

術
の

開
発

 
そ

の
3:

免
震

構
造

の
解

析
モ

デ
ル

 
*皆

川
 佳

祐
1 、

藤
田

 聡
2 、

古
屋

 治
2 、

高
田

 毅
士

3  （
1.

埼
玉

工
大

、
2.

東
京

電
機

大
、

3.
東

大
）

 

原
子

力
プ

ラ
ン

ト
の

包
括

的
安

全
性

向
上

の
た

め
の

地
震

時
ク

リ
フ

エ
ッ

ジ
回

避
技

術
の

開
発

 
そ

の
4:

機
器

・
シ

ス
テ

ム
の

ク
リ

フ
エ

ッ
ジ

評
価

モ
デ

ル
の

検
討

 
*牟

田
 仁

1 、
村

松
 健

1 、
高

田
 毅

士
2 、

糸
井

 達
哉

2  （
1.

東
京

都
市

大
、

2.
東

大
）

 

原
子

力
プ

ラ
ン

ト
の

包
括

的
安

全
性

向
上

の
た

め
の

地
震

時
ク

リ
フ

エ
ッ

ジ
回

避
技

術
の

開
発

 
そ

の
5:

地
震

時
人

間
挙

動
の

検
討

 
*肥

田
 剛

典
1 、

高
田

 毅
士

1 、
糸

井
 達

哉
1  （

1.
東

大
）

 

断
層

変
位

に
対

す
る

裕
度

評
価

手
法

の
適

用
性

検
討

 
*神

谷
 昌

伸
1 、

金
居

田
 秀

二
1 、

上
屋

 浩
一

1 、
小

川
 勤

1  （
1.

原
電

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

耐
震

・
免

震
技

術
3 

座
長

：
皆

川
 佳

祐
（

埼
玉

工
大

）
 9

月
9日

(金
) 1

5:
50

～
16

:4
0 

G
会

場
 

原
子

力
施

設
の

免
震

技
術

の
開

発
 

(1
)免

震
装

置
の

フ
ラ

ジ
リ

テ
ィ

 
*秋

本
 高

英
1 、

吉
田

 伸
一

1 、
竹

内
 義

高
1 、

大
河

内
 靖

雄
2 、

小
杉

 慎
司

3 、
佐

藤
 邦

彦
4 、

平
井

 秀
男

5  （
1.

大
林

組
、

2.
中

部
電

力
、

3.
日

立
G

E、
4.

M
H

I、
5.

東
芝

）
 

原
子

力
施

設
の

免
震

技
術

の
開

発
 

(2
)渡

り
配

管
の

フ
ラ

ジ
リ

テ
ィ

 
*福

嶋
 俊

介
1 、

神
保

 雅
一

1 、
大

谷
 章

仁
2 、

今
岡

 哲
男

4 、
佐

藤
 邦

彦
3 、

原
口

 龍
将

3 、
尾

西
 重

信
5 、

鈴
木

 優
6  （

1.
東

芝
、

2.
IH

I、
3.

M
H

I、
4.

日
立

G
E、

5.
中

部
電

力
、

6.
M

H
I N

Sエ
ン

ジ
）

 

原
子

力
施

設
の

免
震

技
術

の
開

発
 

(3
)免

震
プ

ラ
ン

ト
の

地
震

PR
Aの

考
え

方
に

つ
い

て
 

*原
口

 龍
将

1 、
尾

西
 重

信
2 、

神
保

 雅
一

3 、
今

岡
 哲

男
4  （

1.
M

H
I、

2.
中

部
電

力
、

3.
東

芝
、

4.
日

立
G

E）
 

  20
16

年
9月

7日
(水

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

4-
2 

核
化

学
，

放
射

化
学

，
分

析
化

学
，

ア
ク

チ
ノ

イ
ド

の
化

学

レ
ー

ザ
ー

分
析

 
座

長
：

野
上

 雅
伸

（
近

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
0:

20
～

11
:2

5 
H

会
場

 

過
酷

事
故

炉
を

対
象

と
し

た
迅

速
遠

隔
分

析
技

術
開

発
-2

 
1.

ロ
ン

グ
パ

ル
ス

レ
ー

ザ
ー

適
用

フ
ァ

イ
バ

ー
伝

送
LI

BS
特

性
(1

) 
*大

場
 弘

則
1,

2 、
松

本
 歩

1 、
利

光
 正

章
1 、

赤
岡

 克
昭

1 、
若

井
田

 育
夫

1  （
1.

JA
EA

、
2.

Q
ST

）
 

過
酷

事
故

炉
を

対
象

と
し

た
迅

速
遠

隔
分

析
技

術
開

発
-2

 
2.

ロ
ン

グ
パ

ル
ス

レ
ー

ザ
ー

適
用

フ
ァ

イ
バ

ー
伝

送
LI

BS
特

性
(2

) 
*松

本
 歩

1 、
大

場
 弘

則
1,

2 、
利

光
 正

章
1 、

赤
岡

 克
昭

1 、
若

井
田

 育
夫

1  （
1.

JA
EA

、
2.

Q
ST

）
 

[2
G

05
-0

6]

[2
G

05
]

[2
G

06
]

[2
G

07
-0

9]

[2
G

07
]

[2
G

08
]

[2
G

09
]

[G
M

2G
]

[P
L2

G
]

[P
L2

G
01

]

[P
L2

G
02

]

[P
L2

G
03

]

[P
L2

G
04

]
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*平
林

 勝
1 、

鈴
木

 将
1 、

今
村

 弘
章

1  （
1.

JA
EA

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
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分
裂

工
学

 | 
30

3-
2 

遠
隔

操
作

，
ロ

ボ
ッ

ト
，

画
像

工
学

フ
ァ

イ
バ

ー
セ

ン
サ

，
超

音
波

セ
ン

サ
 

座
長

：
大

賀
 幸

治
（

日
立

G
E）

 9
月

8日
(木

) 1
0:

35
～

11
:1

0 
G

会
場

 

レ
ー

ザ
ー

励
起

超
音

波
に

よ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

強
度

の
評

価
 

*山
田

 知
典

1 、
鈴

木
 啓

司
1 、

羽
成

 敏
秀

1 、
柴

田
 卓

弥
1 、

西
村

 昭
彦

1 、
小

山
 真

一
1 、

大
道

 博
行

1 、
島

田
 義

則
2 、

オ
レ

グ
 コ

チ
ャ

エ
フ

2 、
倉

橋
 慎

理
2  （

1.
JA

EA
、

2.
レ

ー
ザ

ー
技

術
総

合
研

）
 

耐
熱

FB
G

セ
ン

サ
に

よ
る

ナ
ト

リ
ウ

ム
工

学
研

究
施

設
の

配
管

熱
変

形
測

定
 

*西
村

 昭
彦

1 、
竹

仲
 佑

介
2 、

鳥
本

 和
宏

1 、
上

田
 雅

司
1  （

1.
JA

EA
、

2.
エ

ー
テ

ッ
ク

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

3-
3 

ヒ
ュ

ー
マ

ン
マ

シ
ン

シ
ス

テ
ム

，
高

度
情

報
処

理

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

と
緊

急
時

対
応

 
座

長
：

氏
田

 博
士

（
環

境
安

全
学

研
）

 9
月

8日
(木

) 1
1:

10
～

12
:0

0 
G

会
場

 

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
実

現
す

る
背

後
要

因
に

つ
い

て
の

検
討

 
*大

場
 恭

子
1 、

吉
澤

 厚
文

2 、
北

村
 正

晴
3  （

1.
JA

EA
、

2.
IR

ID
、

3.
テ

ム
ス

研
）

 

原
子

力
プ

ラ
ン

ト
緊

急
時

の
代

替
対

応
操

作
手

順
の

導
出

手
法

に
関

す
る

研
究

 
機

能
モ

デ
ル

に
基

づ
く

手
順

導
出

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

 
*五

福
 明

夫
1 、

井
上

 貴
久

1  （
1.

岡
山

大
）

 

運
転

訓
練

内
容

の
新

た
な

客
観

的
指

標
に

基
づ

く
特

徴
付

け
 

*相
馬

 由
健

1 、
高

橋
 信

1 、
上

田
 一

潔
2  （

1.
東

北
大

、
2.

BW
R運

転
訓

練
セ

）
 

   全
体

会
議

「
ヒ

ュ
ー

マ
ン

・
マ

シ
ン

・
シ

ス
テ

ム
研

究
部

会
」

第
54

回
全

体
会

議
 

9月
8日

(木
) 1

2:
00

～
13

:0
0 

G
会

場
    企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
そ

の
他

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

JS
T

文
科

省
原

子
力

研
究

開
発

事
業

に
つ

い
て

 
座

長
：

樋
口

 真
一

（
JS

T）
 9

月
8日

(木
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

G
会

場
 

原
子

力
競

争
的

資
金

に
よ

る
研

究
開

発
事

業
の

紹
介

 
*住

本
 研

一
1  （

1.
JS

T）
 

英
日

原
子

力
国

際
共

同
研

究
の

現
状

 
*大

野
 真

美
子

1  （
1.

駐
日

英
国

大
使

館
）

 

N
uc

le
ar

 R
es

ea
rc

h 
an

d 
Te

ch
no

lo
gy

 T
ra

ns
fe

r 
UK

 P
er

sp
ec

ti
ve

s 
*S

im
on

 M
. P

im
bl

ot
t 

1  （
1.

Un
iv

. o
f 

M
an

ch
es

te
r）

 

Th
e 

UK
’s

 N
at

io
na

l N
uc

le
ar

 L
ab

or
at

or
y 

Lt
d 

(N
N

L)
 

 ‘N
ee

ds
 B

as
ed

’ R
es

ea
rc

h 
in

 t
he

 U
K 

*K
ei

th
 F

ra
nk

lin
1  （

1.
N

N
L）

 

[2
G

10
-1

3]

[2
G

10
]

[2
G

11
]

[2
G

12
]

[2
G

13
]

[2
G

14
-1

7]

[2
G

14
]

[2
G

15
]

[2
G

16
]

[2
G

17
]

[2
G

18
-2

2]

[2
G

18
]

[2
G

19
]
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般

セ
ッ

シ
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ン
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分
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工
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 | 
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6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

ソ
ー

ス
タ

ー
ム

・
線

量
評

価
1 

座
長

：
小

嶋
 崇

夫
（

阪
府

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
G

会
場

 

レ
ベ

ル
2P

RA
に

お
け

る
セ

シ
ウ

ム
の

環
境

へ
の

放
出

評
価

手
法

の
開

発
 

(5
)ソ

ー
ス

タ
ー

ム
イ

ベ
ン

ト
ツ

リ
ー

定
量

化
手

法
に

関
す

る
研

究
 

*遠
藤

 寛
1 、

中
村

 康
一

1 、
宇

井
 敦

1 、
三

浦
 弘

道
1 、

村
田

 景
悟

1 、
山

根
 陽

子
1  （

1.
電

中
研

）
 

レ
ベ

ル
2P

RA
に

お
け

る
セ

シ
ウ

ム
の

環
境

へ
の

放
出

量
評

価
手

法
の

開
発

 
(6

)ソ
ー

ス
タ

ー
ム

イ
ベ

ン
ト

ツ
リ

ー
で

用
い

る
セ

シ
ウ

ム
放

出
挙

動
に

関
す

る
PR

D法
の

研
究

 
*中

村
 康

一
1 、

村
⽥

 景
悟

1 、
山

根
 陽

子
1 、

宇
井

 淳
1 、

遠
藤

 寛
1  （

1.
電

中
研

）
 

レ
ベ

ル
2P

RA
に

お
け

る
セ

シ
ウ

ム
の

環
境

へ
の

放
出

評
価

手
法

の
開

発
 

(7
)プ

ラ
ン

ト
設

計
条

件
に

よ
る

格
納

容
器

破
損

後
の

セ
シ

ウ
ム

の
環

境
放

出
挙

動
へ

の
影

響
に

関
す

る
研

究
 

*村
田

 景
悟

1 、
中

村
 康

一
1 、

宇
井

 淳
1 、

山
根

 陽
子

1 、
遠

藤
 寛

1  （
1.

電
中

研
）

 

レ
ベ

ル
2P

RA
に

お
け

る
セ

シ
ウ

ム
の

環
境

へ
の

放
出

評
価

手
法

の
開

発
 

(8
)事

故
緩

和
策

の
不

確
実

さ
を

考
慮

し
た

セ
シ

ウ
ム

放
出

量
の

不
確

実
さ

解
析

手
法

の
研

究
 

*宇
井

 淳
1 、

三
浦

 弘
道

1 、
中

村
 康

一
1 、

村
田

 景
悟

1 、
山

根
 陽

子
1 、

遠
藤

 寛
1  （

1.
電

中
研

）
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般

セ
ッ

シ
ョ

ン
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分
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工
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6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

ソ
ー

ス
タ

ー
ム

・
線

量
評

価
2 

座
長

：
遠

藤
 寛

（
電

中
研

）
 9

月
8日

(木
) 1

5:
50

～
16

:5
5 

G
会

場
 

ソ
ー

ス
タ

ー
ム

評
価

手
法

の
高

度
化

に
向

け
た

FP
化

学
挙

動
の

評
価

 
(1

)C
s及

び
Iの

再
蒸

発
挙

動
に

与
え

る
Bの

影
響

評
価

実
験

 
*三

輪
 周

平
1 、

品
田

 雅
則

1 、
逢

坂
 正

彦
1 、

杉
山

 智
之

1 、
丸

山
 結

1  （
1.

JA
EA

）
 

ソ
ー

ス
タ

ー
ム

評
価

手
法

の
高

度
化

に
向

け
た

FP
化

学
挙

動
の

評
価

 
(2

)C
s及

び
Iの

再
蒸

発
挙

動
に

与
え

る
Bの

影
響

に
係

わ
る

解
析

的
検

討
 

*塩
津

 弘
之

1 、
石

川
 淳

1 、
伊

藤
 裕

人
1 、

杉
山

 智
之

1 、
丸

山
 結

1  （
1.

JA
EA

）
 

プ
ー

ル
型

コ
バ

ル
ト

60
ガ

ン
マ

線
照

射
施

設
の

異
常

時
対

応
た

め
の

基
礎

的
検

討
 

(1
)照

射
プ

ー
ル

水
位

低
下

時
の

建
屋

内
線

量
率

評
価

 
*小

嶋
 崇

夫
1 、

宮
丸

 広
幸

1 、
谷

口
 良

一
1  （

1.
阪

府
大

）
 

放
射

性
ヨ

ウ
素

吸
着

剤
Ag

Xの
低

温
度

域
で

の
ヨ

ウ
化

メ
チ

ル
吸

着
特

性
に

つ
い

て
 

*小
林

 稔
季

1 、
王

 吉
豊

1 、
石

川
 慶

浩
1 、

宇
津

山
 雄

一
郎

1 、
遠

藤
 好

司
1  （

1.
ラ

サ
工

業
）
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般
セ

ッ
シ
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ン
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学
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30
6-

1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

再
処

理
施

設
の

リ
ス

ク
評

価
1 

座
長

：
山

野
 秀

将
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

6:
55

～
18

:1
5 

G
会

場
 

加
工

施
設

及
び

再
処

理
施

設
に

対
す

る
リ

ス
ク

評
価

手
法

に
係

る
検

討
 

(1
)リ

ス
ク

評
価

実
施

手
法

に
つ

い
て

 
*髙

梨
 光

博
1 、

横
塚

 宗
之

1 、
森

 憲
治

1 、
山

手
 一

記
1  （

1.
規

制
庁

）
 

加
工

施
設

及
び

再
処

理
施

設
に

対
す

る
リ

ス
ク

評
価

手
法

に
係

る
検

討
 

(2
)複

数
の

重
大

事
故

の
同

時
発

生
に

つ
い

て
 

*横
塚

 宗
之

1 、
髙

梨
 光

博
1 、

佐
々

木
 憲

明
1 、

山
手

 一
記

1  （
1.

規
制

庁
）

 

―
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―



[2
G

20
]

[2
G
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]

[2
G

22
]

[3
G

01
-0

4]

[3
G

01
]

[3
G
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]

[3
G
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]

[3
G
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]

[3
G

05
-0

9]

[3
G

05
]

[3
G

06
]

[3
G

07
]

[3
G

08
]

[3
G

09
]
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加
工

施
設

及
び

再
処

理
施

設
に

対
す

る
リ

ス
ク

評
価

手
法

に
係

る
検

討
 

(3
)簡

易
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
法

の
課

題
に

つ
い

て
 

*森
 憲

治
1 、

山
田

 隆
1 、

山
手

 一
記

1  （
1.

規
制

庁
）

 

再
処

理
工

場
に

お
け

る
マ

ス
タ

ー
ロ

ジ
ッ

ク
ダ

イ
ア

グ
ラ

ム
構

築
手

順
の

検
討

 
*山

本
 将

寛
1 、

玉
内

 義
一

1 、
衣

旗
 広

志
1 、

髙
橋

 直
紀

1  （
1.

日
本

原
燃

）
 

硝
酸

ウ
ラ

ニ
ル

水
溶

液
の

過
渡

臨
界

に
お

け
る

水
素

ガ
ス

発
生

量
の

推
定

 
*𠮷𠮷

田
 𠮷

一
𠮷

1 、
山

根
 祐

一
1 、

阿
部

 仁
1  （

1.
JA

EA
）

 
  20

16
年

9月
9日

(金
)
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般

セ
ッ

シ
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分
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工
学

 | 
30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

軽
水

炉
の

安
全

評
価

3 
座

長
：

小
島

 良
洋

（
東

芝
）

 9
月

9日
(金

) 9
:3

0～
10

:3
5 

G
会

場
 

M
AA

Pコ
ー

ド
を

使
用

し
た

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時

刻
推

定
ツ

ー
ル

の
開

発
 

(1
)ツ

ー
ル

の
開

発
 

*今
井

 英
隆

1 、
滝

口
 剛

司
1 、

片
寄

 良
亮

1 、
藤

原
 大

資
2 、

河
合

 宏
2  （

1.
東

電
H

D、
2.

テ
プ

シ
ス

）
 

M
AA

Pコ
ー

ド
を

使
用

し
た

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時

刻
推

定
ツ

ー
ル

の
開

発
 

(2
)ツ

ー
ル

の
検

証
 

*藤
原

 大
資

1 、
今

井
 英

隆
2 、

滝
口

 剛
司

2 、
片

寄
 良

亮
2 、

河
合

 宏
1  （

1.
テ

プ
シ

ス
、

2.
東

電
H

D）
 

低
圧

注
水

系
を

用
い

た
原

子
炉

注
水

時
の

炉
心

健
全

性
事

前
判

定
ツ

ー
ル

の
開

発
と

活
用

 
*片

寄
 良

亮
1 、

今
井

 英
隆

1 、
石

崎
 泰

央
1  （

1.
東

電
H

D）
 

日
本

版
事

業
者

自
主

安
全

評
価

書
（

JS
AR

）
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

開
発

に
つ

い
て

（
そ

の
４

）
 

*島
田

 裕
一

1 、
倉

田
 聡

1 、
熊

坂
 勝

行
1 、

田
畑

 雅
之

1 、
水

野
 浩

一
1 、

古
谷

 幸
雄

1 、
安

田
 賢

一
4 、

加
納

 充
浩

3 、
江

藤
 和

敏
5 、

及

川
 弘

秀
2  （

1.
原

安
進

、
2.

東
芝

、
3.

M
H

I、
4.

日
立

G
E、

5.
九

州
電

力
）
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ッ
シ

ョ
ン

 | 
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. 核
分

裂
工

学
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30
6-

1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

耐
震

・
免

震
技

術
1 

座
長

：
肥

田
 剛

典
（

東
大

）
 9

月
9日

(金
) 1

0:
35

～
12

:0
0 

G
会

場
 

地
震

フ
ラ

ジ
リ

テ
ィ

評
価

手
法

の
高

度
化

の
提

案
 

(1
)概

要
 

*蛯
沢

 勝
三

1 、
山

田
 博

幸
1 、

原
口

 龍
将

2 、
菊

池
 和

彦
3  （

1.
電

中
研

、
2.

M
H

I、
3.

四
国

電
力

）
 

地
震

フ
ラ

ジ
リ

テ
ィ

評
価

手
法

の
高

度
化

の
提

案
 

(2
)入

力
地

震
動

サ
ブ

応
答

係
数

及
び

建
屋

サ
ブ

応
答

係
数

の
高

度
化

 
*山

田
 博

幸
1 、

蛯
沢

 勝
三

1 、
宇

賀
田

 健
2 、

原
口

 龍
将

3 、
菊

池
 和

彦
4 、

田
中

 浩
平

5 、
高

田
 毅

士
6  （

1.
電

中
研

、
2.

大
成

建

設
、

3.
M

H
I、

4.
四

国
電

力
、

5.
鉄

道
総

研
、

6.
東

大
）

 

地
震

フ
ラ

ジ
リ

テ
ィ

評
価

手
法

の
高

度
化

の
提

案
 

(3
)フ

ラ
ジ

リ
テ

ィ
評

価
総

合
的

体
系

の
成

立
性

の
確

認
 

*呉
 哲

浩
1 、

原
口

 龍
将

1 、
菊

池
 和

彦
2 、

山
田

 博
幸

3 、
蛯

沢
 勝

三
3  （

1.
M

H
I、

2.
四

国
電

力
、

3.
電

中
研

）
 

高
速

炉
炉

心
の

3次
元

集
合

体
変

位
を

考
慮

し
た

耐
震

性
評

価
手

法
の

高
度

化
 

(1
)強

地
震

動
に

よ
る

水
平

方
向

支
持

条
件

の
変

化
 

*岩
崎

 晃
久

1 、
門

出
 匡

胤
1 、

碇
本

 岩
男

1 、
松

原
 慎

一
郎

1  （
1.

M
H

I）
 

高
速

炉
炉

心
の

3次
元

集
合

体
変

位
を

考
慮

し
た

耐
震

性
評

価
手

法
の

高
度

化
 

(2
)熱

変
形

・
照

射
変

形
の

影
響

評
価

 
岩

崎
 晃

久
1 、

門
出

 匡
胤

1 、
*松

原
 慎

一
郎

1 、
碇

本
 岩

男
1  （

1.
M

H
I）

 

[3
G

10
-1

3]

[3
G

10
]

[3
G

11
]

[3
G

12
]

[3
G

13
]

[3
G

14
-1

6]

[3
G

14
]

[3
G

15
]

[3
G

16
]

[1
H

01
-0

4]

[1
H

01
]

[1
H

02
]
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6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

耐
震

・
免

震
技

術
2 

座
長

：
蛯

沢
 勝

三
（

電
中

研
）

 9
月

9日
(金

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
G

会
場

 

原
子

力
プ

ラ
ン

ト
の

包
括

的
安

全
性

向
上

の
た

め
の

地
震

時
ク

リ
フ

エ
ッ

ジ
回

避
技

術
の

開
発

 
そ

の
3:

免
震

構
造

の
解

析
モ

デ
ル

 
*皆

川
 佳

祐
1 、

藤
田

 聡
2 、

古
屋

 治
2 、

高
田

 毅
士

3  （
1.

埼
玉

工
大

、
2.

東
京

電
機

大
、

3.
東

大
）

 

原
子

力
プ

ラ
ン

ト
の

包
括

的
安

全
性

向
上

の
た

め
の

地
震

時
ク

リ
フ

エ
ッ

ジ
回

避
技

術
の

開
発

 
そ

の
4:

機
器

・
シ

ス
テ

ム
の

ク
リ

フ
エ

ッ
ジ

評
価

モ
デ

ル
の

検
討

 
*牟

田
 仁

1 、
村

松
 健

1 、
高

田
 毅

士
2 、

糸
井

 達
哉

2  （
1.

東
京

都
市

大
、

2.
東

大
）

 

原
子

力
プ

ラ
ン

ト
の

包
括

的
安

全
性

向
上

の
た

め
の

地
震

時
ク

リ
フ

エ
ッ

ジ
回

避
技

術
の

開
発

 
そ

の
5:

地
震

時
人

間
挙

動
の

検
討

 
*肥

田
 剛

典
1 、

高
田

 毅
士

1 、
糸

井
 達

哉
1  （

1.
東

大
）

 

断
層

変
位

に
対

す
る

裕
度

評
価

手
法

の
適

用
性

検
討

 
*神

谷
 昌

伸
1 、

金
居

田
 秀

二
1 、

上
屋

 浩
一

1 、
小

川
 勤

1  （
1.

原
電

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 
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分
裂
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学

 | 
30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

耐
震

・
免

震
技

術
3 

座
長

：
皆

川
 佳

祐
（

埼
玉

工
大

）
 9

月
9日

(金
) 1

5:
50

～
16

:4
0 

G
会

場
 

原
子

力
施

設
の

免
震

技
術

の
開

発
 

(1
)免

震
装

置
の

フ
ラ

ジ
リ

テ
ィ

 
*秋

本
 高

英
1 、

吉
田

 伸
一

1 、
竹

内
 義

高
1 、

大
河

内
 靖

雄
2 、

小
杉

 慎
司

3 、
佐

藤
 邦

彦
4 、

平
井

 秀
男

5  （
1.

大
林

組
、

2.
中

部
電

力
、

3.
日

立
G

E、
4.

M
H

I、
5.

東
芝

）
 

原
子

力
施

設
の

免
震

技
術

の
開

発
 

(2
)渡

り
配

管
の

フ
ラ

ジ
リ

テ
ィ

 
*福

嶋
 俊

介
1 、

神
保

 雅
一

1 、
大

谷
 章

仁
2 、

今
岡

 哲
男

4 、
佐

藤
 邦

彦
3 、

原
口

 龍
将

3 、
尾

西
 重

信
5 、

鈴
木

 優
6  （

1.
東

芝
、

2.
IH

I、
3.

M
H

I、
4.

日
立

G
E、

5.
中

部
電

力
、

6.
M

H
I N

Sエ
ン

ジ
）

 

原
子

力
施

設
の

免
震

技
術

の
開

発
 

(3
)免

震
プ

ラ
ン

ト
の

地
震

PR
Aの

考
え

方
に

つ
い

て
 

*原
口

 龍
将

1 、
尾

西
 重

信
2 、

神
保

 雅
一

3 、
今

岡
 哲

男
4  （

1.
M

H
I、

2.
中

部
電

力
、

3.
東

芝
、

4.
日

立
G

E）
 

  20
16

年
9月

7日
(水

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
IV

. 核
燃

料
サ

イ
ク

ル
と

材
料

 | 
40

4-
2 

核
化

学
，

放
射

化
学

，
分

析
化

学
，

ア
ク

チ
ノ

イ
ド

の
化

学

レ
ー

ザ
ー

分
析

 
座

長
：

野
上

 雅
伸

（
近

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
0:

20
～

11
:2

5 
H

会
場

 

過
酷

事
故

炉
を

対
象

と
し

た
迅

速
遠

隔
分

析
技

術
開

発
-2

 
1.

ロ
ン

グ
パ

ル
ス

レ
ー

ザ
ー

適
用

フ
ァ

イ
バ

ー
伝

送
LI

BS
特

性
(1

) 
*大

場
 弘

則
1,

2 、
松

本
 歩

1 、
利

光
 正

章
1 、

赤
岡

 克
昭

1 、
若

井
田

 育
夫

1  （
1.

JA
EA

、
2.

Q
ST

）
 

過
酷

事
故

炉
を

対
象

と
し

た
迅

速
遠

隔
分

析
技

術
開

発
-2

 
2.

ロ
ン

グ
パ

ル
ス

レ
ー

ザ
ー

適
用

フ
ァ

イ
バ

ー
伝

送
LI

BS
特

性
(2

) 
*松

本
 歩

1 、
大

場
 弘

則
1,

2 、
利

光
 正

章
1 、

赤
岡

 克
昭

1 、
若

井
田

 育
夫

1  （
1.

JA
EA

、
2.

Q
ST

）
 

[2
G

05
-0

6]

[2
G

05
]

[2
G

06
]

[2
G

07
-0

9]

[2
G

07
]

[2
G

08
]

[2
G

09
]

[G
M

2G
]

[P
L2

G
]

[P
L2

G
01

]

[P
L2

G
02

]

[P
L2

G
03

]

[P
L2

G
04

]
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林

 勝
1 、

鈴
木

 将
1 、

今
村

 弘
章

1  （
1.

JA
EA

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

3-
2 

遠
隔

操
作

，
ロ

ボ
ッ

ト
，

画
像

工
学

フ
ァ

イ
バ

ー
セ

ン
サ

，
超

音
波

セ
ン

サ
 

座
長

：
大

賀
 幸

治
（

日
立

G
E）

 9
月

8日
(木

) 1
0:

35
～

11
:1

0 
G

会
場

 

レ
ー

ザ
ー

励
起

超
音

波
に

よ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

強
度

の
評

価
 

*山
田

 知
典

1 、
鈴

木
 啓

司
1 、

羽
成

 敏
秀

1 、
柴

田
 卓

弥
1 、

西
村

 昭
彦

1 、
小

山
 真

一
1 、

大
道

 博
行

1 、
島

田
 義

則
2 、

オ
レ

グ
 コ

チ
ャ

エ
フ

2 、
倉

橋
 慎

理
2  （

1.
JA

EA
、

2.
レ

ー
ザ

ー
技

術
総

合
研

）
 

耐
熱

FB
G

セ
ン

サ
に

よ
る

ナ
ト

リ
ウ

ム
工

学
研

究
施

設
の

配
管

熱
変

形
測

定
 

*西
村

 昭
彦

1 、
竹

仲
 佑

介
2 、

鳥
本

 和
宏

1 、
上

田
 雅

司
1  （

1.
JA

EA
、

2.
エ

ー
テ

ッ
ク

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 
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. 核

分
裂

工
学

 | 
30

3-
3 

ヒ
ュ

ー
マ

ン
マ

シ
ン

シ
ス

テ
ム

，
高

度
情

報
処

理

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

と
緊

急
時

対
応

 
座

長
：

氏
田

 博
士

（
環

境
安

全
学

研
）

 9
月

8日
(木

) 1
1:

10
～

12
:0

0 
G

会
場

 

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
実

現
す

る
背

後
要

因
に

つ
い

て
の

検
討

 
*大

場
 恭

子
1 、

吉
澤

 厚
文

2 、
北

村
 正

晴
3  （

1.
JA

EA
、

2.
IR

ID
、

3.
テ

ム
ス

研
）

 

原
子

力
プ

ラ
ン

ト
緊

急
時

の
代

替
対

応
操

作
手

順
の

導
出

手
法

に
関

す
る

研
究

 
機

能
モ

デ
ル

に
基

づ
く

手
順

導
出

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

 
*五

福
 明

夫
1 、

井
上

 貴
久

1  （
1.

岡
山

大
）

 

運
転

訓
練

内
容

の
新

た
な

客
観

的
指

標
に

基
づ

く
特

徴
付

け
 

*相
馬

 由
健

1 、
高

橋
 信

1 、
上

田
 一

潔
2  （

1.
東

北
大

、
2.

BW
R運

転
訓

練
セ

）
 

   全
体

会
議

「
ヒ

ュ
ー

マ
ン

・
マ

シ
ン

・
シ

ス
テ

ム
研

究
部

会
」

第
54

回
全

体
会

議
 

9月
8日

(木
) 1

2:
00

～
13

:0
0 

G
会

場
    企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
そ

の
他

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

JS
T

文
科

省
原

子
力

研
究

開
発

事
業

に
つ

い
て

 
座

長
：

樋
口

 真
一

（
JS

T）
 9

月
8日

(木
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

G
会

場
 

原
子

力
競

争
的

資
金

に
よ

る
研

究
開

発
事

業
の

紹
介

 
*住

本
 研

一
1  （

1.
JS

T）
 

英
日

原
子

力
国

際
共

同
研

究
の

現
状

 
*大

野
 真

美
子

1  （
1.

駐
日

英
国

大
使

館
）

 

N
uc

le
ar

 R
es

ea
rc

h 
an

d 
Te

ch
no

lo
gy

 T
ra

ns
fe

r 
UK

 P
er

sp
ec

ti
ve

s 
*S

im
on

 M
. P

im
bl

ot
t 

1  （
1.

Un
iv

. o
f 

M
an

ch
es

te
r）

 

Th
e 

UK
’s

 N
at

io
na

l N
uc

le
ar

 L
ab

or
at

or
y 

Lt
d 

(N
N

L)
 

 ‘N
ee

ds
 B

as
ed

’ R
es

ea
rc

h 
in

 t
he

 U
K 

*K
ei

th
 F

ra
nk

lin
1  （

1.
N

N
L）

 

[2
G
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-1

3]

[2
G
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]

[2
G
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]

[2
G
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]

[2
G
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]

[2
G

14
-1

7]

[2
G

14
]

[2
G

15
]

[2
G
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]

[2
G
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]

[2
G

18
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2]

[2
G

18
]

[2
G
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]
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6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

ソ
ー

ス
タ

ー
ム

・
線

量
評

価
1 

座
長

：
小

嶋
 崇

夫
（

阪
府

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
G

会
場

 

レ
ベ

ル
2P

RA
に

お
け

る
セ

シ
ウ

ム
の

環
境

へ
の

放
出

評
価

手
法

の
開

発
 

(5
)ソ

ー
ス

タ
ー

ム
イ

ベ
ン

ト
ツ

リ
ー

定
量

化
手

法
に

関
す

る
研

究
 

*遠
藤

 寛
1 、

中
村

 康
一

1 、
宇

井
 敦

1 、
三

浦
 弘

道
1 、

村
田

 景
悟

1 、
山

根
 陽

子
1  （

1.
電

中
研

）
 

レ
ベ

ル
2P

RA
に

お
け

る
セ

シ
ウ

ム
の

環
境

へ
の

放
出

量
評

価
手

法
の

開
発

 
(6

)ソ
ー

ス
タ

ー
ム

イ
ベ

ン
ト

ツ
リ

ー
で

用
い

る
セ

シ
ウ

ム
放

出
挙

動
に

関
す

る
PR

D法
の

研
究

 
*中

村
 康

一
1 、

村
⽥

 景
悟

1 、
山

根
 陽

子
1 、

宇
井

 淳
1 、

遠
藤

 寛
1  （

1.
電

中
研

）
 

レ
ベ

ル
2P

RA
に

お
け

る
セ

シ
ウ

ム
の

環
境

へ
の

放
出

評
価

手
法

の
開

発
 

(7
)プ

ラ
ン

ト
設

計
条

件
に

よ
る

格
納

容
器

破
損

後
の

セ
シ

ウ
ム

の
環

境
放

出
挙

動
へ

の
影

響
に

関
す

る
研

究
 

*村
田

 景
悟

1 、
中

村
 康

一
1 、

宇
井

 淳
1 、

山
根

 陽
子

1 、
遠

藤
 寛

1  （
1.

電
中

研
）

 

レ
ベ

ル
2P

RA
に

お
け

る
セ

シ
ウ

ム
の

環
境

へ
の

放
出

評
価

手
法

の
開

発
 

(8
)事

故
緩

和
策

の
不

確
実

さ
を

考
慮

し
た

セ
シ

ウ
ム

放
出

量
の

不
確

実
さ

解
析

手
法

の
研

究
 

*宇
井

 淳
1 、

三
浦

 弘
道

1 、
中

村
 康

一
1 、

村
田

 景
悟

1 、
山

根
 陽

子
1 、

遠
藤

 寛
1  （

1.
電

中
研

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 
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. 核

分
裂

工
学

 | 
30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

ソ
ー

ス
タ

ー
ム

・
線

量
評

価
2 

座
長

：
遠

藤
 寛

（
電

中
研

）
 9

月
8日

(木
) 1

5:
50

～
16

:5
5 

G
会

場
 

ソ
ー

ス
タ

ー
ム

評
価

手
法

の
高

度
化

に
向

け
た

FP
化

学
挙

動
の

評
価

 
(1

)C
s及

び
Iの

再
蒸

発
挙

動
に

与
え

る
Bの

影
響

評
価

実
験

 
*三

輪
 周

平
1 、

品
田

 雅
則

1 、
逢

坂
 正

彦
1 、

杉
山

 智
之

1 、
丸

山
 結

1  （
1.

JA
EA

）
 

ソ
ー

ス
タ

ー
ム

評
価

手
法

の
高

度
化

に
向

け
た

FP
化

学
挙

動
の

評
価

 
(2

)C
s及

び
Iの

再
蒸

発
挙

動
に

与
え

る
Bの

影
響

に
係

わ
る

解
析

的
検

討
 

*塩
津

 弘
之

1 、
石

川
 淳

1 、
伊

藤
 裕

人
1 、

杉
山

 智
之

1 、
丸

山
 結

1  （
1.

JA
EA

）
 

プ
ー

ル
型

コ
バ

ル
ト

60
ガ

ン
マ

線
照

射
施

設
の

異
常

時
対

応
た

め
の

基
礎

的
検

討
 

(1
)照

射
プ

ー
ル

水
位

低
下

時
の

建
屋

内
線

量
率

評
価

 
*小

嶋
 崇

夫
1 、

宮
丸

 広
幸

1 、
谷

口
 良

一
1  （

1.
阪

府
大

）
 

放
射

性
ヨ

ウ
素

吸
着

剤
Ag

Xの
低

温
度

域
で

の
ヨ

ウ
化

メ
チ

ル
吸

着
特

性
に

つ
い

て
 

*小
林

 稔
季

1 、
王

 吉
豊

1 、
石

川
 慶

浩
1 、

宇
津

山
 雄

一
郎

1 、
遠

藤
 好

司
1  （

1.
ラ

サ
工

業
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン
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分
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学
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30
6-

1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

再
処

理
施

設
の

リ
ス

ク
評

価
1 

座
長

：
山

野
 秀

将
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

6:
55

～
18

:1
5 

G
会

場
 

加
工

施
設

及
び

再
処

理
施

設
に

対
す

る
リ

ス
ク

評
価

手
法

に
係

る
検

討
 

(1
)リ

ス
ク

評
価

実
施

手
法

に
つ

い
て

 
*髙

梨
 光

博
1 、

横
塚

 宗
之

1 、
森

 憲
治

1 、
山

手
 一

記
1  （

1.
規

制
庁

）
 

加
工

施
設

及
び

再
処

理
施

設
に

対
す

る
リ

ス
ク

評
価

手
法

に
係

る
検

討
 

(2
)複

数
の

重
大

事
故

の
同

時
発

生
に

つ
い

て
 

*横
塚

 宗
之

1 、
髙

梨
 光

博
1 、

佐
々

木
 憲

明
1 、

山
手

 一
記

1  （
1.

規
制

庁
）

 

―
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―

―
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―



[1
H
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]

[1
H
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-2

0]

[1
H

19
]

[1
H
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]

[2
H

01
-0

5]

[2
H

01
]

[2
H

02
]

[2
H
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]

[2
H
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]

[2
H
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]

[2
H
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-0

9]

[2
H
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]
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*塚
本

 泰
介

1 、
小

川
 尚

樹
1 、

藤
井

 秀
治

1 、
向

井
 洋

介
1 、

前
橋

 佑
樹

1 、
玉

内
 義

一
2 、

工
藤

 達
也

2 、
太

田
 祐

希
2 、

坂
上

 直
哉

2

（
1.

M
H

I、
2.

日
本

原
燃

）
 

再
処

理
工

場
を

対
象

と
し

た
AL

AR
P解

析
ガ

イ
ド

の
検

討
 

*衣
旗

 広
志

1 、
玉

内
 義

一
1 、

山
本

 将
寛

1 、
武

部
 和

巳
1 、

髙
橋

 直
紀

1 、
Ta

yl
or

 J
oh

n2 、
Jo

ne
s 

Ia
n2 、

Co
le

y 
Pa

ul
2

、
M

cI
nt

yr
e 

Je
nn

a2  （
1.

日
本

原
燃

、
2.

DB
D 

Li
m

it
ed

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 
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. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
4-

1 
同

位
体

分
離

，
同

位
体

応
用

，
ウ

ラ
ン

濃
縮

同
位

体
濃

縮
 

座
長

：
立

花
 優

（
長

岡
技

科
大

）
 

 9
月

7日
(水

) 1
8:

00
～

18
:3

5 
H

会
場

 

ク
ラ

ウ
ン

エ
ー

テ
ル

樹
脂

を
用

い
る

Ca
-4

8同
位

体
濃

縮
法

 
*藤

井
 靖

彦
1 、

奥
村

 森
1 、

梅
原

 さ
お

り
2 、

野
村

 雅
夫

1 、
金

敷
 利

隆
1 、

矢
野

 豊
彦

1 、
岸

本
 忠

史
3  （

1.
東

工
大

、
2.

阪
大

、
3.

阪

大
）

 

光
誘

起
ド

リ
フ

ト
に

よ
る

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
の

高
効

率
同

位
体

分
離

の
数

値
解

析
 

*結
城

 謙
太

1 、
松

岡
 雷

士
1 、

小
林

 孝
徳

1 、
難

波
 愼

一
1  （

1.
広

島
大

）
 

  20
16

年
9月

8日
(木

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
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. 核
分

裂
工

学
 | 

30
1-

1 
炉

物
理

，
核

デ
ー

タ
の

利
用

，
臨

界
安

全

不
確

か
さ

評
価

 
座

長
：

佐
野

 忠
史

（
京

大
）

 9
月

8日
(木

) 9
:3

0～
10

:5
0 

H
会

場
 

共
分

散
核

デ
ー

タ
を

起
源

と
す

る
BW

R炉
心

特
性

不
確

か
さ

評
価

シ
ス

テ
ム

の
整

備
 

(1
)格

子
計

算
部

 
*池

原
 正

1 、
山

名
 哲

平
1 、

金
子

 浩
久

1 、
東

條
 匡

志
1  （

1.
G

N
F-

J）
 

共
分

散
核

デ
ー

タ
を

起
源

と
す

る
BW

R炉
心

特
性

不
確

か
さ

評
価

シ
ス

テ
ム

の
整

備
 

(2
)炉

心
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
部

 
*山

名
 哲

平
1 、

池
原

 正
1 、

金
子

 浩
久

1 、
東

條
 匡

志
1  （

1.
G

N
F-

J）
 

次
世

代
高

速
炉

核
設

計
手

法
の

モ
デ

ル
V&

Vお
よ

び
UQ

 
(1

)モ
デ

ル
V&

Vお
よ

び
UQ

の
考

え
方

 
*大

釜
 和

也
1 、

池
田

 一
三

2 、
石

川
 眞

1 、
菅

 太
郎

3 、
大

木
 繁

夫
1  （

1.
JA

EA
、

2.
M

FB
R、

3.
M

H
I）

 

次
世

代
高

速
炉

核
設

計
手

法
の

モ
デ

ル
V&

Vお
よ

び
UQ

 
(2

)V
er

if
ic

at
io

n 
*池

田
 一

三
1 、

菅
 太

郎
2 、

丸
山

　
修

平
3 、

大
釜

　
和

也
3  （

1.
M

FB
R、

2.
M

H
I、

3.
JA

EA
）

 

次
世

代
高

速
炉

核
設

計
手

法
の

モ
デ

ル
V&

Vお
よ

び
UQ

 
(3

)V
al

id
at

io
n 

*石
川

 眞
1 、

横
山

 賢
治

1 、
杉

野
 和

輝
1  （

1.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン
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. 核
分

裂
工

学
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30
1-

1 
炉

物
理

，
核

デ
ー

タ
の

利
用

，
臨

界
安

全

モ
ン

テ
カ

ル
ロ

 
座

長
：

名
内

 泰
志

（
電

中
研

）
 9

月
8日

(木
) 1

0:
50

～
11

:5
5 

H
会

場
 

時
間

依
存

モ
ン

テ
カ

ル
ロ

計
算

に
よ

る
中

性
子

雑
音

を
用

い
た

軽
水

炉
内

ボ
イ

ド
情

報
の

推
定

 
*高

山
 直

毅
1 、

山
本

 俊
弘

2 、
佐

野
 忠

史
2 、

堀
 順

一
2 、

中
島

 健
2  （

1.
京

大
、

2.
京

大
）

 

[2
H

07
]

[2
H

08
]

[2
H

09
]

[G
M

2H
]

[G
M

2I
]

[P
L2

H
]

[P
L2

H
01

]

[P
L2

H
02

]

[2
H
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[2
H
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]

[2
H
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]

[2
H

12
]

[2
H
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]
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直
交

規
格

化
加

重
に

基
づ

く
標

準
化

時
系

列
法

に
よ

る
統

計
誤

差
評

価
 

モ
ン

テ
カ

ル
ロ

法
臨

界
計

算
タ

リ
ー

の
統

計
誤

差
 

*植
木

 太
郎

1  （
1.

JA
EA

）
 

2次
元

非
均

質
体

系
に

お
け

る
モ

ン
テ

カ
ル

ロ
法

の
統

計
誤

差
過

小
評

価
の

予
測

 
(1

)高
次

モ
ー

ド
計

算
コ

ー
ド

の
開

発
 

*遠
藤

 知
弘

1 、
林

 幸
司

1 、
山

本
 章

夫
1  （

1.
名

大
）

 

2次
元

非
均

質
体

系
に

お
け

る
モ

ン
テ

カ
ル

ロ
法

の
統

計
誤

差
過

小
評

価
の

予
測

 
(2

)U
O

2-
M

O
X 

2×
2集

合
体

体
系

へ
の

適
用

 
*林

 幸
司

1 、
遠

藤
 知

弘
1 、

山
本

 章
夫

1  （
1.

名
大

）
 

   全
体

会
議

「
炉

物
理

部
会

」
第

45
回

全
体

会
議

 
9月

8日
(木

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
H

会
場

    全
体

会
議

「
新

型
炉

部
会

」
第

13
回

全
体

会
議

 
9月

8日
(木

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
H

会
場

    企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

委
員

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
広

報
情

報
委

員
会

原
子

力
学

会
と

し
て

の
情

報
発

信
の

あ
り

方
 

座
長

：
布

目
 礼

子
（

N
UM

O
）

 9
月

8日
(木

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
H

会
場

 

活
動

の
概

要
報

告
と

規
程

の
見

直
し

に
つ

い
て

 
*高

田
 孝

1  （
1.

JA
EA

）
 

ポ
ジ

シ
ョ

ン
・

ス
テ

ー
ト

メ
ン

ト
の

現
状

と
今

後
の

方
向

 
*山

本
 隆

一
1  （

1.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ
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ン
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1 
炉

物
理

，
核

デ
ー

タ
の

利
用

，
臨

界
安

全

過
渡

解
析

 
座

長
：

山
本

 章
夫

（
名

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
H

会
場

 

時
間

依
存

中
性

子
拡

散
方

程
式

の
時

間
大

域
解

の
存

在
と

一
意

性
 

*坂
本

 浩
紀

1 、
山

本
 俊

弘
2  （

1.
ト

ラ
ン

ス
ニ

ュ
ー

ク
リ

ア
、

2.
京

大
）

 

原
子

炉
動

特
性

方
程

式
の

効
率

的
な

数
値

解
法

 
*田

原
 義

壽
1 、

亀
山

 高
範

1  （
1.

東
海

大
）

 

Su
pe

rc
ri

ti
ca

l t
ra

ns
ie

nt
 a

na
ly

si
s 

in
 li

gh
t 

w
at

er
 m

od
er

at
ed

 c
ou

pl
ed

 s
m

al
l f

ue
l d

eb
ri

s 
re

gi
on

s 
us

in
g

in
te

gr
al

 k
in

et
ic

 m
od

el
 a

nd
 p

oi
nt

 k
in

et
ic

 m
od

el
 

*D
el

ge
rs

ai
kh

an
 T

uy
a1 , J

un
 N

is
hi

ya
m

a2 , T
or

u 
O

ba
ra

2  （
1.

To
ky

o 
Te

ch
, 2

.T
ok

yo
 T

ec
h）

 

放
射

線
分

解
ガ

ス
ボ

イ
ド

に
よ

っ
て

揺
ら

ぐ
臨

界
事

故
時

放
出

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

平
均

的
挙

動
 

*山
根

 祐
一

1  （
1.

JA
EA

）
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過
酷

事
故

炉
を

対
象

と
し

た
迅

速
遠

隔
分

析
技

術
開

発
-2

 
3.

マ
イ

ク
ロ

波
LI

BS
特

性
の

雰
囲

気
依

存
性

 
*大

場
 正

規
1 、

赤
岡

 克
昭

1 、
宮

部
 昌

文
1 、

若
井

田
 育

夫
1  （

1.
JA

EA
）

 

過
酷

事
故

炉
を

対
象

と
し

た
迅

速
遠

隔
分

析
技

術
開

発
-2

 
4.

最
小

二
乗

法
を

用
い

た
LI

BS
ス

ペ
ク

ト
ル

の
推

定
 

*赤
岡

 克
昭

1 、
大

場
 正

規
 1 、

宮
部

 昌
文

1 、
若

井
田

 育
夫

1  （
1.

JA
EA

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 
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. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
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2 
核

化
学

，
放

射
化

学
，

分
析

化
学

，
ア

ク
チ

ノ
イ

ド
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塩
化

物
溶
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プ

ツ
ニ
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ム
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陽
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陽
イ

オ
ン

相
互
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井
 俊

行
1 、

上
原

 章
寛

2 、
芝

原
 雄

司
2  （

1.
阪

大
、

2.
京

大
）

 

海
水

ウ
ラ

ン
回

収
用

キ
レ

ー
ト

吸
着

剤
の

二
官

能
効

果
に

関
す

る
研

究
 

*鳥
塚

 竜
一

1 、
橋

本
 和

樹
1 、

野
上

 雅
伸

1  （
1.

近
大

）
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サ
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告

書
概
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検
討

の
目

的
 

*村
松

 健
1  （

1.
東

京
都

市
大

）
 

報
告

書
概
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説

明
 

廃
液

の
沸

騰
乾

固
 

*吉
田
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雄

1  （
1.
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EA

）
 

報
告

書
概
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説

明
 

セ
ル

内
で

の
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機
溶
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火

災
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部

 仁
1  （
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）
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告
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概
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臨
界
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根
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一
1  （
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）
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射
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解
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素
の
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宏
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燃
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ウ
ラ

ン
選

択
性

沈
殿

剤
を

用
い

た
ト

リ
ウ

ム
燃

料
簡

易
再

処
理

技
術

基
盤

研
究

 
(1

)ピ
ロ

リ
ド

ン
系

沈
殿

剤
の

分
子

設
計

 
*鷹

尾
 康

一
朗

1 、
風

間
 裕

行
1  （

1.
東

工
大

）
 

硝
酸

水
溶

液
系

で
の

U(
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択

的
分
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環
状

モ
ノ

ア
ミ

ド
の

抽
出

挙
動

 
*植

本
 裕

貴
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牧
野

 友
佳

1 、
松

本
 浩

一
1 、

野
上

 雅
伸

1 、
原

田
 雅

幸
2 、

池
田

 泰
久

2  （
1.

近
大

、
2.

東
工

大
）
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よ
る

核
変

換
サ

イ
ク

ル
の

確
立

を
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指
し
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M

A分
離

プ
ロ

セ
ス

の
開

発
 

(8
)M

A/
RE

相
互

分
離

の
た

め
の

新
規

抽
出

剤
の

検
討

 
*鈴

木
 英

哉
1 、

佐
々

木
 祐

二
1 、

津
幡

 靖
宏

1 、
柴

田
 光

敦
1 、

黒
澤

 達
也

1 、
川

崎
 倫

弘
1 、

佐
川

 浩
1 、

松
村

 達
郎

1  （
1.

JA
EA

）
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ロ
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を
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収
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ー
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ー
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の
設

定
 

*倉
林

 和
啓
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工

藤
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也
1 、

佐
藤
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彦
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仁
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部
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ロ
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橋
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彦
1 、

藤
本

 郁
夫
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行
1  （

1.
JA

EA
）
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の
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本
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浦
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信
2 、

坂
本

 幸
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2 、
関

田
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1.
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原
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哉
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村
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郎
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ア
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料
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速
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よ
る
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燃

焼
シ

ス
テ
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の

開
発

 
(7
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含
有

TR
U金

属
燃

料
の
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解

精
製
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森
 孝

1 、
中

村
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1 、
坪

井
 靖

1 、
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江
 和

夫
1 、

飯
塚

 政
利

2 、
村

上
 毅

2  （
1.

東
芝

、
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電
中

研
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M
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り
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燃
料
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サ
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燃
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)金
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廃
棄

物
溶

融
固
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試

験
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塚

 政
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1 、
魚
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 浩

一
1 、

村
上

 毅
1 、

大
森

 孝
2 、

有
江

 和
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G
la

tz

Je
an

-P
au

l2  （
1.

電
中

研
、

2.
超

ウ
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ン
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*塚
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 泰
介

1 、
小

川
 尚

樹
1 、

藤
井
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井
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介
1 、

前
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1 、
玉
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一
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工
藤
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也
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2 、
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哉
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M
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た
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ガ
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検
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1 、
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、
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ウ
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率
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直
交

規
格

化
加

重
に

基
づ

く
標

準
化

時
系

列
法

に
よ

る
統

計
誤

差
評

価
 

モ
ン

テ
カ

ル
ロ

法
臨

界
計

算
タ

リ
ー

の
統

計
誤

差
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木

 太
郎

1  （
1.
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）
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元
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均

質
体

系
に
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け
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ン
テ

カ
ル
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誤
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過
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評

価
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山
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夫
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名

大
）

 

2次
元

非
均

質
体

系
に

お
け

る
モ

ン
テ

カ
ル

ロ
法

の
統

計
誤

差
過

小
評

価
の

予
測
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O
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X 
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体
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の
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用

 
*林

 幸
司

1 、
遠

藤
 知

弘
1 、

山
本

 章
夫
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1.

名
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）
 

   全
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会
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    企
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ョ

ン
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委
員

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
広

報
情

報
委

員
会

原
子

力
学

会
と

し
て

の
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報
発

信
の

あ
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座
長

：
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子
（
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O
）

 9
月

8日
(木

) 1
3:
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～
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H

会
場

 

活
動

の
概

要
報

告
と

規
程

の
見

直
し

に
つ

い
て

 
*高

田
 孝

1  （
1.

JA
EA

）
 

ポ
ジ

シ
ョ

ン
・

ス
テ

ー
ト

メ
ン

ト
の
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状

と
今

後
の

方
向
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本
 隆

一
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）
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の
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解
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夫
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）

 9
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45
～
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H
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場

 

時
間
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存

中
性

子
拡

散
方

程
式

の
時

間
大

域
解

の
存

在
と

一
意

性
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本
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紀

1 、
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本
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弘
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1.
ト

ラ
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ス
ニ

ュ
ー
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リ

ア
、
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京

大
）

 

原
子

炉
動

特
性

方
程

式
の

効
率

的
な

数
値

解
法

 
*田

原
 義

壽
1 、

亀
山

 高
範

1  （
1.

東
海

大
）
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w
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in
te
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 m
od
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m

a2 , T
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u 
O
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2  （
1.

To
ky

o 
Te

ch
, 2

.T
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yo
 T

ec
h）

 

放
射

線
分

解
ガ

ス
ボ

イ
ド

に
よ

っ
て

揺
ら

ぐ
臨

界
事

故
時

放
出

エ
ネ
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ギ

ー
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均
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動
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炉
を

対
象

と
し

た
迅

速
遠

隔
分

析
技

術
開
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-2

 
3.

マ
イ

ク
ロ

波
LI

BS
特

性
の

雰
囲

気
依

存
性

 
*大

場
 正

規
1 、

赤
岡

 克
昭

1 、
宮

部
 昌

文
1 、

若
井

田
 育

夫
1  （

1.
JA

EA
）

 

過
酷

事
故

炉
を

対
象

と
し

た
迅

速
遠

隔
分

析
技

術
開

発
-2

 
4.

最
小

二
乗

法
を

用
い

た
LI

BS
ス

ペ
ク

ト
ル

の
推

定
 

*赤
岡

 克
昭

1 、
大

場
 正

規
 1 、

宮
部

 昌
文

1 、
若

井
田

 育
夫

1  （
1.

JA
EA

）
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燃
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イ
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と
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40
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2 
核

化
学

，
放

射
化

学
，

分
析

化
学

，
ア

ク
チ

ノ
イ

ド
の

化
学

溶
液

化
学

 
座

長
：

浅
沼

 徳
子

（
東

海
大

）
 9

月
7日

(水
) 1

1:
25

～
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:0
0 

H
会

場
 

濃
厚

塩
化

物
溶

液
中

に
お

け
る

５
価

ネ
プ

ツ
ニ

ウ
ム

の
陽

イ
オ

ン
ー

陽
イ

オ
ン

相
互

作
用

 
*藤

井
 俊

行
1 、

上
原

 章
寛

2 、
芝

原
 雄

司
2  （

1.
阪

大
、

2.
京

大
）

 

海
水

ウ
ラ

ン
回

収
用

キ
レ

ー
ト

吸
着

剤
の
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官
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効

果
に

関
す

る
研

究
 

*鳥
塚

 竜
一

1 、
橋

本
 和

樹
1 、

野
上

 雅
伸
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1.

近
大

）
 

   全
体

会
議
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サ
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第
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7日
(水

) 1
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～
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    企
画

セ
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ョ

ン
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部
会

・
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ッ
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ョ

ン
 | 

再
処

理
・
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ク
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会

核
燃

料
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イ
ク

ル
施
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シ

ビ
ア

ア
ク
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デ
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ト

研
究

ワ
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キ
ン

グ
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）
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) 1
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～

14
:3

0 
H

会
場

 

報
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書
概

要
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明
 

フ
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ズ

2に
お

け
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検
討

の
目

的
 

*村
松

 健
1  （

1.
東

京
都

市
大

）
 

報
告

書
概

要
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明
 

廃
液

の
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騰
乾

固
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田
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雄
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）
 

報
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概
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明
 

セ
ル

内
で
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機
溶
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*阿
部

 仁
1  （
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）

 

報
告
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概
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明
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事
故
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一
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の
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発
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宏
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般
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ッ

シ
ョ

ン
 | 
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. 核

燃
料

サ
イ

ク
ル

と
材

料
 | 

40
4-

3 
燃

料
再

処
理

ア
ク
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ニ

ド
分

離
・

回
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座
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中
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）

 9
月

7日
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) 1
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H

会
場

 

ウ
ラ

ン
選

択
性

沈
殿

剤
を

用
い

た
ト

リ
ウ

ム
燃

料
簡

易
再

処
理

技
術

基
盤

研
究

 
(1

)ピ
ロ

リ
ド

ン
系

沈
殿

剤
の

分
子

設
計

 
*鷹

尾
 康

一
朗

1 、
風

間
 裕

行
1  （

1.
東

工
大

）
 

硝
酸

水
溶

液
系

で
の
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)選
択

的
分

離
用

環
状

モ
ノ

ア
ミ

ド
の

抽
出

挙
動

 
*植

本
 裕

貴
1 、

牧
野

 友
佳

1 、
松

本
 浩

一
1 、

野
上

 雅
伸

1 、
原

田
 雅

幸
2 、

池
田

 泰
久

2  （
1.

近
大

、
2.

東
工

大
）
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Sに

よ
る

核
変

換
サ

イ
ク

ル
の

確
立

を
目

指
し

た
M

A分
離

プ
ロ

セ
ス

の
開

発
 

(8
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RE

相
互

分
離
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た

め
の

新
規

抽
出

剤
の

検
討
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木
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哉
1 、
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々

木
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二
1 、

津
幡

 靖
宏

1 、
柴

田
 光

敦
1 、

黒
澤
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也

1 、
川

崎
 倫

弘
1 、

佐
川

 浩
1 、

松
村

 達
郎

1  （
1.
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EA

）
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3 
燃

料
再
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理
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）
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) 1
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を
用
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た
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ー
シ
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の
設

定
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林

 和
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工

藤
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1 、
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藤
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彦

1 、
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田
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仁
1 、
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部

 智
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ロ
セ
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シ

ン
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抽
出
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ー
シ
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型
遠
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抽

出
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藤
 淳

也
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倉
林
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啓

1 、
柳

橋
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藤
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彦
1 、

藤
本

 郁
夫
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）

 

遠
心

抽
出

器
の
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ジ
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に
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)ス
ラ
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ジ
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に
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価
 

*坂
本
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一
1 、
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内
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松

浦
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信
2 、

坂
本

 幸
生

2 、
関
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力
エ

ン
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遠
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出
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に

よ
る

TD
dD
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多
段

抽
出

／
逆

抽
出

試
験
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部
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1 、
藤

咲
 和

彦
2 、
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本
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志

1 、
佐

野
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一
1 、

竹
内
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行

1 、
鈴

木
 英

哉
1 、

津
幡

 靖
宏

1 、
松

村
 達

郎
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1.
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、

2.
ア

セ
ン

ド
）
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燃
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福
島

特
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組
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体

計
画
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1 、
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場
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配
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挙
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に
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す
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究
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水

深
プ

ー
ル

中
へ

の
融

体
流
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試

験
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 悠
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1 、
神
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司
1 、

松
場

 賢
一

1 、
磯

崎
 三

喜
男

1 、
鈴

木
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1 、
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村
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1  （

1.
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）

 

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
高

速
炉

の
炉

心
崩

壊
事

故
時

に
お

け
る

溶
融

炉
心

物
質

の
再

配
置

挙
動

に
関

す
る

研
究

 
(3

)密
度

の
大

き
な

噴
流

挙
動

へ
の

M
PS

法
の

適
用

 
*此

村
 守

1 、
神

山
 健

司
2  （

1.
福

井
大

、
2.

JA
EA

）
 

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
高

速
炉

の
炉

心
崩

壊
事

故
時

に
お

け
る

損
傷

炉
心

物
質

の
冷

却
性

評
価

手
法

整
備

 
重

要
現

象
に

関
す

る
検

討
 

*青
柳

 光
裕

1 、
神
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1 、
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1 、

松
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原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施
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・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

高
速

炉
の

安
全

評
価

2 
座

長
：

西
村
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（
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中

研
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ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
高

速
炉

に
お

け
る

格
納

容
器

破
損

防
止

対
策

の
有

効
性

評
価

技
術

の
開

発
 

(1
3)

N
a-

コ
ン

ク
リ

ー
ト

反
応

過
程

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
 

*河
口

 宗
道

1 、
宮

原
 信

哉
1 、

宇
埜

 正
美
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、
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福
井

大
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ナ
ト

リ
ウ

ム
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却
高

速
炉

に
お

け
る

燃
料

集
合

体
仮

想
的

入
口

瞬
時

完
全

閉
塞

事
象

の
評

価
 

*深
野

 義
隆

1  （
1.

JA
EA

）
 

損
傷

炉
心

プ
ー

ル
の

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

挙
動

に
関

す
る

基
礎

的
研

究
 

運
動

特
性

が
反

応
度

印
加

に
与

え
る

影
響

(そ
の

2)
 

*渕
田

 翔
1 、

江
村

 優
軌

1 、
松

元
 達

也
1 、

守
田

 幸
路

1 、
帶

刀
 勲
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1.

九
大

）
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メ
ソ

ス
ケ

ー
ル

大
気

拡
散

数
値

モ
デ

ル
を

用
い

た
原

子
力

施
設

周
辺

の
大

気
拡

散
特

性
解

析
 

*十
文

字
 倫

大
1 、

山
澤

 弘
実

1 、
森

泉
 純

1 、
平

尾
 茂

一
1,

3 、
山

崎
 直

2 、
松

井
 計

雄
2  （

1.
名

大
、

2.
中

部
電

力
、

3.
福

島
大
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N
aI

波
高

分
布

を
用

い
た

地
面

上
核

種
濃

度
評

価
に

対
す

る
土

壌
中

浸
透

の
影

響
評

価
 

*齊
藤

 杏
介

1 、
奥

 安
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夢
1 、

山
澤
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井
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土
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に
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被
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す
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内
部

被
ば

く
臓

器
Ｓ

値
評

価
コ

ー
ド

の
開

発
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名

瀬
 栄

1  （
1.
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フ

サ
イ

ト
に

お
け
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業
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関
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の
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量
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価
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デ
ル

の
検
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第
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発
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所
事

故
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の
防
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務
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係
者

の
活

動
内

容
と
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ば

く
に

寄
与

す
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核
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の
検

討
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村
 仁
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像
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広

1  （
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コ
ー

カ
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イ
ド

の
体
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を
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準

と
し

た
内

部
被

ば
く

線
量
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数

の
日
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人

へ
の
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用

に
関

す
る

検
討
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辺
 健

太
郎

1 、
佐

藤
 薫

1 、
高

橋
 史

明
1  （

1.
JA

EA
）

 

福
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原
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微
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的
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ノ
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子
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互
作

用
 

*宇
都

宮
 聡

1 、
正

木
 翔

太
1 、

中
野

 友
里

子
1 、

市
吉

 健
太

1 、
大

貫
 敏

彦
2 、
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 M
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九
大
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東
工
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バ

ー
ジ

ニ
ア

工
科

大
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究
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機
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吸

着
に

よ
る

ナ
ノ
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の
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機

構
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炉
物

理
，

核
デ

ー
タ

の
利

用
，

臨
界

安
全

臨
界

管
理
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座

長
：

西
山

 潤
（

東
工

大
）
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月

8日
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) 1
5:
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～
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燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(1
9)

臨
界

管
理

方
針

 
*中

野
 誠

1,
2 、

原
田

 康
弘

1,
2 、

林
 大

和
1,

3 、
丸

山
 博

見
1,

4  （
1.

IR
ID

、
2.

M
H

I、
3.

東
芝

、
4.

日
立

G
E）

 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
0)

炉
心

管
理

コ
ー

ド
に

よ
る

O
EC

D/
N

EA
燃

焼
計

算
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
"P

ha
se

Ⅲ
-C

"評
価

 
*吉

井
 貴

1 、
三

木
 陽

介
1 、

原
田

 康
弘

2,
3 、

馬
野

 琢
也

2,
4 、

石
井

 一
弥

2,
5 、

須
山

 賢
也

2,
6  （

1.
テ

プ
シ

ス
、

2.
IR

ID
、

3.
M

H
I、

4.
東

芝
、

5.
日

立
G

E、
6.

JA
EA

）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
1)

炉
心

部
水

張
り

時
の

臨
界

挙
動

評
価

 
*林

 大
和

1,
2 、

馬
野

 琢
也

1,
2 、

武
内

 豊
1,

2 、
中

野
 誠

1,
3 、

竹
生

 論
司

1,
4  （

1.
IR

ID
、

2.
東

芝
、

3.
M

H
I、

4.
日

立
G

E）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
2)

炉
雑

音
法

と
ペ

リ
オ

ド
法

に
よ

る
臨

界
近

接
検

知
 

*菊
池

 茂
人

1,
2 、

和
田

 怜
志

1,
2 、

林
 大

和
1,

2  （
1.

IR
ID

、
2.

東
芝

）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
3)

仮
想

中
性

子
捕

獲
法

を
用

い
た

臨
界

検
知

 
*光

安
 岳

1,
2 、

日
野

 哲
士

1,
2 、

丸
山

 博
見

1,
2  （

1.
IR

ID
、

2.
日

立
G

E）
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炉
物

理
，

核
デ

ー
タ

の
利

用
，

臨
界

安
全

臨
界

管
理

2 
座

長
：

遠
藤

 知
弘

（
名

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
7:
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～
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:3

0 
H

会
場

 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
4)

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

1号
機

PC
Vガ

ス
管

理
シ

ス
テ

ム
測

定
値

を
用

い
た

中
性

子
源

増
倍

係
数

の
推

定
 

*丸
山

 博
見

1 、
竹

生
 諭

司
1 、

鳥
谷

部
 祐

1 、
福

島
 浩

1 、
松

本
 英

朗
2  （

1.
IR

ID
（

日
立

G
E)

、
2.

東
電

H
D）

 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
5)

非
溶

解
性

中
性

子
吸

収
材

の
耐

ガ
ン

マ
線

照
射

性
能

評
価

 
*石

橋
 良

1,
2 、

藤
田

 敏
之

1,
3 、

石
井

 一
弥

1,
2 、

原
田

 康
弘

1,
4  （

1.
IR

ID
、

2.
日

立
G

E、
3.

東
芝

、
4.

M
H

I）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
6)

非
溶

解
性

中
性

子
吸

収
材

の
適

用
工

法
検

討
に

係
る

施
工

性
能

試
験

 
*進

藤
 雄

太
1,

2 、
石

渡
 裕

1,
2 、

林
 大

和
1,

2 、
石

橋
 良

1,
3  （

1.
IR

ID
、

2.
東

芝
、

3.
日

立
G

E）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
7)

溶
解

性
中

性
子

吸
収

材
の

適
用

性
 

*原
田

 康
弘

1,
2 、

中
野

 誠
1,

2 、
上

川
 暢

介
1,

2 、
志

水
 雄

一
1,

2  （
1.

IR
ID

、
2.

M
H

I）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
8)

露
出

時
の

燃
料

棒
温

度
挙

動
の

解
析

 
*武

内
 豊

1,
2 、

吉
田

 大
志

1,
2 、

林
 大

和
1,

2  （
1.

IR
ID

、
2.

東
芝

）
 

  

[3
H

01
-0

5]

[3
H

01
]

[3
H

02
]

[3
H

03
]

[3
H

04
]

[3
H

05
]

[3
H

06
-0

9]

[3
H

06
]

[3
H

07
]

[3
H

08
]

[3
H

09
]
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20
16

年
9月

9日
(金

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
6-

1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

再
処

理
施

設
の

リ
ス

ク
評

価
2 

座
長

：
高

梨
 光

博
（

規
制

庁
）

 9
月

9日
(金

) 9
:3

0～
10

:5
0 

H
会

場
 

再
処

理
工

場
に

お
け

る
放

射
線

分
解

に
よ

る
水

素
爆

発
発

生
時

の
燃

焼
挙

動
の

調
査

 
(4

)小
型

環
状

槽
の

爆
発

試
験

 
*小

林
 卓

志
1 、

三
上

 剛
史

1 、
境

原
 基

浩
1 、

兼
平

 修
1 、

玉
内

 義
一

2 、
中

野
 正

直
2 、

坂
上

 直
哉

2 、
大

竹
 弘

平
2 、

工
藤

 達
矢

2 、
荒

井
 宣

之
2  （

1.
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

、
2.

日
本

原
燃

）
 

再
処

理
工

場
に

お
け

る
放

射
線

分
解

に
よ

る
水

素
爆

発
発

生
時

の
燃

焼
挙

動
の

調
査

 
(5

)小
型

環
状

槽
の

燃
焼

解
析

、
構

造
解

析
 

*戴
 文

斌
1 、

平
島

 好
規

1 、
境

原
 基

浩
1 、

兼
平

 修
1 、

玉
内

 義
一

2 、
中

野
 正

直
2 、

坂
上

 直
哉

2 、
大

竹
 弘

平
2 、

工
藤

 達
矢

2 、
荒

井

宣
之

2  （
1.

三
菱

マ
テ

リ
ア

ル
、

2.
日

本
原

燃
）

 

再
処

理
工

場
に

お
け

る
放

射
線

分
解

に
よ

る
水

素
爆

発
発

生
時

の
燃

焼
挙

動
の

調
査

 
(6

)小
型

板
状

槽
の

爆
発

試
験

 
*三

上
 剛

史
1 、

小
林

 卓
志

1 、
境

原
 基

浩
1 、

兼
平

 修
1 、

玉
内

 義
一

2 、
中

野
 正

直
2 、

坂
上

 直
哉

2 、
大

竹
 弘

平
2 、

工
藤

 達
矢

2 、
荒

井
 宣

之
2  （

1.
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

、
2.

日
本

原
燃

）
 

再
処

理
工

場
に

お
け

る
放

射
線

分
解

に
よ

る
水

素
爆

発
発

生
時

の
燃

焼
挙

動
の

調
査

 
(7

)小
型

板
状

槽
の

燃
焼

解
析

、
構

造
解

析
 

*平
島

 好
規

1 、
戴

 文
斌

1 、
境

原
 基

浩
1 、

兼
平

 修
1 、

玉
内

 義
一

2 、
中

野
 正

直
2 、

坂
上

 直
哉

2 、
大

竹
 弘

平
2 、

工
藤

 達
矢

2 、
荒

井

宣
之

2  （
1.

三
菱

マ
テ

リ
ア

ル
、

2.
日

本
原

燃
）

 

再
処

理
工

場
に

お
け

る
放

射
線

分
解

に
よ

る
水

素
爆

発
発

生
時

の
燃

焼
挙

動
の

調
査

 
(8

)小
型

容
器

の
試

験
と

解
析

の
比

較
 

*玉
内

 義
一

1 、
中

野
 正

直
1 、

坂
上

 直
哉

1 、
大

竹
 弘

平
1 、

工
藤

 達
矢

1 、
荒

井
 宣

之
1 、

戴
 文

斌
2 、

境
原

 基
浩

2 、
兼

平
 修

2  （
1.

日

本
原

燃
、

2.
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

試
験

装
置

・
技

術
開

発
 

座
長

：
神

山
 健

司
（

JA
EA

）
 9

月
9日

(金
) 1

0:
50

～
12

:0
0 

H
会

場
 

軽
水

炉
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

挙
動

模
擬

の
た

め
の

プ
ラ

ズ
マ

加
熱

試
験

技
術

の
開

発
 

(1
)目

的
と

H
25

年
度

の
成

果
 

*佐
藤

 一
憲

1 、
阿

部
 雄

太
1 、

中
桐

 俊
男

1 、
永

江
 勇

二
1 、

石
見

 明
洋

1  （
1.

JA
EA

）
 

軽
水

炉
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

挙
動

模
擬

の
た

め
の

プ
ラ

ズ
マ

加
熱

試
験

技
術

の
開

発
 

(2
)H

27
年

度
の

成
果

と
ま

と
め

 
*阿

部
 雄

太
1 、

佐
藤

 一
憲

1 、
中

桐
 俊

男
1 、

永
江

 勇
二

1 、
石

見
 明

洋
1  （

1.
JA

EA
　

）
 

レ
ー

ザ
ー

誘
起

表
面

波
を

用
い

た
粘

性
係

数
及

び
表

面
張

力
測

定
装

置
の

開
発

 
溶

融
燃

料
の

物
性

評
価

に
向

け
て

 
*黒

岩
 真

成
1 、

出
光

 一
哉

1 、
稲

垣
 八

穂
広

1 、
有

馬
 立

身
1  （

1.
九

大
）

 

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
時

燃
料

棒
・

制
御

棒
の

破
損

・
溶

融
試

験
装

置
の

開
発

 
(2

)高
温

水
蒸

気
雰

囲
気

に
お

け
る

燃
料

バ
ン

ド
ル

試
験

体
の

破
損

・
溶

融
試

験
 

*中
村

 勤
也

1 、
尾

形
 孝

成
1 、

榑
松

 繁
2 、

木
戸

 俊
哉

2 、
倉

田
 正

輝
3  （

1.
電

中
研

、
2.

N
DC

、
3.

JA
EA

）
 

  

―
　
32

　
―



[P
L3

H
]

[P
L3

H
01

]

[P
L3

H
02

]

[P
L3

H
03

]

[3
H

10
-1

3]

[3
H

10
]

[3
H

11
]

[3
H

12
]

[3
H

13
]

[3
H

14
-1

7]

[3
H

14
]

[3
H

15
]

[3
H

16
]

[3
H

17
]
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 企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

委
員

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
福

島
特

別
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

福
島

特
別

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

か
ら

の
見

解
 

座
長

：
田

中
 治

邦
（

日
本

原
燃

）
 9

月
9日

(金
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

H
会

場
 

福
島

特
別

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

 
*藤

田
 玲

子
1  （

1.
JS

T）
 

原
子

力
事

故
に

よ
る

風
評

と
闘

う
福

島
の

農
業

の
今

・
そ

し
て

未
来

 
*菅

野
 孝

志
1  （

1.
JA

ふ
く

し
ま

未
来

）
 

福
島

特
別

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

か
ら

の
見

解
 

*飯
本

 武
志

1  （
1.

東
大

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

高
速

炉
の

安
全

評
価

1 
座

長
：

深
野

 義
隆

（
JA

EA
）

 9
月

9日
(金

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
H

会
場

 

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
高

速
炉

の
炉

心
崩

壊
事

故
時

に
お

け
る

溶
融

炉
心

物
質

の
再

配
置

挙
動

に
関

す
る

研
究

 
(1

)全
体

計
画

 
*神

山
 健

司
1 、

松
場

 賢
一

1 、
磯

﨑
 三

喜
男

1 、
今

泉
 悠

也
1 、

鈴
木

 徹
1 、

江
村

 優
軌

1  （
1.

JA
EA

）
 

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
高

速
炉

の
炉

心
崩

壊
事

故
時

に
お

け
る

溶
融

炉
心

物
質

の
再

配
置

挙
動

に
関

す
る

研
究

 
(2

)低
水

深
プ

ー
ル

中
へ

の
融

体
流

出
試

験
 

*今
泉

 悠
也

1 、
神

山
 健

司
1 、

松
場

 賢
一

1 、
磯

崎
 三

喜
男

1 、
鈴

木
 徹

1 、
江

村
 優

軌
1  （

1.
JA

EA
）

 

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
高

速
炉

の
炉

心
崩

壊
事

故
時

に
お

け
る

溶
融

炉
心

物
質

の
再

配
置

挙
動

に
関

す
る

研
究

 
(3

)密
度

の
大

き
な

噴
流

挙
動

へ
の

M
PS

法
の

適
用

 
*此

村
 守

1 、
神

山
 健

司
2  （

1.
福

井
大

、
2.

JA
EA

）
 

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
高

速
炉

の
炉

心
崩

壊
事

故
時

に
お

け
る

損
傷

炉
心

物
質

の
冷

却
性

評
価

手
法

整
備

 
重

要
現

象
に

関
す

る
検

討
 

*青
柳

 光
裕

1 、
神

山
 健

司
1 、

鈴
木

 徹
1 、

松
場

 賢
一

1  （
1.

JA
EA

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

高
速

炉
の

安
全

評
価

2 
座

長
：

西
村

 聡
（

電
中

研
）

 9
月

9日
(金

) 1
5:

50
～

16
:5

5 
H

会
場

 

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
高

速
炉

に
お

け
る

格
納

容
器

破
損

防
止

対
策

の
有

効
性

評
価

技
術

の
開

発
 

(1
3)

N
a-

コ
ン

ク
リ

ー
ト

反
応

過
程

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
 

*河
口

 宗
道

1 、
宮

原
 信

哉
1 、

宇
埜

 正
美

2  （
1.

JA
EA

、
2.

福
井

大
）

 

Q
ua

nt
if

ic
at

io
n 

of
 L

os
s-

of
-R

ea
ct

or
-L

ev
el

 A
cc

id
en

t 
of

 S
od

iu
m

-C
oo

le
d 

Fa
st

 R
ea

ct
or

 w
it

h
Co

nt
in

uo
us

 M
ar

ko
v 

Ch
ai

n 
an

d 
M

on
te

 C
ar

lo
 M

et
ho

d 
*Y

e 
YI

1 , S
un

gh
yo

n 
Ja

ng
1 , A

ki
ra

 Y
am

ag
uc

hi
1  （

1.
Un

iv
. o

f 
To

ky
o）

 

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
高

速
炉

に
お

け
る

燃
料

集
合

体
仮

想
的

入
口

瞬
時

完
全

閉
塞

事
象

の
評

価
 

*深
野

 義
隆

1  （
1.

JA
EA

）
 

損
傷

炉
心

プ
ー

ル
の

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

挙
動

に
関

す
る

基
礎

的
研

究
 

運
動

特
性

が
反

応
度

印
加

に
与

え
る

影
響

(そ
の

2)
 

*渕
田

 翔
1 、

江
村

 優
軌

1 、
松

元
 達

也
1 、

守
田

 幸
路

1 、
帶

刀
 勲

1  （
1.

九
大

）
 

  

[1
I0

1-
04

]

[1
I0

1]

[1
I0

2]

[1
I0

3]

[1
I0

4]

[1
I0

5-
08

]

[1
I0

5]

[1
I0

6]

[1
I0

7]

[1
I0

8]

[1
I0

9-
12

]

[1
I0

9]

[1
I1

0]

[1
I1

1]
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20
16

年
9月

7日
(水

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

環
境

安
全

評
価

 
座

長
：

斎
藤

 公
明

（
JA

EA
）

 9
月

7日
(水

) 1
4:

45
～

15
:5

5 
I会

場
 

メ
ソ

ス
ケ

ー
ル

大
気

拡
散

数
値

モ
デ

ル
を

用
い

た
原

子
力

施
設

周
辺

の
大

気
拡

散
特

性
解

析
 

*十
文

字
 倫

大
1 、

山
澤

 弘
実

1 、
森

泉
 純

1 、
平

尾
 茂

一
1,

3 、
山

崎
 直

2 、
松

井
 計

雄
2  （

1.
名

大
、

2.
中

部
電

力
、

3.
福

島
大

）
 

N
aI

波
高

分
布

を
用

い
た

地
面

上
核

種
濃

度
評

価
に

対
す

る
土

壌
中

浸
透

の
影

響
評

価
 

*齊
藤

 杏
介

1 、
奥

 安
人

夢
1 、

山
澤

 弘
実

1 、
森

泉
 純

1 、
山

崎
 直

2 、
松

井
 計

雄
2  （

1.
名

大
、

2.
中

部
電

力
）

 

土
壌

に
分

布
し

た
放

射
性

セ
シ

ウ
ム

に
よ

る
外

部
被

ば
く

に
対

す
る

個
人

線
量

当
量

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
研

究
 

*佐
藤

 大
樹

1 、
古

田
 琢

哉
1 、

高
橋

 史
明

1 、
Le

e 
Ch

oo
ns

ik
2 、

Bo
lc

h 
W

es
le

y3  （
1.

JA
EA

、
2.

米
国

国
立

癌
研

、
3.

フ
ロ

リ
ダ

大
）

 

O
IL

に
基

づ
く

被
ば

く
線

量
評

価
の

検
討

 
(3

)飲
食

物
摂

取
量

の
O

IL
6被

ば
く

線
量

へ
の

影
響

 
*吉

田
 至

孝
1  （

1.
IN

SS
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

線
量

評
価

 
座

長
：

吉
田

 至
孝

（
IN

SS
）

 9
月

7日
(水

) 1
5:

55
～

17
:0

5 
I会

場
 

内
部

被
ば

く
臓

器
Ｓ

値
評

価
コ

ー
ド

の
開

発
 

*木
名

瀬
 栄

1  （
1.

JA
EA

）
 

オ
フ

サ
イ

ト
に

お
け

る
防

災
業

務
関

係
者

の
線

量
評

価
モ

デ
ル

の
検

討
 

(1
)福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
事

故
時

の
防

災
業

務
関

係
者

の
活

動
内

容
と

被
ば

く
に

寄
与

す
る

核
種

の
検

討
 

*嶋
田

 和
真

1 、
廣

内
 淳

1 、
木

村
 仁

宣
1 、

宗
像

 雅
広

1  （
1.

JA
EA

）
 

コ
ー

カ
ソ

イ
ド

の
体

格
を

基
準

と
し

た
内

部
被

ば
く

線
量

係
数

の
日

本
人

へ
の

適
用

に
関

す
る

検
討

 
*真

辺
 健

太
郎

1 、
佐

藤
 薫

1 、
高

橋
 史

明
1  （

1.
JA

EA
）

 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

敷
地

内
で

の
汚

染
が

れ
き

の
限

定
再

利
用

可
能

な
放

射
性

セ
シ

ウ
ム

濃
度

の
試

算
 

*三
輪

 一
爾

1 、
島

田
 太

郎
1 、

高
井

 静
霞

1 、
鍋

倉
 修

英
1 、

武
田

 聖
司

1  （
1.

JA
EA

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

VI
. 保

健
物

理
と

環
境

科
学

生
物

影
響

 
座

長
：

柴
田

 敏
宏

（
環

境
研

）
 9

月
7日

(水
) 1

7:
05

～
18

:1
5 

I会
場

 

福
島

表
層

環
境

に
存

在
す

る
高

濃
度

セ
シ

ウ
ム

含
有

微
粒

子
の

原
子

ス
ケ

ー
ル

特
性

と
そ

の
環

境
動

態
 

*古
木

 元
気

1 、
井

元
 純

平
1 、

落
合

 朝
須

美
1 、

山
崎

 信
哉

2 、
難

波
 謙

二
3 、

大
貫

 敏
彦

4 、
G

ra
m

bo
w

 B
er

nd
5 、

Ew
in

g 
Ro

dn
ey

6

、
宇

都
宮

 聡
1  （

1.
九

大
、

2.
筑

波
大

、
3.

福
島

大
、

4.
東

工
大

、
5.

SU
BA

TE
CH

, t
he

 U
ni

v.
 a

nd
 E

co
le

 d
es

 M
in

es
 o

f 
N

an
te

s

an
d 

CN
RS

、
6.

St
an

fo
rd

 U
ni

v.
）

 

放
射

性
核

種
移

行
挙

動
に

対
す

る
微

生
物

影
響

因
子

の
分

子
科

学
的

研
究

 
(1

)地
圏

微
生

物
ー

環
境

ナ
ノ

粒
子

間
相

互
作

用
 

*宇
都

宮
 聡

1 、
正

木
 翔

太
1 、

中
野

 友
里

子
1 、

市
吉

 健
太

1 、
大

貫
 敏

彦
2 、

 H
oc

he
lla

 M
ic

ha
el

3  （
1.

九
大

、
2.

東
工

大
、

3.
バ

ー
ジ

ニ
ア

工
科

大
）

 

放
射

性
核

種
移

行
挙

動
に

対
す

る
微

生
物

影
響

因
子

の
分

子
科

学
的

研
究

 
(2

)有
機

分
子

の
吸

着
に

よ
る

ナ
ノ

粒
子

の
凝

集
機

構
へ

の
影

響
評

価
 

*中
野

 友
里

子
1 、

宇
都

宮
 聡

1  （
1.

九
大

）
 

[2
H

14
-1

8]

[2
H

14
]

[2
H

15
]

[2
H

16
]

[2
H

17
]

[2
H

18
]

[2
H

19
-2

3]

[2
H

19
]

[2
H

20
]

[2
H

21
]

[2
H

22
]

[2
H

23
]
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1-
1 

炉
物

理
，

核
デ

ー
タ

の
利

用
，

臨
界

安
全

臨
界

管
理

1 
座

長
：

西
山

 潤
（

東
工

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
5:

50
～

17
:1

0 
H

会
場

 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(1
9)

臨
界

管
理

方
針

 
*中

野
 誠

1,
2 、

原
田

 康
弘

1,
2 、

林
 大

和
1,

3 、
丸

山
 博

見
1,

4  （
1.

IR
ID

、
2.

M
H

I、
3.

東
芝

、
4.

日
立

G
E）

 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
0)

炉
心

管
理

コ
ー

ド
に

よ
る

O
EC

D/
N

EA
燃

焼
計

算
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
"P

ha
se

Ⅲ
-C

"評
価

 
*吉

井
 貴

1 、
三

木
 陽

介
1 、

原
田

 康
弘

2,
3 、

馬
野

 琢
也

2,
4 、

石
井

 一
弥

2,
5 、

須
山

 賢
也

2,
6  （

1.
テ

プ
シ

ス
、

2.
IR

ID
、

3.
M

H
I、

4.
東

芝
、

5.
日

立
G

E、
6.

JA
EA

）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
1)

炉
心

部
水

張
り

時
の

臨
界

挙
動

評
価

 
*林

 大
和

1,
2 、

馬
野

 琢
也

1,
2 、

武
内

 豊
1,

2 、
中

野
 誠

1,
3 、

竹
生

 論
司

1,
4  （

1.
IR

ID
、

2.
東

芝
、

3.
M

H
I、

4.
日

立
G

E）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
2)

炉
雑

音
法

と
ペ

リ
オ

ド
法

に
よ

る
臨

界
近

接
検

知
 

*菊
池

 茂
人

1,
2 、

和
田

 怜
志

1,
2 、

林
 大

和
1,

2  （
1.

IR
ID

、
2.

東
芝

）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
3)

仮
想

中
性

子
捕

獲
法

を
用

い
た

臨
界

検
知

 
*光

安
 岳

1,
2 、

日
野

 哲
士

1,
2 、

丸
山

 博
見

1,
2  （

1.
IR

ID
、

2.
日

立
G

E）
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般

セ
ッ

シ
ョ

ン
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1-
1 

炉
物

理
，

核
デ

ー
タ

の
利

用
，

臨
界

安
全

臨
界

管
理

2 
座

長
：

遠
藤

 知
弘

（
名

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
7:

10
～

18
:3

0 
H

会
場

 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
4)

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

1号
機

PC
Vガ

ス
管

理
シ

ス
テ

ム
測

定
値

を
用

い
た

中
性

子
源

増
倍

係
数

の
推

定
 

*丸
山

 博
見

1 、
竹

生
 諭

司
1 、

鳥
谷

部
 祐

1 、
福

島
 浩

1 、
松

本
 英

朗
2  （

1.
IR

ID
（

日
立

G
E)

、
2.

東
電

H
D）

 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
5)

非
溶

解
性

中
性

子
吸

収
材

の
耐

ガ
ン

マ
線

照
射

性
能

評
価

 
*石

橋
 良

1,
2 、

藤
田

 敏
之

1,
3 、

石
井

 一
弥

1,
2 、

原
田

 康
弘

1,
4  （

1.
IR

ID
、

2.
日

立
G

E、
3.

東
芝

、
4.

M
H

I）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
6)

非
溶

解
性

中
性

子
吸

収
材

の
適

用
工

法
検

討
に

係
る

施
工

性
能

試
験

 
*進

藤
 雄

太
1,

2 、
石

渡
 裕

1,
2 、

林
 大

和
1,

2 、
石

橋
 良

1,
3  （

1.
IR

ID
、

2.
東

芝
、

3.
日

立
G

E）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
7)

溶
解

性
中

性
子

吸
収

材
の

適
用

性
 

*原
田

 康
弘

1,
2 、

中
野

 誠
1,

2 、
上

川
 暢

介
1,

2 、
志

水
 雄

一
1,

2  （
1.

IR
ID

、
2.

M
H

I）
 

燃
料

デ
ブ

リ
の

臨
界

管
理

技
術

の
開

発
 

(2
8)

露
出

時
の

燃
料

棒
温

度
挙

動
の

解
析

 
*武

内
 豊

1,
2 、

吉
田

 大
志

1,
2 、

林
 大

和
1,

2  （
1.

IR
ID

、
2.

東
芝

）
 

  

[3
H

01
-0

5]

[3
H

01
]

[3
H

02
]

[3
H

03
]

[3
H

04
]

[3
H

05
]

[3
H

06
-0

9]

[3
H

06
]

[3
H

07
]

[3
H

08
]

[3
H

09
]

- 
42

 -

20
16

年
9月
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1 
原

子
力

安
全

工
学

（
原

子
力

施
設

・
設

備
，

PS
Aを

含
む

）

再
処

理
施

設
の

リ
ス

ク
評

価
2 

座
長

：
高

梨
 光

博
（

規
制

庁
）

 9
月

9日
(金

) 9
:3

0～
10

:5
0 

H
会

場
 

再
処

理
工

場
に

お
け

る
放

射
線

分
解

に
よ

る
水

素
爆

発
発

生
時

の
燃

焼
挙

動
の

調
査

 
(4

)小
型

環
状

槽
の

爆
発

試
験

 
*小

林
 卓

志
1 、

三
上

 剛
史

1 、
境

原
 基

浩
1 、

兼
平

 修
1 、

玉
内

 義
一

2 、
中

野
 正

直
2 、

坂
上

 直
哉

2 、
大

竹
 弘

平
2 、

工
藤

 達
矢

2 、
荒

井
 宣

之
2  （

1.
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

、
2.

日
本

原
燃

）
 

再
処

理
工

場
に

お
け

る
放

射
線

分
解

に
よ

る
水

素
爆

発
発

生
時

の
燃

焼
挙

動
の

調
査

 
(5

)小
型

環
状

槽
の

燃
焼

解
析

、
構

造
解

析
 

*戴
 文

斌
1 、

平
島

 好
規

1 、
境

原
 基

浩
1 、

兼
平

 修
1 、

玉
内

 義
一

2 、
中

野
 正

直
2 、

坂
上

 直
哉

2 、
大

竹
 弘

平
2 、

工
藤

 達
矢

2 、
荒

井

宣
之

2  （
1.

三
菱

マ
テ

リ
ア

ル
、

2.
日

本
原

燃
）

 

再
処

理
工

場
に

お
け

る
放

射
線

分
解

に
よ

る
水

素
爆

発
発

生
時

の
燃

焼
挙

動
の

調
査

 
(6

)小
型

板
状

槽
の

爆
発

試
験

 
*三

上
 剛

史
1 、

小
林

 卓
志

1 、
境

原
 基

浩
1 、

兼
平

 修
1 、

玉
内

 義
一

2 、
中

野
 正

直
2 、

坂
上

 直
哉

2 、
大

竹
 弘

平
2 、

工
藤

 達
矢

2 、
荒

井
 宣

之
2  （

1.
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

、
2.

日
本

原
燃

）
 

再
処

理
工

場
に

お
け

る
放

射
線

分
解

に
よ

る
水

素
爆

発
発

生
時

の
燃

焼
挙

動
の

調
査

 
(7

)小
型

板
状

槽
の

燃
焼

解
析

、
構

造
解

析
 

*平
島

 好
規

1 、
戴

 文
斌

1 、
境

原
 基

浩
1 、

兼
平

 修
1 、

玉
内

 義
一

2 、
中

野
 正

直
2 、

坂
上

 直
哉

2 、
大

竹
 弘

平
2 、

工
藤

 達
矢

2 、
荒

井

宣
之

2  （
1.

三
菱

マ
テ

リ
ア

ル
、

2.
日

本
原

燃
）

 

再
処

理
工

場
に

お
け

る
放

射
線

分
解

に
よ

る
水

素
爆

発
発

生
時

の
燃

焼
挙

動
の

調
査

 
(8

)小
型

容
器

の
試

験
と

解
析

の
比

較
 

*玉
内

 義
一

1 、
中

野
 正

直
1 、

坂
上

 直
哉

1 、
大

竹
 弘

平
1 、

工
藤

 達
矢

1 、
荒

井
 宣

之
1 、

戴
 文

斌
2 、

境
原

 基
浩

2 、
兼

平
 修

2  （
1.

日

本
原

燃
、

2.
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

）
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6-
1 

原
子

力
安

全
工

学
（

原
子

力
施

設
・

設
備

，
PS

Aを
含

む
）

試
験

装
置

・
技

術
開

発
 

座
長

：
神

山
 健

司
（

JA
EA

）
 9

月
9日

(金
) 1

0:
50

～
12

:0
0 

H
会

場
 

軽
水

炉
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

挙
動

模
擬

の
た

め
の

プ
ラ

ズ
マ

加
熱

試
験

技
術

の
開

発
 

(1
)目

的
と

H
25

年
度

の
成

果
 

*佐
藤

 一
憲

1 、
阿

部
 雄

太
1 、

中
桐

 俊
男

1 、
永

江
 勇

二
1 、

石
見

 明
洋

1  （
1.

JA
EA

）
 

軽
水

炉
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

挙
動

模
擬

の
た

め
の

プ
ラ

ズ
マ

加
熱

試
験

技
術

の
開

発
 

(2
)H

27
年

度
の

成
果

と
ま

と
め

 
*阿

部
 雄

太
1 、

佐
藤

 一
憲

1 、
中

桐
 俊

男
1 、

永
江

 勇
二

1 、
石

見
 明

洋
1  （

1.
JA

EA
　

）
 

レ
ー

ザ
ー

誘
起

表
面

波
を

用
い

た
粘

性
係

数
及

び
表

面
張

力
測

定
装

置
の

開
発

 
溶

融
燃

料
の

物
性

評
価

に
向

け
て

 
*黒

岩
 真

成
1 、

出
光

 一
哉

1 、
稲

垣
 八

穂
広

1 、
有

馬
 立

身
1  （

1.
九

大
）

 

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
時

燃
料

棒
・

制
御

棒
の

破
損

・
溶

融
試

験
装

置
の

開
発

 
(2

)高
温

水
蒸

気
雰

囲
気

に
お

け
る

燃
料

バ
ン

ド
ル

試
験

体
の

破
損

・
溶

融
試

験
 

*中
村

 勤
也

1 、
尾

形
 孝

成
1 、

榑
松

 繁
2 、

木
戸

 俊
哉

2 、
倉

田
 正

輝
3  （

1.
電

中
研

、
2.

N
DC

、
3.

JA
EA

）
 

  

―
　
32

　
―

―
　
33

　
―



[2
I1

9]

[2
I2

0]

[2
I2

1]

[3
I0

1-
07

]

[3
I0

1]

[3
I0

2]

[3
I0

3]

[3
I0

4]

[3
I0

5]

[3
I0

6]

[3
I0

7]

[3
I0

8-
14

]

[3
I0

8]

[3
I0

9]

- 
47

 -

*荒
 邦

章
1 、

宮
本

 明
2 、

永
井

 正
彦

3 、
栗

田
 晃

一
4  （

1.
JA

EA
、

2.
東

北
大

、
3.

M
H

I、
4.

M
FB

R）
 

ナ
ノ

粒
子

分
散

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

高
速

炉
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(2
3)

反
応

抑
制

効
果

(そ
の

6)
 

*斉
藤

 淳
一

1 、
永

井
 桂

一
1 、

荒
 邦

章
1  （

1.
JA

EA
）

 

ナ
ノ

粒
子

分
散

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

高
速

炉
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(2
4)

反
応

抑
制

効
果

(そ
の

7)
 

*永
井

 桂
一

1 、
斉

藤
 淳

一
1 、

荒
 邦

章
1  （

1.
JA

EA
）

 

ナ
ノ

粒
子

分
散

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

高
速

炉
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(2
5)

理
論

検
討

(8
) 

*畠
山

 望
1 、

三
浦

 隆
治

1 、
鈴

木
 愛

1 、
宮

本
 明

1 、
斉

藤
 淳

一
2 、

荒
 邦

章
2  （

1.
東

北
大

、
2.

JA
EA

）
 

  20
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年
9月

9日
(金

)
 一

般
セ

ッ
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ョ
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分

裂
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学
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2-

1 
新

型
炉

シ
ス

テ
ム

も
ん

じ
ゅ

プ
ラ

ン
ト

デ
ー

タ
及

び
次

世
代

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
炉

 
座

長
：

出
町

 和
之

（
東

大
）

 9
月

9日
(金

) 1
0:

00
～

11
:5

5 
I会

場
 

20
年

間
の

も
ん

じ
ゅ

プ
ラ

ン
ト

デ
ー

タ
か

ら
得

ら
れ

た
成

果
に

つ
い

て
 

(1
)全

体
概

要
 

*澤
崎

 浩
昌

1 、
木

曽
原

 直
之

1 、
中

村
 恵

英
1 、

佐
藤

 健
1  （

1.
JA

EA
）

 

20
年

間
の

も
ん

じ
ゅ

プ
ラ

ン
ト

デ
ー

タ
か

ら
得

ら
れ

た
成

果
に

つ
い

て
 

(2
)1

次
ナ

ト
リ

ウ
ム

純
度

管
理

に
つ

い
て

 
*中

村
 恵

英
1 、

澤
崎

 浩
昌

1 、
佐

藤
 健

1 、
木

曽
原

 直
之

1  （
1.

JA
EA

）
 

20
年

間
の

も
ん

じ
ゅ

プ
ラ

ン
ト

デ
ー

タ
か

ら
得

ら
れ

た
成

果
に

つ
い

て
 

(3
)2

次
ナ

ト
リ

ウ
ム

純
化

系
コ

ー
ル

ド
ト

ラ
ッ

プ
の

純
化

効
率

に
つ

い
て

 
*佐

藤
 健

1 、
大

川
内

 靖
1 、

中
村

 恵
英

 1 、
澤

崎
 浩

昌
1  （

1.
JA

EA
）

 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
に

お
け

る
水

平
型

ナ
ト

リ
ウ

ム
中

検
査

装
置

の
概

念
設

計
 

*相
澤

 康
介

1 、
川

崎
 信

史
1 、

近
澤

 佳
隆

1 、
衛

藤
 将

生
2 、

松
永

 尚
子

2  （
1.

JA
EA

、
2.

M
FB

R）
 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

除
熱

喪
失

防
止

対
策

 
*近

澤
 佳

隆
1 、

久
保

 重
信

1 、
島

川
 佳

郎
2 、

金
子

 文
彰

2 、
庄

司
 崇

2 、
中

田
 崇

平
2  （

1.
JA

EA
、

2.
M

FB
R）

 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

燃
料

集
合

体
・

炉
心

構
成

要
素

設
計

 
(1

)燃
料

集
合

体
上

部
構

造
に

係
る

評
価

検
討

 
*小

澤
 隆

之
1 、

前
田

 誠
一

郎
1 、

早
川

 教
2 、

森
 行

秀
2  （

1.
JA

EA
、

2.
M

FB
R）

 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

燃
料

集
合

体
・

炉
心

構
成

要
素

設
計

 
(2

)径
方

向
中

性
子

遮
蔽

体
構

造
の

最
適

化
方

策
の

検
討

 
*斎

藤
 裕

幸
1 、

日
暮

 浩
一

1 、
増

山
 大

輔
2 、

大
木

 繁
夫

3 、
大

釜
 和

也
3 、

前
田

 誠
一

郎
3  （

1.
M

FB
R、

2.
M

H
I、

3.
JA

EA
）
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般
セ

ッ
シ

ョ
ン
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分

裂
工

学
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30
2-

1 
新

型
炉

シ
ス

テ
ム

宇
宙

用
原

子
炉

，
高

温
ガ

ス
炉

，
及

び
被

覆
粒

子
軽

水
炉

 
座

長
：

西
山

 潤
（

東
工

大
）

 9
月

9日
(金

) 1
4:

45
～

16
:4

0 
I会

場
 

小
型

分
散

電
源

用
原

子
炉

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

1)
月

面
・

火
星

ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

想
定

し
た

原
子

炉
シ

ス
テ

ム
・

炉
心

コ
ン

セ
プ

ト
 

*木
村

 礼
1 、

和
田

 怜
志

1 、
吉

田
 大

志
1 、

兵
藤

 義
浩

1 、
星

野
 邦

雄
1 、

西
岡

 佳
朗

1  （
1.

東
芝

）
 

小
型

分
散

電
源

用
原

子
炉

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

2)
月

面
・

火
星

ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

想
定

し
た

炉
心

の
臨

界
性

向
上

手
法

と
制

御
 

[3
I1

0]

[3
I1

1]

[3
I1

2]

[3
I1

3]

[3
I1

4]

[1
J0

1-
04

]

[1
J0

1]

[1
J0

2]

[1
J0

3]

[1
J0

4]

[1
J0

5-
07

]

[1
J0

5]

[1
J0

6]

[1
J0

7]
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*和
田

 怜
志

1 、
木

村
 礼

1 、
吉

田
 大

志
1 、

西
岡

 佳
朗

1 、
兵

藤
 義

浩
1 、

星
野

 邦
雄

1  （
1.

東
芝

）
 

小
型

分
散

電
源

用
原

子
炉

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

3)
月

面
・

火
星

ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

想
定

し
た

炉
心

の
核

熱
評

価
 

*吉
田

 大
志

1 、
木

村
 礼

1 、
星

野
 邦

雄
1 、

和
田

 怜
志

1 、
兵

藤
 義

浩
1 、

西
岡

 佳
朗

1  （
1.

東
芝

）
 

被
覆

粒
子

燃
料

軽
水

炉
の

集
合

体
燃

焼
解

析
お

よ
び

燃
料

内
温

度
分

布
評

価
 

*鈴
木

 貴
也

1 、
高

木
 直

行
1  （

1.
東

京
都

市
大

）
 

高
強

度
な

高
温

ガ
ス

炉
燃

料
成

形
体

の
焼

成
条

件
の

検
討

 
*山

本
 健

義
1 、

東
條

 拓
也

1 、
黒

田
 雅

利
1 、

角
田

 淳
弥

2 、
相

原
 純

2 、
橘

 幸
男

2  （
1.

熊
本

大
、

2.
JA

EA
）

 

受
動

的
安

全
性

を
持

つ
新

し
い

炉
容

器
冷

却
設

備
 

(1
)実

機
の

RC
CS

と
比

較
す

る
た

め
に

等
倍

縮
小

し
た

除
熱

試
験

装
置

の
実

験
条

件
 

*高
松

 邦
吉

1 、
松

元
 達

也
2 、

守
田

 幸
路

2  （
1.

JA
EA

、
2.

九
大

）
 

受
動

的
安

全
性

を
持

つ
新

し
い

炉
容

器
冷

却
設

備
 

(2
)ス

ケ
ー

ル
モ

デ
ル

に
よ

る
伝

熱
特

性
に

関
す

る
実

験
的

検
討

 
*佐

藤
 紀

恭
1 、

山
口

 修
平

1 、
松

元
 達

也
1 、

守
田

 幸
路

1 、
高

松
 邦

吉
2  （

1.
九

大
、

2.
JA

EA
）

 
  20

16
年

9月
7日

(水
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

VI
. 保

健
物

理
と

環
境

科
学

環
境

動
態

1 
座

長
：

柿
内

 秀
樹

（
環

境
研

）
 9

月
7日

(水
) 1

0:
00

～
11

:0
5 

J会
場

 

福
島

長
期

環
境

動
態

研
究

 
(1

8)
福

島
県

浜
通

り
地

域
の

河
川

に
お

け
る

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
の

移
行

挙
動

 
*中

西
 貴

宏
1 、

萩
原

 大
樹

1  （
1.

JA
EA

）
 

福
島

長
期

環
境

動
態

研
究

 
(1

9)
福

島
県

浜
通

り
地

域
の

貯
水

池
に

お
け

る
放

射
性

セ
シ

ウ
ム

の
動

態
 

*舟
木

 泰
智

1 、
吉

村
 和

也
1 、

佐
久

間
 一

幸
1 、

成
田

 哲
也

1  （
1.

JA
EA

）
 

福
島

長
期

環
境

動
態

研
究

 
(2

0)
福

島
県

沿
岸

域
に

お
け

る
海

底
土

の
放

射
性

セ
シ

ウ
ム

の
濃

度
変

化
に

つ
い

て
 

*鶴
田

 忠
彦

1 、
原

田
 久

也
1 、

御
園

生
 敏

治
1 、

松
岡

 稔
幸

1  （
1.

JA
EA

）
 

福
島

長
期

環
境

動
態

研
究

 
(2

1)
福

島
県

浜
通

り
の

除
染

済
エ

リ
ア

に
お

け
る

空
間

線
量

率
の

減
少

速
度

 
*中

間
 茂

雄
1 、

吉
村

 和
也

1 、
藤

原
 健

壮
1  （

1.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

環
境

動
態

2 
座

長
：

山
澤

 弘
実

（
名

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
1:

05
～

11
:5

5 
J会

場
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

港
湾

に
お

け
る

放
射

性
核

種
の

動
態

評
価

 
(1

)モ
ニ

タ
リ

ン
グ

デ
ー

タ
分

析
に

よ
る

各
核

種
の

挙
動

 
*町

田
 昌

彦
1 、

山
田

 進
1 、

渡
辺

 将
久

1  （
1.

JA
EA

）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

港
湾

に
お

け
る

放
射

性
核

種
の

動
態

評
価

 
(2

)3
次

元
流

体
モ

デ
ル

に
よ

る
海

水
流

動
場

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

 
*山

田
 進

1 、
町

田
 昌

彦
1 、

渡
辺

 将
久

1  （
1.

JA
EA

）
 

福
島

県
沿

岸
海

域
に

お
け

る
RO

V採
泥

試
料

に
含

ま
れ

る
セ

シ
ウ

ム
含

有
粒

子
の

分
析

 
*大

西
 世

紀
1 、

小
池

 敏
和

2 、
鎌

田
 創

1 、
ソ

ー
ン

ト
ン

 ブ
レ

ア
3  （

1.
海

技
研

、
2.

三
井

造
船

、
3.

東
大

）
 

[1
I1

2]

[2
I0

1-
07

]

[2
I0

1]

[2
I0

2]

[2
I0

3]

[2
I0

4]

[2
I0

5]

[2
I0

6]

[2
I0

7]

[P
L2

I]

[P
L2

I0
1]

[P
L2

I0
2]

[P
L2

I0
3]
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放
射

性
核

種
移

行
挙

動
に

対
す

る
微

生
物

影
響

因
子

の
分

子
科

学
的

研
究

 
(3

) S
ac

ch
ar

om
yc

es
 c

er
ev

is
ia

e由
来

の
細

胞
外

放
出

物
と

希
土

類
元

素
間

の
相

互
作

用
 

*市
吉

 健
太

1 、
落

合
 朝

須
美

1 、
宇

都
宮

 聡
1  （

1.
九

大
）

 
  20

16
年

9月
8日

(木
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

2-
1 

新
型

炉
シ

ス
テ

ム

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
焼

高
温

ガ
ス

炉
 

座
長

：
日

比
 宏

基
（

M
FB

R）
 9

月
8日

(木
) 1

0:
00

～
11

:5
5 

I会
場

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
焼

高
温

ガ
ス

炉
を

実
現

す
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

型
安

全
燃

料
開

発
 

(7
)開

発
目

的
と

進
捗

 
*岡

本
 孝

司
1 、

國
富

 一
彦

2 、
大

橋
 一

孝
3 、

木
下

 英
昭

4  （
1.

東
大

、
2.

JA
EA

、
3.

富
士

電
機

、
4.

原
燃

工
）

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
焼

高
温

ガ
ス

炉
を

実
現

す
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

型
安

全
燃

料
開

発
 

(8
)セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
と

安
全

の
定

量
的

な
評

価
 

*出
町

 和
之

1 、
ポ

リ
 ジ

ョ
ナ

サ
ン

1 、
佐

川
 渉

1 、
近

藤
 雅

裕
1 、

エ
ル

カ
ン

 ネ
ジ

ェ
ッ

ト
1 、

岡
本

 孝
司

1  （
1.

東
大

）
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
焼

高
温

ガ
ス

炉
を

実
現

す
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

型
安

全
燃

料
開

発
 

(9
)グ

ラ
フ

ァ
イ

ト
の

輻
射

特
性

に
関

す
る

実
験

的
評

価
 

*近
藤

 雅
裕

1 、
佐

川
 渉

1 、
Ch

ai
 P

en
gh

ui
1 、

W
u 

Ya
ng

1 、
岡

本
 孝

司
1  （

1.
東

大
）

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
焼

高
温

ガ
ス

炉
を

実
現

す
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

型
安

全
燃

料
開

発
 

(1
0)

燃
料

内
圧

及
び

炉
心

核
特

性
の

評
価

 
*後

藤
 実

1 、
植

田
 祥

平
1 、

稲
葉

 良
知

1 、
相

原
 純

1 、
深

谷
 裕

司
1 、

橘
 幸

男
1 、

國
富

 一
彦

1 、
岡

本
 孝

司
2  （

1.
JA

EA
、

2.
東

大
）

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
焼

高
温

ガ
ス

炉
を

実
現

す
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

型
安

全
燃

料
開

発
 

(1
1)

減
圧

事
故

時
の

原
子

炉
温

度
挙

動
解

析
 

*中
野

 正
明

1 、
大

橋
 一

孝
1 、

岡
本

 孝
司

2  （
1.

富
士

電
機

、
2.

東
大

）
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
焼

高
温

ガ
ス

炉
を

実
現

す
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

型
安

全
燃

料
開

発
 

(1
2)

3S
-T

RI
SO

燃
料

の
試

作
と

製
造

検
討

 
*本

田
 真

樹
1 、

齋
木

 洋
平

1 、
木

下
 英

明
1 、

岡
本

 孝
司

2  （
1.

原
燃

工
、

2.
東

大
）

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
焼

高
温

ガ
ス

炉
を

実
現

す
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

型
安

全
燃

料
開

発
 

(1
3)

Zr
C被

覆
試

験
と

特
性

評
価

 
*植

田
 祥

平
1 、

相
原

 純
1 、

橘
 幸

男
1 、

國
富

 一
彦

1 、
岡

本
 孝

司
2  （

1.
JA

EA
、

2.
東

大
）

 
   企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
部

会
・

連
絡

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
新

型
炉

部
会

研
究

開
発

段
階

発
電

用
原

子
炉

の
保

守
管

理
の

在
り

方
 

座
長

：
山

口
 彰

（
東

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
I会

場
 

研
究

開
発

段
階

炉
の

保
守

管
理

の
在

り
方

に
関

す
る

検
討

会
の

概
要

 
*伊

藤
 隆

哉
1  （

1.
M

FB
R）

 

現
状

の
保

守
管

理
に

お
け

る
技

術
課

題
 

*高
屋

 茂
1  （

1.
JA

EA
）

 

研
究

開
発

段
階

炉
の

保
守

管
理

の
在

り
方

 
*小

竹
 庄

司
1  （

1.
原

電
）

 
  

[2
I0

8-
12

]

[2
I0

8]

[2
I0

9]

[2
I1

0]

[2
I1

1]

[2
I1

2]

[2
I1

3-
17

]

[2
I1

3]

[2
I1

4]

[2
I1

5]

[2
I1

6]

[2
I1

7]

[2
I1

8-
21

]

[2
I1

8]
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 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

2-
1 

新
型

炉
シ

ス
テ

ム

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

炉
の

炉
心

設
計

 
座

長
：

後
藤

 実
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

4:
45

～
16

:0
5 

I会
場

 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

原
子

炉
周

り
遮

蔽
設

計
 

(1
)ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

体
系

へ
の

Sn
-モ

ン
テ

カ
ル

ロ
接

続
計

算
法

の
適

用
検

討
 

*福
地

 郁
生

1 、
日

暮
 浩

一
1 、

白
木

 貴
子

2 、
杉

野
 和

輝
3 、

大
木

 繁
夫

3  （
1.

M
FB

R、
2.

M
H

I、
3.

JA
EA

）
 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

原
子

炉
周

り
遮

蔽
設

計
 

(2
)径

方
向

中
性

子
遮

蔽
合

理
化

に
向

け
た

設
計

手
法

改
良

 
*日

比
 宏

基
1 、

福
地

 郁
生

1 、
増

山
 大

輔
2 、

杉
野

 和
輝

3 、
大

木
 繁

夫
3  （

1.
M

FB
R、

2.
M

H
I、

3.
JA

EA
）

 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

炉
心

設
計

 
(1

)炉
心

設
計

に
対

す
る

性
能

要
求

と
設

計
条

件
 

*大
木

 繁
夫

1 、
近

澤
 佳

隆
1 、

久
保

 重
信

1 、
日

比
 宏

基
2 、

菅
 太

郎
3  （

1.
JA

EA
、

2.
M

FB
R、

3.
M

H
I）

 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

炉
心

設
計

 
(2

)基
準

炉
心

の
構

築
 

*坪
井

 亨
1 、

森
脇

 裕
之

2 、
小

倉
 理

志
2 、

日
比

 宏
基

2 、
前

田
 誠

一
郎

3 、
大

釜
 和

也
3 、

近
澤

 佳
隆

3 、
大

木
 繁

夫
3

（
1.

M
H

I、
2.

M
FB

R、
3.

JA
EA

）
 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

炉
心

設
計

 
(3

)炉
心

構
成

の
高

度
化

検
討

 
*森

脇
 裕

之
1 、

小
倉

 理
志

1 、
菅

 太
郎

2 、
大

木
 繁

夫
3  （

1.
M

FB
R、

2.
M

H
I、

3.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン
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. 核
分

裂
工

学
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30
2-

1 
新

型
炉

シ
ス

テ
ム

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
炉

プ
ラ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

 
座

長
：

中
野

 正
明

（
富

士
電

機
）

 9
月

8日
(木

) 1
6:

05
～

17
:2

5 
I会

場
 

高
速

炉
プ

ラ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

燃
料

集
合

体
乾

式
洗

浄
試

験
 

(1
)全

体
計

画
 

*加
藤

 篤
志

1 、
田

中
 昌

子
3 、

大
谷

 雄
一

3 、
岡

 伸
樹

3 、
井

手
 章

博
2 、

永
井

 桂
一

1  （
1.

JA
EA

、
2.

M
FB

R、
3.

M
H

I）
 

高
速

炉
プ

ラ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

燃
料

集
合

体
乾

式
洗

浄
試

験
 

(2
)グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
試

験
成

果
 

*岡
 伸

樹
1 、

加
藤

 篤
志

2 、
永

井
 桂

一
2 、

田
中

 昌
子

1 、
大

谷
 雄

一
1 、

井
手

 章
博

3  （
1.

M
H

I、
2.

JA
EA

、
3.

M
FB

R）
 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
1次

ポ
ン

プ
に

お
け

る
ガ

ス
巻

込
み

防
止

及
び

ガ
ス

抜
き

構
造

の
検

討
 

*天
野

 克
則

1 、
江

沼
 康

弘
1 、

近
澤

 佳
隆

1 、
渡

辺
 収

2 、
早

川
 教

2 、
井

上
 智

之
2  （

1.
JA

EA
、

2.
M

FB
R）

 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
に

お
け

る
G

IF
安

全
設

計
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

踏
ま

え
た

ナ
ト

リ
ウ

ム
-水

反
応

へ
の

対
応

検
討

 
*神

田
 大

徳
1 、

江
沼

 康
弘

1 、
二

神
 敏

1 、
近

澤
 佳

隆
1 、

岡
野

 靖
1 、

吉
岡

 直
樹

2 、
宇

敷
 洋

2  （
1.

JA
EA

、
2.

M
FB

R）
 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

非
常

用
電

源
構

成
の

強
化

 
*石

川
 信

行
1 、

近
澤

 佳
隆

1 、
佐

藤
 大

輔
2 、

猪
狩

 理
紗

子
2  （

1.
JA

EA
、

2.
M

FB
R）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン
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. 核
分

裂
工

学
 | 

30
2-

1 
新

型
炉

シ
ス

テ
ム

ナ
ノ

粒
子

分
散

ナ
ト

リ
ウ

ム
 

座
長

：
高

松
 邦

吉
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

7:
25

～
18

:3
0 

I会
場

 

ナ
ノ

粒
子

分
散

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

高
速

炉
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(2
2)

全
体

進
捗

状
況

 

―
　
34

　
―



[2
I1

9]

[2
I2

0]

[2
I2

1]

[3
I0

1-
07

]

[3
I0

1]

[3
I0

2]

[3
I0

3]

[3
I0

4]

[3
I0

5]

[3
I0

6]

[3
I0

7]

[3
I0

8-
14

]

[3
I0

8]

[3
I0

9]
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*荒
 邦

章
1 、

宮
本

 明
2 、

永
井

 正
彦

3 、
栗

田
 晃

一
4  （

1.
JA

EA
、

2.
東

北
大

、
3.

M
H

I、
4.

M
FB

R）
 

ナ
ノ

粒
子

分
散

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

高
速

炉
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(2
3)

反
応

抑
制

効
果

(そ
の

6)
 

*斉
藤

 淳
一

1 、
永

井
 桂

一
1 、

荒
 邦

章
1  （

1.
JA

EA
）

 

ナ
ノ

粒
子

分
散

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

高
速

炉
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(2
4)

反
応

抑
制

効
果

(そ
の

7)
 

*永
井

 桂
一

1 、
斉

藤
 淳

一
1 、

荒
 邦

章
1  （

1.
JA

EA
）

 

ナ
ノ

粒
子

分
散

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

高
速

炉
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(2
5)

理
論

検
討

(8
) 

*畠
山

 望
1 、

三
浦

 隆
治

1 、
鈴

木
 愛

1 、
宮

本
 明

1 、
斉

藤
 淳

一
2 、

荒
 邦

章
2  （

1.
東

北
大

、
2.

JA
EA

）
 

  20
16

年
9月

9日
(金

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン
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分

裂
工

学
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30
2-

1 
新

型
炉

シ
ス

テ
ム

も
ん

じ
ゅ

プ
ラ

ン
ト

デ
ー

タ
及

び
次

世
代

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
炉

 
座

長
：

出
町

 和
之

（
東

大
）

 9
月

9日
(金

) 1
0:

00
～

11
:5

5 
I会

場
 

20
年

間
の

も
ん

じ
ゅ

プ
ラ

ン
ト

デ
ー

タ
か

ら
得

ら
れ

た
成

果
に

つ
い

て
 

(1
)全

体
概

要
 

*澤
崎

 浩
昌

1 、
木

曽
原

 直
之

1 、
中

村
 恵

英
1 、

佐
藤

 健
1  （

1.
JA

EA
）

 

20
年

間
の

も
ん

じ
ゅ

プ
ラ

ン
ト

デ
ー

タ
か

ら
得

ら
れ

た
成

果
に

つ
い

て
 

(2
)1

次
ナ

ト
リ

ウ
ム

純
度

管
理

に
つ

い
て

 
*中

村
 恵

英
1 、

澤
崎

 浩
昌

1 、
佐

藤
 健

1 、
木

曽
原

 直
之

1  （
1.

JA
EA

）
 

20
年

間
の

も
ん

じ
ゅ

プ
ラ

ン
ト

デ
ー

タ
か

ら
得

ら
れ

た
成

果
に

つ
い

て
 

(3
)2

次
ナ

ト
リ

ウ
ム

純
化

系
コ

ー
ル

ド
ト

ラ
ッ

プ
の

純
化

効
率

に
つ

い
て

 
*佐

藤
 健

1 、
大

川
内

 靖
1 、

中
村

 恵
英

 1 、
澤

崎
 浩

昌
1  （

1.
JA

EA
）

 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
に

お
け

る
水

平
型

ナ
ト

リ
ウ

ム
中

検
査

装
置

の
概

念
設

計
 

*相
澤

 康
介

1 、
川

崎
 信

史
1 、

近
澤

 佳
隆

1 、
衛

藤
 将

生
2 、

松
永

 尚
子

2  （
1.

JA
EA

、
2.

M
FB

R）
 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

除
熱

喪
失

防
止

対
策

 
*近

澤
 佳

隆
1 、

久
保

 重
信

1 、
島

川
 佳

郎
2 、

金
子

 文
彰

2 、
庄

司
 崇

2 、
中

田
 崇

平
2  （

1.
JA

EA
、

2.
M

FB
R）

 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

燃
料

集
合

体
・

炉
心

構
成

要
素

設
計

 
(1

)燃
料

集
合

体
上

部
構

造
に

係
る

評
価

検
討

 
*小

澤
 隆

之
1 、

前
田

 誠
一

郎
1 、

早
川

 教
2 、

森
 行

秀
2  （

1.
JA

EA
、

2.
M

FB
R）

 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

燃
料

集
合

体
・

炉
心

構
成

要
素

設
計

 
(2

)径
方

向
中

性
子

遮
蔽

体
構

造
の

最
適

化
方

策
の

検
討

 
*斎

藤
 裕

幸
1 、

日
暮

 浩
一

1 、
増

山
 大

輔
2 、

大
木

 繁
夫

3 、
大

釜
 和

也
3 、

前
田

 誠
一

郎
3  （

1.
M

FB
R、

2.
M

H
I、

3.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン
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分
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30
2-

1 
新

型
炉

シ
ス

テ
ム

宇
宙

用
原

子
炉

，
高

温
ガ

ス
炉

，
及

び
被

覆
粒

子
軽

水
炉

 
座

長
：

西
山

 潤
（

東
工

大
）

 9
月

9日
(金

) 1
4:

45
～

16
:4

0 
I会

場
 

小
型

分
散

電
源

用
原

子
炉

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

1)
月

面
・

火
星

ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

想
定

し
た

原
子

炉
シ

ス
テ

ム
・

炉
心

コ
ン

セ
プ

ト
 

*木
村

 礼
1 、

和
田

 怜
志

1 、
吉

田
 大

志
1 、

兵
藤

 義
浩

1 、
星

野
 邦

雄
1 、

西
岡

 佳
朗

1  （
1.

東
芝

）
 

小
型

分
散

電
源

用
原

子
炉

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

2)
月

面
・

火
星

ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

想
定

し
た

炉
心

の
臨

界
性

向
上

手
法

と
制

御
 

[3
I1

0]

[3
I1

1]

[3
I1

2]

[3
I1

3]

[3
I1

4]

[1
J0

1-
04

]

[1
J0

1]

[1
J0

2]

[1
J0

3]

[1
J0

4]

[1
J0

5-
07

]

[1
J0

5]

[1
J0

6]

[1
J0

7]
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*和
田

 怜
志

1 、
木

村
 礼

1 、
吉

田
 大

志
1 、

西
岡

 佳
朗

1 、
兵

藤
 義

浩
1 、

星
野

 邦
雄

1  （
1.

東
芝

）
 

小
型

分
散

電
源

用
原

子
炉

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

3)
月

面
・

火
星

ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

想
定

し
た

炉
心

の
核

熱
評

価
 

*吉
田

 大
志

1 、
木

村
 礼

1 、
星

野
 邦

雄
1 、

和
田

 怜
志

1 、
兵

藤
 義

浩
1 、

西
岡

 佳
朗

1  （
1.

東
芝

）
 

被
覆

粒
子

燃
料

軽
水

炉
の

集
合

体
燃

焼
解

析
お

よ
び

燃
料

内
温

度
分

布
評

価
 

*鈴
木

 貴
也

1 、
高

木
 直

行
1  （

1.
東

京
都

市
大

）
 

高
強

度
な

高
温

ガ
ス

炉
燃

料
成

形
体

の
焼

成
条

件
の

検
討

 
*山

本
 健

義
1 、

東
條

 拓
也

1 、
黒

田
 雅

利
1 、

角
田

 淳
弥

2 、
相

原
 純

2 、
橘

 幸
男

2  （
1.

熊
本

大
、

2.
JA

EA
）

 

受
動

的
安

全
性

を
持

つ
新

し
い

炉
容

器
冷

却
設

備
 

(1
)実

機
の

RC
CS

と
比

較
す

る
た

め
に

等
倍

縮
小

し
た

除
熱

試
験

装
置

の
実

験
条

件
 

*高
松

 邦
吉

1 、
松

元
 達

也
2 、

守
田

 幸
路

2  （
1.

JA
EA

、
2.

九
大

）
 

受
動

的
安

全
性

を
持

つ
新

し
い

炉
容

器
冷

却
設

備
 

(2
)ス

ケ
ー

ル
モ

デ
ル

に
よ

る
伝

熱
特

性
に

関
す

る
実

験
的

検
討

 
*佐

藤
 紀

恭
1 、

山
口

 修
平

1 、
松

元
 達

也
1 、

守
田

 幸
路

1 、
高

松
 邦

吉
2  （

1.
九

大
、

2.
JA

EA
）

 
  20

16
年

9月
7日

(水
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

VI
. 保

健
物

理
と

環
境

科
学

環
境

動
態

1 
座

長
：

柿
内

 秀
樹

（
環

境
研

）
 9

月
7日

(水
) 1

0:
00

～
11

:0
5 

J会
場

 

福
島

長
期

環
境

動
態

研
究

 
(1

8)
福

島
県

浜
通

り
地

域
の

河
川

に
お

け
る

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
の

移
行

挙
動

 
*中

西
 貴

宏
1 、

萩
原

 大
樹

1  （
1.

JA
EA

）
 

福
島

長
期

環
境

動
態

研
究

 
(1

9)
福

島
県

浜
通

り
地

域
の

貯
水

池
に

お
け

る
放

射
性

セ
シ

ウ
ム

の
動

態
 

*舟
木

 泰
智

1 、
吉

村
 和

也
1 、

佐
久

間
 一

幸
1 、

成
田

 哲
也

1  （
1.

JA
EA

）
 

福
島

長
期

環
境

動
態

研
究

 
(2

0)
福

島
県

沿
岸

域
に

お
け

る
海

底
土

の
放

射
性

セ
シ

ウ
ム

の
濃

度
変

化
に

つ
い

て
 

*鶴
田

 忠
彦

1 、
原

田
 久

也
1 、

御
園

生
 敏

治
1 、

松
岡

 稔
幸

1  （
1.

JA
EA

）
 

福
島

長
期

環
境

動
態

研
究

 
(2

1)
福

島
県

浜
通

り
の

除
染

済
エ

リ
ア

に
お

け
る

空
間

線
量

率
の

減
少

速
度

 
*中

間
 茂

雄
1 、

吉
村

 和
也

1 、
藤

原
 健

壮
1  （

1.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

環
境

動
態

2 
座

長
：

山
澤

 弘
実

（
名

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
1:

05
～

11
:5

5 
J会

場
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

港
湾

に
お

け
る

放
射

性
核

種
の

動
態

評
価

 
(1

)モ
ニ

タ
リ

ン
グ

デ
ー

タ
分

析
に

よ
る

各
核

種
の

挙
動

 
*町

田
 昌

彦
1 、

山
田

 進
1 、

渡
辺

 将
久

1  （
1.

JA
EA

）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

港
湾

に
お

け
る

放
射

性
核

種
の

動
態

評
価

 
(2

)3
次

元
流

体
モ

デ
ル

に
よ

る
海

水
流

動
場

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

 
*山

田
 進

1 、
町

田
 昌

彦
1 、

渡
辺

 将
久

1  （
1.

JA
EA

）
 

福
島

県
沿

岸
海

域
に

お
け

る
RO

V採
泥

試
料

に
含

ま
れ

る
セ

シ
ウ

ム
含

有
粒

子
の

分
析

 
*大

西
 世

紀
1 、

小
池

 敏
和

2 、
鎌

田
 創

1 、
ソ

ー
ン

ト
ン

 ブ
レ

ア
3  （

1.
海

技
研

、
2.

三
井

造
船

、
3.

東
大

）
 

[1
I1

2]

[2
I0

1-
07

]

[2
I0

1]

[2
I0

2]

[2
I0

3]

[2
I0

4]

[2
I0

5]

[2
I0

6]

[2
I0

7]

[P
L2

I]

[P
L2

I0
1]

[P
L2

I0
2]

[P
L2

I0
3]
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放
射

性
核

種
移

行
挙

動
に

対
す

る
微

生
物

影
響

因
子

の
分

子
科

学
的

研
究

 
(3

)S
ac

ch
ar

om
yc

es
 c

er
ev

is
ia

e由
来

の
細

胞
外

放
出

物
と

希
土

類
元

素
間

の
相

互
作

用
 

*市
吉

 健
太

1 、
落

合
 朝

須
美

1 、
宇

都
宮

 聡
1  （

1.
九

大
）

 
  20

16
年

9月
8日

(木
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

2-
1 

新
型

炉
シ

ス
テ

ム

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
焼

高
温

ガ
ス

炉
 

座
長

：
日

比
 宏

基
（

M
FB

R）
 9

月
8日

(木
) 1

0:
00

～
11

:5
5 

I会
場

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
焼

高
温

ガ
ス

炉
を

実
現

す
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

型
安

全
燃

料
開

発
 

(7
)開

発
目

的
と

進
捗

 
*岡

本
 孝

司
1 、

國
富

 一
彦

2 、
大

橋
 一

孝
3 、

木
下

 英
昭

4  （
1.

東
大

、
2.

JA
EA

、
3.

富
士

電
機

、
4.

原
燃

工
）

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
焼

高
温

ガ
ス

炉
を

実
現

す
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

型
安

全
燃

料
開

発
 

(8
)セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
と

安
全

の
定

量
的

な
評

価
 

*出
町

 和
之

1 、
ポ

リ
 ジ

ョ
ナ

サ
ン

1 、
佐

川
 渉

1 、
近

藤
 雅

裕
1 、

エ
ル

カ
ン

 ネ
ジ

ェ
ッ

ト
1 、

岡
本

 孝
司

1  （
1.

東
大

）
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
焼

高
温

ガ
ス

炉
を

実
現

す
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

型
安

全
燃

料
開

発
 

(9
)グ

ラ
フ

ァ
イ

ト
の

輻
射

特
性

に
関

す
る

実
験

的
評

価
 

*近
藤

 雅
裕

1 、
佐

川
 渉

1 、
Ch

ai
 P

en
gh

ui
1 、

W
u 

Ya
ng

1 、
岡

本
 孝

司
1  （

1.
東

大
）

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
焼

高
温

ガ
ス

炉
を

実
現

す
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

型
安

全
燃

料
開

発
 

(1
0)

燃
料

内
圧

及
び

炉
心

核
特

性
の

評
価

 
*後

藤
 実

1 、
植

田
 祥

平
1 、

稲
葉

 良
知

1 、
相

原
 純

1 、
深

谷
 裕

司
1 、

橘
 幸

男
1 、

國
富

 一
彦

1 、
岡

本
 孝

司
2  （

1.
JA

EA
、

2.
東

大
）

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
焼

高
温

ガ
ス

炉
を

実
現

す
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

型
安

全
燃

料
開

発
 

(1
1)

減
圧

事
故

時
の

原
子

炉
温

度
挙

動
解

析
 

*中
野

 正
明

1 、
大

橋
 一

孝
1 、

岡
本

 孝
司

2  （
1.

富
士

電
機

、
2.

東
大

）
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
焼

高
温

ガ
ス

炉
を

実
現

す
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

型
安

全
燃

料
開

発
 

(1
2)

3S
-T

RI
SO

燃
料

の
試

作
と

製
造

検
討

 
*本

田
 真

樹
1 、

齋
木

 洋
平

1 、
木

下
 英

明
1 、

岡
本

 孝
司

2  （
1.

原
燃

工
、

2.
東

大
）

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
焼

高
温

ガ
ス

炉
を

実
現

す
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

型
安

全
燃

料
開

発
 

(1
3)

Zr
C被

覆
試

験
と

特
性

評
価

 
*植

田
 祥

平
1 、

相
原

 純
1 、

橘
 幸

男
1 、

國
富

 一
彦

1 、
岡

本
 孝

司
2  （

1.
JA

EA
、

2.
東

大
）

 
   企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
部

会
・

連
絡

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
新

型
炉

部
会

研
究

開
発

段
階

発
電

用
原

子
炉

の
保

守
管

理
の

在
り

方
 

座
長

：
山

口
 彰

（
東

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
I会

場
 

研
究

開
発

段
階

炉
の

保
守

管
理

の
在

り
方

に
関

す
る

検
討

会
の

概
要

 
*伊

藤
 隆

哉
1  （

1.
M

FB
R）

 

現
状

の
保

守
管

理
に

お
け

る
技

術
課

題
 

*高
屋

 茂
1  （

1.
JA

EA
）

 

研
究

開
発

段
階

炉
の

保
守

管
理

の
在

り
方

 
*小

竹
 庄

司
1  （

1.
原

電
）

 
  

[2
I0

8-
12

]

[2
I0

8]

[2
I0

9]

[2
I1

0]

[2
I1

1]

[2
I1

2]

[2
I1

3-
17

]

[2
I1

3]

[2
I1

4]

[2
I1

5]

[2
I1

6]

[2
I1

7]

[2
I1

8-
21

]

[2
I1

8]
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般

セ
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シ
ョ

ン
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分
裂

工
学

 | 
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2-
1 

新
型

炉
シ

ス
テ

ム

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

炉
の

炉
心

設
計

 
座

長
：

後
藤

 実
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

4:
45

～
16

:0
5 

I会
場

 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

原
子

炉
周

り
遮

蔽
設

計
 

(1
)ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

体
系

へ
の

Sn
-モ

ン
テ

カ
ル

ロ
接

続
計

算
法

の
適

用
検

討
 

*福
地

 郁
生

1 、
日

暮
 浩

一
1 、

白
木

 貴
子

2 、
杉

野
 和

輝
3 、

大
木

 繁
夫

3  （
1.

M
FB

R、
2.

M
H

I、
3.

JA
EA

）
 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

原
子

炉
周

り
遮

蔽
設

計
 

(2
)径

方
向

中
性

子
遮

蔽
合

理
化

に
向

け
た

設
計

手
法

改
良

 
*日

比
 宏

基
1 、

福
地

 郁
生

1 、
増

山
 大

輔
2 、

杉
野

 和
輝

3 、
大

木
 繁

夫
3  （

1.
M

FB
R、

2.
M

H
I、

3.
JA

EA
）

 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

炉
心

設
計

 
(1

)炉
心

設
計

に
対

す
る

性
能

要
求

と
設

計
条

件
 

*大
木

 繁
夫

1 、
近

澤
 佳

隆
1 、

久
保

 重
信

1 、
日

比
 宏

基
2 、

菅
 太

郎
3  （

1.
JA

EA
、

2.
M

FB
R、

3.
M

H
I）

 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

炉
心

設
計

 
(2

)基
準

炉
心

の
構

築
 

*坪
井

 亨
1 、

森
脇

 裕
之

2 、
小

倉
 理

志
2 、

日
比

 宏
基

2 、
前

田
 誠

一
郎

3 、
大

釜
 和

也
3 、

近
澤

 佳
隆

3 、
大

木
 繁

夫
3

（
1.

M
H

I、
2.

M
FB

R、
3.

JA
EA

）
 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

炉
心

設
計

 
(3

)炉
心

構
成

の
高

度
化

検
討

 
*森

脇
 裕

之
1 、

小
倉

 理
志

1 、
菅

 太
郎

2 、
大

木
 繁

夫
3  （

1.
M

FB
R、

2.
M

H
I、

3.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
2-

1 
新

型
炉

シ
ス

テ
ム

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
炉

プ
ラ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

 
座

長
：

中
野

 正
明

（
富

士
電

機
）

 9
月

8日
(木

) 1
6:

05
～

17
:2

5 
I会

場
 

高
速

炉
プ

ラ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

燃
料

集
合

体
乾

式
洗

浄
試

験
 

(1
)全

体
計

画
 

*加
藤

 篤
志

1 、
田

中
 昌

子
3 、

大
谷

 雄
一

3 、
岡

 伸
樹

3 、
井

手
 章

博
2 、

永
井

 桂
一

1  （
1.

JA
EA

、
2.

M
FB

R、
3.

M
H

I）
 

高
速

炉
プ

ラ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

燃
料

集
合

体
乾

式
洗

浄
試

験
 

(2
)グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
試

験
成

果
 

*岡
 伸

樹
1 、

加
藤

 篤
志

2 、
永

井
 桂

一
2 、

田
中

 昌
子

1 、
大

谷
 雄

一
1 、

井
手

 章
博

3  （
1.

M
H

I、
2.

JA
EA

、
3.

M
FB

R）
 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
1次

ポ
ン

プ
に

お
け

る
ガ

ス
巻

込
み

防
止

及
び

ガ
ス

抜
き

構
造

の
検

討
 

*天
野

 克
則

1 、
江

沼
 康

弘
1 、

近
澤

 佳
隆

1 、
渡

辺
 収

2 、
早

川
 教

2 、
井

上
 智

之
2  （

1.
JA

EA
、

2.
M

FB
R）

 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
に

お
け

る
G

IF
安

全
設

計
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

踏
ま

え
た

ナ
ト

リ
ウ

ム
-水

反
応

へ
の

対
応

検
討

 
*神

田
 大

徳
1 、

江
沼

 康
弘

1 、
二

神
 敏

1 、
近

澤
 佳

隆
1 、

岡
野

 靖
1 、

吉
岡

 直
樹

2 、
宇

敷
 洋

2  （
1.

JA
EA

、
2.

M
FB

R）
 

次
世

代
ナ

ト
リ

ウ
ム

冷
却

高
速

炉
の

非
常

用
電

源
構

成
の

強
化

 
*石

川
 信

行
1 、

近
澤

 佳
隆

1 、
佐

藤
 大

輔
2 、

猪
狩

 理
紗

子
2  （

1.
JA

EA
、

2.
M

FB
R）
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セ

ッ
シ

ョ
ン
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分

裂
工
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1 
新

型
炉

シ
ス

テ
ム

ナ
ノ

粒
子

分
散

ナ
ト

リ
ウ

ム
 

座
長

：
高

松
 邦

吉
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

7:
25

～
18

:3
0 

I会
場

 

ナ
ノ

粒
子

分
散

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

高
速

炉
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

究
 

(2
2)

全
体

進
捗

状
況
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大
気

拡
散

モ
デ

ル
湿

性
沈

着
過

程
の

福
島

原
発

事
故

デ
ー

タ
を

用
い

た
再

現
性

の
検

討
 

*水
谷

 健
太

1 、
杉

浦
 宏

樹
1 、

平
尾

 茂
一

2 、
森

泉
 純

1 、
山

澤
 弘

実
1  （

1.
名

大
、

2.
福

島
大

）
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

N
aI

波
高

分
布

を
用

い
た

茨
城

県
に

お
け

る
大

気
中

放
射

能
濃

度
推

定
(2

) 
*寺

阪
 祐

太
1 、

山
澤

 弘
実

2 、
鳥

居
 建

男
1  （

1.
JA

EA
、

2.
名

大
）

 

大
気

圧
マ

イ
ク

ロ
波

放
電

法
に

よ
る

ヨ
ウ

化
カ

リ
ウ

ム
分

解
捕

集
研

究
 

*梅
田

 昌
幸

1 、
ハ

ー
ヴ

ェ
ル

 グ
レ

ン
2 、

砂
川

 武
義

1  （
1.

福
井

工
大

、
2.

オ
ン

タ
リ

オ
工

科
大

）
 

青
森

県
六

ヶ
所

村
及

び
青

森
市

に
お

け
る

放
射

性
Cs

の
経

口
摂

取
率

の
評

価
 

*柿
内

 秀
樹

1 、
赤

田
 尚

文
2 、

長
谷

川
 英

尚
1 、

五
代

儀
 貴

1 、
久

松
 俊

一
1  （

1.
環

境
研

 、
2.

核
融

合
研

）
 

   企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

委
員

会
セ

ッ
シ

ョ
ン
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学

会
誌

編
集

委
員

会

LN
T仮

説
へ

の
挑

戦
 

座
長

：
下

 道
國

（
藤

田
保

大
）

，
澤

田
 哲

生
（

東
工

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
J会

場
 

放
射

線
影

響
の

歴
史

 
ポ

リ
シ

ィ
と

サ
イ

エ
ン

ス
 

*坂
東

 昌
子

1  （
1.

あ
い

ん
し

ゅ
た

い
ん

）
 

統
計

モ
デ

ル
と

し
て

の
LN

T仮
説

の
起

源
 

*田
中

 司
朗

1  （
1.

京
大

）
 

LN
T仮

説
へ

の
挑

戦
と

し
て

の
W

AM
モ

デ
ル

 
*真

鍋
 勇

一
郎

1  （
1.

阪
大

）
 

学
術

振
興

会
産

学
協

力
委

員
会

　
分

野
横

断
委

員
会

の
発

足
 

*和
田

 隆
宏

1  （
1.

関
西

大
）

 

討
論

 
*司

会
：

澤
田

 哲
生

1  （
1.

東
工

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン
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. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

放
射

線
（

能
）

測
定

2 
座

長
：

平
山

 英
夫

（
KE

K）
 9

月
8日

(木
) 1

4:
45

～
16

:0
5 

J会
場

 

冬
季

雷
雲

活
動

に
よ

る
放

射
線

バ
ー

ス
ト

時
の

詳
細

計
測

 
*生

田
 美

抄
夫

1  （
1.

島
根

県
原

子
力

環
境

セ
）

 

空
か

ら
の

放
射

線
計

測
技

術
の

高
度

化
 

(1
)ド

ロ
ー

ン
に

よ
る

測
定

デ
ー

タ
の

地
形

補
正

手
法

の
検

討
 

*佐
々

木
 美

雪
1 、

西
澤

 幸
康

1 、
石

崎
 梓

1 、
伊

村
 光

生
2 、

眞
田

 幸
尚

1  （
1.

JA
EA

、
2.

応
用

地
質

）
 

空
か

ら
の

放
射

線
計

測
技

術
の

高
度

化
 

(2
)航

空
機

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
お

け
る

空
気

中
ラ

ド
ン

子
孫

核
種

の
影

響
調

査
（

そ
の

1)
 

*廣
内

 淳
1 、

嶋
田

 和
真

1 、
西

澤
 幸

康
1 、

眞
田

 幸
尚

1 、
宗

像
 雅

広
1  （

1.
JA

EA
）

 

空
か

ら
の

放
射

線
計

測
技

術
の

高
度

化
 

(3
)航

空
機

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
お

け
る

空
気

中
ラ

ド
ン

子
孫

核
種

の
影

響
調

査
（

そ
の

2)
 

*西
澤

 幸
康

1 、
廣

内
 淳

1 、
嶋

田
 和

真
1 、

眞
田

 幸
尚

1 、
宗

像
 雅

広
1  （

1.
JA

EA
）

 

空
か

ら
の

放
射

線
計

測
技

術
の

高
度

化
 

(4
)航

空
機

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
お

け
る

積
雪

の
影

響
調

査
 

*石
﨑

 梓
1 、

森
 愛

理
1 、

眞
田

 幸
尚

1 、
伊

村
 光

生
1 、

佐
々

木
 美

雪
1 、

石
田

 睦
司

1 、
宗

像
 雅

広
1  （

1.
JA
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）
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般
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ッ
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ン
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VI
. 保

健
物

理
と

環
境

科
学

環
境

修
復

1 
座

長
：

藤
川

 陽
子

（
京

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
6:

05
～

17
:2

5 
J会

場
 

オ
フ

サ
イ

ト
の

核
種

分
布

特
性

に
基

づ
く

サ
イ

ト
内

環
境

中
の

核
種

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

の
推

定
 

(1
)研

究
概

要
と

予
備

調
査

結
果

 
*飯

島
 和

毅
1 、

土
肥

 輝
美

1 、
新

里
 忠

史
1 、

藤
原

 健
壮

1 、
駒

 義
和

1 、
鈴

木
 伸

一
1 、

小
田

 好
博

1 、
大

村
 嘉

人
2 、

佐
々

木
 隆

之
3

、
難

波
 謙

二
4  （

1.
JA

EA
、

2.
科

博
、

3.
京

大
、

4.
福

島
大

）
 

オ
フ

サ
イ

ト
の

核
種

分
布

特
性

に
基

づ
く

サ
イ

ト
内

環
境

中
の

核
種

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

の
推

定
 

(2
)土

壌
の

分
析

と
室

内
吸

着
試

験
 

*佐
々

木
 隆

之
1 、

藤
原

 健
壮

2 、
土

肥
 輝

美
2 、

小
林

 大
志

1 、
飯

島
 和

毅
2  （

1.
京

大
、

2.
JA

EA
）

 

オ
フ

サ
イ

ト
の

核
種

分
布

特
性

に
基

づ
く

サ
イ

ト
内

環
境

中
の

核
種

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

の
推

定
 

(3
)サ

イ
ト

及
び

周
辺

に
お

け
る

土
壌

へ
の

核
種

移
行

挙
動

 
*高

畠
 容

子
1 、

駒
 義

和
1 、

飯
島

 和
毅

1  （
1.

JA
EA

）
 

油
分

解
微

生
物

を
用

い
た

廃
液

中
油

分
の

分
解

除
去

法
の

開
発

 
*大

貫
 敏

彦
1 、

伊
藤

 徹
哉

2 、
角

田
 貴

介
2  （

1.
東

工
大

、
2.

無
臭

元
工

業
）

 

「
環

境
省

 平
成

27
年

度
除

染
・

減
容

等
技

術
実

証
事

業
」

の
評

価
結

果
 

*村
上

 督
1 、

林
 雄

平
1 、

梶
原

 晃
1  （

1.
原

安
技

セ
）
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般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
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. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

福
島

事
故

関
連

：
環

境
放

射
能

 
座

長
：

大
貫

 敏
彦

（
東

工
大

）
 9

月
8日

(木
) 1

7:
25

～
18

:3
0 

J会
場

 

福
島

に
お

け
る

汚
染

土
壌

の
除

染
と

再
利

用
を

目
指

し
た

セ
シ

ウ
ム

フ
リ

ー
鉱

化
法

 
(1

)非
放

射
性
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を

飽
和

収
着

し
た

福
島

風
化

黒
雲

母
の

セ
シ

ウ
ム

フ
リ

ー
鉱

化
反

応
 

*下
山

 巖
1 、

本
田

 充
紀

1 、
小

暮
 敏

博
2 、

平
尾

 法
恵

1 、
馬

場
 祐

治
1 、

岡
本

 芳
浩

1 、
矢

板
 毅

1 、
鈴

木
 伸

一
1  （

1.
JA

EA
、

2.
東

大
）

 

福
島

に
お

け
る

汚
染

土
壌

の
除

染
と

再
利

用
を

目
指

し
た

セ
シ

ウ
ム

フ
リ

ー
鉱

化
法

 
(2

)そ
の

場
観

察
EX

AF
S分

析
を

用
い

た
混

合
塩

(N
aC

l-
Ca

Cl
2)

添
加

お
よ

び
加

熱
処

理
に

よ
る

Cs
収

着
風

化
黒

雲
母

か
ら

の
Cs

除
去

過
程

の
解

明
 

*本
田

 充
紀

1 、
岡

本
 芳

浩
1 、

下
山

 巖
1,

2 、
塩

飽
 秀

啓
1 、

鈴
木

 伸
一

1,
2 、

矢
板

 毅
1,

2  （
1.
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EA

、
2.

JA
EA

）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

周
辺

の
山

域
に

お
け

る
線

量
率

分
布

 
(1

)現
地

調
査

 
*土

肥
 輝

美
1 、

藤
原

 健
壮

1 、
菊

池
 直

之
1 、

萩
原

 大
樹

1 、
飯

島
 和

毅
1  （

1.
JA

EA
）

 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

周
辺

の
山

域
に

お
け

る
線

量
率

分
布

 
(2

)山
域

調
査

デ
ー

タ
解

析
 

*小
田

 好
博

1 、
土

肥
 輝

美
1 、

金
井

塚
 清

一
1 、

飯
島

 和
毅

1  （
1.
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EA

）
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   企
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ッ

シ
ョ

ン
 | 

委
員

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
標

準
委

員
会

1（
リ

ス
ク

専
門

部
会

，
シ

ス
テ

ム
安

全
部

会
）

リ
ス

ク
を

ど
の

よ
う

に
活

用
し

安
全

性
向

上
に

つ
な

げ
る

か
 

座
長

：
山

口
 彰

（
東

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
3:

00
～
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:3

0 
J会

場
 

安
全

性
向

上
の

概
念

 
*岡

本
 孝

司
1  （

1.
東

大
）

 

リ
ス

ク
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
プ

ロ
セ

ス
 

*山
口

 彰
1  （

1.
東

大
）

 

リ
ス

ク
活

用
実

施
基

準
の

改
定

構
想

 
*成

宮
 祥

介
1  （

1.
関

西
電

力
）

 

リ
ス

ク
活

用
に

必
要

な
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Aの
品

質
確

保
 

*越
塚

 誠
一

1  （
1.

東
大

）
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理
と
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境

科
学
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境
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射
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座
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電
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研
）
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月
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(水
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～
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5 
J会

場
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

か
ら

放
出

さ
れ

た
12

9 Iの
農

地
土

壌
へ

の
沈

着
 

*藤
原

 英
司

1  （
1.

農
研

機
構

）
 

海
域

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

に
関

す
る

研
究

 
*鎌

田
 創

1 、
ソ

ー
ン

ト
ン

 ブ
レ

ア
2 、

大
西

 世
紀

1 、
平

尾
 好

弘
1 、

浅
見

 光
史

1 、
浦

 環
1  （

1.
海

上
・

港
湾

・
航

空
技

術
研

、
2.

東

大
）

 

海
底

土
セ

シ
ウ

ム
の

脱
着

反
応

過
程

の
解

明
 

*瀬
川

 優
佳

里
1 、

熊
谷

 友
多

1 、
渡

邉
 雅

之
1 、

乙
坂

 重
嘉

1 、
小

林
 卓

也
1  （

1.
JA

EA
）

 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

で
放

出
さ

れ
た

13
7 Cs

の
森

林
土

壌
中

の
深

度
分

布
と

コ
ン

パ
ー

ト
メ

ン
ト

モ
デ

ル
に

よ
る

下
方

移
行

評
価

 
*武

藤
 琴

美
1 、

安
藤

 麻
里

子
1 、

小
嵐

 淳
1 、

松
永

 武
1  （

1.
JA

EA
）

 

福
島

第
一

原
発

半
径

3k
m

圏
内

に
お

け
る

放
射

性
粒

子
の

発
生

源
の

検
討

 
*佐

藤
 志

彦
1 、

末
木

 啓
介

2 、
箕

輪
 は

る
か

3 、
吉

川
 英

樹
1 、

中
間

 茂
雄

1 、
藤

原
 健

壮
1  （

1.
JA

EA
、

2.
筑

波
大

、
3.

慈
恵

会
医

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

線
量

計
測

 
座

長
：

廣
内

 淳
（

JA
EA

）
 9

月
7日

(水
) 1

6:
05

～
17

:2
5 

J会
場

 

福
島

県
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

イ
ン

ト
の

N
aI

(T
l)波

高
分

布
デ

ー
タ

を
用

い
た

20
11

年
3月

に
お

け
る

I-
13

1,
 I-

13
2,

 I-
13

3お
よ

び
Te

-1
32

の
挙

動
の

研
究

 
*平

山
 英

夫
1 、

松
村

 宏
1 、

波
戸

 芳
仁

1 、
佐

波
 俊

哉
1  （

1.
KE

K）
 

福
島

第
一

原
発

か
ら

放
出

さ
れ

た
高

濃
度

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
含

有
粒

子
の

生
成

過
程

 
*井

元
 純

平
1 、

古
木

 元
気

1 、
落

合
 朝

須
美

1 、
山

崎
 信

哉
2 、

難
波

 謙
二

1,
3 、

大
貫

 敏
彦

4 、
Be

rn
d 

G
ra

m
bo

w
5 、

Ro
dn

ey
 E

w
in

g6

、
宇

都
宮

 聡
1  （

1.
九

大
、

2.
筑

波
大

、
3.

福
島

大
、

4.
東

工
大

、
5.

SU
BA

TE
CH

, t
he

 U
ni

v.
 a

nd
 E

co
le

 d
es

 M
in

es
 o

f 
N

an
te

s

an
d 

CN
RS

、
6.

St
an

fo
rd

 U
ni

v.
）

 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

に
お

け
る

放
射

線
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 
*尾

崎
 大

輔
1 、

金
濱

 秀
昭

1 、
小

幡
 伸

也
1 、

松
澤

 俊
春

1 、
塩

入
 正

敏
2 、

今
井

 光
宏

2 、
池

田
 泰

啓
2  （

1.
東

電
H

D、
2.

富
士

電
機

）
 

[1
J1

6]

[1
J1

7]

[1
J1

8-
22

]

[1
J1

8]

[1
J1

9]

[1
J2

0]

[1
J2

1]

[1
J2

2]

[2
J0

1-
04

]

[2
J0

1]

[2
J0

2]

[2
J0

3]

[2
J0

4]

[2
J0

5-
09

]

[2
J0

5]

- 
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 -

避
難

指
示

区
域

内
に

お
け

る
家

屋
内

の
汚

染
に

よ
る

被
ば

く
線

量
の

評
価

 
*森

 愛
理

1 、
石

﨑
 梓

1 、
田

辺
 務

1 、
和

田
 孝

雄
1 、

加
藤

 貢
1 、

宗
像

 雅
広

1  （
1.

JA
EA

）
 

α線
エ

ネ
ル

ギ
ー

ス
ペ

ク
ト

ル
の

解
析

に
よ

る
ろ

紙
内

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

分
布

の
推

定
 

*右
田

 豊
紀

恵
1 、

福
津

 久
美

子
1 、

石
井

 康
太

2 、
酒

井
 康

弘
2 、

吉
井

 裕
1  （

1.
Q

ST
、

2.
東

邦
大

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

VI
. 保

健
物

理
と

環
境

科
学

放
射

線
（

能
）

測
定

1 
座

長
：

佐
藤

 大
樹

（
JA

EA
）

 9
月

7日
(水

) 1
7:

25
～

18
:4

5 
J会

場
 

蛍
光

飛
跡

検
出

器
（

FN
TD

）
の

中
性

子
線

量
測

定
に

お
け

る
測

定
精

度
の

評
価

お
よ

び
そ

の
改

善
策

 
*橋

詰
 拓

弥
1,

2 、
岡

崎
 徹

1 、
佐

波
 俊

哉
2,

3 、
萩

原
 雅

之
2,

3 、
林

 裕
晃

4 、
小

林
 育

夫
1  （

1.
長

瀬
ラ

ン
ダ

ウ
ア

、
2.

総
研

大
、

3.
KE

K、
4.

徳
島

大
）

 

海
上

移
動

型
放

射
線

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

に
用

い
る

船
舶

内
の

線
量

率
分

布
の

計
算

(2
) 

*梅
谷

 圭
吾

1 、
大

藤
 広

暉
1 、

森
 豊

1 、
金

崎
 真

聡
1 、

小
田

 啓
二

1  （
1.

神
戸

大
）

 

マ
イ

ク
ロ

波
を

用
い

た
新

規
線

量
測

定
法

の
た

め
の

基
礎

的
研

究
 

*坂
下

 慧
至

1 、
砂

川
 武

義
2 、

平
山

 誠
1 、

松
尾

 陽
一

郎
1 、

泉
 佳

伸
1  （

1.
福

井
大

、
2.

福
井

工
大

）
 

新
規

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

よ
る

放
射

線
医

療
用

高
感

度
ゲ

ル
線

量
計

開
発

 
*青

木
 祐

太
郎

1 、
ハ

ー
ヴ

ェ
ル

 グ
レ

ン
2 、

佐
倉

 俊
治

3 、
砂

川
 武

義
1  （

1.
福

井
工

大
、

2.
オ

ン
タ

リ
オ

工
科

大
、

3.
N

UC
LE

AR

TE
CH

N
O

LO
G

Y）
 

コ
ロ

ジ
オ

ン
薄

膜
試

料
台

を
用

い
た

全
反

射
蛍

光
X線

測
定

に
よ

る
排

水
中

ウ
ラ

ン
の

分
析

 
*松

山
 嗣

史
1,

2 、
伊

豆
本

 幸
恵

1 、
酒

井
 康

弘
2 、

吉
井

 裕
1  （

1.
Q

ST
、

2.
東

邦
大

）
 

  20
16

年
9月

8日
(木

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

医
学

・
生

物
応

用
と

放
射

線
防

護
・

管
理

 
座

長
：

嶋
田

 和
真

（
JA

EA
）

 9
月

8日
(木

) 9
:3

0～
10

:3
5 

J会
場

 

糖
転

移
ル

チ
ン

を
利

用
し

た
新

し
い

放
射

線
防

護
剤

の
開

発
 

*相
澤

 恭
1 、

于
 暠

2 、
砂

田
 成

章
2 、

加
藤

 宝
光

3 、
上

坂
 充

1,
2  （

1.
東

大
、

2.
東

大
、

3.
コ

ロ
ラ

ド
州

立
大

）
 

マ
ウ

ス
酸

化
障

害
抑

制
に

及
ぼ

す
ラ

ド
ン

各
種

摂
取

方
法

の
比

較
検

討
 

*片
岡

 隆
浩

1 、
恵

谷
 玲

央
1 、

神
崎

 訓
枝

1 、
笹

岡
 香

織
1 、

迫
田

 晃
弘

2 、
田

中
 裕

史
2 、

小
橋

 佑
介

1 、
石

森
 有

2 、
光

延
 文

裕
3 、

山

岡
 聖

典
1  （

1.
岡

山
大

、
2.

JA
EA

、
3.

岡
山

大
）

 

マ
ウ

ス
肝

機
能

に
及

ぼ
す

低
線

量
放

射
線

と
ア

ル
コ

ー
ル

の
作

用
に

関
す

る
比

較
検

討
 

*神
﨑

 訓
枝

1 、
片

岡
 隆

浩
1 、

恵
谷

 玲
央

1 、
笹

岡
 香

織
1 、

小
橋

 佑
介

1 、
山

岡
 聖

典
1  （

1.
岡

山
大

）
 

原
子

力
事

故
や

放
射

線
緊

急
事

態
後

に
発

生
す

る
現

存
被

ば
く

状
況

に
お

け
る

復
旧

作
業

者
に

対
す

る
参

考
レ

ベ
ル

に
関

す
る

考
察

 
*服

部
 隆

利
1  （

1.
電

中
研

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

VI
. 保

健
物

理
と

環
境

科
学

環
境

放
射

能
2 

座
長

：
町

田
 昌

彦
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

0:
35

～
11

:5
5 

J会
場

 

H
T,

H
TO

地
表

面
環

境
中

移
行

に
及

ぼ
す

環
境

因
子

影
響

の
数

値
解

析
 

*山
澤

 弘
実

1 、
森

泉
 純

1 、
安

藤
 麻

里
子

2  （
1.

名
大

、
2.

JA
EA

）
 

―
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―
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J0

7]
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J0

8]
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J0
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J0
3]
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J0
4]
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J0
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J1

0-
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J1

0]

[2
J1

1]

[2
J1

2]

[2
J1

3]

[2
J1
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大
気

拡
散

モ
デ

ル
湿

性
沈

着
過

程
の

福
島

原
発

事
故

デ
ー

タ
を

用
い

た
再

現
性

の
検

討
 

*水
谷

 健
太

1 、
杉

浦
 宏

樹
1 、

平
尾

 茂
一

2 、
森

泉
 純

1 、
山

澤
 弘

実
1  （

1.
名

大
、

2.
福

島
大

）
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

N
aI

波
高

分
布

を
用

い
た

茨
城

県
に

お
け

る
大

気
中

放
射

能
濃

度
推

定
(2

) 
*寺

阪
 祐

太
1 、

山
澤

 弘
実

2 、
鳥

居
 建

男
1  （

1.
JA

EA
、

2.
名

大
）

 

大
気

圧
マ

イ
ク

ロ
波

放
電

法
に

よ
る

ヨ
ウ

化
カ

リ
ウ

ム
分

解
捕

集
研

究
 

*梅
田

 昌
幸

1 、
ハ

ー
ヴ

ェ
ル

 グ
レ

ン
2 、

砂
川

 武
義

1  （
1.

福
井

工
大

、
2.

オ
ン

タ
リ

オ
工

科
大

）
 

青
森

県
六

ヶ
所

村
及

び
青

森
市

に
お

け
る

放
射

性
Cs

の
経

口
摂

取
率

の
評

価
 

*柿
内

 秀
樹

1 、
赤

田
 尚

文
2 、

長
谷

川
 英

尚
1 、

五
代

儀
 貴

1 、
久

松
 俊

一
1  （

1.
環

境
研

 、
2.

核
融

合
研

）
 

   企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

委
員

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
学

会
誌

編
集

委
員

会

LN
T仮

説
へ

の
挑

戦
 

座
長

：
下

 道
國

（
藤

田
保

大
）

，
澤

田
 哲

生
（

東
工

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
J会

場
 

放
射

線
影

響
の

歴
史

 
ポ

リ
シ

ィ
と

サ
イ

エ
ン

ス
 

*坂
東

 昌
子

1  （
1.

あ
い

ん
し

ゅ
た

い
ん

）
 

統
計

モ
デ

ル
と

し
て

の
LN

T仮
説

の
起

源
 

*田
中

 司
朗

1  （
1.

京
大

）
 

LN
T仮

説
へ

の
挑

戦
と

し
て

の
W

AM
モ

デ
ル

 
*真

鍋
 勇

一
郎

1  （
1.

阪
大

）
 

学
術

振
興

会
産

学
協

力
委

員
会

　
分

野
横

断
委

員
会

の
発

足
 

*和
田

 隆
宏

1  （
1.

関
西

大
）

 

討
論

 
*司

会
：

澤
田

 哲
生

1  （
1.

東
工

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

放
射

線
（

能
）

測
定

2 
座

長
：

平
山

 英
夫

（
KE

K）
 9

月
8日

(木
) 1

4:
45

～
16

:0
5 

J会
場

 

冬
季

雷
雲

活
動

に
よ

る
放

射
線

バ
ー

ス
ト

時
の

詳
細

計
測

 
*生

田
 美

抄
夫

1  （
1.

島
根

県
原

子
力

環
境

セ
）

 

空
か

ら
の

放
射

線
計

測
技

術
の

高
度

化
 

(1
)ド

ロ
ー

ン
に

よ
る

測
定

デ
ー

タ
の

地
形

補
正

手
法

の
検

討
 

*佐
々

木
 美

雪
1 、

西
澤

 幸
康

1 、
石

崎
 梓

1 、
伊

村
 光

生
2 、

眞
田

 幸
尚

1  （
1.

JA
EA

、
2.

応
用

地
質

）
 

空
か

ら
の

放
射

線
計

測
技

術
の

高
度

化
 

(2
)航

空
機

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
お

け
る

空
気

中
ラ

ド
ン

子
孫

核
種

の
影

響
調

査
（

そ
の

1)
 

*廣
内

 淳
1 、

嶋
田

 和
真

1 、
西

澤
 幸

康
1 、

眞
田

 幸
尚

1 、
宗

像
 雅

広
1  （

1.
JA

EA
）

 

空
か

ら
の

放
射

線
計

測
技

術
の

高
度

化
 

(3
)航

空
機

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
お

け
る

空
気

中
ラ

ド
ン

子
孫

核
種

の
影

響
調

査
（

そ
の

2)
 

*西
澤

 幸
康

1 、
廣

内
 淳

1 、
嶋

田
 和

真
1 、

眞
田

 幸
尚

1 、
宗

像
 雅

広
1  （

1.
JA

EA
）

 

空
か

ら
の

放
射

線
計

測
技

術
の

高
度

化
 

(4
)航

空
機

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
お

け
る

積
雪

の
影

響
調

査
 

*石
﨑

 梓
1 、

森
 愛

理
1 、

眞
田

 幸
尚

1 、
伊

村
 光

生
1 、

佐
々

木
 美

雪
1 、

石
田

 睦
司

1 、
宗

像
 雅

広
1  （

1.
JA

EA
）

 
  

[2
J1

5-
19

]

[2
J1

5]

[2
J1

6]

[2
J1

7]

[2
J1

8]

[2
J1

9]

[2
J2

0-
23

]

[2
J2

0]

[2
J2

1]

[2
J2

2]

[2
J2

3]

[3
J0

1-
03

]

[3
J0

1]
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 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

VI
. 保

健
物

理
と

環
境

科
学

環
境

修
復

1 
座

長
：

藤
川

 陽
子

（
京

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
6:

05
～

17
:2

5 
J会

場
 

オ
フ

サ
イ

ト
の

核
種

分
布

特
性

に
基

づ
く

サ
イ

ト
内

環
境

中
の

核
種

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

の
推

定
 

(1
)研

究
概

要
と

予
備

調
査

結
果

 
*飯

島
 和

毅
1 、

土
肥

 輝
美

1 、
新

里
 忠

史
1 、

藤
原

 健
壮

1 、
駒

 義
和

1 、
鈴

木
 伸

一
1 、

小
田

 好
博

1 、
大

村
 嘉

人
2 、

佐
々

木
 隆

之
3

、
難

波
 謙

二
4  （

1.
JA

EA
、

2.
科

博
、

3.
京

大
、

4.
福

島
大

）
 

オ
フ

サ
イ

ト
の

核
種

分
布

特
性

に
基

づ
く

サ
イ

ト
内

環
境

中
の

核
種

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

の
推

定
 

(2
)土

壌
の

分
析

と
室

内
吸

着
試

験
 

*佐
々

木
 隆

之
1 、

藤
原

 健
壮

2 、
土

肥
 輝

美
2 、

小
林

 大
志

1 、
飯

島
 和

毅
2  （

1.
京

大
、

2.
JA

EA
）

 

オ
フ

サ
イ

ト
の

核
種

分
布

特
性

に
基

づ
く

サ
イ

ト
内

環
境

中
の

核
種

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

の
推

定
 

(3
)サ

イ
ト

及
び

周
辺

に
お

け
る

土
壌

へ
の

核
種

移
行

挙
動

 
*高

畠
 容

子
1 、

駒
 義

和
1 、

飯
島

 和
毅

1  （
1.

JA
EA

）
 

油
分

解
微

生
物

を
用

い
た

廃
液

中
油

分
の

分
解

除
去

法
の

開
発

 
*大

貫
 敏

彦
1 、

伊
藤

 徹
哉

2 、
角

田
 貴

介
2  （

1.
東

工
大

、
2.

無
臭

元
工

業
）

 

「
環

境
省

 平
成

27
年

度
除

染
・

減
容

等
技

術
実

証
事

業
」

の
評

価
結

果
 

*村
上

 督
1 、

林
 雄

平
1 、

梶
原

 晃
1  （

1.
原

安
技

セ
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

福
島

事
故

関
連

：
環

境
放

射
能

 
座

長
：

大
貫

 敏
彦

（
東

工
大

）
 9

月
8日

(木
) 1

7:
25

～
18

:3
0 

J会
場

 

福
島

に
お

け
る

汚
染

土
壌

の
除

染
と

再
利

用
を

目
指

し
た

セ
シ

ウ
ム

フ
リ

ー
鉱

化
法

 
(1

)非
放

射
性

Cs
を

飽
和

収
着

し
た

福
島

風
化

黒
雲

母
の

セ
シ

ウ
ム

フ
リ

ー
鉱

化
反

応
 

*下
山

 巖
1 、

本
田

 充
紀

1 、
小

暮
 敏

博
2 、

平
尾

 法
恵

1 、
馬

場
 祐

治
1 、

岡
本

 芳
浩

1 、
矢

板
 毅

1 、
鈴

木
 伸

一
1  （

1.
JA

EA
、

2.
東

大
）

 

福
島

に
お

け
る

汚
染

土
壌

の
除

染
と

再
利

用
を

目
指

し
た

セ
シ

ウ
ム

フ
リ

ー
鉱

化
法

 
(2

)そ
の

場
観

察
EX

AF
S分

析
を

用
い

た
混

合
塩

(N
aC

l-
Ca

Cl
2)

添
加

お
よ

び
加

熱
処

理
に

よ
る

Cs
収

着
風

化
黒

雲
母

か
ら

の
Cs

除
去

過
程

の
解

明
 

*本
田

 充
紀

1 、
岡

本
 芳

浩
1 、

下
山

 巖
1,

2 、
塩

飽
 秀

啓
1 、

鈴
木

 伸
一

1,
2 、

矢
板

 毅
1,

2  （
1.

JA
EA

、
2.

JA
EA

）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

周
辺

の
山

域
に

お
け

る
線

量
率

分
布

 
(1

)現
地

調
査

 
*土

肥
 輝

美
1 、

藤
原

 健
壮

1 、
菊

池
 直

之
1 、

萩
原

 大
樹

1 、
飯

島
 和

毅
1  （

1.
JA

EA
）

 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

周
辺

の
山

域
に

お
け

る
線

量
率

分
布

 
(2

)山
域

調
査

デ
ー

タ
解

析
 

*小
田

 好
博

1 、
土

肥
 輝

美
1 、

金
井

塚
 清

一
1 、

飯
島

 和
毅

1  （
1.

JA
EA

）
 

  20
16

年
9月

9日
(金

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

環
境

修
復

2 
座

長
：

下
山

 巖
（

JA
EA

）
 9

月
9日

(金
) 9

:3
0～

10
:2

0 
J会

場
 

指
定

廃
棄

物
除

染
方

法
の

現
場

試
験

 

[P
L1

J]

[P
L1

J0
1]

[P
L1

J0
2]

[P
L1

J0
3]

[P
L1

J0
4]

[1
J0

8-
12

]

[1
J0

8]

[1
J0

9]

[1
J1

0]

[1
J1

1]

[1
J1

2]

[1
J1

3-
17

]

[1
J1

3]

[1
J1

4]

[1
J1

5]
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   企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

委
員

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
標

準
委

員
会

1（
リ

ス
ク

専
門

部
会

，
シ

ス
テ

ム
安

全
部

会
）

リ
ス

ク
を

ど
の

よ
う

に
活

用
し

安
全

性
向

上
に

つ
な

げ
る

か
 

座
長

：
山

口
 彰

（
東

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
J会

場
 

安
全

性
向

上
の

概
念

 
*岡

本
 孝

司
1  （

1.
東

大
）

 

リ
ス

ク
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
プ

ロ
セ

ス
 

*山
口

 彰
1  （

1.
東

大
）

 

リ
ス

ク
活

用
実

施
基

準
の

改
定

構
想

 
*成

宮
 祥

介
1  （

1.
関

西
電

力
）

 

リ
ス

ク
活

用
に

必
要

な
PR

Aの
品

質
確

保
 

*越
塚

 誠
一

1  （
1.

東
大

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

VI
. 保

健
物

理
と

環
境

科
学

環
境

放
射

能
1 

座
長

：
服

部
 隆

利
（

電
中

研
）

 9
月

7日
(水

) 1
4:

45
～

16
:0

5 
J会

場
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

か
ら

放
出

さ
れ

た
12

9 Iの
農

地
土

壌
へ

の
沈

着
 

*藤
原

 英
司

1  （
1.

農
研

機
構

）
 

海
域

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

に
関

す
る

研
究

 
*鎌

田
 創

1 、
ソ

ー
ン

ト
ン

 ブ
レ

ア
2 、

大
西

 世
紀

1 、
平

尾
 好

弘
1 、

浅
見

 光
史

1 、
浦

 環
1  （

1.
海

上
・

港
湾

・
航

空
技

術
研

、
2.

東

大
）

 

海
底

土
セ

シ
ウ

ム
の

脱
着

反
応

過
程

の
解

明
 

*瀬
川

 優
佳

里
1 、

熊
谷

 友
多

1 、
渡

邉
 雅

之
1 、

乙
坂

 重
嘉

1 、
小

林
 卓

也
1  （

1.
JA

EA
）

 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

で
放

出
さ

れ
た

13
7 Cs

の
森

林
土

壌
中

の
深

度
分

布
と

コ
ン

パ
ー

ト
メ

ン
ト

モ
デ

ル
に

よ
る

下
方

移
行

評
価

 
*武

藤
 琴

美
1 、

安
藤

 麻
里

子
1 、

小
嵐

 淳
1 、

松
永

 武
1  （

1.
JA

EA
）

 

福
島

第
一

原
発

半
径

3k
m

圏
内

に
お

け
る

放
射

性
粒

子
の

発
生

源
の

検
討

 
*佐

藤
 志

彦
1 、

末
木

 啓
介

2 、
箕

輪
 は

る
か

3 、
吉

川
 英

樹
1 、

中
間

 茂
雄

1 、
藤

原
 健

壮
1  （

1.
JA

EA
、

2.
筑

波
大

、
3.

慈
恵

会
医

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

線
量

計
測

 
座

長
：

廣
内

 淳
（

JA
EA

）
 9

月
7日

(水
) 1

6:
05

～
17

:2
5 

J会
場

 

福
島

県
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

イ
ン

ト
の

N
aI

(T
l)波

高
分

布
デ

ー
タ

を
用

い
た

20
11

年
3月

に
お

け
る

I-
13

1,
 I-

13
2,

 I-
13

3お
よ

び
Te

-1
32

の
挙

動
の

研
究

 
*平

山
 英

夫
1 、

松
村

 宏
1 、

波
戸

 芳
仁

1 、
佐

波
 俊

哉
1  （

1.
KE

K）
 

福
島

第
一

原
発

か
ら

放
出

さ
れ

た
高

濃
度

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
含

有
粒

子
の

生
成

過
程

 
*井

元
 純

平
1 、

古
木

 元
気

1 、
落

合
 朝

須
美

1 、
山

崎
 信

哉
2 、

難
波

 謙
二

1,
3 、

大
貫

 敏
彦

4 、
Be

rn
d 

G
ra

m
bo

w
5 、

Ro
dn

ey
 E

w
in

g6

、
宇

都
宮

 聡
1  （

1.
九

大
、

2.
筑

波
大

、
3.

福
島

大
、

4.
東

工
大

、
5.

SU
BA

TE
CH

, t
he

 U
ni

v.
 a

nd
 E

co
le

 d
es

 M
in

es
 o

f 
N

an
te

s

an
d 

CN
RS

、
6.

St
an

fo
rd

 U
ni

v.
）

 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

に
お

け
る

放
射

線
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 
*尾

崎
 大

輔
1 、

金
濱

 秀
昭

1 、
小

幡
 伸

也
1 、

松
澤

 俊
春

1 、
塩

入
 正

敏
2 、

今
井

 光
宏

2 、
池

田
 泰

啓
2  （

1.
東

電
H

D、
2.

富
士

電
機

）
 

[1
J1

6]

[1
J1

7]

[1
J1

8-
22

]

[1
J1

8]

[1
J1

9]

[1
J2

0]

[1
J2

1]

[1
J2

2]

[2
J0

1-
04

]

[2
J0

1]

[2
J0

2]

[2
J0

3]

[2
J0

4]

[2
J0

5-
09

]

[2
J0

5]
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避
難

指
示

区
域

内
に

お
け

る
家

屋
内

の
汚

染
に

よ
る

被
ば

く
線

量
の

評
価

 
*森

 愛
理

1 、
石

﨑
 梓

1 、
田

辺
 務

1 、
和

田
 孝

雄
1 、

加
藤

 貢
1 、

宗
像

 雅
広

1  （
1.

JA
EA

）
 

α線
エ

ネ
ル

ギ
ー

ス
ペ

ク
ト

ル
の

解
析

に
よ

る
ろ

紙
内

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

分
布

の
推

定
 

*右
田

 豊
紀

恵
1 、

福
津

 久
美

子
1 、

石
井

 康
太

2 、
酒

井
 康

弘
2 、

吉
井

 裕
1  （

1.
Q

ST
、

2.
東

邦
大

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

VI
. 保

健
物

理
と

環
境

科
学

放
射

線
（

能
）

測
定

1 
座

長
：

佐
藤

 大
樹

（
JA

EA
）

 9
月

7日
(水

) 1
7:

25
～

18
:4

5 
J会

場
 

蛍
光

飛
跡

検
出

器
（

FN
TD

）
の

中
性

子
線

量
測

定
に

お
け

る
測

定
精

度
の

評
価

お
よ

び
そ

の
改

善
策

 
*橋

詰
 拓

弥
1,

2 、
岡

崎
 徹

1 、
佐

波
 俊

哉
2,

3 、
萩

原
 雅

之
2,

3 、
林

 裕
晃

4 、
小

林
 育

夫
1  （

1.
長

瀬
ラ

ン
ダ

ウ
ア

、
2.

総
研

大
、

3.
KE

K、
4.

徳
島

大
）

 

海
上

移
動

型
放

射
線

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

に
用

い
る

船
舶

内
の

線
量

率
分

布
の

計
算

(2
) 

*梅
谷

 圭
吾

1 、
大

藤
 広

暉
1 、

森
 豊

1 、
金

崎
 真

聡
1 、

小
田

 啓
二

1  （
1.

神
戸

大
）

 

マ
イ

ク
ロ

波
を

用
い

た
新

規
線

量
測

定
法

の
た

め
の

基
礎

的
研

究
 

*坂
下

 慧
至

1 、
砂

川
 武

義
2 、

平
山

 誠
1 、

松
尾

 陽
一

郎
1 、

泉
 佳

伸
1  （

1.
福

井
大

、
2.

福
井

工
大

）
 

新
規

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

よ
る

放
射

線
医

療
用

高
感

度
ゲ

ル
線

量
計

開
発

 
*青

木
 祐

太
郎

1 、
ハ

ー
ヴ

ェ
ル

 グ
レ

ン
2 、

佐
倉

 俊
治

3 、
砂

川
 武

義
1  （

1.
福

井
工

大
、

2.
オ

ン
タ

リ
オ

工
科

大
、

3.
N

UC
LE

AR

TE
CH

N
O

LO
G

Y）
 

コ
ロ

ジ
オ

ン
薄

膜
試

料
台

を
用

い
た

全
反

射
蛍

光
X線

測
定

に
よ

る
排

水
中

ウ
ラ

ン
の

分
析

 
*松

山
 嗣

史
1,

2 、
伊

豆
本

 幸
恵

1 、
酒

井
 康

弘
2 、

吉
井

 裕
1  （

1.
Q

ST
、

2.
東

邦
大

）
 

  20
16

年
9月

8日
(木

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

医
学

・
生

物
応

用
と

放
射

線
防

護
・

管
理

 
座

長
：

嶋
田

 和
真

（
JA

EA
）

 9
月

8日
(木

) 9
:3

0～
10

:3
5 

J会
場

 

糖
転

移
ル

チ
ン

を
利

用
し

た
新

し
い

放
射

線
防

護
剤

の
開

発
 

*相
澤

 恭
1 、

于
 暠

2 、
砂

田
 成

章
2 、

加
藤

 宝
光

3 、
上

坂
 充

1,
2  （

1.
東

大
、

2.
東

大
、

3.
コ

ロ
ラ

ド
州

立
大

）
 

マ
ウ

ス
酸

化
障

害
抑

制
に

及
ぼ

す
ラ

ド
ン

各
種

摂
取

方
法

の
比

較
検

討
 

*片
岡

 隆
浩

1 、
恵

谷
 玲

央
1 、

神
崎

 訓
枝

1 、
笹

岡
 香

織
1 、

迫
田

 晃
弘

2 、
田

中
 裕

史
2 、

小
橋

 佑
介

1 、
石

森
 有

2 、
光

延
 文

裕
3 、

山

岡
 聖

典
1  （

1.
岡

山
大

、
2.

JA
EA

、
3.

岡
山

大
）

 

マ
ウ

ス
肝

機
能

に
及

ぼ
す

低
線

量
放

射
線

と
ア

ル
コ

ー
ル

の
作

用
に

関
す

る
比

較
検

討
 

*神
﨑

 訓
枝

1 、
片

岡
 隆

浩
1 、

恵
谷

 玲
央

1 、
笹

岡
 香

織
1 、

小
橋

 佑
介

1 、
山

岡
 聖

典
1  （

1.
岡

山
大

）
 

原
子

力
事

故
や

放
射

線
緊

急
事

態
後

に
発

生
す

る
現

存
被

ば
く

状
況

に
お

け
る

復
旧

作
業

者
に

対
す

る
参

考
レ

ベ
ル

に
関

す
る

考
察

 
*服

部
 隆

利
1  （

1.
電

中
研

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

VI
. 保

健
物

理
と

環
境

科
学

環
境

放
射

能
2 

座
長

：
町

田
 昌

彦
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

0:
35

～
11

:5
5 

J会
場

 

H
T,

H
TO

地
表

面
環

境
中

移
行

に
及

ぼ
す

環
境

因
子

影
響

の
数

値
解

析
 

*山
澤

 弘
実

1 、
森

泉
 純

1 、
安

藤
 麻

里
子

2  （
1.

名
大

、
2.

JA
EA

）
 

―
　
36

　
―

―
　
37

　
―



[1
K0

1-
07

]

[1
K0

1]

[1
K0
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[1
K0
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[1
K0

4]

[1
K0

5]

[1
K0

6]

[1
K0

7]

[G
M

1K
]

[1
K0

8-
14

]

[1
K0

8]

[1
K0

9]

[1
K1

0]
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*岩
上

 翔
1 、

恩
田

 裕
一

1 、
辻

村
 真

貴
2 、

榊
原

 厚
一

2 、
佐

藤
 雄

太
郎

2  （
1.

筑
波

大
、

2.
筑

波
大

）
 

  20
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年
9月

7日
(水

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
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分

裂
工

学
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30
4-

1 
伝

熱
・

流
動

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

・
輸

送
・

貯
蔵

を
含

む
）

高
速

炉
熱

流
動

 
座

長
：

松
元

 達
也

（
九

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
0:

00
～

11
:5

5 
K会

場
 

崩
壊

熱
除

去
系

に
よ

る
集

合
体

冷
却

過
程

に
関

す
る

研
究

 
*小

野
 綾

子
1 、

小
野

島
 貴

光
1 、

堂
田

 哲
広

1 、
三

宅
 康

洋
2 、

上
出

 英
樹

1  （
1.

JA
EA

、
2.

エ
ヌ

・
デ

ー
・

デ
ー

）
 

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
高

速
炉

に
お

け
る

3次
元

自
然

循
環

除
熱

特
性

評
価

 
*遠

藤
 淳

二
1 、

大
山

 一
弘

1 、
渡

辺
 収

1 、
堂

田
 哲

広
2  （

1.
M

FB
R、

2.
JA

EA
）

 

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
高

速
炉

の
UI

S下
部

に
お

け
る

高
サ

イ
ク

ル
熱

疲
労

に
関

す
る

研
究

 
後

備
系

制
御

棒
案

内
管

の
フ

ロ
ー

コ
レ

ク
タ

の
影

響
 

*小
林

 順
1 、

江
連

 俊
樹

1 、
田

中
 正

暁
1 、

上
出

 英
樹

1  （
1.

JA
EA

）
 

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
⾼

速
炉

ホ
ッ

ト
レ

グ
配

管
⼊

⼝
部

に
お

け
る

液
中

渦
キ

ャ
ビ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
研

究
 

(第
9報

)渦
モ

デ
ル

に
基

づ
く

液
中

渦
キ

ャ
ビ

テ
ー

シ
ョ

ン
評

価
手

法
開

発
の

概
要

 
*伊

藤
 啓

1 、
江

連
 俊

樹
1 、

田
中

 正
暁

1  （
1.

JA
EA

）
 

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
高

速
炉

ホ
ッ

ト
レ

グ
配

管
入

口
部

に
お

け
る

液
中

渦
キ

ャ
ビ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
研

究
 

(第
10

報
)液

中
渦

評
価

手
法

の
1次

系
コ

ー
ル

ド
レ

グ
配

管
入

口
ノ

ズ
ル

部
へ

の
適

用
 

*萩
原

 裕
之

1 、
早

川
 教

1 、
江

連
 俊

樹
2 、

伊
藤

 啓
2 、

大
島

 宏
之

2  （
1.

M
FB

R、
2.

JA
EA

）
 

高
速

炉
蒸

気
発

生
器

伝
熱

管
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
ウ

ェ
ス

テ
ー

ジ
評

価
 

(1
)垂

直
伝

熱
管

群
を

模
擬

し
た

ナ
ト

リ
ウ

ム
－

水
反

応
実

験
 

*梅
田

 良
太

1 、
下

山
 一

仁
1 、

栗
原

 成
計

1  （
1.

JA
EA

）
 

高
速

炉
蒸

気
発

生
器

伝
熱

管
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
ウ

ェ
ス

テ
ー

ジ
評

価
 

(2
)局

所
的

な
ウ

ェ
ス

テ
ー

ジ
環

境
に

基
づ

く
タ

ー
ゲ

ッ
ト

ウ
ェ

ス
テ

ー
ジ

評
価

 
*栗

原
 成

計
1 、

梅
田

 良
太

1 、
下

山
 一

仁
1  （

1.
JA

EA
）

 
   全

体
会

議

「
熱

流
動

部
会

」
第

47
回

全
体

会
議

 
9月

7日
(水

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
K会

場
    一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
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. 核
分

裂
工

学
 | 

30
4-

1 
伝

熱
・

流
動

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

・
輸

送
・

貯
蔵

を
含

む
）

燃
料

集
合

体
熱

流
動

 
座

長
：

歌
野

原
 陽

一
（

IN
SS

）
 9

月
7日

(水
) 1

4:
45

～
16

:3
5 

K会
場

 

次
世

代
高

速
炉

の
炉

心
構

成
要

素
設

計
に

係
る

熱
流

動
評

価
 

(1
)大

型
バ

ン
ド

ル
燃

料
集

合
体

内
の

流
動

挙
動

評
価

 
*早

川
 教

1 、
大

山
 一

弘
1 、

小
澤

 隆
之

2 、
前

田
 誠

一
郎

2 、
大

島
 宏

之
2  （

1.
M

FB
R、

2.
JA

EA
）

 

次
世

代
高

速
炉

の
炉

心
構

成
要

素
設

計
に

係
る

熱
流

動
評

価
 

(2
)ワ

イ
ヤ

ス
ペ

ー
サ

に
よ

る
燃

料
被

覆
管

局
所

温
度

上
昇

の
評

価
 

*中
村

 博
紀

1 、
大

山
 一

弘
1 、

緒
方

 智
明

2 、
小

澤
 隆

之
3 、

前
田

 誠
一

郎
3  （

1.
M

FB
R、

2.
M

H
I、

3.
JA

EA
）

 

次
世

代
高

速
炉

の
炉

心
構

成
要

素
設

計
に

係
る

熱
流

動
評

価
 

(3
)炉

心
燃

料
集

合
体

流
量

調
節

機
構

の
数

値
解

析
 

*渡
辺

 収
1 、

早
川

 教
1 、

碇
本

 岩
男

3 、
大

島
 宏

之
2  （

1.
M

FB
R、

2.
JA

EA
、

3.
M

H
I）

 

[1
K1

1]

[1
K1

2]

[1
K1

3]

[1
K1

4]

[1
K1

5-
18
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[1
K1

5]

[1
K1

6]

[1
K1

7]

[1
K1

8]

[1
K1

9-
22

]

[1
K1

9]

[1
K2
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[1
K2

1]

[1
K2

2]
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液
体

金
属

ナ
ト

リ
ウ

ム
中

の
垂

直
5×

5本
組

円
柱

バ
ン

ド
ル

発
熱

体
に

お
け

る
自

然
対

流
熱

伝
達

 
*畑

 幸
一

1 、
福

田
 勝

哉
1 、

水
内

 亨
2  （

1.
神

戸
大

、
2.

京
大

）
 

軽
水

炉
の

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
下

の
海

水
・

ホ
ウ

酸
注

入
時

の
影

響
に

関
す

る
試

験
 

(6
)5

×5
バ

ン
ド

ル
流

路
内

で
の

塩
水

プ
ー

ル
沸

騰
時

の
ボ

イ
ド

率
分

布
 

*古
谷

 正
裕

1 、
滝

口
 広

樹
1 、

新
井

 崇
洋

1 、
白

川
 健

悦
1  （

1.
電

中
研

）
 

燃
料

露
出

過
程

の
炉

内
流

動
評

価
 

(1
2)

高
圧

条
件

下
に

お
け

る
部

分
模

擬
燃

料
集

合
体

内
ボ

イ
ド

率
分

布
に

対
す

る
模

擬
燃

料
棒

間
隔

の
影

響
 

*上
遠

野
 健

一
1 、

藤
本

 清
志

1 、
青

山
 吾

朗
1 、

長
澤

 雄
真

1 、
永

吉
 拓

至
1 、

新
井

 崇
洋

2  （
1.

日
立

G
E、

2.
電

中
研

）
 

燃
料

露
出

過
程

の
炉

内
流

動
評

価
 

(1
3)

高
エ

ネ
ル

ギ
X線

CT
を

用
い

た
高

圧
・

低
流

量
条

件
下

で
の

5×
5発

熱
バ

ン
ド

ル
内

ボ
イ

ド
率

分
布

計
測

 
*新

井
 崇

洋
1 、

古
谷

 正
裕

1 、
白

川
 健

悦
1 、

西
 義

久
1  （

1.
電

中
研

）
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般
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ョ
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伝
熱

・
流

動
（

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
・

輸
送

・
貯

蔵
を

含
む

）

格
納

容
器

内
挙

動
 

座
長

：
高

瀬
 和

之
（

長
岡

技
科

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
6:

35
～

17
:4

0 
K会

場
 

静
的

格
納

容
器

冷
却

系
の

シ
ス

テ
ム

挙
動

試
験

 
(5

)新
型

PC
CS

シ
ス

テ
ム

挙
動

試
験

 
*山

田
 雅

人
1 、

田
原

 美
香

1 、
松

本
 圭

司
1 、

内
田

 昌
人

2 、
西

田
 浩

二
3  （

1.
東

芝
、

2.
原

電
、

3.
日

立
G

E）
 

静
的

格
納

容
器

冷
却

系
の

シ
ス

テ
ム

挙
動

試
験

 
(6

)シ
ス

テ
ム

挙
動

試
験

解
析

 
*田

原
 美

香
1 、

山
田

 雅
人

1 、
松

本
 圭

司
1 、

内
田

 昌
人

3 、
西

田
 浩

二
2  （

1.
東

芝
、

2.
日

立
G

E、
3.

原
電

）
 

外
面

冷
却

に
よ

る
格

納
容

器
内

熱
水

力
挙

動
に

関
す

る
CI

G
M

A実
験

CC
-P

L-
04

 
(1

)実
験

結
果

及
び

RE
LA

P5
解

析
 

*柴
本

 泰
照

1 、
石

垣
 将

宏
1 、

安
部

 諭
1 、

与
能

本
 泰

介
1  （

1.
JA

EA
）

 

外
面

冷
却

に
よ

る
格

納
容

器
内

熱
水

力
挙

動
に

関
す

る
CI

G
M

A実
験

CC
-P

L-
04

 
(2

)C
FD

解
析

 
*石

垣
 将

宏
1 、

安
部

 諭
1 、

柴
本

 泰
照

1 、
与

能
本

 泰
介

1  （
1.

JA
EA

）
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シ
ョ
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伝
熱

・
流

動
（

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
・

輸
送

・
貯

蔵
を

含
む

）

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
 

座
長

：
古

谷
 正

裕
（

電
中

研
）

 9
月

7日
(水

) 1
7:

40
～
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:4

5 
K会

場
 

原
子

炉
内

溶
融

物
移

行
挙

動
数

値
解

析
手

法
の

開
発

 
(8

)傾
斜

部
に

お
け

る
模

擬
溶

融
物

の
界

面
挙

動
 

*松
浦

 浩
太

1 、
文

字
 秀

明
1 、

山
下

 晋
2 、

吉
田

 啓
之

2  （
1.

筑
波

大
、

2.
JA

EA
）

 

高
速

増
殖

炉
の

炉
心

溶
融

事
故

後
冷

却
挙

動
の

研
究

 
(3

1)
溶

融
ジ

ェ
ッ

ト
挙

動
に

対
し

て
界

面
固

化
が

支
配

的
と

な
る

条
件

 
*岩

澤
 譲

1 、
阿

部
 豊

1 、
金

子
 暁

子
1 、

金
川

 哲
也

1 、
齋

藤
 慎

平
1 、

坂
場

 弘
2 、

小
山

 和
也

3 、
成

合
 英

樹
1  （

1.
筑

波

大
、

2.
M

H
I、

3.
M

FB
R）

 

BW
R下

部
プ

レ
ナ

ム
複

雑
構

造
物

内
ジ

ェ
ッ

ト
ブ

レ
イ

ク
ア

ッ
プ

現
象

予
測

手
法

の
開

発
 

(1
4)

複
雑

構
造

物
内

ジ
ェ

ッ
ト

落
下

挙
動

に
対

す
る

射
出

速
度

の
影

響
 

*成
島

 勇
気

1 、
阿

部
 豊

1 、
金

子
 暁

子
1 、

金
川

 哲
也

1 、
鈴

木
 貴

行
2 、

吉
田

 啓
之

2  （
1.

筑
波

大
、

2.
JA

EA
）

 

BW
R下

部
プ

レ
ナ

ム
複

雑
構

造
物

内
ジ

ェ
ッ

ト
ブ

レ
イ

ク
ア

ッ
プ

現
象

予
測

手
法

の
開

発
 

(1
5)

高
解

像
度

解
析

に
よ

る
単

チ
ャ

ン
ネ

ル
内

溶
融

物
落

下
挙

動
の

把
握

 

[3
J0

2]

[3
J0

3]

[3
J0

4-
09

]

[3
J0

4]

[3
J0

5]

[3
J0

6]

[3
J0

7]

[3
J0

8]

[3
J0

9]

[G
M

3J
]
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廃
棄

物
抽

出
液

中
コ

ロ
イ

ド
成

分
の

組
成

等
の

考
察

 
*藤

川
 陽

子
1 、

尾
崎

 博
明

2 、
藤

田
 達

也
2 、

谷
口

 省
吾

2 、
高

浪
 龍

平
2 、

藤
長

 愛
一

郎
2 、

ル
ー

タ
ス

 ポ
ー

ル
3 、

藤
原

 慶
子

1 、
田

中

良
明

1 、
櫻

井
 伸

治
4  （

1.
京

大
、

2.
大

阪
産

業
大

、
3.

エ
デ

ィ
ス

　
コ

ー
ワ

ン
大

学
、

4.
阪

府
大

）
 

第
一

原
理

計
算

に
よ

る
Cs

-S
i-

Fe
-O

系
化

合
物

の
相

安
定

性
評

価
 

*鈴
木

 知
史

1 、
中

島
 邦

久
1 、

逢
坂

 正
彦

1  （
1.

JA
EA

）
 

超
電

導
磁

気
分

離
技

術
を

用
い

た
セ

シ
ウ

ム
汚

染
土

壌
の

減
容

化
 

*秋
山

 庸
子

1 、
行

松
 和

輝
1 、

堀
江

 裕
貴

1 、
西

嶋
 茂

宏
1 、

三
島

 史
人

2 、
関

山
 富

男
3 、

三
ツ

井
 誠

一
郎

3 、
加

藤
 貢

3  （
1.

阪

大
、

2.
福

井
工

大
、

3.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

福
島

事
故

関
連

：
放

射
線

（
能

）
測

定
 

座
長

：
高

橋
 知

之
（

京
大

）
 

 9
月

9日
(金

) 1
0:

20
～

11
:5

5 
J会

場
 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(1
)8

0k
m

圏
内

に
お

け
る

空
間

線
量

率
と

土
壌

沈
着

量
の

経
時

変
化

の
ま

と
め

 
*斎

藤
 公

明
1 、

三
上

 智
1 、

安
藤

 真
樹

1 、
松

田
 規

宏
1 、

津
田

 修
一

1 、
吉

田
 忠

義
1 、

吉
村

 和
也

1 、
佐

藤
 哲

朗
2 、

菅
野

 隆
1 、

山
本

英
明

1  （
1.

JA
EA

、
2.

日
立

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
ズ

東
日

本
）

 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(2
)広

域
走

行
サ

ー
ベ

イ
に

よ
る

空
間

線
量

率
の

経
時

変
化

 
*安

藤
 真

樹
1 、

松
田

 規
宏

1 、
斎

藤
 公

明
1  （

1.
JA

EA
）

 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(3
)特

性
X線

カ
メ

ラ
に

よ
る

森
林

内
の

セ
シ

ウ
ム

分
布

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 
*小

林
 進

悟
1 、

内
堀

 幸
夫

1 、
北

村
 尚

1 、
岩

本
 慎

也
2 、

小
島

 健
太

郎
2 、

後
藤

 裕
一

2 、
小

林
 忍

2 、
谷

本
 和

夫
2 、

寺
門

 康
男

2 、
中

島
 康

成
2  （

1.
Q

ST
/放

医
研

、
2.

明
星

電
気

）
 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(4
)市

街
環

境
に

お
け

る
被

覆
面

ご
と

の
セ

シ
ウ

ム
-1

37
分

布
特

性
 

*吉
村

 和
也

1 、
斎

藤
 公

明
1 、

藤
原

 健
壮

1  （
1.

JA
EA

）
 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(5
)定

点
測

定
で

観
察

さ
れ

た
空

間
線

量
率

の
季

節
変

化
 

*吉
田

 浩
子

1 、
金

上
 孝

1 、
斎

藤
　

公
明

2 、
佐

藤
　

哲
朗

2 、
三

上
　

智
2 、

菅
野

　
隆

2 、
細

田
　

正
洋

3 、
高

橋
　

純
子

4  （
1.

東
北

大
、

2.
JA

EA
、

3.
弘

前
大

、
4.

筑
波

大
）

 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(6
)K

UR
AM

A-
IIの

開
発

と
展

開
の

現
状

 
*谷

垣
 実

1 、
奥

村
 良

1 、
佐

藤
 信

浩
1 、

小
林

 康
浩

1 、
湯

田
 美

菜
子

2 、
齋

藤
 正

明
2 、

齋
藤

 隆
2 、

桑
名

 篤
2 、

松
浦

 隆
弘

3  （
1.

京

大
、

2.
福

島
県

農
業

セ
、

3.
松

浦
電

弘
社

）
 

   全
体

会
議

「
保

健
物

理
・

環
境

科
学

部
会

」
第

33
回

全
体

会
議

 
9月

9日
(金

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
J会

場
   

[P
L3

J]

[P
L3

J0
1]

[P
L3

J0
2]

[P
L3

J0
3]

[3
J1

0-
13

]

[3
J1

0]

[3
J1

1]

[3
J1

2]

[3
J1

3]

[3
J1

4-
17

]

[3
J1

4]

[3
J1

5]

[3
J1

6]

[3
J1

7]
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 企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

部
会

・
連

絡
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

保
健

物
理

・
環

境
科

学
部

会

福
島

の
環

境
影

響
・

健
康

影
響

研
究

の
新

た
な

展
開

 
座

長
：

山
澤

 弘
実

（
名

大
）

 9
月

9日
(金

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
J会

場
 

過
去

5年
間

の
研

究
の

経
緯

 
*斎

藤
 公

明
1  （

1.
JA

EA
）

 

今
後

の
環

境
影

響
研

究
に

何
が

必
要

か
 

*高
橋

 知
之

1  （
1.

京
大

）
 

今
後

の
健

康
影

響
研

究
に

何
が

必
要

か
 

*松
田

 尚
樹

1  （
1.

長
崎

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

福
島

事
故

関
連

：
線

量
評

価
 

座
長

：
吉

田
 浩

子
（

東
北

大
）

 9
月

9日
(金

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
J会

場
 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(7
)光

子
エ

ネ
ル

ギ
ー

ス
ペ

ク
ト

ル
解

析
に

基
づ

く
人

工
／

天
然

核
種

の
線

量
評

価
 

*津
田

 修
一

1 、
谷

垣
 実

2 、
斎

藤
 公

明
1  （

1.
JA

EA
、

2.
京

大
）

 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(8
)製

材
品

用
検

査
装

置
の

開
発

 
*松

田
 規

宏
1 、

久
永

 勇
2 、

後
藤

 昌
幸

2 、
貝

守
 昭

弘
3 、

斎
藤

 公
明

1  （
1.

JA
EA

、
2.

ジ
ー

テ
ッ

ク
、

3.
木

構
造

振
興

）
 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(9
)生

活
行

動
経

路
に

沿
っ

た
空

間
線

量
率

に
基

づ
く

被
ば

く
評

価
 

*佐
藤

 哲
朗

1 、
斎

藤
 公

明
2 、

安
藤

 真
樹

2  （
1.

日
立

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
ズ

東
日

本
、

2.
JA

EA
）

 

M
ap

pi
ng

 p
ro

je
ct

 in
 F

uk
us

hi
m

a 
an

d 
re

la
te

d 
re

se
ar

ch
es

 
(1

0)
M

ul
ti

sc
al

e 
Ba

ye
si

an
 D

at
a 

In
te

gr
at

io
n 

Ap
pr

oa
ch

 f
or

 M
ap

pi
ng

 A
ir

 D
os

e 
Ra

te
s 

ar
ou

nd
 t

he
Fu

ku
sh

im
a 

Da
iic

hi
 N

uc
le

ar
 P

ow
er

 P
la

nT
 

*H
ar

uk
o 

M
ur

ak
am

i W
ai

nw
ri

gh
t1 , A

ki
yu

ki
 S

ek
i2 , K

im
ia

ki
 S

ai
to

2  （
1.

La
w

re
nc

e 
Be

rk
el

ey
 N

at
io

na
l L

ab
or

at
or

y,

2.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

福
島

事
故

関
連

：
環

境
移

行
 

座
長

：
鶴

田
 忠

彦
（

JA
EA

）
 9

月
9日

(金
) 1

5:
50

～
16

:5
5 

J会
場

 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(1
1)

森
林

環
境

に
お

け
る

福
島

第
一

原
発

事
故

か
ら

五
年

間
の

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
の

移
行

状
況

 
*恩

田
 裕

一
1 、

加
藤

 弘
亮

1 、
ロ

フ
レ

ド
 ニ

コ
ラ

1 、
久

留
 景

吾
2  （

1.
筑

波
大

、
2.

ア
ジ

ア
航

測
）

 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(1
2)

事
故

後
5年

間
の

河
川

を
介

し
た

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
の

移
行

状
況

 
*谷

口
 圭

輔
1 、

倉
元

 隆
之

1 、
恩

田
 裕

一
2 、

吉
村

 和
也

3  （
1.

福
島

県
環

境
創

造
セ

、
2.

筑
波

大
、

3.
JA

EA
）

 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(1
3)

さ
ま

ざ
ま

な
土

地
利

用
に

お
け

る
土

砂
お

よ
び

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
の

流
出

プ
ロ

セ
ス

 
*脇

山
 義

史
1 、

恩
田

 裕
一

2  （
1.

福
島

大
、

2.
筑

波
大

）
 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(1
4)

森
林

小
流

域
に

お
け

る
渓

流
水

の
溶

存
態

セ
シ

ウ
ム

13
7濃

度
低

下
傾

向
 

―
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[1
K0

1-
07

]

[1
K0

1]

[1
K0

2]

[1
K0

3]

[1
K0

4]

[1
K0

5]

[1
K0

6]

[1
K0

7]

[G
M
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]

[1
K0

8-
14

]

[1
K0

8]

[1
K0

9]

[1
K1

0]
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*岩
上

 翔
1 、

恩
田

 裕
一

1 、
辻

村
 真

貴
2 、

榊
原

 厚
一

2 、
佐

藤
 雄

太
郎

2  （
1.

筑
波

大
、

2.
筑

波
大

）
 

  20
16

年
9月

7日
(水

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
4-

1 
伝

熱
・

流
動

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

・
輸

送
・

貯
蔵

を
含

む
）

高
速

炉
熱

流
動

 
座

長
：

松
元

 達
也

（
九

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
0:

00
～

11
:5

5 
K会

場
 

崩
壊

熱
除

去
系

に
よ

る
集

合
体

冷
却

過
程

に
関

す
る

研
究

 
*小

野
 綾

子
1 、

小
野

島
 貴

光
1 、

堂
田

 哲
広

1 、
三

宅
 康

洋
2 、

上
出

 英
樹

1  （
1.

JA
EA

、
2.

エ
ヌ

・
デ

ー
・

デ
ー

）
 

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
高

速
炉

に
お

け
る

3次
元

自
然

循
環

除
熱

特
性

評
価

 
*遠

藤
 淳

二
1 、

大
山

 一
弘

1 、
渡

辺
 収

1 、
堂

田
 哲

広
2  （

1.
M

FB
R、

2.
JA

EA
）

 

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
高

速
炉

の
UI

S下
部

に
お

け
る

高
サ

イ
ク

ル
熱

疲
労

に
関

す
る

研
究

 
後

備
系

制
御

棒
案

内
管

の
フ

ロ
ー

コ
レ

ク
タ

の
影

響
 

*小
林

 順
1 、

江
連

 俊
樹

1 、
田

中
 正

暁
1 、

上
出

 英
樹

1  （
1.

JA
EA

）
 

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
⾼

速
炉

ホ
ッ

ト
レ

グ
配

管
⼊

⼝
部

に
お

け
る

液
中

渦
キ

ャ
ビ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
研

究
 

(第
9報

)渦
モ

デ
ル

に
基

づ
く

液
中

渦
キ

ャ
ビ

テ
ー

シ
ョ

ン
評

価
手

法
開

発
の

概
要

 
*伊

藤
 啓

1 、
江

連
 俊

樹
1 、

田
中

 正
暁

1  （
1.

JA
EA

）
 

ナ
ト

リ
ウ

ム
冷

却
高

速
炉

ホ
ッ

ト
レ

グ
配

管
入

口
部

に
お

け
る

液
中

渦
キ

ャ
ビ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
研

究
 

(第
10

報
)液

中
渦

評
価

手
法

の
1次

系
コ

ー
ル

ド
レ

グ
配

管
入

口
ノ

ズ
ル

部
へ

の
適

用
 

*萩
原

 裕
之

1 、
早

川
 教

1 、
江

連
 俊

樹
2 、

伊
藤

 啓
2 、

大
島

 宏
之

2  （
1.

M
FB

R、
2.

JA
EA

）
 

高
速

炉
蒸

気
発

生
器

伝
熱

管
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
ウ

ェ
ス

テ
ー

ジ
評

価
 

(1
)垂

直
伝

熱
管

群
を

模
擬

し
た

ナ
ト

リ
ウ

ム
－

水
反

応
実

験
 

*梅
田

 良
太

1 、
下

山
 一

仁
1 、

栗
原

 成
計

1  （
1.

JA
EA

）
 

高
速

炉
蒸

気
発

生
器

伝
熱

管
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
ウ

ェ
ス

テ
ー

ジ
評

価
 

(2
)局

所
的

な
ウ

ェ
ス

テ
ー

ジ
環

境
に

基
づ

く
タ

ー
ゲ

ッ
ト

ウ
ェ

ス
テ

ー
ジ

評
価

 
*栗

原
 成

計
1 、

梅
田

 良
太

1 、
下

山
 一

仁
1  （

1.
JA

EA
）

 
   全

体
会

議

「
熱

流
動

部
会

」
第

47
回

全
体

会
議

 
9月

7日
(水

) 1
2:

00
～
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:0

0 
K会

場
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1 
伝

熱
・

流
動

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

・
輸

送
・

貯
蔵

を
含

む
）

燃
料

集
合

体
熱

流
動

 
座

長
：

歌
野

原
 陽

一
（

IN
SS

）
 9

月
7日

(水
) 1

4:
45

～
16

:3
5 

K会
場

 

次
世

代
高

速
炉

の
炉

心
構

成
要

素
設

計
に

係
る

熱
流

動
評

価
 

(1
)大

型
バ

ン
ド

ル
燃

料
集

合
体

内
の

流
動

挙
動

評
価

 
*早

川
 教

1 、
大

山
 一

弘
1 、

小
澤

 隆
之

2 、
前

田
 誠

一
郎

2 、
大

島
 宏

之
2  （

1.
M

FB
R、

2.
JA

EA
）

 

次
世

代
高

速
炉

の
炉

心
構

成
要

素
設

計
に

係
る

熱
流

動
評

価
 

(2
)ワ

イ
ヤ

ス
ペ

ー
サ

に
よ

る
燃

料
被

覆
管

局
所

温
度

上
昇

の
評

価
 

*中
村

 博
紀

1 、
大

山
 一

弘
1 、

緒
方

 智
明

2 、
小

澤
 隆

之
3 、

前
田

 誠
一

郎
3  （

1.
M

FB
R、

2.
M

H
I、

3.
JA

EA
）

 

次
世

代
高

速
炉

の
炉

心
構

成
要

素
設

計
に

係
る

熱
流

動
評

価
 

(3
)炉

心
燃

料
集

合
体

流
量

調
節

機
構

の
数

値
解

析
 

*渡
辺

 収
1 、

早
川

 教
1 、

碇
本

 岩
男

3 、
大

島
 宏

之
2  （

1.
M

FB
R、

2.
JA

EA
、

3.
M

H
I）

 

[1
K1

1]

[1
K1

2]

[1
K1

3]

[1
K1

4]

[1
K1

5-
18

]

[1
K1

5]

[1
K1

6]

[1
K1

7]

[1
K1

8]

[1
K1

9-
22

]

[1
K1

9]

[1
K2

0]

[1
K2

1]

[1
K2

2]

- 
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 -

液
体

金
属

ナ
ト

リ
ウ

ム
中

の
垂

直
5×

5本
組

円
柱

バ
ン

ド
ル

発
熱

体
に

お
け

る
自

然
対

流
熱

伝
達

 
*畑

 幸
一

1 、
福

田
 勝

哉
1 、

水
内

 亨
2  （

1.
神

戸
大

、
2.

京
大

）
 

軽
水

炉
の

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
下

の
海

水
・

ホ
ウ

酸
注

入
時

の
影

響
に

関
す

る
試

験
 

(6
)5

×5
バ

ン
ド

ル
流

路
内

で
の

塩
水

プ
ー

ル
沸

騰
時

の
ボ

イ
ド

率
分

布
 

*古
谷

 正
裕

1 、
滝

口
 広

樹
1 、

新
井

 崇
洋

1 、
白

川
 健

悦
1  （

1.
電

中
研

）
 

燃
料

露
出

過
程

の
炉

内
流

動
評

価
 

(1
2)

高
圧

条
件

下
に

お
け

る
部

分
模

擬
燃

料
集

合
体

内
ボ

イ
ド

率
分

布
に

対
す

る
模

擬
燃

料
棒

間
隔

の
影

響
 

*上
遠

野
 健

一
1 、

藤
本

 清
志

1 、
青

山
 吾

朗
1 、

長
澤

 雄
真

1 、
永

吉
 拓

至
1 、

新
井

 崇
洋

2  （
1.

日
立

G
E、

2.
電

中
研

）
 

燃
料

露
出

過
程

の
炉

内
流

動
評

価
 

(1
3)

高
エ

ネ
ル

ギ
X線

CT
を

用
い

た
高

圧
・

低
流

量
条

件
下

で
の

5×
5発

熱
バ

ン
ド

ル
内

ボ
イ

ド
率

分
布

計
測

 
*新

井
 崇

洋
1 、

古
谷

 正
裕

1 、
白

川
 健

悦
1 、

西
 義

久
1  （

1.
電

中
研

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
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伝
熱

・
流

動
（

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
・

輸
送

・
貯

蔵
を

含
む

）

格
納

容
器

内
挙

動
 

座
長

：
高

瀬
 和

之
（

長
岡

技
科

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
6:

35
～

17
:4

0 
K会

場
 

静
的

格
納

容
器

冷
却

系
の

シ
ス

テ
ム

挙
動

試
験

 
(5

)新
型

PC
CS

シ
ス

テ
ム

挙
動

試
験

 
*山

田
 雅

人
1 、

田
原

 美
香

1 、
松

本
 圭

司
1 、

内
田

 昌
人

2 、
西

田
 浩

二
3  （

1.
東

芝
、

2.
原

電
、

3.
日

立
G

E）
 

静
的

格
納

容
器

冷
却

系
の

シ
ス

テ
ム

挙
動

試
験

 
(6

)シ
ス

テ
ム

挙
動

試
験

解
析

 
*田

原
 美

香
1 、

山
田

 雅
人

1 、
松

本
 圭

司
1 、

内
田

 昌
人

3 、
西

田
 浩

二
2  （

1.
東

芝
、

2.
日

立
G

E、
3.

原
電

）
 

外
面

冷
却

に
よ

る
格

納
容

器
内

熱
水

力
挙

動
に

関
す

る
CI

G
M

A実
験

CC
-P

L-
04

 
(1

)実
験

結
果

及
び

RE
LA

P5
解

析
 

*柴
本

 泰
照

1 、
石

垣
 将

宏
1 、

安
部

 諭
1 、

与
能

本
 泰

介
1  （

1.
JA

EA
）

 

外
面

冷
却

に
よ

る
格

納
容

器
内

熱
水

力
挙

動
に

関
す

る
CI

G
M

A実
験

CC
-P

L-
04

 
(2

)C
FD

解
析

 
*石

垣
 将

宏
1 、

安
部

 諭
1 、

柴
本

 泰
照

1 、
与

能
本

 泰
介

1  （
1.

JA
EA

）
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1 

伝
熱

・
流

動
（

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
・

輸
送

・
貯

蔵
を

含
む

）

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
 

座
長

：
古

谷
 正

裕
（

電
中

研
）

 9
月

7日
(水

) 1
7:

40
～

18
:4

5 
K会

場
 

原
子

炉
内

溶
融

物
移

行
挙

動
数

値
解

析
手

法
の

開
発

 
(8

)傾
斜

部
に

お
け

る
模

擬
溶

融
物

の
界

面
挙

動
 

*松
浦

 浩
太

1 、
文

字
 秀

明
1 、

山
下

 晋
2 、

吉
田

 啓
之

2  （
1.

筑
波

大
、

2.
JA

EA
）

 

高
速

増
殖

炉
の

炉
心

溶
融

事
故

後
冷

却
挙

動
の

研
究

 
(3

1)
溶

融
ジ

ェ
ッ

ト
挙

動
に

対
し

て
界

面
固

化
が

支
配

的
と

な
る

条
件

 
*岩

澤
 譲

1 、
阿

部
 豊

1 、
金

子
 暁

子
1 、

金
川

 哲
也

1 、
齋

藤
 慎

平
1 、

坂
場

 弘
2 、

小
山

 和
也

3 、
成

合
 英

樹
1  （

1.
筑

波

大
、

2.
M

H
I、

3.
M

FB
R）

 

BW
R下

部
プ

レ
ナ

ム
複

雑
構

造
物

内
ジ

ェ
ッ

ト
ブ

レ
イ

ク
ア

ッ
プ

現
象

予
測

手
法

の
開

発
 

(1
4)

複
雑

構
造

物
内

ジ
ェ

ッ
ト

落
下

挙
動

に
対

す
る

射
出

速
度

の
影

響
 

*成
島

 勇
気

1 、
阿

部
 豊

1 、
金

子
 暁

子
1 、

金
川

 哲
也

1 、
鈴

木
 貴

行
2 、

吉
田

 啓
之

2  （
1.

筑
波

大
、

2.
JA

EA
）

 

BW
R下

部
プ

レ
ナ

ム
複

雑
構

造
物

内
ジ

ェ
ッ

ト
ブ

レ
イ

ク
ア

ッ
プ

現
象

予
測

手
法

の
開

発
 

(1
5)

高
解

像
度

解
析

に
よ

る
単

チ
ャ

ン
ネ

ル
内

溶
融

物
落

下
挙

動
の

把
握

 

[3
J0

2]

[3
J0

3]

[3
J0

4-
09

]

[3
J0

4]

[3
J0

5]

[3
J0

6]

[3
J0

7]

[3
J0

8]

[3
J0

9]

[G
M

3J
]
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廃
棄

物
抽

出
液

中
コ

ロ
イ

ド
成

分
の

組
成

等
の

考
察

 
*藤

川
 陽

子
1 、

尾
崎

 博
明

2 、
藤

田
 達

也
2 、

谷
口

 省
吾

2 、
高

浪
 龍

平
2 、

藤
長

 愛
一

郎
2 、

ル
ー

タ
ス

 ポ
ー

ル
3 、

藤
原

 慶
子

1 、
田

中

良
明

1 、
櫻

井
 伸

治
4  （

1.
京

大
、

2.
大

阪
産

業
大

、
3.

エ
デ

ィ
ス

　
コ

ー
ワ

ン
大

学
、

4.
阪

府
大

）
 

第
一

原
理

計
算

に
よ

る
Cs

-S
i-

Fe
-O

系
化

合
物

の
相

安
定

性
評

価
 

*鈴
木

 知
史

1 、
中

島
 邦

久
1 、

逢
坂

 正
彦

1  （
1.

JA
EA

）
 

超
電

導
磁

気
分

離
技

術
を

用
い

た
セ

シ
ウ

ム
汚

染
土

壌
の

減
容

化
 

*秋
山

 庸
子

1 、
行

松
 和

輝
1 、

堀
江

 裕
貴

1 、
西

嶋
 茂

宏
1 、

三
島

 史
人

2 、
関

山
 富

男
3 、

三
ツ

井
 誠

一
郎

3 、
加

藤
 貢

3  （
1.

阪

大
、

2.
福

井
工

大
、

3.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

福
島

事
故

関
連

：
放

射
線

（
能

）
測

定
 

座
長

：
高

橋
 知

之
（

京
大

）
 

 9
月

9日
(金

) 1
0:

20
～

11
:5

5 
J会

場
 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(1
)8

0k
m

圏
内

に
お

け
る

空
間

線
量

率
と

土
壌

沈
着

量
の

経
時

変
化

の
ま

と
め

 
*斎

藤
 公

明
1 、

三
上

 智
1 、

安
藤

 真
樹

1 、
松

田
 規

宏
1 、

津
田

 修
一

1 、
吉

田
 忠

義
1 、

吉
村

 和
也

1 、
佐

藤
 哲

朗
2 、

菅
野

 隆
1 、

山
本

英
明

1  （
1.

JA
EA

、
2.

日
立

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
ズ

東
日

本
）

 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(2
)広

域
走

行
サ

ー
ベ

イ
に

よ
る

空
間

線
量

率
の

経
時

変
化

 
*安

藤
 真

樹
1 、

松
田

 規
宏

1 、
斎

藤
 公

明
1  （

1.
JA

EA
）

 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(3
)特

性
X線

カ
メ

ラ
に

よ
る

森
林

内
の

セ
シ

ウ
ム

分
布

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 
*小

林
 進

悟
1 、

内
堀

 幸
夫

1 、
北

村
 尚

1 、
岩

本
 慎

也
2 、

小
島

 健
太

郎
2 、

後
藤

 裕
一

2 、
小

林
 忍

2 、
谷

本
 和

夫
2 、

寺
門

 康
男

2 、
中

島
 康

成
2  （

1.
Q

ST
/放

医
研

、
2.

明
星

電
気

）
 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(4
)市

街
環

境
に

お
け

る
被

覆
面

ご
と

の
セ

シ
ウ

ム
-1

37
分

布
特

性
 

*吉
村

 和
也

1 、
斎

藤
 公

明
1 、

藤
原

 健
壮

1  （
1.

JA
EA

）
 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(5
)定

点
測

定
で

観
察

さ
れ

た
空

間
線

量
率

の
季

節
変

化
 

*吉
田

 浩
子

1 、
金

上
 孝

1 、
斎

藤
　

公
明

2 、
佐

藤
　

哲
朗

2 、
三

上
　

智
2 、

菅
野

　
隆

2 、
細

田
　

正
洋

3 、
高

橋
　

純
子

4  （
1.

東
北

大
、

2.
JA

EA
、

3.
弘

前
大

、
4.

筑
波

大
）

 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(6
)K

UR
AM

A-
IIの

開
発

と
展

開
の

現
状

 
*谷

垣
 実

1 、
奥

村
 良

1 、
佐

藤
 信

浩
1 、

小
林

 康
浩

1 、
湯

田
 美

菜
子

2 、
齋

藤
 正

明
2 、

齋
藤

 隆
2 、

桑
名

 篤
2 、

松
浦

 隆
弘

3  （
1.

京

大
、

2.
福

島
県

農
業

セ
、

3.
松

浦
電

弘
社

）
 

   全
体

会
議

「
保

健
物

理
・

環
境

科
学

部
会

」
第

33
回

全
体

会
議

 
9月

9日
(金

) 1
2:

00
～
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:0

0 
J会

場
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 企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

部
会

・
連

絡
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

保
健

物
理

・
環

境
科

学
部

会

福
島

の
環

境
影

響
・

健
康

影
響

研
究

の
新

た
な

展
開

 
座

長
：

山
澤

 弘
実

（
名

大
）

 9
月

9日
(金

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
J会

場
 

過
去

5年
間

の
研

究
の

経
緯

 
*斎

藤
 公

明
1  （

1.
JA

EA
）

 

今
後

の
環

境
影

響
研

究
に

何
が

必
要

か
 

*高
橋

 知
之

1  （
1.

京
大

）
 

今
後

の
健

康
影

響
研

究
に

何
が

必
要

か
 

*松
田

 尚
樹

1  （
1.

長
崎

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

福
島

事
故

関
連

：
線

量
評

価
 

座
長

：
吉

田
 浩

子
（

東
北

大
）

 9
月

9日
(金

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
J会

場
 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(7
)光

子
エ

ネ
ル

ギ
ー

ス
ペ

ク
ト

ル
解

析
に

基
づ

く
人

工
／

天
然

核
種

の
線

量
評

価
 

*津
田

 修
一

1 、
谷

垣
 実

2 、
斎

藤
 公

明
1  （

1.
JA

EA
、

2.
京

大
）

 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(8
)製

材
品

用
検

査
装

置
の

開
発

 
*松

田
 規

宏
1 、

久
永

 勇
2 、

後
藤

 昌
幸

2 、
貝

守
 昭

弘
3 、

斎
藤

 公
明

1  （
1.

JA
EA

、
2.

ジ
ー

テ
ッ

ク
、

3.
木

構
造

振
興

）
 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(9
)生

活
行

動
経

路
に

沿
っ

た
空

間
線

量
率

に
基

づ
く

被
ば

く
評

価
 

*佐
藤

 哲
朗

1 、
斎

藤
 公

明
2 、

安
藤

 真
樹

2  （
1.

日
立

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
ズ

東
日

本
、

2.
JA

EA
）

 

M
ap

pi
ng

 p
ro

je
ct

 in
 F

uk
us

hi
m

a 
an

d 
re

la
te

d 
re

se
ar

ch
es

 
(1

0)
M

ul
ti

sc
al

e 
Ba

ye
si

an
 D

at
a 

In
te

gr
at

io
n 

Ap
pr

oa
ch

 f
or

 M
ap

pi
ng

 A
ir

 D
os

e 
Ra

te
s 

ar
ou

nd
 t

he
Fu

ku
sh

im
a 

Da
iic

hi
 N

uc
le

ar
 P

ow
er

 P
la

nT
 

*H
ar

uk
o 

M
ur

ak
am

i W
ai

nw
ri

gh
t1 , A

ki
yu

ki
 S

ek
i2 , K

im
ia

ki
 S

ai
to

2  （
1.

La
w

re
nc

e 
Be

rk
el

ey
 N

at
io

na
l L

ab
or

at
or

y,

2.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
VI

. 保
健

物
理

と
環

境
科

学

福
島

事
故

関
連

：
環

境
移

行
 

座
長

：
鶴

田
 忠

彦
（

JA
EA

）
 9

月
9日

(金
) 1

5:
50

～
16

:5
5 

J会
場

 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(1
1)

森
林

環
境

に
お

け
る

福
島

第
一

原
発

事
故

か
ら

五
年

間
の

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
の

移
行

状
況

 
*恩

田
 裕

一
1 、

加
藤

 弘
亮

1 、
ロ

フ
レ

ド
 ニ

コ
ラ

1 、
久

留
 景

吾
2  （

1.
筑

波
大

、
2.

ア
ジ

ア
航

測
）

 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(1
2)

事
故

後
5年

間
の

河
川

を
介

し
た

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
の

移
行

状
況

 
*谷

口
 圭

輔
1 、

倉
元

 隆
之

1 、
恩

田
 裕

一
2 、

吉
村

 和
也

3  （
1.

福
島

県
環

境
創

造
セ

、
2.

筑
波

大
、

3.
JA

EA
）

 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(1
3)

さ
ま

ざ
ま

な
土

地
利

用
に

お
け

る
土

砂
お

よ
び

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
の

流
出

プ
ロ

セ
ス

 
*脇

山
 義

史
1 、

恩
田

 裕
一

2  （
1.

福
島

大
、

2.
筑

波
大

）
 

福
島

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

分
布

状
況

調
査

と
関

連
研

究
 

(1
4)

森
林

小
流

域
に

お
け

る
渓

流
水

の
溶

存
態

セ
シ

ウ
ム

13
7濃

度
低

下
傾

向
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燃
料

デ
ブ

リ
空

冷
評

価
手

法
の

開
発

 
(2

)自
然

対
流

冷
却

評
価

予
備

解
析

 
*山

下
 晋

1 、
上

澤
 伸

一
郎

1 、
吉

田
 啓

之
1  （

1.
JA

EA
）

 

圧
力

抑
制

室
内

に
お

け
る

温
度

成
層

化
の

ク
ラ

イ
テ

リ
ア

に
関

す
る

研
究

 
*山

内
 大

典
1 、

エ
ル

カ
ン

 ネ
ジ

ェ
ッ

ト
2 、

ジ
ョ

 ビ
ョ

ン
ナ

ム
1 、

岡
本

 孝
司

2  （
1.

東
大

、
2.

東
大

）
 

廃
棄

物
等

の
水

分
蒸

発
挙

動
解

析
コ

ー
ド

開
発

に
む

け
た

取
組

み
 

*寺
田

 敦
彦

1 、
山

岸
 功

1 、
日

野
 竜

太
郎

1  （
1.

JA
EA

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

4-
1 

伝
熱

・
流

動
（

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
・

輸
送

・
貯

蔵
を

含
む

）

熱
疲

労
評

価
 

座
長

：
大

島
 宏

之
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

7:
40

～
18

:3
0 

K会
場

 

高
低

温
水

合
流

部
に

お
け

る
高

サ
イ

ク
ル

熱
疲

労
評

価
 

そ
の

1:
管

壁
温

度
測

定
実

験
に

よ
る

熱
応

力
特

性
 

*三
好

 弘
二

1 、
歌

野
原

 陽
一

1 、
釜

谷
 昌

幸
1  （

1.
IN

SS
）

 

高
低

温
水

合
流

部
に

お
け

る
高

サ
イ

ク
ル

熱
疲

労
評

価
 

そ
の

2:
数

値
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

温
度

変
動

の
予

測
 

*歌
野

原
 陽

一
1 、

三
好

 弘
二

1 、
釜

谷
 昌

幸
1  （

1.
IN

SS
）

 

高
低

温
水

合
流

部
に

お
け

る
高

サ
イ

ク
ル

熱
疲

労
評

価
 

そ
の

3:
疲

労
寿

命
評

価
 

*釜
谷

 昌
幸

1 、
三

好
 弘

二
1 、

歌
野

原
 陽

一
1  （

1.
IN

SS
）

 
  20

16
年

9月
9日

(金
)
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般

セ
ッ

シ
ョ
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 | 
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分
裂

工
学

 | 
30

4-
1 

伝
熱

・
流

動
（

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
・

輸
送

・
貯

蔵
を

含
む

）

二
相

流
・

相
変

化
2 

座
長

：
山

下
 晋

（
JA

EA
）

 9
月

9日
(金

) 9
:3

0～
10

:5
5 

K会
場

 

サ
ブ

ク
ー

ル
沸

騰
中

の
気

泡
径

分
布

に
及

ぼ
す

各
種

パ
ラ

メ
ー

タ
の

影
響

 
*海

保
 和

宏
1 、

坂
本

 新
太

郎
1 、

念
 剛

1 、
榎

木
 光

治
1 、

大
川

 富
雄

1  （
1.

電
通

大
）

 

鉛
直

管
下

端
で

の
気

液
対

向
流

制
限

の
一

領
域

計
算

用
界

面
摩

擦
係

数
 

*楠
木

 貴
世

志
1 、

村
瀬

 道
雄

1 、
山

本
 泰

功
1 、

冨
山

 明
男

2 、
森

 勝
也

2  （
1.

IN
SS

、
2.

神
戸

大
）

 

加
圧

器
サ

ー
ジ

管
の

鉛
直

管
で

の
気

液
対

向
流

制
限

 
(1

)直
径

の
影

響
 

*山
本

 泰
功

1 、
村

瀬
 道

雄
1 、

森
 勝

也
2 、

冨
山

 明
男

2  （
1.

IN
SS

、
2.

神
戸

大
）

 

加
圧

器
サ

ー
ジ

管
の

鉛
直

管
で

の
気

液
対

向
流

制
限

 
(2

)流
体

物
性

値
の

影
響

 
*村

瀬
 道

雄
1 、

山
本

 泰
功

1 、
森

 勝
也

2 、
冨

山
 明

男
2  （

1.
IN

SS
、

2.
神

戸
大

）
 

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
設

備
に

よ
る

放
水

時
の

液
滴

径
分

布
測

定
 

石
崎

 浩
治

1 、
新

村
 逸

太
1 、

國
保

 友
佑

1 、
*西

崎
 千

博
2 、

牧
野

 泰
2 、

野
口

 浩
徳

2  （
1.

関
西

電
力

、
2.

M
H

I）
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般

セ
ッ

シ
ョ

ン
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III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

4-
1 

伝
熱

・
流

動
（

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
・

輸
送

・
貯

蔵
を

含
む

）

ソ
ー

ス
タ

ー
ム

 
座

長
：

中
村

 晶
（

IN
SS

）
 9

月
9日

(金
) 1

0:
55

～
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:0
0 

K会
場
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*鈴
木

 貴
行

1 、
吉

田
 啓

之
1 、

成
島

 勇
気

2 、
金

子
 暁

子
2 、

阿
部

 豊
2  （

1.
JA

EA
、

2.
筑

波
大

）
 

  20
16

年
9月

8日
(木

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
4-

1 
伝

熱
・

流
動

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

・
輸

送
・

貯
蔵

を
含

む
）

二
相

流
・

相
変

化
1 

座
長

：
村

瀬
 道

雄
（

IN
SS

）
 9

月
8日

(木
) 9

:3
0～

11
:1

0 
K会

場
 

マ
イ

ク
ロ

波
加

熱
に

よ
る

マ
イ

ク
ロ

波
挙

動
と

加
熱

特
性

 
*長

南
 史

記
1 、

阿
部

 豊
1 、

金
子

 暁
子

1 、
金

川
 哲

也
1 、

藤
田

 峻
也

1 、
湯

淺
 朋

久
1 、

瀬
川

 智
臣

2 、
山

田
 美

一
2  （

1.
筑

波

大
、

2.
JA

EA
）

 

液
体

噴
流

の
固

体
面

衝
突

時
に

お
け

る
液

滴
生

成
に

関
す

る
研

究
 

*大
箭

 直
輝

1 、
詹

 翼
1 、

榎
木

 光
治

1 、
大

川
 富

雄
1 、

青
柳

 光
裕

2 、
大

野
 修

司
2 、

高
田

 孝
2  （

1.
電

通
大

、
2.

JA
EA

）
 

海
水

プ
ー

ル
沸

騰
熱

伝
達

に
関

す
る

研
究

 
(2

)伝
熱

面
上

に
お

け
る

海
水

塩
析

出
機

構
の

検
討

 
*上

澤
 伸

一
郎

1 、
小

泉
 安

郎
1 、

柴
田

 光
彦

1 、
吉

田
 啓

之
1  （

1.
JA

EA
）

 

高
温

高
圧

水
配

管
破

断
時

の
ジ

ェ
ッ

ト
形

状
及

び
流

体
力

評
価

 
*高

橋
 志

郎
1 、

高
村

 則
之

2 、
徐

 強
2  （

1.
日

立
、

2.
日

立
G

E）
 

超
音

速
蒸

気
イ

ン
ジ

ェ
ク

タ
の

作
動

範
囲

に
及

ぼ
す

ス
ケ

ー
ル

の
影

響
 

*藤
城

 雅
也

1 、
阿

部
 豊

1 、
金

子
 暁

子
1 、

金
川

 哲
也

1  （
1.

筑
波

大
）

 

地
震

加
速

度
付

加
時

の
気

液
二

相
流

の
詳

細
予

測
技

術
高

度
化

に
関

す
る

研
究

 
(3

2)
水

平
方

向
加

振
に

対
す

る
単

一
上

昇
気

泡
の

追
従

性
 

*宮
崎

 彬
史

1 、
金

川
 哲

也
1 、

金
子

 暁
子

1 、
文

字
 秀

明
1 、

吉
田

 啓
之

2 、
阿

部
 豊

1  （
1.

筑
波

大
、

2.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン
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分

裂
工

学
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30
4-

1 
伝

熱
・

流
動

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

・
輸

送
・

貯
蔵

を
含

む
）

事
故

進
展

解
析

 
座

長
：

大
川

 富
雄

（
電

通
大

）
 9

月
8日

(木
) 1

1:
10

～
12

:0
0 

K会
場

 

M
AA

P5
.0

1コ
ー

ド
に

お
け

る
PW

R解
析

モ
デ

ル
の

構
築

 
そ

の
(2

)T
M

LB
’シ

ー
ケ

ン
ス

で
の

加
圧

器
逃

し
弁

開
に

関
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

サ
ー

ベ
イ

 
*西

 義
久

1 、
西

村
 聡

1 、
曽

我
 曻

太
1 、

宮
本

 利
彦

2 、
片

上
 雄

介
2 、

坂
本

 浩
之

3 、
小

林
 健

太
3 、

小
平

 智
寛

3  （
1.

電
中

研
、

2.
四

国

電
力

、
3.

北
海

道
電

力
）

 

M
AA

Pに
よ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
事

故
解

析
に

関
す

る
評

価
 

(1
)冷

却
水

喪
失

時
(L

O
CA

)時
の

ス
プ

レ
イ

冷
却

特
性

評
価

 
*神

田
 憲

一
1 、

西
村

 聡
1 、

佐
竹

 正
哲

1 、
阿

部
 数

馬
1 、

古
谷

 正
裕

1 、
西

 義
久

1  （
1.

電
中

研
）

 

リ
フ

ラ
ッ

ク
ス

冷
却

条
件

下
の

窒
素

ガ
ス

挙
動

に
関

す
る

RO
SA

/L
ST

F実
験

と
RE

LA
P5

解
析

 
*竹

田
 武

司
1 、

大
津

 巌
1  （

1.
JA

EA
）

 
   全

体
会

議

「
社

会
・

環
境

部
会

」
第

35
回

全
体

会
議

 
9月

8日
(木

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
K会

場
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K0
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K0
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K0
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K0
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[G
M

3K
]
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[P
L3

K0
1]

[3
K1

0-
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]
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K1
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[3
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1]

[3
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2]

[1
L0

1-
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]

[1
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1]
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M
AA

P-
DO

SE
を

用
い

た
BW

R原
子

炉
建

屋
内

線
量

評
価

 
*阿

部
 数

馬
1 、

神
田

 憲
一

1 、
西

村
 聡

1 、
古

谷
 正

裕
1 、

西
 義

久
1  （

1.
電

中
研

）
 

原
子

炉
過

酷
事

故
に

お
け

る
放

射
性

核
分

裂
生

成
物

放
出

挙
動

の
評

価
 

14
.逆

方
向

解
析

に
よ

る
プ

ラ
ン

ト
内

FP
挙

動
の

評
価

 
*岡

田
 英

俊
1 、

内
田

 俊
介

1 、
唐

澤
 英

年
1 、

伊
藤

 あ
ゆ

み
1 、

ペ
レ

グ
リ

ニ
 マ

ル
コ

1 、
内

藤
 正

則
1  （

1.
エ

ネ
総

研
）

 

原
子

炉
過

酷
事

故
に

お
け

る
放

射
性

核
分

裂
生

成
物

放
出

挙
動

の
評

価
 

15
.C

AM
S線

量
率

測
定

値
に

基
づ

く
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
中

の
FP

挙
動

の
評

価
 

*内
田

 俊
介

1 、
岡

田
 英

俊
1 、

唐
澤

 英
年

1 、
伊

藤
 あ

ゆ
み

1 、
ペ

レ
グ

リ
ニ

 マ
ル

コ
1 、

内
藤

 正
則

1  （
1.

エ
ネ

総
研

）
 

原
子

炉
過

酷
事

故
に

お
け

る
放

射
性

核
分

裂
生

成
物

放
出

挙
動

の
評

価
 

16
.減

圧
沸

騰
時

の
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
か

ら
の

FP
放

出
 

*唐
澤

 英
年

1 、
内

田
 俊

介
1 、

岡
田

 英
俊

1 、
伊

藤
 あ

ゆ
み

1 、
ペ

リ
グ

リ
ニ

 マ
ル

コ
1 、

内
藤

 正
則

1  （
1.

エ
ネ

総
研

）
 

   全
体

会
議

「
海

外
情

報
連

絡
会

」
第

55
回

全
体

会
議

 
9月

9日
(金

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
K会

場
    企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
部

会
・

連
絡

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
海

外
情

報
連

絡
会

英
国

原
子

力
産

業
の

過
去

・
現

在
・

未
来

 
座

長
：

椋
木

 敦
（

日
揮

）
 9

月
9日

(金
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

K会
場

 

既
存

の
原

子
力

発
電

所
廃

止
措

置
か

ら
新

規
発

電
所

建
設

へ
 

*K
ei

th
 F

ra
nk

lin
1,

2  （
1.

英
国

国
立

原
子

力
研

、
2.

英
国

大
使

館
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
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. 核
分

裂
工

学
 | 

30
4-

1 
伝

熱
・

流
動

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

・
輸

送
・

貯
蔵

を
含

む
）

フ
ィ

ル
タ

ー
ド

ベ
ン

ト
 

座
長

：
岡

田
 英

俊
（

エ
ネ

総
研

）
 9

月
9日

(金
) 1

4:
45

～
15

:3
5 

K会
場

 

フ
ィ

ル
タ

ー
ド

ベ
ン

ト
の

た
め

の
ベ

ン
チ

ュ
リ

ー
ス

ク
ラ

バ
ー

内
二

相
流

評
価

手
法

の
開

発
 

(3
)レ

ー
ザ

ー
変

位
計

に
よ

る
流

れ
方

向
液

膜
厚

さ
分

布
の

計
測

 
*中

尾
 泰

大
1 、

堀
口

 直
樹

1,
2 、

吉
田

 啓
之

2 、
金

川
 哲

也
1 、

金
子

 暁
子

1 、
阿

部
 豊

1  （
1.

筑
波

大
、

2.
JA

EA
）

 

フ
ィ

ル
タ

ー
ド

ベ
ン

ト
の

た
め

の
ベ

ン
チ

ュ
リ

ー
ス

ク
ラ

バ
ー

内
二

相
流

評
価

手
法

の
開

発
 

(4
)拡

大
部

に
お

け
る

液
膜

か
ら

の
液

滴
発

生
の

可
視

化
観

測
 

*堀
口

 直
樹

1,
2 、

吉
田

 啓
之

2 、
中

尾
 泰

大
1 、

金
川

 哲
也

1 、
金

子
 暁

子
1 、

阿
部

 豊
1  （

1.
筑

波
大

、
2.

JA
EA

）
 

プ
ー

ル
ス

ク
ラ

ビ
ン

グ
に

お
け

る
気

相
噴

流
挙

動
 

*山
本

 和
輝

1 、
成

島
 勇

気
1 、

宮
崎

 彬
史

1 、
金

川
 哲

也
1 、

金
子

 暁
子

1 、
阿

部
 豊

1  （
1.

筑
波

大
）

 
  20

16
年

9月
7日

(水
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 
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分
裂

工
学
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1-
3 

研
究

炉
，

中
性

子
応

用

研
究

炉
設

計
解

析
 

座
長

：
佐

野
 忠

史
（

京
大

）
 9

月
7日

(水
) 1

0:
00

～
11

:0
5 

L会
場

 

RS
G

 G
AS

（
M

PR
-3

0）
多

目
的

研
究

炉
に

お
い

て
照

射
さ

れ
た

LE
Uシ

リ
サ

イ
ド

燃
料

板
の

PI
Eの

燃
焼

度
測

定
お

よ
び

解
析
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 企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

部
会

・
連

絡
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

社
会

・
環

境
部

会

平
成

27
年

度
　

社
会

・
環

境
部

会
賞

　
受

賞
業

績
の

紹
介

 
座

長
：

諸
葛

 宗
男

（
PO

N
PO

）
 9

月
8日

(木
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

K会
場

 

福
島

原
子

力
事

故
炉

心
溶

融
・

水
素

爆
発

は
ど

う
起

こ
っ

た
の

か
 

*石
川

 廸
夫

1  （
1.

デ
コ

ミ
研

）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

に
伴

う
地

域
住

民
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
活

動
 

*菖
蒲

 順
子

1  （
1.

JA
EA

）
 

原
子

力
青

年
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
連

絡
会

の
活

動
 

*西
山

 潤
1  （

1.
YG

N
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
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分

裂
工

学
 | 

30
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1 
伝

熱
・

流
動

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

・
輸

送
・

貯
蔵

を
含

む
）

福
島

第
一

発
電

所
事

故
関

連
1 

座
長

：
吉

田
 啓

之
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

4:
45

～
16

:2
0 

K会
場

 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

炉
内

状
況

把
握

の
解

析
・

評
価

 
(7

6)
圧

力
管

通
管

溶
融

破
損

試
験

（
KA

ER
I試

験
）

の
結

果
 

*内
藤

 正
則

1 、
岡

田
 英

俊
1 、

ペ
レ

グ
リ

ニ
 マ

ル
コ

1  （
1.

エ
ネ

総
研

）
 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

炉
内

状
況

把
握

の
解

析
・

評
価

 
(7

7)
KA

ER
I試

験
に

よ
る

貫
通

配
管

中
の

デ
ブ

リ
固

化
モ

デ
ル

の
妥

当
性

確
認

 
*鈴

木
 博

之
1 、

ﾍﾟ
ﾙｸ

ﾞﾘ
ﾆ 

ﾏﾙ
ｺ1 、

鈴
木

 洋
明

1 、
内

藤
 正

則
1  （

1.
エ

ネ
総

研
）

 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

炉
内

状
況

把
握

の
解

析
・

評
価

 
(7

8)
SA

M
PS

O
N

コ
ー

ド
に

よ
る

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

1号
機

の
事

故
進

展
解

析
 

*鈴
木

 洋
明

1 、
内

藤
 正

則
1 、

ﾍﾟ
ﾚｸ

ﾞﾘ
ﾆ 

ﾏﾙ
ｺ1 、

鈴
木

 博
之

1 、
木

野
 千

晶
1  （

1.
エ

ネ
総

研
）

 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

炉
内

状
況

把
握

の
解

析
・

評
価

 
(7

9)
SA

M
PS

O
N

コ
ー

ド
に

よ
る

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

2号
機

の
事

故
進

展
解

析
 

*木
野

 千
晶

1 、
鈴

木
 洋

明
1 、

岡
田

 英
俊

1 、
内

藤
 正

則
1  （

1.
エ

ネ
総

研
）
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i S

uz
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伝
熱

・
流

動
（

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
・

輸
送

・
貯

蔵
を

含
む

）

福
島

第
一

発
電

所
事

故
関

連
2 

座
長

：
工

藤
 義

朗
（

規
制

庁
）

 9
月

8日
(木

) 1
6:

20
～

17
:4

0 
K会

場
 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

炉
内

状
況

把
握

の
解

析
・

評
価

 
(8

2)
SA

M
PS

O
N

と
M

EL
CO

Rに
お

け
る

解
析

モ
デ

ル
相

違
に

着
目

し
た

比
較

評
価

 
*伊

藤
 あ

ゆ
み

1 、
ペ

レ
グ

リ
ニ

 マ
ル

コ
1 、

岡
田

 英
俊

1 、
内

藤
 正

則
1  （

1.
エ

ネ
総

研
）

 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

炉
内

状
況

把
握

の
解

析
・

評
価

 
(8

3)
3号

機
水

位
計

指
示

値
に

基
づ

く
事

故
進

展
の

推
定

 
*野

崎
 謙

一
朗

1 、
白

井
 浩

嗣
1 、

溝
上

 伸
也

2 、
本

多
 剛

2 、
溝

上
 暢

人
2 、

山
内

 大
典

2  （
1.

テ
プ

シ
ス

、
2.

東
電

H
D）
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6-
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]
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燃
料

デ
ブ

リ
空

冷
評

価
手

法
の

開
発

 
(2

)自
然

対
流

冷
却

評
価

予
備

解
析

 
*山

下
 晋

1 、
上

澤
 伸

一
郎

1 、
吉

田
 啓

之
1  （

1.
JA

EA
）

 

圧
力

抑
制

室
内

に
お

け
る

温
度

成
層

化
の

ク
ラ

イ
テ

リ
ア

に
関

す
る

研
究

 
*山

内
 大

典
1 、

エ
ル

カ
ン

 ネ
ジ

ェ
ッ

ト
2 、

ジ
ョ

 ビ
ョ

ン
ナ

ム
1 、

岡
本

 孝
司

2  （
1.

東
大

、
2.

東
大

）
 

廃
棄

物
等

の
水

分
蒸

発
挙

動
解

析
コ

ー
ド

開
発

に
む

け
た

取
組

み
 

*寺
田

 敦
彦

1 、
山

岸
 功

1 、
日

野
 竜

太
郎

1  （
1.

JA
EA

）
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般

セ
ッ

シ
ョ

ン
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分
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工
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30

4-
1 

伝
熱

・
流

動
（

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
・

輸
送

・
貯

蔵
を

含
む

）

熱
疲

労
評

価
 

座
長

：
大

島
 宏

之
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

7:
40

～
18

:3
0 

K会
場

 

高
低

温
水

合
流

部
に

お
け

る
高

サ
イ

ク
ル

熱
疲

労
評

価
 

そ
の

1:
管

壁
温

度
測

定
実

験
に

よ
る

熱
応

力
特

性
 

*三
好

 弘
二

1 、
歌

野
原

 陽
一

1 、
釜

谷
 昌

幸
1  （

1.
IN

SS
）

 

高
低

温
水

合
流

部
に

お
け

る
高

サ
イ

ク
ル

熱
疲

労
評

価
 

そ
の

2:
数

値
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

温
度

変
動

の
予

測
 

*歌
野

原
 陽

一
1 、

三
好

 弘
二

1 、
釜

谷
 昌

幸
1  （

1.
IN

SS
）

 

高
低

温
水

合
流

部
に

お
け

る
高

サ
イ

ク
ル

熱
疲

労
評

価
 

そ
の

3:
疲

労
寿

命
評

価
 

*釜
谷

 昌
幸

1 、
三

好
 弘

二
1 、

歌
野

原
 陽

一
1  （

1.
IN

SS
）

 
  20

16
年

9月
9日

(金
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

4-
1 

伝
熱

・
流

動
（

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
・

輸
送

・
貯

蔵
を

含
む

）

二
相

流
・

相
変

化
2 

座
長

：
山

下
 晋

（
JA

EA
）

 9
月

9日
(金

) 9
:3

0～
10

:5
5 

K会
場

 

サ
ブ

ク
ー

ル
沸

騰
中

の
気

泡
径

分
布

に
及

ぼ
す

各
種

パ
ラ

メ
ー

タ
の

影
響

 
*海

保
 和

宏
1 、

坂
本

 新
太

郎
1 、

念
 剛

1 、
榎

木
 光

治
1 、

大
川

 富
雄

1  （
1.

電
通

大
）

 

鉛
直

管
下

端
で

の
気

液
対

向
流

制
限

の
一

領
域

計
算

用
界

面
摩

擦
係

数
 

*楠
木

 貴
世

志
1 、

村
瀬

 道
雄

1 、
山

本
 泰

功
1 、

冨
山

 明
男

2 、
森

 勝
也

2  （
1.

IN
SS

、
2.

神
戸

大
）

 

加
圧

器
サ

ー
ジ

管
の

鉛
直

管
で

の
気

液
対

向
流

制
限

 
(1

)直
径

の
影

響
 

*山
本

 泰
功

1 、
村

瀬
 道

雄
1 、

森
 勝

也
2 、

冨
山

 明
男

2  （
1.

IN
SS

、
2.

神
戸

大
）

 

加
圧

器
サ

ー
ジ

管
の

鉛
直

管
で

の
気

液
対

向
流

制
限

 
(2

)流
体

物
性

値
の

影
響

 
*村

瀬
 道

雄
1 、

山
本

 泰
功

1 、
森

 勝
也

2 、
冨

山
 明

男
2  （

1.
IN

SS
、

2.
神

戸
大

）
 

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
設

備
に

よ
る

放
水

時
の

液
滴

径
分

布
測

定
 

石
崎

 浩
治

1 、
新

村
 逸

太
1 、

國
保

 友
佑

1 、
*西

崎
 千

博
2 、

牧
野

 泰
2 、

野
口

 浩
徳

2  （
1.

関
西

電
力

、
2.

M
H

I）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

4-
1 

伝
熱

・
流

動
（

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
・

輸
送

・
貯

蔵
を

含
む

）

ソ
ー

ス
タ

ー
ム

 
座

長
：

中
村

 晶
（

IN
SS

）
 9

月
9日

(金
) 1

0:
55

～
12

:0
0 

K会
場

[2
K0

1-
06

]

[2
K0

1]

[2
K0

2]

[2
K0

3]

[2
K0

4]

[2
K0

5]

[2
K0

6]

[2
K0

7-
09

]

[2
K0

7]

[2
K0

8]

[2
K0

9]

[G
M

2K
]

- 
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*鈴
木

 貴
行

1 、
吉

田
 啓

之
1 、

成
島

 勇
気

2 、
金

子
 暁

子
2 、

阿
部

 豊
2  （

1.
JA

EA
、

2.
筑

波
大

）
 

  20
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年
9月

8日
(木

)
 一

般
セ

ッ
シ
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ン
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分

裂
工

学
 | 

30
4-

1 
伝

熱
・

流
動

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

・
輸

送
・

貯
蔵

を
含

む
）

二
相

流
・

相
変

化
1 

座
長

：
村

瀬
 道

雄
（

IN
SS

）
 9

月
8日

(木
) 9

:3
0～

11
:1

0 
K会

場
 

マ
イ

ク
ロ

波
加

熱
に

よ
る

マ
イ

ク
ロ

波
挙

動
と

加
熱

特
性

 
*長

南
 史

記
1 、

阿
部

 豊
1 、

金
子

 暁
子

1 、
金

川
 哲

也
1 、

藤
田

 峻
也

1 、
湯

淺
 朋

久
1 、

瀬
川

 智
臣

2 、
山

田
 美

一
2  （

1.
筑

波

大
、

2.
JA

EA
）

 

液
体

噴
流

の
固

体
面

衝
突

時
に

お
け

る
液

滴
生

成
に

関
す

る
研

究
 

*大
箭

 直
輝

1 、
詹

 翼
1 、

榎
木

 光
治

1 、
大

川
 富

雄
1 、

青
柳

 光
裕

2 、
大

野
 修

司
2 、

高
田

 孝
2  （

1.
電

通
大

、
2.

JA
EA

）
 

海
水

プ
ー

ル
沸

騰
熱

伝
達

に
関

す
る

研
究

 
(2

)伝
熱

面
上

に
お

け
る

海
水

塩
析

出
機

構
の

検
討

 
*上

澤
 伸

一
郎

1 、
小

泉
 安

郎
1 、

柴
田

 光
彦

1 、
吉

田
 啓

之
1  （

1.
JA

EA
）

 

高
温

高
圧

水
配

管
破

断
時

の
ジ

ェ
ッ

ト
形

状
及

び
流

体
力

評
価

 
*高

橋
 志

郎
1 、

高
村

 則
之

2 、
徐

 強
2  （

1.
日

立
、

2.
日

立
G

E）
 

超
音

速
蒸

気
イ

ン
ジ

ェ
ク

タ
の

作
動

範
囲

に
及

ぼ
す

ス
ケ

ー
ル

の
影

響
 

*藤
城

 雅
也

1 、
阿

部
 豊

1 、
金

子
 暁

子
1 、

金
川

 哲
也

1  （
1.

筑
波

大
）

 

地
震

加
速

度
付

加
時

の
気

液
二

相
流

の
詳

細
予

測
技

術
高

度
化

に
関

す
る

研
究

 
(3

2)
水

平
方

向
加

振
に

対
す

る
単

一
上

昇
気

泡
の

追
従

性
 

*宮
崎

 彬
史

1 、
金

川
 哲

也
1 、

金
子

 暁
子

1 、
文

字
 秀

明
1 、

吉
田

 啓
之

2 、
阿

部
 豊

1  （
1.

筑
波

大
、

2.
JA

EA
）
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般
セ

ッ
シ

ョ
ン
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分

裂
工
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30
4-

1 
伝

熱
・

流
動

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

・
輸

送
・

貯
蔵

を
含

む
）

事
故

進
展

解
析

 
座

長
：

大
川

 富
雄

（
電

通
大

）
 9

月
8日

(木
) 1

1:
10

～
12

:0
0 

K会
場

 

M
AA

P5
.0

1コ
ー

ド
に

お
け

る
PW

R解
析

モ
デ

ル
の

構
築

 
そ

の
(2

)T
M

LB
’シ

ー
ケ

ン
ス

で
の

加
圧

器
逃

し
弁

開
に

関
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

サ
ー

ベ
イ

 
*西

 義
久

1 、
西

村
 聡

1 、
曽

我
 曻

太
1 、

宮
本

 利
彦

2 、
片

上
 雄

介
2 、

坂
本

 浩
之

3 、
小

林
 健

太
3 、

小
平

 智
寛

3  （
1.

電
中

研
、

2.
四

国

電
力

、
3.

北
海

道
電

力
）

 

M
AA

Pに
よ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
事

故
解

析
に

関
す

る
評

価
 

(1
)冷

却
水

喪
失

時
(L

O
CA

)時
の

ス
プ

レ
イ

冷
却

特
性

評
価

 
*神

田
 憲

一
1 、

西
村

 聡
1 、

佐
竹

 正
哲

1 、
阿

部
 数

馬
1 、

古
谷

 正
裕

1 、
西

 義
久

1  （
1.

電
中

研
）

 

リ
フ

ラ
ッ

ク
ス

冷
却

条
件

下
の

窒
素

ガ
ス

挙
動

に
関

す
る

RO
SA

/L
ST

F実
験

と
RE

LA
P5

解
析

 
*竹

田
 武

司
1 、

大
津

 巌
1  （

1.
JA

EA
）

 
   全

体
会

議

「
社

会
・

環
境

部
会

」
第

35
回

全
体

会
議

 
9月

8日
(木

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
K会

場
   

[3
K0

6]

[3
K0

7]

[3
K0

8]
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K0

9]

[G
M

3K
]
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L3

K]

[P
L3

K0
1]

[3
K1

0-
12

]

[3
K1

0]

[3
K1

1]

[3
K1

2]

[1
L0

1-
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]
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L0
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M
AA

P-
DO

SE
を

用
い

た
BW

R原
子

炉
建

屋
内

線
量

評
価

 
*阿

部
 数

馬
1 、

神
田

 憲
一

1 、
西

村
 聡

1 、
古

谷
 正

裕
1 、

西
 義

久
1  （

1.
電

中
研

）
 

原
子

炉
過

酷
事

故
に

お
け

る
放

射
性

核
分

裂
生

成
物

放
出

挙
動

の
評

価
 

14
.逆

方
向

解
析

に
よ

る
プ

ラ
ン

ト
内

FP
挙

動
の

評
価

 
*岡

田
 英

俊
1 、

内
田

 俊
介

1 、
唐

澤
 英

年
1 、

伊
藤

 あ
ゆ

み
1 、

ペ
レ

グ
リ

ニ
 マ

ル
コ

1 、
内

藤
 正

則
1  （

1.
エ

ネ
総

研
）

 

原
子

炉
過

酷
事

故
に

お
け

る
放

射
性

核
分

裂
生

成
物

放
出

挙
動

の
評

価
 

15
.C

AM
S線

量
率

測
定

値
に

基
づ

く
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
中

の
FP

挙
動

の
評

価
 

*内
田

 俊
介

1 、
岡

田
 英

俊
1 、

唐
澤

 英
年

1 、
伊

藤
 あ

ゆ
み

1 、
ペ

レ
グ

リ
ニ

 マ
ル

コ
1 、

内
藤

 正
則

1  （
1.

エ
ネ

総
研

）
 

原
子

炉
過

酷
事

故
に

お
け

る
放

射
性

核
分

裂
生

成
物

放
出

挙
動

の
評

価
 

16
.減

圧
沸

騰
時

の
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
か

ら
の

FP
放

出
 

*唐
澤

 英
年

1 、
内

田
 俊

介
1 、

岡
田

 英
俊

1 、
伊

藤
 あ

ゆ
み

1 、
ペ

リ
グ

リ
ニ

 マ
ル

コ
1 、

内
藤

 正
則

1  （
1.

エ
ネ

総
研

）
 

   全
体

会
議

「
海

外
情

報
連

絡
会

」
第

55
回

全
体

会
議

 
9月

9日
(金

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
K会

場
    企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
部

会
・

連
絡

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
海

外
情

報
連

絡
会

英
国

原
子

力
産

業
の

過
去

・
現

在
・

未
来

 
座

長
：

椋
木

 敦
（

日
揮

）
 9

月
9日

(金
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

K会
場

 

既
存

の
原

子
力

発
電

所
廃

止
措

置
か

ら
新

規
発

電
所

建
設

へ
 

*K
ei

th
 F

ra
nk

lin
1,

2  （
1.

英
国

国
立

原
子

力
研

、
2.

英
国

大
使

館
）
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般
セ

ッ
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1 
伝

熱
・

流
動

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

・
輸

送
・

貯
蔵

を
含

む
）

フ
ィ

ル
タ

ー
ド

ベ
ン

ト
 

座
長

：
岡

田
 英

俊
（

エ
ネ

総
研

）
 9

月
9日

(金
) 1

4:
45

～
15

:3
5 

K会
場

 

フ
ィ

ル
タ

ー
ド

ベ
ン

ト
の

た
め

の
ベ

ン
チ

ュ
リ

ー
ス

ク
ラ

バ
ー

内
二

相
流

評
価

手
法

の
開

発
 

(3
)レ

ー
ザ

ー
変

位
計

に
よ

る
流

れ
方

向
液

膜
厚

さ
分

布
の

計
測

 
*中

尾
 泰

大
1 、

堀
口

 直
樹

1,
2 、

吉
田

 啓
之

2 、
金

川
 哲

也
1 、

金
子

 暁
子

1 、
阿

部
 豊

1  （
1.

筑
波

大
、

2.
JA

EA
）

 

フ
ィ

ル
タ

ー
ド

ベ
ン

ト
の

た
め

の
ベ

ン
チ

ュ
リ

ー
ス

ク
ラ

バ
ー

内
二

相
流

評
価

手
法

の
開

発
 

(4
)拡

大
部

に
お

け
る

液
膜

か
ら

の
液

滴
発

生
の

可
視

化
観

測
 

*堀
口

 直
樹

1,
2 、

吉
田

 啓
之

2 、
中

尾
 泰

大
1 、

金
川

 哲
也

1 、
金

子
 暁

子
1 、

阿
部

 豊
1  （

1.
筑

波
大

、
2.

JA
EA

）
 

プ
ー

ル
ス

ク
ラ

ビ
ン

グ
に

お
け

る
気

相
噴

流
挙

動
 

*山
本

 和
輝

1 、
成

島
 勇

気
1 、

宮
崎

 彬
史

1 、
金

川
 哲

也
1 、

金
子

 暁
子

1 、
阿

部
 豊

1  （
1.

筑
波

大
）
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1-
3 

研
究

炉
，

中
性

子
応

用

研
究

炉
設

計
解

析
 

座
長

：
佐

野
 忠

史
（

京
大

）
 9

月
7日

(水
) 1

0:
00

～
11

:0
5 

L会
場

 

RS
G

 G
AS

（
M

PR
-3

0）
多

目
的

研
究

炉
に

お
い

て
照

射
さ

れ
た

LE
Uシ

リ
サ

イ
ド

燃
料

板
の

PI
Eの

燃
焼

度
測

定
お

よ
び

解
析
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2]

[2
K1

3]

[2
K1

4]

[2
K1

5]

[2
K1

6-
20

]

[2
K1

6]

[2
K1

7]
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 企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

部
会

・
連

絡
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

社
会

・
環

境
部

会

平
成

27
年

度
　

社
会

・
環

境
部

会
賞

　
受

賞
業

績
の

紹
介

 
座

長
：

諸
葛

 宗
男

（
PO

N
PO

）
 9

月
8日

(木
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

K会
場

 

福
島

原
子

力
事

故
炉

心
溶

融
・

水
素

爆
発

は
ど

う
起

こ
っ

た
の

か
 

*石
川

 廸
夫

1  （
1.

デ
コ

ミ
研

）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

に
伴

う
地

域
住

民
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
活

動
 

*菖
蒲

 順
子

1  （
1.

JA
EA

）
 

原
子

力
青

年
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
連

絡
会

の
活

動
 

*西
山

 潤
1  （

1.
YG

N
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
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. 核
分

裂
工

学
 | 

30
4-

1 
伝

熱
・

流
動

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

・
輸

送
・

貯
蔵

を
含

む
）

福
島

第
一

発
電

所
事

故
関

連
1 

座
長

：
吉

田
 啓

之
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

4:
45

～
16

:2
0 

K会
場

 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

炉
内

状
況

把
握

の
解

析
・

評
価

 
(7

6)
圧

力
管

通
管

溶
融

破
損

試
験

（
KA

ER
I試

験
）

の
結

果
 

*内
藤

 正
則

1 、
岡

田
 英

俊
1 、

ペ
レ

グ
リ

ニ
 マ

ル
コ

1  （
1.

エ
ネ

総
研

）
 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

炉
内

状
況

把
握

の
解

析
・

評
価

 
(7

7)
KA

ER
I試

験
に

よ
る

貫
通

配
管

中
の

デ
ブ

リ
固

化
モ

デ
ル

の
妥

当
性

確
認

 
*鈴

木
 博

之
1 、

ﾍﾟ
ﾙｸ

ﾞﾘ
ﾆ 

ﾏﾙ
ｺ1 、

鈴
木

 洋
明

1 、
内

藤
 正

則
1  （

1.
エ

ネ
総

研
）

 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

炉
内

状
況

把
握

の
解

析
・

評
価

 
(7

8)
SA

M
PS

O
N

コ
ー

ド
に

よ
る

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

1号
機

の
事

故
進

展
解

析
 

*鈴
木

 洋
明

1 、
内

藤
 正

則
1 、

ﾍﾟ
ﾚｸ

ﾞﾘ
ﾆ 

ﾏﾙ
ｺ1 、

鈴
木

 博
之

1 、
木

野
 千

晶
1  （

1.
エ

ネ
総

研
）

 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

炉
内

状
況

把
握

の
解

析
・

評
価

 
(7

9)
SA

M
PS

O
N

コ
ー

ド
に

よ
る

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

2号
機

の
事

故
進

展
解

析
 

*木
野

 千
晶

1 、
鈴

木
 洋

明
1 、

岡
田

 英
俊

1 、
内

藤
 正

則
1  （

1.
エ

ネ
総

研
）

 

As
se

ss
m

en
t 

of
 C

or
e 

St
at

us
 o

f 
TE

PC
O

's
 F

uk
us

hi
m

a 
Da

iic
hi

 N
uc

le
ar

 P
ow

er
 P

la
nt

s 
(8

0)
An

al
ys

is
 o

f 
th

e 
ac

ci
de

nt
 a

t 
Fu

ku
sh

im
a 

Da
iic

hi
 u

ni
t 

3 
by

 t
he

 S
AM

PS
O

N
 c

od
e 

*M
ar

co
 P

el
le

gr
in

i1 , H
ir

oa
ki

 S
uz

uk
i1 , M

as
an

or
i N

ai
to

h1  （
1.

IA
E）

 

As
se

ss
m

en
t 

of
 C

or
e 

St
at

us
 o

f 
TE

PC
O

's
 F

uk
us

hi
m

a 
Da

iic
hi

 N
uc

le
ar

 P
ow

er
 P

la
nt

s 
(8

1)
Ex

-v
es

se
l p

he
no

m
en

a 
an

al
ys

is
 o

f 
th

e 
ac

ci
de

nt
 in

 t
he

 F
uk

us
hi

m
a 

Da
iic

hi
 n

uc
le

ar
 p

ow
er

 s
ta

ti
on

Un
it

 1
 u

si
ng

 D
SA

-C
VP

A 
m

od
ul

es
 o

f 
SA

M
PS

O
N

 
*M

ir
co

 D
i G

iu
li1 , H

yr
ou

ch
i S

uz
uk

i1 , M
ar

co
 P

el
le

gr
in

i1 , M
as

ao
ri

 N
ai

to
h1  （

1.
IA

E）
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般

セ
ッ

シ
ョ

ン
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分
裂

工
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4-
1 

伝
熱

・
流

動
（

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
・

輸
送

・
貯

蔵
を

含
む

）

福
島

第
一

発
電

所
事

故
関

連
2 

座
長

：
工

藤
 義

朗
（

規
制

庁
）

 9
月

8日
(木

) 1
6:

20
～

17
:4

0 
K会

場
 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

炉
内

状
況

把
握

の
解

析
・

評
価

 
(8

2)
SA

M
PS

O
N

と
M

EL
CO

Rに
お

け
る

解
析

モ
デ

ル
相

違
に

着
目

し
た

比
較

評
価

 
*伊

藤
 あ

ゆ
み

1 、
ペ

レ
グ

リ
ニ

 マ
ル

コ
1 、

岡
田

 英
俊

1 、
内

藤
 正

則
1  （

1.
エ

ネ
総

研
）

 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

炉
内

状
況

把
握

の
解

析
・

評
価

 
(8

3)
3号

機
水

位
計

指
示

値
に

基
づ

く
事

故
進

展
の

推
定

 
*野

崎
 謙

一
朗

1 、
白

井
 浩

嗣
1 、

溝
上

 伸
也

2 、
本

多
 剛

2 、
溝

上
 暢

人
2 、

山
内

 大
典

2  （
1.

テ
プ

シ
ス

、
2.

東
電

H
D）

 

―
　
40

　
―

―
　
41

　
―



[2
L0

1-
06

]

[2
L0

1]

[2
L0

2]

[2
L0

3]

[2
L0

4]

[2
L0

5]

[2
L0

6]

[G
M

2L
]

[P
L2

L]

[P
L2

L0
1]

[P
L2

L0
2]

[P
L2

L0
3]

[P
L2

L0
4]

[2
L0

7-
11

]

[2
L0

7]
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20
16

年
9月

8日
(木

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
7-

1 
計

算
科

学
技

術

材
料

の
分

子
計

算
お

よ
び

核
分

裂
・

M
A燃

焼
の

解
析

技
術

 
座

長
：

江
口

 譲
（

電
中

研
）

 9
月

8日
(木

) 1
0:

20
～

12
:0

0 
L会

場
 

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

中
溶

質
元

素
の

第
一

原
理

計
算

 
*板

倉
 充

洋
1 、

沖
田

 泰
良

2  （
1.

JA
EA

、
2.

東
大

）
 

保
存

的
上

昇
運

動
を

取
り

入
れ

た
結

晶
欠

陥
相

互
作

用
の

モ
デ

ル
化

 
*早

川
 頌

1 、
沖

田
 泰

良
2 、

愛
知

 正
温

2 、
板

倉
 充

洋
3  （

1.
東

大
、

2.
東

大
、

3.
JA

EA
）

 

M
D法

に
よ

る
中

性
子

照
射

下
結

晶
欠

陥
形

成
過

程
に

及
ぼ

す
材

料
物

性
の

影
響

に
関

す
る

検
討

 
*沖

田
 泰

良
1 、

Ya
ng

 Y
in

gj
ua

n2 、
板

倉
 充

洋
3  （

1.
東

大
、

2.
東

大
、

3.
JA

EA
）

 

M
D法

を
用

い
た

原
子

空
孔

集
合

体
-転

位
相

互
作

用
に

及
ぼ

す
積

層
欠

陥
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
影

響
解

明
 

*土
井

原
 康

平
1 、

沖
田

 泰
良

2 、
板

倉
 充

洋
3  （

1.
東

大
、

2.
東

大
、

3.
JA

EA
）

 

TD
DF

Tに
よ

る
23

6 Uの
核

分
裂

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

の
計

算
 

*岩
田

 順
敬

1 、
千

葉
 敏

1  （
1.

東
工

大
）

 

教
育

用
FB

Rプ
ラ

ン
ト

設
計

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

M
A燃

焼
機

能
の

追
加

 
*笠

原
 直

人
1 、

高
橋

 忠
男

2  （
1.

東
大

、
2.

FB
R高

等
研

）
 

   全
体

会
議

「
計

算
科

学
技

術
部

会
」

第
20

回
全

体
会

議
 

9月
8日

(木
) 1

2:
00

～
13

:0
0 

L会
場

    企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

部
会

・
連

絡
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

計
算

科
学

技
術

部
会

外
部

ハ
ザ

ー
ド

評
価

の
た

め
の

数
値

解
析

 
座

長
：

西
田

 明
美

（
JA

EA
）

 9
月

8日
(木

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
L会

場
 

全
体

概
要

 
*西

田
 明

美
1  （

1.
JA

EA
）

 

マ
ル

チ
ス

ケ
ー

ル
粒

子
法

に
よ

る
構

造
物

に
作

用
す

る
津

波
力

評
価

 
*浅

井
 光

輝
1  （

1.
九

大
）

 

竜
巻

飛
来

物
バ

ザ
ー

ド
評

価
に

お
け

る
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
利

用
の

現
状

 
*江

口
 譲

1  （
1.

電
中

研
）

 

航
空

機
衝

突
に

対
す

る
原

子
力

発
電

施
設

の
耐

衝
撃

設
計

 
*坪

田
 張

二
1  （

1.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
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. 核
分

裂
工

学
 | 

30
7-

1 
計

算
科

学
技

術

地
震

そ
の

他
の

外
部

ハ
ザ

ー
ド

の
材

料
・

構
造

へ
の

影
響

 
座

長
：

沖
田

 泰
良

（
東

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
4:

45
～

16
:0

5 
L会

場
 

斜
め

衝
突

を
受

け
る

RC
版

の
局

部
損

傷
評

価
手

法
に

関
す

る
研

究
 

柔
飛

翔
体

の
衝

突
に

よ
る

貫
通

現
象

の
検

討
 

*西
田

 明
美

1 、
太

田
 良

巳
1 、

坪
田

 張
二

1  （
1.

JA
EA

）
 

[2
L0

8]

[2
L0

9]

[2
L1

0]

[2
L1

1]

[2
L1

2-
16

]

[2
L1

2]

[2
L1

3]

[2
L1

4]

[2
L1

5]

[2
L1

6]

[A
C2

L]

[3
L0

1-
04

]

[3
L0

1]

[3
L0

2]

[3
L0

3]

[3
L0

4]
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原
子

力
プ

ラ
ン

ト
の

包
括

的
安

全
性

向
上

の
た

め
の

地
震

時
ク

リ
フ

エ
ッ

ジ
回

避
技

術
の

開
発

 
そ

の
2:

建
屋

シ
ス

テ
ム

と
原

子
炉

容
器

・
配

管
の

検
討

 
*崔

 炳
賢

1 、
西

田
 明

美
1 、

郭
 智

宏
1 、

山
野

 秀
将

1 、
高

田
 毅

士
2  （

1.
JA

EA
、

2.
東

大
）

 

原
子

力
施

設
の

耐
震

評
価

の
た

め
の

組
立

構
造

解
析

結
果

の
大

規
模

分
散

並
列

可
視

化
 

*郭
 智

宏
1 、

西
田

 明
美

1 、
崔

 炳
賢

1 、
中

島
 憲

宏
1  （

1.
JA

EA
）

 

過
大

地
震

荷
重

下
に

お
け

る
振

動
数

に
着

目
し

た
進

行
性

変
形

の
発

生
条

件
 

*酒
見

 亮
太

1 、
桂

 也
真

人
1 、

Ba
ri

 M
d 

Ab
ud

ul
la

 A
l1 、

佐
藤

 拓
哉

1 、
笠

原
 直

人
1  （

1.
東

大
）

 

PT
S時

に
お

け
る

圧
力

容
器

内
き

裂
の

応
力

拡
大

係
数

の
部

位
依

存
性

評
価

 
*阮

 小
勇

1 、
中

筋
 俊

樹
1 、

森
下

 和
功

2  （
1.

京
大

、
2.

京
大

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

7-
1 

計
算

科
学

技
術

熱
流

動
現

象
の

数
値

解
析

 
座

長
：

笠
原

 直
人

（
東

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
6:

05
～

17
:2

5 
L会

場
 

竜
巻

風
速

場
モ

デ
ル

か
ら

導
出

さ
れ

る
気

圧
変

化
率

の
数

値
解

析
精

度
 

*江
口

 譲
1 、

村
上

 貴
裕

1 、
服

部
 康

男
1 、

平
口

 博
丸

1  （
1.

電
中

研
）

 

流
れ

加
速

型
腐

食
に

対
す

る
RA

N
Sに

よ
る

形
状

係
数

予
測

に
関

す
る

研
究

 
*恒

吉
 達

矢
1 、

伊
藤

 高
啓

1 、
辻

 義
之

1  （
1.

名
大

）
 

原
子

炉
事

故
解

析
に

向
け

た
マ

ル
チ

フ
ィ

ジ
ク

ス
粒

子
法

コ
ー

ド
の

開
発

 
(2

)空
気

中
に

お
け

る
噴

出
水

の
飛

散
挙

動
解

析
へ

の
適

用
 

*稲
垣

 健
太

1  （
1.

電
中

研
）

 

核
融

合
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
コ

ー
ド

の
G

PU
ク

ラ
ス

タ
に

お
け

る
高

性
能

実
装

 
*松

本
 和

也
1 、

朝
比

 祐
一

2 、
伊

奈
 拓

也
1 、

井
戸

村
 泰

宏
1  （

1.
JA

EA
、

2.
CE

A 
Ca

da
ra

ch
e）

 

多
相

流
体

問
題

に
お

け
る

省
通

信
Kr

yl
ov

部
分

空
間

法
の

性
能

評
価

 
*真

弓
 明

恵
1 、

井
戸

村
 泰

宏
1 、

山
田

 進
1 、

伊
奈

 拓
也

1 、
山

下
 晋

1  （
1.

JA
EA

）
 

   贈
呈

式
/表

彰
式 学

生
連

絡
会

ポ
ス

タ
ー

セ
ッ

シ
ョ

ン
表

彰
式

 
9月

8日
(木

) 1
8:

00
～

18
:3

0 
L会

場
   20

16
年

9月
9日

(金
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

1-
1 

炉
物

理
，

核
デ

ー
タ

の
利

用
，

臨
界

安
全

解
析

コ
ー

ド
開

発
・

検
証

 
座

長
：

横
山

 賢
治

（
JA

EA
) 9

月
9日

(金
) 9

:3
0～

10
:3

5 
L会

場
 

核
デ

ー
タ

処
理

シ
ス

テ
ム

FR
EN

DY
を

用
い

た
M

VP
ラ

イ
ブ

ラ
リ

の
作

成
 

*長
家

 康
展

1 、
多

田
 健

一
1  （

1.
JA

EA
）

 

三
菱

非
均

質
過

渡
計

算
コ

ー
ド

G
AL

AX
Y-

Kの
開

発
 

上
山

 洋
平

1 、
*小

池
 啓

基
1 、

山
路

 和
也

1 、
桐

村
 一

生
1 、

小
坂

 進
矢

1  （
1.

M
H

I）
 

3次
元

核
熱

結
合

解
析

コ
ー

ド
TR

AC
E/

PA
RC

Sの
検

証
及

び
妥

当
性

確
認

 
(1

)P
AR

CS
を

用
い

た
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
問

題
の

解
析

 
*岩

橋
 大

希
1 、

酒
井

 友
宏

1  （
1.

規
制

庁
）

 

3次
元

核
熱

結
合

解
析

コ
ー

ド
TR

AC
E/

PA
RC

Sの
検

証
及

び
妥

当
性

確
認

 
(2

)T
RA

CE
/P

AR
CS

を
用

い
た

SP
ER

T-
III

実
験

の
解

析
（

高
温

零
出

力
条

件
）

 

[1
L0

2]

[1
L0

3]

[1
L0

4]

[1
L0

5-
07

]

[1
L0

5]

[1
L0

6]

[1
L0

7]

[P
L1

L]

[P
L1

L0
1]

[P
L1

L0
2]

[P
L1

L0
3]

[1
L0

8-
12

]

[1
L0

8]

[1
L0

9]

- 
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*リ
ン

 ペ
ン

ホ
ン

1 、
ア

ミ
ニ

 シ
テ

ィ
2 、

ギ
ン

テ
ィ

ン
グ

 ア
ス

リ
ナ

2 、
フ

タ
ガ

オ
ル

 ア
ン

ト
ニ

オ
2 、

セ
ン

ビ
リ

ン
グ

 タ
ゴ

ル
2  （

1.
ナ

イ
ス

、
2.

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

原
子

力
庁

）
 

次
期

試
験

研
究

炉
（

JR
R-

3後
継

炉
）

の
炉

心
設

計
 

(1
)燃

料
及

び
炉

心
配

置
の

検
討

 
*新

居
 昌

至
1 、

滝
野

 一
夫

1 、
津

村
 貴

史
1  （

1.
JA

EA
）

 

次
期

試
験

研
究

炉
（

JR
R-

3後
継

炉
）

の
炉

心
設

計
 

(2
)熱

出
力

分
布

の
検

討
 

滝
野

 一
夫

1 、
津

村
 貴

史
1 、

*新
居

 昌
至

1  （
1.

JA
EA

）
 

次
期

試
験

研
究

炉
（

JR
R-

3後
継

炉
）

の
炉

心
設

計
 

(3
)熱

的
余

裕
の

検
討

 
*津

村
 貴

史
1 、

新
居

 昌
至

1 、
滝

野
 一

夫
1  （

1.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
1-

2 
炉

設
計

と
炉

型
戦

略
，

核
変

換
技

術

核
変

換
技

術
 

座
長

：
池

田
 一

三
（

M
FB

R）
 9

月
7日

(水
) 1

1:
05

～
11

:5
5 

L会
場

 

軽
水

炉
に

お
け

る
放

射
性

毒
性

量
最

小
化

の
検

討
 

(6
)燃

料
サ

イ
ク

ル
諸

量
評

価
コ

ー
ド

の
開

発
 

*松
宮

 浩
志

1 、
和

田
 怜

志
1 、

杉
田

 宰
1 、

木
村

 礼
1 、

櫻
井

 俊
吾

1 、
吉

岡
 研

一
1 、

平
岩

 宏
司

1 、
相

澤
 利

枝
1 、

神
保

 昇
1  （

1.
東

芝
）

 

AD
Sを

用
い

た
M

A低
減

と
Pu

-2
38

生
成

に
関

す
る

研
究

 
*小

川
 健

斗
1 、

千
葉

 豪
1 、

奈
良

林
 直

1  （
1.

北
大

）
 

軽
水

炉
を

用
い

た
中

性
子

核
変

換
に

よ
る

有
用

元
素

生
成

技
術

の
検

討
 

*竹
澤

 宏
樹

1 、
高

木
 直

行
1  （

1.
東

京
都

市
大

）
 

   企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

合
同

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

合
同

セ
ッ

シ
ョ

ン
1 

核
デ

ー
タ

部
会

，
炉

物
理

部
会

，
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

部
会

，
「

シ
グ

マ
」

特
別

専
門

委
員

会

原
子

炉
・

加
速

器
施

設
の

廃
止

措
置

と
放

射
化

核
デ

ー
タ

ラ
イ

ブ
ラ

リ
の

現
状

 
座

長
：

国
枝

 賢
（

JA
EA

）
 9

月
7日

(水
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

L会
場

 

「
ふ

げ
ん

」
廃

止
措

置
の

た
め

の
残

存
放

射
能

量
の

評
価

と
課

題
 

*林
 宏

一
1  （

1.
JA

EA
）

 

九
州

大
学

タ
ン

デ
ム

加
速

器
実

験
室

の
廃

止
 

*寺
西

 高
1  （

1.
九

大
）

 

放
射

化
核

デ
ー

タ
ラ

イ
ブ

ラ
リ

の
現

状
と

課
題

 
*岩

本
 信

之
1  （

1.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
1-

2 
炉

設
計

と
炉

型
戦

略
，

核
変

換
技

術

新
型

炉
設

計
 

座
長

：
木

村
 礼

（
東

芝
) 9

月
7日

(水
) 1

4:
45

～
16

:0
5 

L会
場

 

In
tr

od
uc

ti
on

 o
f 

ro
ck

-l
ik

e 
ox

id
e 

fu
el

 in
 P

BR
 w

it
h 

ac
cu

m
ul

at
iv

e 
fu

el
 lo

ad
in

g 
sc

he
m

e 
*I

rw
an

 L
ia

pt
o 

Si
m

an
ul

la
ng

1 , J
un

 N
is

hi
ya

m
a1 , T

or
u 

O
ba

ra
1  （

1.
To

ky
o 

Te
ch

）
 

弗
化

物
溶

融
塩

高
速

増
殖

炉
の

成
立

性
と

効
用

 
(V

II)
Li

F-
N

aF
-U

F 4共
融

体
と

Li
F-

KF
-T

RU
F 3共

融
体

を
混

合
し

た
燃

料
塩

の
利

用
 

*三
田

地
 紘

史
  

[1
L1

0]

[1
L1

1]

[1
L1

2]

[1
L1

3-
18

]

[1
L1

3]

[1
L1

4]

[1
L1

5]

[1
L1

6]

[1
L1

7]

[1
L1

8]

[1
L1

9-
22

]

[1
L1

9]

[1
L2

0]

[1
L2

1]

[1
L2

2]

- 
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余
剰

反
応

度
を

抑
制

し
た

原
子

力
宇

宙
船

用
炉

心
の

設
計

 
*奥

村
 晋

太
朗

1 、
千

葉
 豪

1 、
奈

良
林

 直
1  （

1.
北

大
）

 

宇
宙

探
査

用
小

型
CA

N
DL

E燃
焼

炉
の

最
適

化
宇

宙
探

査
用

小
型

CA
N

DL
E燃

焼
炉

の
最

適
化

 
*西

山
 潤

1 、
小

原
 徹

1  （
1.

東
工

大
）

 

軽
水

炉
取

り
出

し
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
を

初
期

炉
心

に
用

い
た

CA
N

DL
E燃

焼
炉

の
熱

流
動

解
析

 
*大

里
 洋

輝
1 、

西
山

 潤
2 、

小
原

 徹
2  （

1.
東

工
大

、
2.

東
工

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
1-

1 
炉

物
理

，
核

デ
ー

タ
の

利
用

，
臨

界
安

全

燃
焼

解
析

 
座

長
：

千
葉

 豪
（

北
大

）
 9

月
7日

(水
) 1

6:
05

～
17

:4
0 

L会
場

 

重
水

冷
却

ト
リ

ウ
ム

炉
の

増
殖

性
能

の
評

価
 

*武
曽

 壮
大

1 、
高

木
 直

行
1  （

1.
東

京
都

市
大

）
 

H
TT

Rの
燃

焼
特

性
に

お
け

る
BP

モ
デ

ル
の

効
果

 
*藤

本
 望

1 、
本

多
 友

貴
2 、

福
田

 航
大

3 、
後

藤
 実

2 、
栃

尾
 大

輔
2 、

高
田

 昌
二

2  （
1.

九
大

、
2.

JA
EA

、
3.

東
工

大
）

 

10
年

以
上

冷
却

し
た

使
用

済
燃

料
に

対
す

る
10

6 Ru
/14

4 Ce
放

射
能

比
の

測
定

と
燃

焼
解

析
 

*佐
藤

 駿
介

1 、
名

内
 泰

志
1 、

早
川

 岳
人

2 、
木

村
 康

彦
3 、

須
山

 賢
也

3  （
1.

電
中

研
、

2.
Q

ST
、

3.
JA

EA
）

 

CA
SM

O
5に

よ
る

軽
水

炉
燃

焼
後

燃
料

の
核

種
組

成
測

定
値

の
解

析
 

(1
)ウ

ラ
ン

燃
料

 
*山

本
 徹

1 、
酒

井
 友

宏
1 、

岩
橋

 大
希

1  （
1.

規
制

庁
）

 

CA
SM

O
5に

よ
る

軽
水

炉
燃

焼
後

燃
料

の
核

種
組

成
測

定
値

の
解

析
 

(2
)M

O
X燃

料
 

*酒
井

 友
宏

1 、
山

本
 徹

1 、
岩

橋
 大

希
1  （

1.
規

制
庁

）
 

米
国

BW
Rに

お
け

る
約

10
年

停
止

後
サ

イ
ク

ル
の

炉
心

追
跡

計
算

 
大

山
 勝

義
1 、

*阿
萬

 剛
史

2 、
前

田
 正

2 、
吉

井
 貴

2 、
深

尾
 明

弘
2  （

1.
東

電
H

D、
2.

テ
プ

シ
ス

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

1-
1 

炉
物

理
，

核
デ

ー
タ

の
利

用
，

臨
界

安
全

実
験

・
解

析
 

座
長

：
松

本
 英

樹
（

M
H

I）
 9

月
7日

(水
) 1

7:
40

～
18

:4
5 

L会
場

 

CR
O

CU
S摂

動
炉

心
の

動
特

性
パ

ラ
メ

ー
タ

と
炉

周
期

の
解

析
 

*名
内

 泰
志

1 、
Zo

ia
 A

nd
re

a2 、
Br

un
 E

m
er

ic
2 、

Jo
ua

nn
e 

Ce
dr

ic
2  （

1.
電

中
研

、
2.

CE
A）

 

H
TC

臨
界

実
験

解
析

 
(1

)P
ha

se
 1

,2
炉

物
理

実
験

 
*柴

 茂
樹

1 、
酒

井
 友

宏
1  （

1.
規

制
庁

）
 

Eu
:T

RU
ST

 L
iC

AF
を

用
い

た
炉

雑
音

実
験

に
向

け
た

予
備

実
験

 
*前

納
 健

佑
1 、

山
本

 章
夫

1 、
遠

藤
 知

弘
1  （

1.
名

大
）

 

M
A 

入
り

Pu
 金

属
燃

料
高

速
炉

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
革

新
的

核
廃

棄
物

燃
焼

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

(9
)パ

ル
ス

中
性

子
源

を
用

い
た

金
属

燃
料

合
金

材
の

ド
ッ

プ
ラ

効
果

測
定

 
*宇

根
崎

 博
信

1 、
佐

野
 忠

史
1 、

堀
 順

一
1 、

高
橋

 佳
之

1 、
中

島
 健

1 、
原

 昭
浩

2 、
坪

井
 靖

2 、
有

江
 和

夫
2  （

1.
京

大
、

2.
　

東
芝

）
 

  

―
　
42

　
―



[2
L0

1-
06

]

[2
L0

1]

[2
L0

2]

[2
L0

3]

[2
L0

4]

[2
L0

5]

[2
L0

6]

[G
M

2L
]

[P
L2

L]

[P
L2

L0
1]

[P
L2

L0
2]

[P
L2

L0
3]

[P
L2

L0
4]

[2
L0

7-
11

]

[2
L0

7]
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20
16

年
9月

8日
(木

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
7-

1 
計

算
科

学
技

術

材
料

の
分

子
計

算
お

よ
び

核
分

裂
・

M
A燃

焼
の

解
析

技
術

 
座

長
：

江
口

 譲
（

電
中

研
）

 9
月

8日
(木

) 1
0:

20
～

12
:0

0 
L会

場
 

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

中
溶

質
元

素
の

第
一

原
理

計
算

 
*板

倉
 充

洋
1 、

沖
田

 泰
良

2  （
1.

JA
EA

、
2.

東
大

）
 

保
存

的
上

昇
運

動
を

取
り

入
れ

た
結

晶
欠

陥
相

互
作

用
の

モ
デ

ル
化

 
*早

川
 頌

1 、
沖

田
 泰

良
2 、

愛
知

 正
温

2 、
板

倉
 充

洋
3  （

1.
東

大
、

2.
東

大
、

3.
JA

EA
）

 

M
D法

に
よ

る
中

性
子

照
射

下
結

晶
欠

陥
形

成
過

程
に

及
ぼ

す
材

料
物

性
の

影
響

に
関

す
る

検
討

 
*沖

田
 泰

良
1 、

Ya
ng

 Y
in

gj
ua

n2 、
板

倉
 充

洋
3  （

1.
東

大
、

2.
東

大
、

3.
JA

EA
）

 

M
D法

を
用

い
た

原
子

空
孔

集
合

体
-転

位
相

互
作

用
に

及
ぼ

す
積

層
欠

陥
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
影

響
解

明
 

*土
井

原
 康

平
1 、

沖
田

 泰
良

2 、
板

倉
 充

洋
3  （

1.
東

大
、

2.
東

大
、

3.
JA

EA
）

 

TD
DF

Tに
よ

る
23

6 Uの
核

分
裂

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

の
計

算
 

*岩
田

 順
敬

1 、
千

葉
 敏

1  （
1.

東
工

大
）

 

教
育

用
FB

Rプ
ラ

ン
ト

設
計

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

M
A燃

焼
機

能
の

追
加

 
*笠

原
 直

人
1 、

高
橋

 忠
男

2  （
1.

東
大

、
2.

FB
R高

等
研

）
 

   全
体

会
議

「
計

算
科

学
技

術
部

会
」

第
20

回
全

体
会

議
 

9月
8日

(木
) 1

2:
00

～
13

:0
0 

L会
場

    企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

部
会

・
連

絡
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

計
算

科
学

技
術

部
会

外
部

ハ
ザ

ー
ド

評
価

の
た

め
の

数
値

解
析

 
座

長
：

西
田

 明
美

（
JA

EA
）

 9
月

8日
(木

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
L会

場
 

全
体

概
要

 
*西

田
 明

美
1  （

1.
JA

EA
）

 

マ
ル

チ
ス

ケ
ー

ル
粒

子
法

に
よ

る
構

造
物

に
作

用
す

る
津

波
力

評
価

 
*浅

井
 光

輝
1  （

1.
九

大
）

 

竜
巻

飛
来

物
バ

ザ
ー

ド
評

価
に

お
け

る
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
利

用
の

現
状

 
*江

口
 譲

1  （
1.

電
中

研
）

 

航
空

機
衝

突
に

対
す

る
原

子
力

発
電

施
設

の
耐

衝
撃

設
計

 
*坪

田
 張

二
1  （

1.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
7-

1 
計

算
科

学
技

術

地
震

そ
の

他
の

外
部

ハ
ザ

ー
ド

の
材

料
・

構
造

へ
の

影
響

 
座

長
：

沖
田

 泰
良

（
東

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
4:

45
～

16
:0

5 
L会

場
 

斜
め

衝
突

を
受

け
る

RC
版

の
局

部
損

傷
評

価
手

法
に

関
す

る
研

究
 

柔
飛

翔
体

の
衝

突
に

よ
る

貫
通

現
象

の
検

討
 

*西
田

 明
美

1 、
太

田
 良

巳
1 、

坪
田

 張
二

1  （
1.

JA
EA

）
 

[2
L0

8]

[2
L0

9]

[2
L1

0]

[2
L1

1]

[2
L1

2-
16

]

[2
L1

2]

[2
L1

3]

[2
L1

4]

[2
L1

5]

[2
L1

6]

[A
C2

L]

[3
L0

1-
04

]

[3
L0

1]

[3
L0

2]

[3
L0

3]

[3
L0

4]

- 
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原
子

力
プ

ラ
ン

ト
の

包
括

的
安

全
性

向
上

の
た

め
の

地
震

時
ク

リ
フ

エ
ッ

ジ
回

避
技

術
の

開
発

 
そ

の
2:

建
屋

シ
ス

テ
ム

と
原

子
炉

容
器

・
配

管
の

検
討

 
*崔

 炳
賢

1 、
西

田
 明

美
1 、

郭
 智

宏
1 、

山
野

 秀
将

1 、
高

田
 毅

士
2  （

1.
JA

EA
、

2.
東

大
）

 

原
子

力
施

設
の

耐
震

評
価

の
た

め
の

組
立

構
造

解
析

結
果

の
大

規
模

分
散

並
列

可
視

化
 

*郭
 智

宏
1 、

西
田

 明
美

1 、
崔

 炳
賢

1 、
中

島
 憲

宏
1  （

1.
JA

EA
）

 

過
大

地
震

荷
重

下
に

お
け

る
振

動
数

に
着

目
し

た
進

行
性

変
形

の
発

生
条

件
 

*酒
見

 亮
太

1 、
桂

 也
真

人
1 、

Ba
ri

 M
d 

Ab
ud

ul
la

 A
l1 、

佐
藤

 拓
哉

1 、
笠

原
 直

人
1  （

1.
東

大
）

 

PT
S時

に
お

け
る

圧
力

容
器

内
き

裂
の

応
力

拡
大

係
数

の
部

位
依

存
性

評
価

 
*阮

 小
勇

1 、
中

筋
 俊

樹
1 、

森
下

 和
功

2  （
1.

京
大

、
2.

京
大

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

7-
1 

計
算

科
学

技
術

熱
流

動
現

象
の

数
値

解
析

 
座

長
：

笠
原

 直
人

（
東

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
6:

05
～

17
:2

5 
L会

場
 

竜
巻

風
速

場
モ

デ
ル

か
ら

導
出

さ
れ

る
気

圧
変

化
率

の
数

値
解

析
精

度
 

*江
口

 譲
1 、

村
上

 貴
裕

1 、
服

部
 康

男
1 、

平
口

 博
丸

1  （
1.

電
中

研
）

 

流
れ

加
速

型
腐

食
に

対
す

る
RA

N
Sに

よ
る

形
状

係
数

予
測

に
関

す
る

研
究

 
*恒

吉
 達

矢
1 、

伊
藤

 高
啓

1 、
辻

 義
之

1  （
1.

名
大

）
 

原
子

炉
事

故
解

析
に

向
け

た
マ

ル
チ

フ
ィ

ジ
ク

ス
粒

子
法

コ
ー

ド
の

開
発

 
(2

)空
気

中
に

お
け

る
噴

出
水

の
飛

散
挙

動
解

析
へ

の
適

用
 

*稲
垣

 健
太

1  （
1.

電
中

研
）

 

核
融

合
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
コ

ー
ド

の
G

PU
ク

ラ
ス

タ
に

お
け

る
高

性
能

実
装

 
*松

本
 和

也
1 、

朝
比

 祐
一

2 、
伊

奈
 拓

也
1 、

井
戸

村
 泰

宏
1  （

1.
JA

EA
、

2.
CE

A 
Ca

da
ra

ch
e）

 

多
相

流
体

問
題

に
お

け
る

省
通

信
Kr

yl
ov

部
分

空
間

法
の

性
能

評
価

 
*真

弓
 明

恵
1 、

井
戸

村
 泰

宏
1 、

山
田

 進
1 、

伊
奈

 拓
也

1 、
山

下
 晋

1  （
1.

JA
EA

）
 

   贈
呈

式
/表

彰
式 学

生
連

絡
会

ポ
ス

タ
ー

セ
ッ

シ
ョ

ン
表

彰
式

 
9月

8日
(木

) 1
8:

00
～

18
:3

0 
L会

場
   20

16
年

9月
9日

(金
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

1-
1 

炉
物

理
，

核
デ

ー
タ

の
利

用
，

臨
界

安
全

解
析

コ
ー

ド
開

発
・

検
証

 
座

長
：

横
山

 賢
治

（
JA

EA
) 9

月
9日

(金
) 9

:3
0～

10
:3

5 
L会

場
 

核
デ

ー
タ

処
理

シ
ス

テ
ム

FR
EN

DY
を

用
い

た
M

VP
ラ

イ
ブ

ラ
リ

の
作

成
 

*長
家

 康
展

1 、
多

田
 健

一
1  （

1.
JA

EA
）

 

三
菱

非
均

質
過

渡
計

算
コ

ー
ド

G
AL

AX
Y-

Kの
開

発
 

上
山

 洋
平

1 、
*小

池
 啓

基
1 、

山
路

 和
也

1 、
桐

村
 一

生
1 、

小
坂

 進
矢

1  （
1.

M
H

I）
 

3次
元

核
熱

結
合

解
析

コ
ー

ド
TR

AC
E/

PA
RC

Sの
検

証
及

び
妥

当
性

確
認

 
(1

)P
AR

CS
を

用
い

た
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
問

題
の

解
析

 
*岩

橋
 大

希
1 、

酒
井

 友
宏

1  （
1.

規
制

庁
）

 

3次
元

核
熱

結
合

解
析

コ
ー

ド
TR

AC
E/

PA
RC

Sの
検

証
及

び
妥

当
性

確
認

 
(2

)T
RA

CE
/P

AR
CS

を
用

い
た

SP
ER

T-
III

実
験

の
解

析
（

高
温

零
出

力
条

件
）

 

[1
L0

2]

[1
L0

3]

[1
L0

4]

[1
L0

5-
07

]

[1
L0

5]

[1
L0

6]

[1
L0

7]

[P
L1

L]

[P
L1

L0
1]

[P
L1

L0
2]

[P
L1

L0
3]

[1
L0

8-
12

]

[1
L0

8]

[1
L0

9]
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*リ
ン

 ペ
ン

ホ
ン

1 、
ア

ミ
ニ

 シ
テ

ィ
2 、

ギ
ン

テ
ィ

ン
グ

 ア
ス

リ
ナ

2 、
フ

タ
ガ

オ
ル

 ア
ン

ト
ニ

オ
2 、

セ
ン

ビ
リ

ン
グ

 タ
ゴ

ル
2  （

1.
ナ

イ
ス

、
2.

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

原
子

力
庁

）
 

次
期

試
験

研
究

炉
（

JR
R-

3後
継

炉
）

の
炉

心
設

計
 

(1
)燃

料
及

び
炉

心
配

置
の

検
討

 
*新

居
 昌

至
1 、

滝
野

 一
夫

1 、
津

村
 貴

史
1  （

1.
JA

EA
）

 

次
期

試
験

研
究

炉
（

JR
R-

3後
継

炉
）

の
炉

心
設

計
 

(2
)熱

出
力

分
布

の
検

討
 

滝
野

 一
夫

1 、
津

村
 貴

史
1 、

*新
居

 昌
至

1  （
1.

JA
EA

）
 

次
期

試
験

研
究

炉
（

JR
R-

3後
継

炉
）

の
炉

心
設

計
 

(3
)熱

的
余

裕
の

検
討

 
*津

村
 貴

史
1 、

新
居

 昌
至

1 、
滝

野
 一

夫
1  （

1.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
1-

2 
炉

設
計

と
炉

型
戦

略
，

核
変

換
技

術

核
変

換
技

術
 

座
長

：
池

田
 一

三
（

M
FB

R）
 9

月
7日

(水
) 1

1:
05

～
11

:5
5 

L会
場

 

軽
水

炉
に

お
け

る
放

射
性

毒
性

量
最

小
化

の
検

討
 

(6
)燃

料
サ

イ
ク

ル
諸

量
評

価
コ

ー
ド

の
開

発
 

*松
宮

 浩
志

1 、
和

田
 怜

志
1 、

杉
田

 宰
1 、

木
村

 礼
1 、

櫻
井

 俊
吾

1 、
吉

岡
 研

一
1 、

平
岩

 宏
司

1 、
相

澤
 利

枝
1 、

神
保

 昇
1  （

1.
東

芝
）

 

AD
Sを

用
い

た
M

A低
減

と
Pu

-2
38

生
成

に
関

す
る

研
究

 
*小

川
 健

斗
1 、

千
葉

 豪
1 、

奈
良

林
 直

1  （
1.

北
大

）
 

軽
水

炉
を

用
い

た
中

性
子

核
変

換
に

よ
る

有
用

元
素

生
成

技
術

の
検

討
 

*竹
澤

 宏
樹

1 、
高

木
 直

行
1  （

1.
東

京
都

市
大

）
 

   企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

合
同

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

合
同

セ
ッ

シ
ョ

ン
1 

核
デ

ー
タ

部
会

，
炉

物
理

部
会

，
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

部
会

，
「

シ
グ

マ
」

特
別

専
門

委
員

会

原
子

炉
・

加
速

器
施

設
の

廃
止

措
置

と
放

射
化

核
デ

ー
タ

ラ
イ

ブ
ラ

リ
の

現
状

 
座

長
：

国
枝

 賢
（

JA
EA

）
 9

月
7日

(水
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

L会
場

 

「
ふ

げ
ん

」
廃

止
措

置
の

た
め

の
残

存
放

射
能

量
の

評
価

と
課

題
 

*林
 宏

一
1  （

1.
JA

EA
）

 

九
州

大
学

タ
ン

デ
ム

加
速

器
実

験
室

の
廃

止
 

*寺
西

 高
1  （

1.
九

大
）

 

放
射

化
核

デ
ー

タ
ラ

イ
ブ

ラ
リ

の
現

状
と

課
題

 
*岩

本
 信

之
1  （

1.
JA

EA
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
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. 核
分

裂
工

学
 | 

30
1-

2 
炉

設
計

と
炉

型
戦

略
，

核
変

換
技

術

新
型

炉
設

計
 

座
長

：
木

村
 礼

（
東

芝
) 9

月
7日

(水
) 1

4:
45

～
16

:0
5 

L会
場

 

In
tr

od
uc

ti
on

 o
f 

ro
ck

-l
ik

e 
ox

id
e 

fu
el

 in
 P

BR
 w

it
h 

ac
cu

m
ul

at
iv

e 
fu

el
 lo

ad
in

g 
sc

he
m

e 
*I

rw
an

 L
ia

pt
o 

Si
m

an
ul

la
ng

1 , J
un

 N
is

hi
ya

m
a1 , T

or
u 

O
ba

ra
1  （

1.
To

ky
o 

Te
ch

）
 

弗
化

物
溶

融
塩

高
速

増
殖

炉
の

成
立

性
と

効
用

 
(V

II)
Li

F-
N

aF
-U

F 4共
融

体
と

Li
F-

KF
-T

RU
F 3共

融
体

を
混

合
し

た
燃

料
塩

の
利

用
 

*三
田

地
 紘

史
  

[1
L1

0]

[1
L1

1]

[1
L1

2]

[1
L1

3-
18

]

[1
L1

3]

[1
L1

4]

[1
L1

5]

[1
L1

6]

[1
L1

7]

[1
L1

8]

[1
L1

9-
22

]

[1
L1

9]

[1
L2

0]

[1
L2

1]

[1
L2

2]
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余
剰

反
応

度
を

抑
制

し
た

原
子

力
宇

宙
船

用
炉

心
の

設
計

 
*奥

村
 晋

太
朗

1 、
千

葉
 豪

1 、
奈

良
林

 直
1  （

1.
北

大
）

 

宇
宙

探
査

用
小

型
CA

N
DL

E燃
焼

炉
の

最
適

化
宇

宙
探

査
用

小
型

CA
N

DL
E燃

焼
炉

の
最

適
化

 
*西

山
 潤

1 、
小

原
 徹

1  （
1.

東
工

大
）

 

軽
水

炉
取

り
出

し
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
を

初
期

炉
心

に
用

い
た

CA
N

DL
E燃

焼
炉

の
熱

流
動

解
析

 
*大

里
 洋

輝
1 、

西
山

 潤
2 、

小
原

 徹
2  （

1.
東

工
大

、
2.

東
工

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
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. 核
分

裂
工

学
 | 

30
1-

1 
炉

物
理

，
核

デ
ー

タ
の

利
用

，
臨

界
安

全

燃
焼

解
析

 
座

長
：

千
葉

 豪
（

北
大

）
 9

月
7日

(水
) 1

6:
05

～
17

:4
0 

L会
場

 

重
水

冷
却

ト
リ

ウ
ム

炉
の

増
殖

性
能

の
評

価
 

*武
曽

 壮
大

1 、
高

木
 直

行
1  （

1.
東

京
都

市
大

）
 

H
TT

Rの
燃

焼
特

性
に

お
け

る
BP

モ
デ

ル
の

効
果

 
*藤

本
 望

1 、
本

多
 友

貴
2 、

福
田

 航
大

3 、
後

藤
 実

2 、
栃

尾
 大

輔
2 、

高
田

 昌
二

2  （
1.

九
大

、
2.

JA
EA

、
3.

東
工

大
）

 

10
年

以
上

冷
却

し
た

使
用

済
燃

料
に

対
す

る
10

6 Ru
/14

4 Ce
放

射
能

比
の

測
定

と
燃

焼
解

析
 

*佐
藤

 駿
介

1 、
名

内
 泰

志
1 、

早
川

 岳
人

2 、
木

村
 康

彦
3 、

須
山

 賢
也

3  （
1.

電
中

研
、

2.
Q

ST
、

3.
JA

EA
）

 

CA
SM

O
5に

よ
る

軽
水

炉
燃

焼
後

燃
料

の
核

種
組

成
測

定
値

の
解

析
 

(1
)ウ

ラ
ン

燃
料

 
*山

本
 徹

1 、
酒

井
 友

宏
1 、

岩
橋

 大
希

1  （
1.

規
制

庁
）

 

CA
SM

O
5に

よ
る

軽
水

炉
燃

焼
後

燃
料

の
核

種
組

成
測

定
値

の
解

析
 

(2
)M

O
X燃

料
 

*酒
井

 友
宏

1 、
山

本
 徹

1 、
岩

橋
 大

希
1  （

1.
規

制
庁

）
 

米
国

BW
Rに

お
け

る
約

10
年

停
止

後
サ

イ
ク

ル
の

炉
心

追
跡

計
算

 
大

山
 勝

義
1 、

*阿
萬

 剛
史

2 、
前

田
 正

2 、
吉

井
 貴

2 、
深

尾
 明

弘
2  （

1.
東

電
H

D、
2.

テ
プ

シ
ス

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

1-
1 

炉
物

理
，

核
デ

ー
タ

の
利

用
，

臨
界

安
全

実
験

・
解

析
 

座
長

：
松

本
 英

樹
（

M
H

I）
 9

月
7日

(水
) 1

7:
40

～
18

:4
5 

L会
場

 

CR
O

CU
S摂

動
炉

心
の

動
特

性
パ

ラ
メ

ー
タ

と
炉

周
期

の
解

析
 

*名
内

 泰
志

1 、
Zo

ia
 A

nd
re

a2 、
Br

un
 E

m
er

ic
2 、

Jo
ua

nn
e 

Ce
dr

ic
2  （

1.
電

中
研

、
2.

CE
A）

 

H
TC

臨
界

実
験

解
析

 
(1

)P
ha

se
 1

,2
炉

物
理

実
験

 
*柴

 茂
樹

1 、
酒

井
 友

宏
1  （

1.
規

制
庁

）
 

Eu
:T

RU
ST

 L
iC

AF
を

用
い

た
炉

雑
音

実
験

に
向

け
た

予
備

実
験

 
*前

納
 健

佑
1 、

山
本

 章
夫

1 、
遠

藤
 知

弘
1  （

1.
名

大
）

 

M
A 

入
り

Pu
 金

属
燃

料
高

速
炉

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
革

新
的

核
廃

棄
物

燃
焼

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

(9
)パ

ル
ス

中
性

子
源

を
用

い
た

金
属

燃
料

合
金

材
の

ド
ッ

プ
ラ

効
果

測
定

 
*宇

根
崎

 博
信

1 、
佐

野
 忠

史
1 、

堀
 順

一
1 、

高
橋

 佳
之

1 、
中

島
 健

1 、
原

 昭
浩

2 、
坪

井
 靖

2 、
有

江
 和

夫
2  （

1.
京

大
、

2.
　

東
芝

）
 

  

―
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]
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M
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M
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]
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[1
M
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]

[1
M
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]

[1
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]

[1
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]

[1
M

12
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[1
M
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]

[1
M
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   全
体

会
議

「
核

融
合

工
学

部
会

」
第

47
回

全
体

会
議

 
9月

7日
(水

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
M

会
場

    企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

部
会

・
連

絡
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

核
融

合
工

学
部

会

高
温

ガ
ス

炉
を

用
い

た
ト

リ
チ

ウ
ム

生
産

手
法

の
検

討
と

今
後

の
展

開
 

座
長

：
深

田
 智

（
九

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
M

会
場

 

高
温

ガ
ス

炉
を

用
い

た
ト

リ
チ

ウ
ム

生
産

と
研

究
の

概
要

 
*松

浦
 秀

明
1  （

1.
九

大
）

 

高
温

ガ
ス

炉
ト

リ
チ

ウ
ム

生
産

と
閉

じ
込

め
手

法
の

検
討

 
*片

山
 一

成
1  （

1.
九

大
）

 

ト
リ

チ
ウ

ム
製

造
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
生

産
を

両
立

す
る

高
温

ガ
ス

炉
の

核
熱

設
計

 
*後

藤
 実

1  （
1.

JA
EA

）
 

高
温

ガ
ス

炉
H

TT
Rの

照
射

設
備

 
*島

崎
 洋

祐
1  （

1.
JA

EA
）

 

総
合

討
論

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
V.

 核
融

合
工

学
 | 

50
1-

2 
核

融
合

炉
材

料
工

学
（

炉
材

料
，

ブ
ラ

ン
ケ

ッ
ト

，
照

射
挙

動
）

核
融

合
炉

材
料

（
フ

ェ
ラ

イ
ト

鋼
，

中
性

子
増

倍
材

）
 

座
長

：
長

谷
川

 晃
（

東
北

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
M

会
場

 

F8
2H

鋼
H

IP
接

合
材

の
界

面
近

傍
微

細
組

織
へ

の
脱

気
処

理
プ

ロ
セ

ス
の

影
響

 
*神

田
 健

1 、
中

里
 直

史
1 、

岸
本

 弘
立

1 、
朝

倉
 勇

貴
2 、

柴
山

 環
樹

3 、
谷

川
 博

康
4  （

1.
室

蘭
工

大
、

2.
室

蘭
工

大
、

3.
北

大
、

4.
Q

ST
）

 

フ
ェ

ラ
イ

ト
/マ

ル
テ

ン
サ

イ
ト

鋼
の

照
射

下
微

細
組

織
変

化
に

及
ぼ

す
粒

界
の

影
響

 
*森

本
 千

誠
1 、

橋
本

 直
幸

1 、
濱

口
 大

2 、
谷

川
 博

康
2 、

渡
辺

 淑
之

2  （
1.

北
大

、
2.

Q
ST

）
 

多
層

ナ
ノ

イ
ン

デ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
法

に
よ

る
FM

鋼
の

イ
オ

ン
照

射
硬

化
の

照
射

量
依

存
の

測
定

 
*澤

 厚
貴

1 、
橋

本
 直

幸
1 、

大
貫

 惣
明

1 、
礒

部
 繁

人
1  （

1.
北

大
）

 

IT
ER

-B
A活

動
に

お
け

る
先

進
中

性
子

増
倍

材
料

の
研

究
開

発
の

現
状

 
(2

1)
表

面
改

質
し

た
ベ

リ
ラ

イ
ド

微
小

球
の

開
発

及
び

そ
の

特
性

評
価

 
金

 宰
煥

1 、
*中

野
 優

1 、
赤

津
 孔

明
1 、

中
道

 勝
1  （

1.
Q

ST
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
V.

 核
融

合
工

学
 | 

50
1-

2 
核

融
合

炉
材

料
工

学
（

炉
材

料
，

ブ
ラ

ン
ケ

ッ
ト

，
照

射
挙

動
）

核
融

合
炉

材
料

（
Si

C，
タ

ン
グ

ス
テ

ン
）

 
座

長
：

片
山

 一
成

（
九

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
5:

50
～

17
:1

5 
M

会
場

 

N
IT

E-
Si

C/
Si

C複
合

材
料

の
高

温
曝

露
時

間
に

伴
う

強
度

特
性

 
*大

林
 航

1 、
中

里
 直

史
1 、

朴
 峻

秀
2 、

岸
本

 弘
立

1 、
香

山
 晃

2  （
1.

室
蘭

工
大

、
2.

室
蘭

工
大

）
 

純
タ

ン
グ

ス
テ

ン
及

び
タ

ン
グ

ス
テ

ン
合

金
の

熱
履

歴
に

よ
る

引
張

特
性

変
化

 
*長

谷
川

 晃
1 、

梶
島

 侑
馬

1 、
福

田
 誠

1 、
土

田
 航

平
1 、

野
上

 修
平

1  （
1.

東
北

大
）
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]
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M

15
]
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M
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M

01
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M
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]
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]
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M
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]
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M
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[2
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M
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]

[2
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[2
M
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]

[2
M
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[G
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タ
ン

グ
ス

テ
ン

の
強

度
特

性
に

及
ぼ

す
ひ

ず
み

速
度

と
再

結
晶

の
影

響
*徳

永
 和

俊
1、

尾
崎

 浩
詔

2、
栗

下
 裕

明
3、

松
尾

 悟
1、

山
崎

 正
徳

3、
荒

木
 邦

明
1、

長
谷

川
 真

1、
中

村
 一

男
1 

（
1.

九
大

、
2.

九
大

、
3.

東
北

大
）

重
イ

オ
ン

照
射

さ
れ

た
タ

ン
グ

ス
テ

ン
中

に
お

け
る

水
素

同
位

体
滞

留
挙

動
へ

の
照

射
欠

陥
分

布
影

響
*藤

田
 啓

恵
1、

植
村

 有
希

1、
桜

田
 翔

大
1、

東
 奎

介
1、

周
 啓

来
1、

外
山

 健
2、

吉
田

 直
亮

3、
波

多
野

 雄
治

4、
近

田
 拓

未
1、

大
矢

恭
久

1 
（

1.
静

岡
大

、
2.

東
北

大
、

3.
九

大
、

4.
富

山
大

）

W
/S

iC
接

合
材

の
熱

特
性

と
微

細
組

織
の

評
価

*朝
倉

 勇
貴

1、
岸

本
 弘

立
1、

中
里

 直
史

1、
朴

 峻
秀

1、
香

山
 晃

1 
（

1.
室

蘭
工

大
）

 

20
16

年
9月

8日
(木

)

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

I. 
総

論

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
座

長
：

稲
村

 智
昌

（
電

中
研

）
 9

月
8日

(木
) 9

:5
0～

10
:4

0 
M

会
場

関
西

電
力

に
お

け
る

原
子

力
発

電
所

の
組

織
・

体
制

の
充

実
と

事
故

時
対

応
能

力
の

向
上

へ
の

取
組

み
に

つ
い

て
 

*安
藤

 弘
1 、

氏
田

 博
士

2 、
村

松
 健

3 、
富

永
 研

司
4  （

1.
IN

SS
、

2.
環

境
安

全
学

研
、

3.
東

京
都

市
大

、
4.

原
安

進
）

原
子

力
災

害
時

広
域

避
難

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

シ
ス

テ
ム

の
整

備
に

つ
い

て
*豊

満
 治

彦
1  （

1.
原

安
技

セ
）

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

由
来

の
指

定
廃

棄
物

の
最

終
処

分
候

補
地

選
定

プ
ロ

セ
ス

に
お

け
る

透
明

性
に

関
す

る
研

究
*浅

原
 章

1 、
山

野
 直

樹
 （

1.
福

井
大

）

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

I. 
総

論

人
材

育
成

 
座

長
：

芳
原

 新
也

（
近

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
0:

40
～

12
:0

0 
M

会
場

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
演

習
ツ

ー
ル

の
改

良
*川

崎
 郁

夫
1 、

中
村

 晶
1 、

高
橋

 俊
佑

2  （
1.

IN
SS

　
技

術
シ

ス
テ

ム
研

究
所

　
技

術
支

援
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

2.
関

西
電

力
）

ガ
ン

マ
線

お
よ

び
中

性
子

に
お

け
る

実
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

更
新

*齋
藤

 悟
1 、

亀
山

 高
範

1 、
吉

田
 茂

生
1 、

大
江

 俊
昭

1 、
高

田
 英

治
2  （

1.
東

海
大

、
2.

富
山

高
専

）

地
域

経
済

に
お

け
る

原
子

力
産

業
の

経
済

効
果

と
人

材
育

成
に

つ
い

て
の

一
考

察
原

子
力

に
対

す
る

若
い

世
代

の
意

識
の

視
点

か
ら

*藤
木

 亜
唯

花
1 、

芥
川

 一
則

1  （
1.

福
島

高
専

）

チ
ー

ム
リ

ソ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（

TR
M

）
ス

キ
ル

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

(1
)T

RM
ス

キ
ル

教
育

訓
練

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

試
行

*野
々

瀬
 晃

平
1 、

渋
江

 尚
夫

1 、
長

坂
 彰

彦
1  （

1.
電

中
研

）

チ
ー

ム
リ

ソ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（

TR
M

）
ス

キ
ル

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

(2
)T

RM
ス

キ
ル

評
価

手
法

の
試

行
*渋

江
 尚

夫
1 、

長
坂

 彰
彦

1 、
野

々
瀬

　
晃

平
1  （

1.
電

中
研

）

全
体

会
議

「
核

不
拡

散
，

保
障

措
置

，
核

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

連
絡

会
」

第
17

回
全

体
会

議
 

9月
8日

(木
) 1

2:
00

～
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:0
0 

M
会

場
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09

]

[3
L0

5]

[3
L0

6]

[3
L0

7]

[3
L0

8]

[3
L0

9]

[P
L3

L]

[P
L3

L0
1]

[P
L3

L0
2]

[P
L3

L0
3]

[3
L1

0-
14

]

[3
L1

0]

[3
L1

1]

[3
L1

2]

[3
L1

3]

- 
65

 -

*藤
田

 達
也

1 、
酒

井
 友

宏
1 、

岩
橋

 大
希

1  （
1.

規
制

庁
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
1-

1 
炉

物
理

，
核

デ
ー

タ
の

利
用

，
臨

界
安

全

解
析

手
法

開
発

 
座

長
：

小
池

 啓
基

（
M

H
I）

 9
月

9日
(金

) 1
0:

35
～

11
:5

5 
L会

場
 

3次
元

非
均

質
輸

送
計

算
コ

ー
ド

G
EN

ES
IS

の
開

発
(2

) 
SP

n近
似

を
用

い
た

非
等

方
散

乱
の

取
り

扱
い

 
*山

本
 章

夫
1 、

儀
宝

 明
徳

、
遠

藤
 知

弘
1  （

1.
名

大
）

 

高
速

炉
用

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

統
合

型
解

析
シ

ス
テ

ム
の

研
究

開
発

 
(1

4)
M

AR
BL

Eの
燃

焼
・

崩
壊

熱
計

算
機

能
の

拡
張

 
*横

山
 賢

治
1 、

神
 智

之
1  （

1.
JA

EA
）

 

次
世

代
高

速
炉

の
核

設
計

に
お

け
る

解
析

手
法

の
詳

細
化

の
検

討
(5

) 
出

力
分

布
評

価
に

お
け

る
断

面
積

均
質

化
手

法
に

関
す

る
検

討
 

*杉
野

 和
輝

1 、
丸

山
 修

平
1 、

大
木

 繁
夫

1  （
1.

JA
EA

）
 

新
燃

料
配

置
全

数
探

索
及

び
燃

焼
燃

料
局

所
探

索
を

用
い

た
燃

料
装

荷
パ

タ
ー

ン
最

適
化

の
性

能
比

較
 

*石
黒

 諭
美

1 、
遠

藤
 知

弘
1 、

山
本

 章
夫

1  （
1.

名
大

）
 

M
es

h 
to

 M
es

h計
算

に
基

づ
く

衝
突

確
率

法
の

開
発

(7
) 

IC
法

と
組

み
合

わ
せ

た
XY

体
系

の
輸

送
計

算
へ

の
適

用
 

*松
村

 哲
夫

1  （
1.

電
中

研
）

 
   企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
委

員
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

標
準

委
員

会
3［

原
子

力
安

全
部

会
共

催
］

IA
EA

 IR
RS

（
日

本
へ

の
総

合
規

制
評

価
サ

ー
ビ

ス
）

ミ
ッ

シ
ョ

ン
報

告
を

受
け

た
対

応
に

つ
い

て
 

座
長

：
関

村
 直

人
（

東
大

）
 9

月
9日

(金
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

L会
場

 

IR
RS

ミ
ッ

シ
ョ

ン
報

告
書

の
概

要
と

原
子

力
規

制
庁

の
対

応
に

つ
い

て
 

*金
子

 修
一

1  （
1.

規
制

庁
）

 

原
子

力
発

電
所

の
新

た
な

検
査

制
度

に
む

け
て

 
*勝

田
 忠

広
1  （

1.
明

治
大

）
 

総
合

討
論

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
1-

1 
炉

物
理

，
核

デ
ー

タ
の

利
用

，
臨

界
安

全

未
臨

界
評

価
・

監
視

1 
座

長
：

遠
藤

 知
弘

（
名

大
）

 9
月

9日
(金

) 1
4:

45
～

16
:0

5 
L会

場
 

面
積

比
法

に
よ

る
未

臨
界

度
測

定
に

お
け

る
高

次
モ

ー
ド

の
影

響
評

価
 

*山
本

 俊
弘

1 、
坂

本
 浩

紀
2  （

1.
京

大
、

2.
ト

ラ
ン

ス
ニ

ュ
ー

ク
リ

ア
）

 

燃
料

デ
ブ

リ
取

り
出

し
時

の
臨

界
性

評
価

と
そ

の
精

度
に

関
す

る
研

究
 

*佐
藤

 嘉
晃

1 、
鈴

木
 貴

也
1 、

高
木

 直
行

1 、
竹

澤
 宏

樹
1 、

リ
ン

 ペ
ン

ホ
ン

2  （
1.

東
京

都
市

大
、

2.
ナ

イ
ス

）
 

核
分

裂
生

成
ガ

ス
を

測
定

し
て

未
臨

界
を

監
視

す
る

方
法

(I
II)

 
(1

)こ
の

手
法

の
着

眼
点

 
*内

藤
 俶

孝
1  （

1.
ナ

イ
ス

）
 

核
分

裂
生

成
ガ

ス
を

測
定

し
て

未
臨

界
を

監
視

す
る

方
法

(I
II)

 
(2

)K
r-

88
と

Xe
-1

35
の

放
射

能
比

を
測

定
し

て
ke

ff
を

推
定

す
る

 
*平

井
 功

希
1 、

内
藤

 俶
孝

1 、
リ

ン
 ペ

ン
ホ

ン
1  （

1.
ナ

イ
ス

）
 

[3
L1

4]

[3
L1

5-
17

]

[3
L1

5]

[3
L1

6]

[3
L1

7]

[1
M

01
-0

3]

[1
M

01
]

[1
M

02
]

[1
M

03
]

[1
M

04
-0

7]

[1
M

04
]

[1
M

05
]

[1
M

06
]

[1
M

07
]
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核
分

裂
生

成
ガ

ス
を

検
出

し
て

未
臨

界
を

監
視

す
る

方
法

(I
II)

 
(3

)こ
の

方
法

で
求

ま
る

反
応

度
の

推
定

値
と

そ
の

誤
差

評
価

 
*関

 優
哉

1 、
内

藤
 俶

孝
1 、

臼
田

 重
和

1 、
光

本
 義

文
1  （

1.
ナ

イ
ス

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

1-
1 

炉
物

理
，

核
デ

ー
タ

の
利

用
，

臨
界

安
全

未
臨

界
評

価
・

監
視

2 
座

長
：

木
村

 佳
央

（
中

電
シ

ー
テ

ィ
ー

ア
イ

) 9
月

9日
(金

) 1
6:

05
～

16
:5

5 
L会

場
 

原
子

力
発

電
所

等
に

お
け

る
停

止
時

未
臨

界
監

視
手

法
の

開
発

 
(1

)未
臨

界
監

視
手

法
の

開
発

目
的

と
仕

様
 

*田
代

 祥
一

1 、
東

條
 匡

志
1 、

影
山

 隆
夫

1 、
島

津
 洋

一
郎

2  （
1.

G
N

F-
J、

2.
福

井
大

）
 

原
子

力
発

電
所

等
に

お
け

る
停

止
時

未
臨

界
監

視
手

法
の

開
発

 
(2

)決
定

論
コ

ー
ド

に
よ

る
ソ

ー
ス

タ
ー

ム
評

価
 

*東
條

 匡
志

1 、
田

代
 祥

一
1 、

岩
本

 達
也

1 、
小

林
 謙

祐
1 、

島
津

 洋
一

郎
2  （

1.
G

N
F-

J、
2.

福
井

大
）

 

原
子

力
発

電
所

等
に

お
け

る
停

止
時

未
臨

界
監

視
手

法
の

開
発

 
(3

)反
応

度
計

モ
デ

ル
の

未
臨

界
監

視
適

用
性

検
討

 
*島

津
 洋

一
郎

1 、
田

代
 祥

一
2 、

東
條

 匡
志

2  （
1.

福
井

大
、

2.
G

N
F-

J）
 

  20
16

年
9月

7日
(水

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
V.

 核
融

合
工

学
 | 

50
1-

3 
ト

リ
チ

ウ
ム

工
学

（
燃

料
回

収
・

精
製

，
計

測
，

同
位

体
効

果
，

安
全

取
扱

い
）

液
体

リ
チ

ウ
ム

鉛
の

特
性

 
座

長
：

中
村

 誠
（

Q
ST

）
 9

月
7日

(水
) 1

0:
00

～
10

:5
0 

M
会

場
 

Li
-P

b共
融

合
金

に
お

け
る

水
素

溶
解

と
拡

散
の

化
学

 
*深

田
 智

1 、
小

田
 卓

司
2 、

片
山

 一
成

1 、
金

城
 真

生
1 、

西
川

 央
哲

1  （
1.

九
大

、
2.

ソ
ウ

ル
大

）
 

Li
17

Pb
83

に
お

け
る

ア
ル

ゴ
ン

ガ
ス

及
び

水
素

同
位

体
挙

動
の

把
握

 
*西

川
 央

哲
1 、

深
田

 智
1 、

金
城

 真
生

1 、
片

山
 一

成
1  （

1.
九

大
）

 

液
体

リ
チ

ウ
ム

鉛
合

金
(P

b-
17

Li
)の

物
理

的
特

性
に

関
す

る
分

子
動

力
学

的
研

究
 

*高
 雲

1 、
Ra

os
 G

ui
do

2 、
Ca

va
llo

tt
i C

ar
lo

2 、
高

橋
 実

3  （
1.

東
工

大
、

2.
Po

lit
ec

ni
co

 d
i M

ila
no

、
3.

東
工

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
V.

 核
融

合
工

学
 | 

50
1-

3 
ト

リ
チ

ウ
ム

工
学

（
燃

料
回

収
・

精
製

，
計

測
，

同
位

体
効

果
，

安
全

取
扱

い
）

ト
リ

チ
ウ

ム
挙

動
と

そ
の

閉
じ

込
め

 
座

長
：

深
田

 智
（

九
大

）
 9

月
7日

(水
) 1

0:
50

～
11

:5
5 

M
会

場
 

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

プ
レ

ー
ト

法
に

よ
る

タ
ン

グ
ス

テ
ン

堆
積

層
か

ら
の

ト
リ

チ
ウ

ム
脱

離
挙

動
の

観
測

 
*片

山
 一

成
1 、

野
口

 瑞
貴

1 、
鳥

養
 祐

二
2 、

芦
川

 直
子

3 、
田

口
 明

4 、
深

田
 智

1  （
1.

九
大

、
2.

茨
城

大
、

3.
核

融
合

研
、

4.
富

山

大
）

 

固
体

増
殖

ブ
ラ

ン
ケ

ッ
ト

か
ら

放
出

さ
れ

る
ト

リ
チ

ウ
ム

の
測

定
 

*河
村

 繕
範

1 、
枝

尾
 祐

希
1 、

落
合

 謙
太

郎
1 、

星
野

 毅
1  （

1.
Q

ST
）

 

高
温

ガ
ス

炉
用

Li
装

荷
試

験
体

に
お

け
る

ト
リ

チ
ウ

ム
生

産
・

閉
じ

込
め

性
能

の
評

価
 

*井
田

 祐
馬

1 、
松

浦
 秀

明
1 、

長
住

 達
1 、

片
山

 一
成

2 、
大

塚
 哲

平
3 、

後
藤

 実
4 、

中
川

 繁
昭

4  （
1.

九
大

、
2.

九
大

、
3.

近

大
、

4.
JA

EA
）

 

BA
原

型
炉

に
お

け
る

放
射

性
物

質
閉

じ
込

め
障

壁
と

し
て

の
真

空
容

器
の

健
全

性
 

*中
村

 誠
1 、

染
谷

 洋
二

1 、
渡

邊
 和

仁
1 、

飛
田

 健
次

1  （
1.

Q
ST

）
 

―
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M
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M
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M

12
]
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M
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   全
体

会
議

「
核

融
合

工
学

部
会

」
第

47
回

全
体

会
議

 
9月

7日
(水

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
M

会
場

    企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

部
会

・
連

絡
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

核
融

合
工

学
部

会

高
温

ガ
ス

炉
を

用
い

た
ト

リ
チ

ウ
ム

生
産

手
法

の
検

討
と

今
後

の
展

開
 

座
長

：
深

田
 智

（
九

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
M

会
場

 

高
温

ガ
ス

炉
を

用
い

た
ト

リ
チ

ウ
ム

生
産

と
研

究
の

概
要

 
*松

浦
 秀

明
1  （

1.
九

大
）

 

高
温

ガ
ス

炉
ト

リ
チ

ウ
ム

生
産

と
閉

じ
込

め
手

法
の

検
討

 
*片

山
 一

成
1  （

1.
九

大
）

 

ト
リ

チ
ウ

ム
製

造
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
生

産
を

両
立

す
る

高
温

ガ
ス

炉
の

核
熱

設
計

 
*後

藤
 実

1  （
1.

JA
EA

）
 

高
温

ガ
ス

炉
H

TT
Rの

照
射

設
備

 
*島

崎
 洋

祐
1  （

1.
JA

EA
）

 

総
合

討
論

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
V.

 核
融

合
工

学
 | 

50
1-

2 
核

融
合

炉
材

料
工

学
（

炉
材

料
，

ブ
ラ

ン
ケ

ッ
ト

，
照

射
挙

動
）

核
融

合
炉

材
料

（
フ

ェ
ラ

イ
ト

鋼
，

中
性

子
増

倍
材

）
 

座
長

：
長

谷
川

 晃
（

東
北

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
4:

45
～

15
:5

0 
M

会
場

 

F8
2H

鋼
H

IP
接

合
材

の
界

面
近

傍
微

細
組

織
へ

の
脱

気
処

理
プ

ロ
セ

ス
の

影
響

 
*神

田
 健

1 、
中

里
 直

史
1 、

岸
本

 弘
立

1 、
朝

倉
 勇

貴
2 、

柴
山

 環
樹

3 、
谷

川
 博

康
4  （

1.
室

蘭
工

大
、

2.
室

蘭
工

大
、

3.
北

大
、

4.
Q

ST
）

 

フ
ェ

ラ
イ

ト
/マ

ル
テ

ン
サ

イ
ト

鋼
の

照
射

下
微

細
組

織
変

化
に

及
ぼ

す
粒

界
の

影
響

 
*森

本
 千

誠
1 、

橋
本

 直
幸

1 、
濱

口
 大

2 、
谷

川
 博

康
2 、

渡
辺

 淑
之

2  （
1.

北
大

、
2.

Q
ST

）
 

多
層

ナ
ノ

イ
ン

デ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
法

に
よ

る
FM

鋼
の

イ
オ

ン
照

射
硬

化
の

照
射

量
依

存
の

測
定

 
*澤

 厚
貴

1 、
橋

本
 直

幸
1 、

大
貫

 惣
明

1 、
礒

部
 繁

人
1  （

1.
北

大
）

 

IT
ER

-B
A活

動
に

お
け

る
先

進
中

性
子

増
倍

材
料

の
研

究
開

発
の

現
状

 
(2

1)
表

面
改

質
し

た
ベ

リ
ラ

イ
ド

微
小

球
の

開
発

及
び

そ
の

特
性

評
価

 
金

 宰
煥

1 、
*中

野
 優

1 、
赤

津
 孔

明
1 、

中
道

 勝
1  （

1.
Q

ST
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
V.

 核
融

合
工

学
 | 

50
1-

2 
核

融
合

炉
材

料
工

学
（

炉
材

料
，

ブ
ラ

ン
ケ

ッ
ト

，
照

射
挙

動
）

核
融

合
炉

材
料

（
Si

C，
タ

ン
グ

ス
テ

ン
）

 
座

長
：

片
山

 一
成

（
九

大
）

 9
月

7日
(水

) 1
5:

50
～

17
:1

5 
M

会
場

 

N
IT

E-
Si

C/
Si

C複
合

材
料

の
高

温
曝

露
時

間
に

伴
う

強
度

特
性

 
*大

林
 航

1 、
中

里
 直

史
1 、

朴
 峻

秀
2 、

岸
本

 弘
立

1 、
香

山
 晃

2  （
1.

室
蘭

工
大

、
2.

室
蘭

工
大

）
 

純
タ

ン
グ

ス
テ

ン
及

び
タ

ン
グ

ス
テ

ン
合

金
の

熱
履

歴
に

よ
る

引
張

特
性

変
化

 
*長

谷
川

 晃
1 、

梶
島

 侑
馬

1 、
福

田
 誠

1 、
土

田
 航

平
1 、

野
上

 修
平

1  （
1.

東
北

大
）
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M

05
]

[2
M

06
]

[2
M

07
]

[2
M

08
]

[G
M

2M
]
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タ
ン

グ
ス

テ
ン

の
強

度
特

性
に

及
ぼ

す
ひ

ず
み

速
度

と
再

結
晶

の
影

響
*徳

永
 和

俊
1、

尾
崎

 浩
詔

2、
栗

下
 裕

明
3、

松
尾

 悟
1、

山
崎

 正
徳

3、
荒

木
 邦

明
1、

長
谷

川
 真

1、
中

村
 一

男
1 

（
1.

九
大

、
2.

九
大

、
3.

東
北

大
）

重
イ

オ
ン

照
射

さ
れ

た
タ

ン
グ

ス
テ

ン
中

に
お

け
る

水
素

同
位

体
滞

留
挙

動
へ

の
照

射
欠

陥
分

布
影

響
*藤

田
 啓

恵
1、

植
村

 有
希

1、
桜

田
 翔

大
1、

東
 奎

介
1、

周
 啓

来
1、

外
山

 健
2、

吉
田

 直
亮

3、
波

多
野

 雄
治

4、
近

田
 拓

未
1、

大
矢

恭
久

1 
（

1.
静

岡
大

、
2.

東
北

大
、

3.
九

大
、

4.
富

山
大

）

W
/S

iC
接

合
材

の
熱

特
性

と
微

細
組

織
の

評
価

*朝
倉

 勇
貴

1、
岸

本
 弘

立
1、

中
里

 直
史

1、
朴

 峻
秀

1、
香

山
 晃

1 
（

1.
室

蘭
工

大
）

 

20
16

年
9月

8日
(木

)

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

I. 
総

論

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
座

長
：

稲
村

 智
昌

（
電

中
研

）
 9

月
8日

(木
) 9

:5
0～

10
:4

0 
M

会
場

関
西

電
力

に
お

け
る

原
子

力
発

電
所

の
組

織
・

体
制

の
充

実
と

事
故

時
対

応
能

力
の

向
上

へ
の

取
組

み
に

つ
い

て
 

*安
藤

 弘
1 、

氏
田

 博
士

2 、
村

松
 健

3 、
富

永
 研

司
4  （

1.
IN

SS
、

2.
環

境
安

全
学

研
、

3.
東

京
都

市
大

、
4.

原
安

進
）

原
子

力
災

害
時

広
域

避
難

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

シ
ス

テ
ム

の
整

備
に

つ
い

て
*豊

満
 治

彦
1  （

1.
原

安
技

セ
）

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

由
来

の
指

定
廃

棄
物

の
最

終
処

分
候

補
地

選
定

プ
ロ

セ
ス

に
お

け
る

透
明

性
に

関
す

る
研

究
*浅

原
 章

1 、
山

野
 直

樹
 （

1.
福

井
大

）

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

I. 
総

論

人
材

育
成

 
座

長
：

芳
原

 新
也

（
近

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
0:

40
～

12
:0

0 
M

会
場

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
演

習
ツ

ー
ル

の
改

良
*川

崎
 郁

夫
1 、

中
村

 晶
1 、

高
橋

 俊
佑

2  （
1.

IN
SS

　
技

術
シ

ス
テ

ム
研

究
所

　
技

術
支

援
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

2.
関

西
電

力
）

ガ
ン

マ
線

お
よ

び
中

性
子

に
お

け
る

実
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

更
新

*齋
藤

 悟
1 、

亀
山

 高
範

1 、
吉

田
 茂

生
1 、

大
江

 俊
昭

1 、
高

田
 英

治
2  （

1.
東

海
大

、
2.

富
山

高
専

）

地
域

経
済

に
お

け
る

原
子

力
産

業
の

経
済

効
果

と
人

材
育

成
に

つ
い

て
の

一
考

察
原

子
力

に
対

す
る

若
い

世
代

の
意

識
の

視
点

か
ら

*藤
木

 亜
唯

花
1 、

芥
川

 一
則

1  （
1.

福
島

高
専

）

チ
ー

ム
リ

ソ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（

TR
M

）
ス

キ
ル

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

(1
)T

RM
ス

キ
ル

教
育

訓
練

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

試
行

*野
々

瀬
 晃

平
1 、

渋
江

 尚
夫

1 、
長

坂
 彰

彦
1  （

1.
電

中
研

）

チ
ー

ム
リ

ソ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（

TR
M

）
ス

キ
ル

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

(2
)T

RM
ス

キ
ル

評
価

手
法

の
試

行
*渋

江
 尚

夫
1 、

長
坂

 彰
彦

1 、
野

々
瀬

　
晃

平
1  （

1.
電

中
研

）

全
体

会
議

「
核

不
拡

散
，

保
障

措
置

，
核

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

連
絡

会
」

第
17

回
全

体
会

議
 

9月
8日

(木
) 1

2:
00

～
13

:0
0 

M
会

場

[3
L0

5-
09

]

[3
L0

5]

[3
L0

6]

[3
L0

7]

[3
L0

8]

[3
L0

9]

[P
L3

L]

[P
L3

L0
1]

[P
L3

L0
2]

[P
L3

L0
3]

[3
L1

0-
14

]

[3
L1

0]

[3
L1

1]

[3
L1

2]

[3
L1

3]

- 
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*藤
田

 達
也

1 、
酒

井
 友

宏
1 、

岩
橋

 大
希

1  （
1.

規
制

庁
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
1-

1 
炉

物
理

，
核

デ
ー

タ
の

利
用

，
臨

界
安

全

解
析

手
法

開
発

 
座

長
：

小
池

 啓
基

（
M

H
I）

 9
月

9日
(金

) 1
0:

35
～

11
:5

5 
L会

場
 

3次
元

非
均

質
輸

送
計

算
コ

ー
ド

G
EN

ES
IS

の
開

発
(2

) 
SP

n近
似

を
用

い
た

非
等

方
散

乱
の

取
り

扱
い

 
*山

本
 章

夫
1 、

儀
宝

 明
徳

、
遠

藤
 知

弘
1  （

1.
名

大
）

 

高
速

炉
用

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

統
合

型
解

析
シ

ス
テ

ム
の

研
究

開
発

 
(1

4)
M

AR
BL

Eの
燃

焼
・

崩
壊

熱
計

算
機

能
の

拡
張

 
*横

山
 賢

治
1 、

神
 智

之
1  （

1.
JA

EA
）

 

次
世

代
高

速
炉

の
核

設
計

に
お

け
る

解
析

手
法

の
詳

細
化

の
検

討
(5

) 
出

力
分

布
評

価
に

お
け

る
断

面
積

均
質

化
手

法
に

関
す

る
検

討
 

*杉
野

 和
輝

1 、
丸

山
 修

平
1 、

大
木

 繁
夫

1  （
1.

JA
EA

）
 

新
燃

料
配

置
全

数
探

索
及

び
燃

焼
燃

料
局

所
探

索
を

用
い

た
燃

料
装

荷
パ

タ
ー

ン
最

適
化

の
性

能
比

較
 

*石
黒

 諭
美

1 、
遠

藤
 知

弘
1 、

山
本

 章
夫

1  （
1.

名
大

）
 

M
es

h 
to

 M
es

h計
算

に
基

づ
く

衝
突

確
率

法
の

開
発

(7
) 

IC
法

と
組

み
合

わ
せ

た
XY

体
系

の
輸

送
計

算
へ

の
適

用
 

*松
村

 哲
夫

1  （
1.

電
中

研
）

 
   企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
委

員
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

標
準

委
員

会
3［

原
子

力
安

全
部

会
共

催
］

IA
EA

 IR
RS

（
日

本
へ

の
総

合
規

制
評

価
サ

ー
ビ

ス
）

ミ
ッ

シ
ョ

ン
報

告
を

受
け

た
対

応
に

つ
い

て
 

座
長

：
関

村
 直

人
（

東
大

）
 9

月
9日

(金
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

L会
場

 

IR
RS

ミ
ッ

シ
ョ

ン
報

告
書

の
概

要
と

原
子

力
規

制
庁

の
対

応
に

つ
い

て
 

*金
子

 修
一

1  （
1.

規
制

庁
）

 

原
子

力
発

電
所

の
新

た
な

検
査

制
度

に
む

け
て

 
*勝

田
 忠

広
1  （

1.
明

治
大

）
 

総
合

討
論

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
III

. 核
分

裂
工

学
 | 

30
1-

1 
炉

物
理

，
核

デ
ー

タ
の

利
用

，
臨

界
安

全

未
臨

界
評

価
・

監
視

1 
座

長
：

遠
藤

 知
弘

（
名

大
）

 9
月

9日
(金

) 1
4:

45
～

16
:0

5 
L会

場
 

面
積

比
法

に
よ

る
未

臨
界

度
測

定
に

お
け

る
高

次
モ

ー
ド

の
影

響
評

価
 

*山
本

 俊
弘

1 、
坂

本
 浩

紀
2  （

1.
京

大
、

2.
ト

ラ
ン

ス
ニ

ュ
ー

ク
リ

ア
）

 

燃
料

デ
ブ

リ
取

り
出

し
時

の
臨

界
性

評
価

と
そ

の
精

度
に

関
す

る
研

究
 

*佐
藤

 嘉
晃

1 、
鈴

木
 貴

也
1 、

高
木

 直
行

1 、
竹

澤
 宏

樹
1 、

リ
ン

 ペ
ン

ホ
ン

2  （
1.

東
京

都
市

大
、

2.
ナ

イ
ス

）
 

核
分

裂
生

成
ガ

ス
を

測
定

し
て

未
臨

界
を

監
視

す
る

方
法

(I
II)

 
(1

)こ
の

手
法

の
着

眼
点

 
*内

藤
 俶

孝
1  （

1.
ナ

イ
ス

）
 

核
分

裂
生

成
ガ

ス
を

測
定

し
て

未
臨

界
を

監
視

す
る

方
法

(I
II)

 
(2

)K
r-

88
と

Xe
-1

35
の

放
射

能
比

を
測

定
し

て
ke

ff
を

推
定

す
る

 
*平

井
 功

希
1 、

内
藤

 俶
孝

1 、
リ

ン
 ペ

ン
ホ

ン
1  （

1.
ナ

イ
ス

）
 

[3
L1

4]

[3
L1

5-
17

]

[3
L1

5]

[3
L1

6]

[3
L1

7]

[1
M

01
-0

3]

[1
M

01
]

[1
M

02
]

[1
M

03
]

[1
M

04
-0

7]

[1
M

04
]

[1
M

05
]

[1
M

06
]

[1
M

07
]
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核
分

裂
生

成
ガ

ス
を

検
出

し
て

未
臨

界
を

監
視

す
る

方
法

(I
II)

 
(3

)こ
の

方
法

で
求

ま
る

反
応

度
の

推
定

値
と

そ
の

誤
差

評
価

 
*関

 優
哉

1 、
内

藤
 俶

孝
1 、

臼
田

 重
和

1 、
光

本
 義

文
1  （

1.
ナ

イ
ス

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

III
. 核

分
裂

工
学

 | 
30

1-
1 

炉
物

理
，

核
デ

ー
タ

の
利

用
，

臨
界

安
全

未
臨

界
評

価
・

監
視

2 
座

長
：

木
村

 佳
央

（
中

電
シ

ー
テ

ィ
ー

ア
イ

) 9
月

9日
(金

) 1
6:

05
～

16
:5

5 
L会

場
 

原
子

力
発

電
所

等
に

お
け

る
停

止
時

未
臨

界
監

視
手

法
の

開
発

 
(1

)未
臨

界
監

視
手

法
の

開
発

目
的

と
仕

様
 

*田
代

 祥
一

1 、
東

條
 匡

志
1 、

影
山

 隆
夫

1 、
島

津
 洋

一
郎

2  （
1.

G
N

F-
J、

2.
福

井
大

）
 

原
子

力
発

電
所

等
に

お
け

る
停

止
時

未
臨

界
監

視
手

法
の

開
発

 
(2

)決
定

論
コ

ー
ド

に
よ

る
ソ

ー
ス

タ
ー

ム
評

価
 

*東
條

 匡
志

1 、
田

代
 祥

一
1 、

岩
本

 達
也

1 、
小

林
 謙

祐
1 、

島
津

 洋
一

郎
2  （

1.
G

N
F-

J、
2.

福
井

大
）

 

原
子

力
発

電
所

等
に

お
け

る
停

止
時

未
臨

界
監

視
手

法
の

開
発

 
(3

)反
応

度
計

モ
デ

ル
の

未
臨

界
監

視
適

用
性

検
討

 
*島

津
 洋

一
郎

1 、
田

代
 祥

一
2 、

東
條

 匡
志

2  （
1.

福
井

大
、

2.
G

N
F-

J）
 

  20
16

年
9月

7日
(水

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
V.

 核
融

合
工

学
 | 

50
1-

3 
ト

リ
チ

ウ
ム

工
学

（
燃

料
回

収
・

精
製

，
計

測
，

同
位

体
効

果
，

安
全

取
扱

い
）

液
体

リ
チ

ウ
ム

鉛
の

特
性

 
座

長
：

中
村

 誠
（

Q
ST

）
 9

月
7日

(水
) 1

0:
00

～
10

:5
0 

M
会

場
 

Li
-P

b共
融

合
金

に
お

け
る

水
素

溶
解

と
拡

散
の

化
学

 
*深

田
 智

1 、
小

田
 卓

司
2 、

片
山

 一
成

1 、
金

城
 真

生
1 、

西
川

 央
哲

1  （
1.

九
大

、
2.

ソ
ウ

ル
大

）
 

Li
17

Pb
83

に
お

け
る

ア
ル

ゴ
ン

ガ
ス

及
び

水
素

同
位

体
挙

動
の

把
握

 
*西

川
 央

哲
1 、

深
田

 智
1 、

金
城

 真
生

1 、
片

山
 一

成
1  （

1.
九

大
）

 

液
体

リ
チ

ウ
ム

鉛
合

金
(P

b-
17

Li
)の

物
理

的
特

性
に

関
す

る
分

子
動

力
学

的
研

究
 

*高
 雲

1 、
Ra

os
 G

ui
do

2 、
Ca

va
llo

tt
i C

ar
lo

2 、
高

橋
 実

3  （
1.

東
工

大
、

2.
Po

lit
ec

ni
co

 d
i M

ila
no

、
3.

東
工

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
V.

 核
融

合
工

学
 | 

50
1-

3 
ト

リ
チ

ウ
ム

工
学

（
燃

料
回

収
・

精
製

，
計

測
，

同
位

体
効

果
，

安
全

取
扱

い
）

ト
リ

チ
ウ

ム
挙

動
と

そ
の

閉
じ

込
め

 
座

長
：

深
田

 智
（

九
大

）
 9

月
7日

(水
) 1

0:
50

～
11

:5
5 

M
会

場
 

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

プ
レ

ー
ト

法
に

よ
る

タ
ン

グ
ス

テ
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磯
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2 、

河
崎

 由
美

子
2 、

船
越

 誠
2 、

川
上

 和
久

3 、
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藤
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焼
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ニ

ウ
ム
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定
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位

体
の

中
性

子
捕

獲
断

面
積

デ
ー

タ
の

検
証
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仁
1 、

N
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n 
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澤

 正
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1 、
千

葉
 敏
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1.

東
工

大
、

2.
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

大
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理
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定
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価
・

検
証
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学
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応
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核
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け
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早
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人

1 、
大

垣
 英

明
2 、

大
東

 出
2 、

宮
本

 修
治

3 、
湊
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志
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1.
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、
2.

京
大

、
3.

兵
庫

県
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4.
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光
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朗
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波
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哉
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4 、
中

島
 宏

5,
4 、

波
戸

 芳
仁

1,
3 、

宮
本

 修
治

6 、
武

元
 亮

頼
6 、

山
口

 将
志

6 、
浅

野
 芳

裕
4,

6  （
1.

KE
K、

2.
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SR
I、

3.
総

研
大

、
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理
研

、
5.
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6.
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庫
県

立
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即
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ネ
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ギ
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ガ
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瀬
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ル
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、
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エ
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ラ

ン
ジ

ュ
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研
、
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研
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マ
ン

チ
ェ
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ー
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ボ
ル
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ー
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デ

ィ
ニ

ャ
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原
子
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研
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1 、

千
葉

 敏
1 、

カ
ル

ジ
ャ

ン
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コ
ラ

エ
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東

工
大

、
2.

ホ
リ

ア
・

フ
ル

ベ
イ
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子
物

理
工

学
研
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定
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・

検
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岩
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本
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郎
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基
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観
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本
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顕
2 、
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2 、
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崎
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美

子
2 、

船
越
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2 、
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3 、
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原
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力
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材

育
成

活
動

 
(1

)全
体

概
要

 
*小

原
 徹

1 、
岡

本
 孝

司
2 、

原
 信

義
3 、

安
濃

田
 良

成
4 、

佐
藤

 正
知

5 、
高

貝
 慶

隆
6 、

東
畑

 郁
生

7 、
佐

藤
 勇

1  （
1.

東
工

大
、

2.
東

大
、

3.
東

北
大

、
4.

福
井

大
、

5.
福

島
高

専
、

6.
福

島
大

、
7.

地
盤

工
学

会
）

 

英
知

を
結

集
し

た
原

子
力

科
学

技
術

・
人

材
育

成
推

進
事

業
 廃

止
措

置
研

究
・

人
材

育
成

等
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

人
材

育
成

活
動

 
(2

)東
京

工
業

大
学

「
廃

止
措

置
工

学
高

度
人

材
育

成
と

基
盤

研
究

の
深

化
」

実
施

状
況

 
*佐

藤
 勇

1 、
小

原
 徹

1 、
矢

野
 豊

彦
1 、

竹
下

 健
二

1 、
加

藤
 之

貴
1 、

赤
塚

 洋
1 、

木
倉

 宏
成

1 、
塚

原
 剛

彦
1 、

吉
田

 克
己

1 、
遠

藤
 玄

1  （
1.

東
工

大
）

 

英
知

を
結

集
し

た
原

子
力

科
学

技
術

・
人

材
育

成
推

進
事

業
 廃

止
措

置
研

究
・

人
材

育
成

等
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

人
材

育
成

活
動

 
(3

)東
京

大
学

「
遠

隔
操

作
技

術
及

び
核

種
分

析
技

術
を

基
盤

と
す

る
俯

瞰
的

廃
止

措
置

人
材

育
成

」
実

施
状

況
 

*鈴
木

 俊
一

1 、
岡

本
 孝

司
1 、

淺
間

 一
1 、

高
橋

 浩
之

1 、
田

村
 雄

介
1 、

高
橋

 隆
行

2 、
横

小
路

 泰
義

3  （
1.

東
大

、
2.

福
島

大
、

3.
神

戸
大

学
）

 

英
知

を
結

集
し

た
原

子
力

科
学

技
術

・
人

材
育

成
推

進
事

業
 廃

止
措

置
研

究
・

人
材

育
成

等
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

人
材

育
成

活
動

 
(4

)東
北

大
学

「
廃

止
措

置
の

た
め

の
格

納
容

器
・

建
屋

等
信

頼
性

維
持

と
廃

棄
物

処
理

・
処

分
に

関
す

る
基

盤
研

究
お

よ

―
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―
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[3
N

01
]

[3
N

02
]

[3
N

03
]

[3
N

04
]

[3
N

05
]

- 
75

 -

社
大

、
4.

核
融

合
研

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

II.
 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

 | 
20

3-
5 

医
療

用
原

子
炉

・
加

速
器

医
療

応
用

 
座

長
：

笹
 公

和
（

筑
波

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
6:

40
～

18
:2

0 
N

会
場

 

炭
素

線
治

療
用

小
型

シ
ン

ク
ロ

ト
ロ

ン
偏

向
電

磁
石

用
ビ

ー
ム

ダ
ク

ト
内

に
誘

起
さ

れ
る

渦
電

流
に

よ
る

磁
場

の
測

定
 

*塩
原

 滉
平

1 、
岩

井
 岳

夫
2 、

後
藤

 彰
3 、

門
叶

 冬
樹

2  （
1.

山
形

大
、

2.
山

形
大

、
3.

理
研

）
 

PE
Tサ

イ
ク

ロ
ト

ロ
ン

の
自

己
遮

蔽
体

の
放

射
化

に
関

す
る

検
討

 
*大

石
 晃

嗣
1 、

柳
下

 俊
行

1 、
山

谷
 善

幸
1 、

小
迫

 和
明

2 、
麻

生
 智

彦
3 、

井
原

 完
有

3  （
1.

日
環

研
、

2.
清

水
建

設
、

3.
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
）

 

2.
8M

eV
陽

子
に

よ
る

7 Li
(p

,n
)反

応
に

基
づ

く
加

速
器

駆
動

型
BN

CT
装

置
の

た
め

の
複

合
型

放
射

線
遮

蔽
体

の
検

討
 

*鈴
木

 栄
次

1 、
平

賀
 富

士
夫

1 、
加

美
山

 隆
1 、

大
沼

 正
人

1  （
1.

北
大

）
 

99
M

o/
99

m
Tc

ジ
ェ

ネ
レ

ー
タ

用
ア

ル
ミ

ナ
吸

着
剤

の
開

発
 

(1
)焼

結
条

件
に

よ
る

ア
ル

ミ
ナ

の
表

面
特

性
及

び
結

晶
構

造
へ

の
影

響
 

*北
河

 友
也

1 、
黒

崎
 文

雄
1 、

米
山

 宜
志

1 、
松

倉
 実

1 、
三

村
 均

1 、
鈴

木
 善

貴
2 、

滑
川

 要
二

2 、
土

谷
 邦

彦
2  （

1.
ユ

ニ
オ

ン
昭

和
、

2.
JA

EA
）

 
99

M
o/

99
m
Tc

ジ
ェ

ネ
レ

ー
タ

用
ア

ル
ミ

ナ
吸

着
剤

の
開

発
 

(2
)異

な
る

表
面

特
性

を
持

つ
ア

ル
ミ

ナ
の

モ
リ

ブ
デ

ン
吸

着
へ

の
影

響
 

*鈴
木

 善
貴

1 、
滑

川
 要

二
1 、

北
河

 友
也

2 、
松

倉
 実

2 、
黒

崎
 文

雄
2 、

西
方

 香
緒

里
1 、

松
井

 義
典

1 、
三

村
 均

2 、
土

谷
 邦

彦
1

（
1.

JA
EA

、
2.

ユ
ニ

オ
ン

昭
和

）
 

電
子

線
形

加
速

器
製

造
(γ

, n
)99

M
o-

99
m
Tc

ジ
ェ

ネ
レ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

 
*鈴

木
 祐

未
1 、

津
口

 明
1 、

皆
川

 由
貴

1 、
ス

パ
ツ

ィ
ア

ー
ニ

 フ
ァ

ビ
オ

1 、
蓼

沼
 克

嘉
1 、

関
本

 俊
2 、

大
槻

 勤
2  （

1.
化

研
、

2.
京

大
）

 
  20

16
年

9月
9日

(金
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

II.
 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

 | 
20

3-
1 

加
速

器
・

ビ
ー

ム
加

速
技

術
/2

03
-2

 ビ
ー

ム
計

測

加
速

器
開

発
・

ビ
ー

ム
技

術
 

座
長

：
全

 炳
俊

（
京

大
）

 9
月

9日
(金

) 9
:3

0～
10

:5
0 

N
会

場
 

10
M

eV
リ

ッ
ジ

ト
ロ

ン
の

開
発

 
*林

崎
 規

託
1 、

村
田

 亜
希

2 、
池

田
 翔

太
2 、

山
内

 英
明

3  （
1.

東
工

大
、

2.
東

工
大

、
3.

タ
イ

ム
）

 

4ビ
ー

ム
IH

-R
FQ

線
形

加
速

器
の

空
洞

設
計

 
*池

田
 翔

太
1 、

村
田

 亜
希

1 、
林

崎
 規

託
2  （

1.
東

工
大

、
2.

東
工

大
）

 

小
型

イ
オ

ン
マ

イ
ク

ロ
ビ

ー
ム

装
置

の
引

出
条

件
の

改
良

に
よ

る
ビ

ー
ム

径
縮

小
 

*大
久

保
 猛

1 、
石

井
 保

行
1  （

1.
Q

ST
）

 

小
型

中
性

子
源

用
Sバ

ン
ド

電
子

リ
ニ

ア
ッ

ク
の

設
計

 
*村

田
 亜

希
1 、

池
田

 翔
太

1 、
O

'R
ou

rk
e 

Br
ia

n3 、
林

崎
 規

託
2  （

1.
東

工
大

、
2.

東
工

大
、

3.
産

総
研

）
 

超
短

パ
ル

ス
電

子
ビ

ー
ム

発
生

の
た

め
の

バ
ン

チ
圧

縮
の

研
究

 
*野

澤
 一

太
1 、

菅
 晃

一
1 、

楊
 金

峰
1 、

近
藤

 孝
文

1 、
神

戸
 正

雄
1 、

吉
田

 陽
一

1  （
1.

阪
大

）
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JA
EA

/F
N

Sの
DT

中
性

子
を

用
い

た
バ

ナ
ジ

ウ
ム

の
新

た
な

積
分

実
験

 
*佐

藤
 聡

1 、
権

 セ
ロ

ム
1 、

太
田

 雅
之

1 、
今

野
 力

2  （
1.

Q
ST

、
2.

JA
EA

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

II.
 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

 | 
20

1-
1 

原
子

核
物

理
，

核
デ

ー
タ

測
定

・
評

価
・

検
証

，
核

反
応

工
学

荷
電

粒
子

入
射

反
応

 
座

長
：

国
枝

 賢
（

JA
EA

）
 9

月
7日

(水
) 1

6:
55

～
17

:4
5 

N
会

場
 

DE
UR

AC
Sを

用
い

た
10

2 
M

eV
重

陽
子

入
射

中
性

子
生

成
反

応
の

理
論

モ
デ

ル
解

析
 

*定
松

 大
樹

1 、
中

山
 梓

介
2 、

渡
辺

 幸
信

1 、
荒

木
 祥

平
1 、

岩
本

 修
2 、

緒
方

 一
介

3  （
1.

九
大

、
2.

JA
EA

、
3.

阪
大

）
 

16
9 Tm

へ
の

重
陽

子
入

射
に

お
け

る
16

9 Yb
の

生
成

断
面

積
に

つ
い

て
 

*齋
藤

 萌
美

1 、
合

川
 正

幸
2 、

羽
場

 宏
光

3 、
小

森
 有

希
子

3 、
サ

ン
ド

ー
ル

 タ
カ

ー
チ

4  （
1.

北
大

、
2.

北
大

、
3.

理
研

、
4.

ハ
ン

ガ

リ
ー

原
子

核
研

）
 

23
0M

eV
/u

炭
素

入
射

炭
素

標
的

陽
子

・
重

陽
子

・
三

重
陽

子
生

成
二

重
微

分
断

面
積

の
測

定
 

*由
井

 友
樹

1 、
梶

本
 剛

1 、
田

中
 憲

一
1 、

遠
藤

 暁
1 、

執
行

 信
寛

2  （
1.

広
島

大
、

2.
九

大
）

 
  20

16
年

9月
8日

(木
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

II.
 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

 | 
20

3-
3 

ビ
ー

ム
利

用
・

タ
ー

ゲ
ッ

ト

中
性

子
飛

行
時

間
法

 
座

長
：

豊
川

 弘
之

（
産

総
研

）
 9

月
8日

(木
) 9

:3
0～

10
:5

0 
N

会
場

 

原
子

炉
燃

料
の

健
全

性
評

価
の

た
め

の
非

破
壊

分
析

技
術

の
開

発
 

(4
)S

el
f-

in
di

ca
ti

on
法

を
用

い
た

中
性

子
共

鳴
濃

度
分

析
 

*堀
 順

一
1 、

佐
野

 忠
史

1 、
高

橋
 佳

之
1 、

中
島

 健
1  （

1.
京

大
）

 

原
子

炉
燃

料
の

健
全

性
評

価
の

た
め

の
非

破
壊

分
析

技
術

の
開

発
 

(5
)模

擬
核

燃
料

ペ
レ

ッ
ト

を
用

い
た

パ
ル

ス
中

性
子

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 
*佐

野
 忠

史
1 、

伊
藤

 大
介

1 、
堀

 順
一

1 、
高

橋
 佳

之
1 、

長
谷

美
 宏

幸
2 、

加
美

山
 隆

2 、
中

島
 健

1  （
1.

京
大

、
2.

北
大

）
 

原
子

炉
燃

料
の

健
全

性
評

価
の

た
め

の
非

破
壊

分
析

技
術

の
開

発
 

(6
)中

性
子

と
X線

イ
メ

ー
ジ

の
複

合
化

 
*加

美
山

 隆
1 、

長
谷

美
 宏

幸
1 、

佐
藤

 博
隆

1 、
中

島
 健

2  （
1.

北
大

、
2.

京
大

）
 

原
子

炉
燃

料
の

健
全

性
評

価
の

た
め

の
非

破
壊

分
析

技
術

の
開

発
 

(7
)空

間
分

解
能

の
改

善
 

*小
出

 純
平

1 、
浦

垣
 俊

幸
1 、

羽
倉

 尚
人

1 、
河

原
林

 順
1 、

持
木

 幸
一

1  （
1.

東
京

都
市

大
）

 

試
料

の
回

転
運

動
が

中
性

子
共

鳴
吸

収
ピ

ー
ク

形
状

に
及

ぼ
す

影
響

 
*上

地
 将

斗
1 、

加
美

山
 隆

1,
2 、

原
 か

お
る

2 、
長

谷
美

 宏
幸

2 、
佐

藤
 博

隆
1,

2 、
大

沼
 正

人
1,

2  （
1.

北
大

、
2.

北
大

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

II.
 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

 | 
20

3-
3 

ビ
ー

ム
利

用
・

タ
ー

ゲ
ッ

ト

加
速

器
技

術
の

産
業

利
用

 
座

長
：

楊
 金

峰
（

阪
大

）
 9

月
8日

(木
) 1

0:
50

～
11

:5
5 

N
会

場
 

核
デ

ー
タ

を
利

用
し

た
パ

ル
ス

中
性

子
透

過
分

光
法

に
よ

る
密

度
定

量
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
手

法
の

検
討

 
*石

川
 裕

卓
1 、

佐
藤

 博
隆

1,
2 、

加
美

山
 隆

1,
2 、

大
沼

 正
人

1,
2  （

1.
北

大
、

2.
北

大
）

 

加
速

器
中

性
子

源
を

用
い

た
医

療
用

92
Y製

造
に

関
す

る
研

究
 

*上
田

 真
輝

1 、
三

仙
 幸

将
1 、

金
 政

浩
1 、

渡
辺

 幸
信

1 、
伊

藤
 正

俊
2  （

1.
九

大
、

2.
東

北
大

）
 

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

X線
源

を
用

い
た

橋
梁

健
全

性
評

価
の

研
究

 
*竹

内
 大

智
1 、

矢
野

 亮
太

1 、
土

橋
 克

弘
1 、

上
坂

 充
1 、

草
野

 譲
一

2 、
大

島
 義

信
3  （

1.
東

大
、

2.
ア

キ
ュ

セ
ラ

、
3.

土
木

研
究

所
）
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 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

II.
 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

 | 
20

3-
2 

ビ
ー

ム
計

測
/2

03
-4

 放
射

光
，

レ
ー

ザ
ー

分
析

計
測

技
術

 
座

長
：

林
崎

 規
託

（
東

工
大

）
 9

月
9日

(金
) 1

0:
50

～
11

:5
5 

N
会

場
 

プ
ラ

ズ
マ

を
利

用
し

た
レ

ー
ザ

ー
分

光
分

析
の

開
発

 
*石

川
 大

裕
1 、

鄭
 京

勲
1 、

山
元

 祐
太

1 、
長

谷
川

 秀
一

1  （
1.

東
大

）
 

0.
9 

M
eV

テ
ー

ブ
ル

ト
ッ

プ
Cバ

ン
ド

電
子

加
速

器
を

用
い

た
後

方
散

乱
X線

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 
*豊

川
 弘

之
1 、

藤
原

 健
1 、

萬
代

 新
一

2 、
伊

佐
 英

範
2 、

大
橋

 和
也

3 、
山

崎
 淳

3 、
渡

辺
 賢

一
3 、

瓜
谷

 章
3  （

1.
産

総

研
、

2.
BE

AM
X、

3.
名

大
）

 

2次
元

FP
Dの

LC
Sγ

線
ビ

ー
ム

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

モ
ニ

タ
へ

の
応

用
に

関
す

る
研

究
 

大
垣

 英
明

1 、
*全

 炳
俊

1 、
藤

本
 慎

也
2 、

金
井

 大
樹

2 、
宮

本
 修

治
3 、

宇
都

宮
 弘

章
4  （

1.
京

大
、

2.
ポ

ニ
ー

工
業

、
3.

兵
庫

県
立

大
、

4.
甲

南
大

）
 

干
渉

計
と

光
伝

導
ア

ン
テ

ナ
に

よ
る

電
⼦

ビ
ー

ム
計

測
 

*菅
 晃

一
1 、

楊
 ⾦

峰
1 、

近
藤

 孝
文

1 、
神

戸
 正

雄
1 、

野
澤

 一
太

1 、
吉

田
 陽

一
1  （

1.
阪

大
）

 
   企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

（
無

料
公

開
）

 | 
合

同
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
合

同
セ

ッ
シ

ョ
ン

2 
教

育
委

員
会

，
シ

ニ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会

初
等

中
等

教
育

教
員

の
原

子
力

関
連

教
育

活
動

へ
の

支
援

 
座

長
：

木
藤

 啓
子

（
原

産
協

会
）

 9
月

9日
(金

) 1
3:

00
～

14
:3

0 
N

会
場

 

シ
ニ

ア
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
九

州
の

対
話

集
会

活
動

 
教

員
を

目
指

す
学

生
と

の
対

話
 

*金
氏

 顯
1  （

1.
SN

W
九

州
 ）

 

教
員

養
成

と
教

員
研

修
の

現
状

と
課

題
 

中
学

校
技

術
分

野
を

中
心

と
し

て
 

*藤
本

 登
1  （

1.
長

崎
大

）
 

原
子

力
立

地
県

に
お

け
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
･原

子
力

関
連

教
育

の
現

状
と

課
題

 
*山

下
 信

久
1  （

1.
鹿

児
島

の
社

会
科

を
元

気
に

す
る

会
）

 

新
中

学
教

科
書

に
お

け
る

原
子

力
･放

射
線

関
連

記
述

の
調

査
 

*工
藤

 和
彦

1  （
1.

九
大

）
 

  20
16

年
9月

7日
(水

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
II.

 放
射

線
工

学
と

加
速

器
・

ビ
ー

ム
科

学
 | 

20
2-

3 
中

性
子

源
・

中
性

子
工

学

小
型

中
性

子
源

と
そ

の
応

用
 

座
長

：
前

畑
 京

介
（

九
大

）
 9

月
7日

(水
) 1

4:
45

～
15

:3
5 

O
会

場
 

京
都

大
学

小
型

加
速

器
中

性
子

源
に

お
け

る
中

性
子

小
角

散
乱

装
置

の
開

発
 

*田
崎

 誠
司

1 、
松

本
 弘

樹
1 、

安
部

 豊
1  （

1.
京

大
）

 

コ
ン

パ
ク

ト
中

性
子

源
の

た
め

の
ビ

ー
ム

輸
送

光
学

 
*日

野
 正

裕
1 、

小
田

 達
郎

1 、
川

端
 祐

司
1 、

細
畠

 拓
也

2 、
山

形
 豊

2 、
山

田
 悟

史
3 、

武
田

 晋
4 、

古
坂

 道
弘

4 、
森

田
 晋

也
5  （

1.
京

大
炉

、
2.

理
研

、
3.

高
エ

ネ
機

構
、

4.
北

大
、

5.
東

京
電

機
大

）
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M
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M
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on
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M
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l A
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 B
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ed
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1 , Y

uk
i M

it
su

ya
1 , M

it
su

ru
 U

es
ak

a1 , Y
os

hi
ch

ik
a 

Se
ki

2  （
1.

Un
iv

. o
f 

To
ky

o,

2.
JA

EA
）

 

[2
N

09
]

[G
M

2N
]

[P
L2

N
]

[P
L2

N
01

]

[P
L2

N
02

]

[P
L2

N
03

]

[P
L2

N
04

]

[P
L2

N
05

]

[P
L2

N
06

]

[2
N

10
-1

6]

[2
N

10
]

[2
N

11
]

[2
N

12
]

[2
N

13
]

[2
N

14
]

[2
N

15
]

[2
N

16
]

- 
74

 -

可
搬

型
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
X線

源
に

よ
る

橋
梁

検
査

へ
の

部
分

角
度

Ｃ
Ｔ

再
構

成
の

適
用

 
*矢

野
 亮

太
1 、

竹
内

 大
智

1 、
上

坂
 充

2,
1 、

草
野

 譲
一

3 、
土

橋
 克

弘
2 、

丸
山

 夏
代

4 、
立

若
 正

弘
5 、

大
島

 義
信

6  （
1.

東
大

、
2.

東

大
、

3.
ア

キ
ュ

セ
ラ

、
4.

日
立

パ
ワ

ー
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

ズ
、

5.
関

東
技

研
、

6.
土

木
研

究
所

）
 

   全
体

会
議

「
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

部
会

」
第

36
回

全
体

会
議

 
9月

8日
(木

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
N

会
場

    企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
（

無
料

公
開

）
 | 

委
員

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
男

女
共

同
参

画
委

員
会

H
O

W
 T

O
 男

女
共

同
参

画
 

座
長

：
大

野
 富

生
（

福
岡

工
大

）
 9

月
8日

(木
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

N
会

場
 

原
子

力
学

会
・

女
性

比
率

の
推

移
と

現
状

 
*岩

城
 智

香
子

1  （
1.

東
芝

）
 

女
子

中
高

生
夏

の
学

校
へ

の
参

画
 

*小
林

 容
子

1  （
1.

規
制

庁
）

 

原
子

力
・

放
射

線
分

野
の

「
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

」
の

作
成

 
*羽

倉
 尚

人
1  （

1.
東

京
都

市
大

）
 

男
性

の
育

児
（

家
事

や
地

域
貢

献
も

）
参

加
へ

向
け

て
 

*黒
崎

 健
1  （

1.
阪

大
）

 

会
員

以
外

の
活

躍
す

る
女

性
技

術
者

 
*吉

田
 浩

子
1  （

1.
東

北
大

）
 

女
性

会
員

増
の

た
め

の
学

会
へ

の
提

言
 

*大
野

 富
生

1  （
1.

福
岡

工
大

）
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ョ
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 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

 | 
20

3-
3 

ビ
ー

ム
利

用
・

タ
ー

ゲ
ッ

ト

材
料

・
デ

バ
イ

ス
分

析
 

座
長

：
堀

 順
一

（
京

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
4:

45
～

16
:4

0 
N

会
場

 

重
金

属
イ

オ
ン

ビ
ー

ム
で

照
射

し
た

ポ
リ

カ
ー

ボ
ネ

ー
ト

の
導

電
率

の
フ

ル
エ

ン
ス

依
存

性
 

*岩
岡

 恭
平

1 、
藤

田
 尚

希
1 、

谷
池

 晃
1 、

古
山

 雄
一

1  （
1.

神
戸

大
）

 

低
LE

T加
速

粒
子

に
よ

る
放

射
線

耐
性

試
験

の
た

め
の

宇
宙

用
素

子
照

射
装

置
の

開
発

 
*笹

 公
和

1 、
左

高
 正

雄
1 、

楢
本

 洋
1 、

工
藤

 博
1  （

1.
筑

波
大

）
 

薄
い

試
料

の
電

子
線

パ
ル

ス
ラ

ジ
オ

リ
シ

ス
の

開
発

 
*近

藤
 孝

文
1 、

神
戸

 正
雄

1 、
大

島
 明

博
2 、

菅
 晃

一
1 、

楊
 金

峰
1 、

吉
田

 陽
一

1  （
1.

阪
大

、
2.

阪
大

）
 

イ
オ

ン
ビ

ー
ム

照
射

グ
ラ

ッ
シ

ー
カ

ー
ボ

ン
に

担
持

し
た

白
金

ナ
ノ

微
粒

子
触

媒
 

密
度

汎
関

数
計

算
に

よ
る

電
子

構
造

解
析

 
*垣

谷
 健

太
1 、

木
全

 哲
也

1 、
八

巻
 徹

也
2 、

山
本

 春
也

2 、
毛

 偉
1 、

寺
井

 隆
幸

1 、
小

林
 知

洋
3  （

1.
東

大
、

2.
Q

ST
、

3.
理

研
）

 

フ
ェ

ム
ト

秒
電

子
線

パ
ル

ス
に

よ
る

TE
M

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 
*楊

 金
峰

1 、
浅

川
 稜

1 、
菅

 晃
一

1 、
近

藤
 孝

文
1 、

神
戸

 正
雄

1 、
吉

田
 陽

一
1 、

谷
村

 克
己

1  （
1.

阪
大

）
 

難
測

定
核

種
41

Ca
の

加
速

器
質

量
分

析
法

に
よ

る
超

高
感

度
測

定
 

*細
谷

 青
児

1 、
笹

 公
和

1 、
高

橋
 努

1 、
松

中
 哲

也
1 、

松
村

 宏
2 、

松
村

 万
寿

美
1 、

末
木

 啓
介

1  （
1.

筑
波

大
 、

2.
KE

K）
 

損
失

α粒
子

の
Be

壁
入

射
角

度
に

対
す

る
核

反
応

生
成

ガ
ン

マ
線

ス
ペ

ク
ト

ル
 

*宇
都

宮
 匠

1 、
西

村
 洋

亮
1 、

谷
池

 晃
1 、

古
山

 雄
一

1 、
西

浦
 正

樹
2 、

土
居

 謙
太

3 、
木

崎
 雅

志
4  （

1.
神

戸
大

、
2.

東
大

、
3.

同
志

―
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社
大

、
4.

核
融

合
研

）
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ッ

シ
ョ

ン
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II.
 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学
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20
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5 

医
療

用
原

子
炉

・
加

速
器

医
療

応
用

 
座

長
：

笹
 公

和
（

筑
波

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
6:

40
～

18
:2

0 
N

会
場

 

炭
素

線
治

療
用

小
型

シ
ン

ク
ロ

ト
ロ

ン
偏

向
電

磁
石

用
ビ

ー
ム

ダ
ク

ト
内

に
誘

起
さ

れ
る

渦
電

流
に

よ
る

磁
場

の
測

定
 

*塩
原

 滉
平

1 、
岩

井
 岳

夫
2 、

後
藤

 彰
3 、

門
叶

 冬
樹

2  （
1.

山
形

大
、

2.
山

形
大

、
3.

理
研

）
 

PE
Tサ

イ
ク

ロ
ト

ロ
ン

の
自

己
遮

蔽
体

の
放

射
化

に
関

す
る

検
討

 
*大

石
 晃

嗣
1 、

柳
下

 俊
行

1 、
山

谷
 善

幸
1 、

小
迫

 和
明

2 、
麻

生
 智

彦
3 、

井
原

 完
有

3  （
1.

日
環

研
、

2.
清

水
建

設
、

3.
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
）

 

2.
8M

eV
陽

子
に

よ
る
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)反

応
に

基
づ

く
加

速
器

駆
動

型
BN

CT
装

置
の

た
め

の
複

合
型

放
射

線
遮

蔽
体

の
検

討
 

*鈴
木

 栄
次

1 、
平

賀
 富

士
夫

1 、
加

美
山

 隆
1 、

大
沼

 正
人

1  （
1.

北
大

）
 

99
M

o/
99

m
Tc

ジ
ェ

ネ
レ

ー
タ

用
ア

ル
ミ

ナ
吸

着
剤

の
開

発
 

(1
)焼

結
条

件
に

よ
る

ア
ル

ミ
ナ

の
表

面
特

性
及

び
結

晶
構

造
へ

の
影

響
 

*北
河

 友
也

1 、
黒

崎
 文

雄
1 、

米
山

 宜
志

1 、
松

倉
 実

1 、
三

村
 均

1 、
鈴

木
 善

貴
2 、

滑
川

 要
二

2 、
土

谷
 邦

彦
2  （

1.
ユ

ニ
オ

ン
昭

和
、

2.
JA

EA
）

 
99

M
o/

99
m
Tc

ジ
ェ

ネ
レ

ー
タ

用
ア

ル
ミ

ナ
吸

着
剤

の
開

発
 

(2
)異

な
る

表
面

特
性

を
持

つ
ア

ル
ミ

ナ
の

モ
リ

ブ
デ

ン
吸

着
へ

の
影

響
 

*鈴
木

 善
貴

1 、
滑

川
 要

二
1 、

北
河

 友
也

2 、
松

倉
 実

2 、
黒

崎
 文

雄
2 、

西
方

 香
緒

里
1 、

松
井

 義
典

1 、
三

村
 均

2 、
土

谷
 邦

彦
1

（
1.

JA
EA

、
2.

ユ
ニ

オ
ン

昭
和

）
 

電
子

線
形

加
速

器
製

造
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, n
)99

M
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エ
ネ

ル
ギ

ー
X線

源
に

よ
る

橋
梁

検
査

へ
の

部
分

角
度

Ｃ
Ｔ

再
構

成
の

適
用

 
*矢

野
 亮

太
1 、

竹
内

 大
智

1 、
上

坂
 充

2,
1 、

草
野

 譲
一

3 、
土

橋
 克

弘
2 、

丸
山

 夏
代

4 、
立

若
 正

弘
5 、

大
島

 義
信

6  （
1.

東
大

、
2.

東

大
、

3.
ア

キ
ュ

セ
ラ

、
4.

日
立

パ
ワ

ー
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

ズ
、

5.
関

東
技

研
、

6.
土

木
研

究
所

）
 

   全
体

会
議

「
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

部
会

」
第

36
回

全
体

会
議

 
9月

8日
(木

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
N

会
場

    企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
（

無
料

公
開

）
 | 

委
員

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
男

女
共

同
参

画
委

員
会

H
O

W
 T

O
 男

女
共

同
参

画
 

座
長

：
大

野
 富

生
（

福
岡

工
大

）
 9

月
8日

(木
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

N
会

場
 

原
子

力
学

会
・

女
性

比
率

の
推

移
と

現
状

 
*岩

城
 智

香
子

1  （
1.

東
芝

）
 

女
子

中
高

生
夏

の
学

校
へ

の
参

画
 

*小
林

 容
子

1  （
1.

規
制

庁
）

 

原
子

力
・

放
射

線
分

野
の

「
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

」
の

作
成

 
*羽

倉
 尚

人
1  （

1.
東

京
都

市
大

）
 

男
性

の
育

児
（

家
事

や
地

域
貢

献
も

）
参

加
へ

向
け

て
 

*黒
崎

 健
1  （

1.
阪

大
）

 

会
員

以
外

の
活

躍
す

る
女

性
技

術
者

 
*吉

田
 浩

子
1  （

1.
東

北
大

）
 

女
性

会
員

増
の

た
め

の
学

会
へ

の
提

言
 

*大
野

 富
生

1  （
1.

福
岡

工
大

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

II.
 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

 | 
20

3-
3 

ビ
ー

ム
利

用
・

タ
ー

ゲ
ッ

ト

材
料

・
デ

バ
イ

ス
分

析
 

座
長

：
堀

 順
一

（
京

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
4:

45
～

16
:4

0 
N

会
場

 

重
金

属
イ

オ
ン

ビ
ー

ム
で

照
射

し
た

ポ
リ

カ
ー

ボ
ネ

ー
ト

の
導

電
率

の
フ

ル
エ

ン
ス

依
存

性
 

*岩
岡

 恭
平

1 、
藤

田
 尚

希
1 、

谷
池

 晃
1 、

古
山

 雄
一

1  （
1.

神
戸

大
）

 

低
LE

T加
速

粒
子

に
よ

る
放

射
線

耐
性

試
験

の
た

め
の

宇
宙

用
素

子
照

射
装

置
の

開
発

 
*笹

 公
和

1 、
左

高
 正

雄
1 、

楢
本

 洋
1 、

工
藤

 博
1  （

1.
筑

波
大

）
 

薄
い

試
料

の
電

子
線

パ
ル

ス
ラ

ジ
オ

リ
シ

ス
の

開
発

 
*近

藤
 孝

文
1 、

神
戸

 正
雄

1 、
大

島
 明

博
2 、

菅
 晃

一
1 、

楊
 金

峰
1 、

吉
田

 陽
一

1  （
1.

阪
大

、
2.

阪
大

）
 

イ
オ

ン
ビ

ー
ム

照
射

グ
ラ

ッ
シ

ー
カ

ー
ボ

ン
に

担
持

し
た

白
金

ナ
ノ

微
粒

子
触

媒
 

密
度

汎
関

数
計

算
に

よ
る

電
子

構
造

解
析

 
*垣

谷
 健

太
1 、

木
全

 哲
也

1 、
八

巻
 徹

也
2 、

山
本

 春
也

2 、
毛

 偉
1 、

寺
井

 隆
幸

1 、
小

林
 知

洋
3  （

1.
東

大
、

2.
Q

ST
、

3.
理

研
）

 

フ
ェ

ム
ト

秒
電

子
線

パ
ル

ス
に

よ
る

TE
M

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 
*楊

 金
峰

1 、
浅

川
 稜

1 、
菅

 晃
一

1 、
近

藤
 孝

文
1 、

神
戸

 正
雄

1 、
吉

田
 陽

一
1 、

谷
村

 克
己

1  （
1.

阪
大

）
 

難
測

定
核

種
41

Ca
の

加
速

器
質

量
分

析
法

に
よ

る
超

高
感

度
測

定
 

*細
谷

 青
児

1 、
笹

 公
和

1 、
高

橋
 努

1 、
松

中
 哲

也
1 、

松
村

 宏
2 、

松
村

 万
寿

美
1 、

末
木

 啓
介

1  （
1.

筑
波

大
 、

2.
KE

K）
 

損
失

α粒
子

の
Be

壁
入

射
角

度
に

対
す

る
核

反
応

生
成

ガ
ン

マ
線

ス
ペ

ク
ト

ル
 

*宇
都

宮
 匠

1 、
西

村
 洋

亮
1 、

谷
池

 晃
1 、

古
山

 雄
一

1 、
西

浦
 正

樹
2 、

土
居

 謙
太

3 、
木

崎
 雅

志
4  （

1.
神

戸
大

、
2.

東
大

、
3.

同
志

―
　
48

　
―

―
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   全
体

会
議

「
放

射
線

工
学

部
会

」
第

45
回

全
体

会
議

 
9月

8日
(木

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
O

会
場

    企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

部
会

・
連

絡
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

放
射

線
工

学
部

会

加
速

器
駆

動
小

型
中

性
子

源
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
関

連
研

究
開

発
 

座
長

：
岩

元
 洋

介
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

O
会

場
 

理
研

RA
N

Sの
中

性
子

発
生

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

研
究

開
発

 
*山

形
 豊

1  （
1.

理
研

）
 

北
大

H
UN

Sで
の

中
性

子
発

生
手

法
と

中
性

子
の

特
性

 
*木

野
 幸

一
1  （

1.
産

総
研

）
 

名
古

屋
大

学
N

UA
N

Sの
中

性
子

発
生

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

研
究

開
発

 
*瓜

谷
 章

1  （
1.

名
大

）
 

小
型

加
速

器
中

性
子

源
の

今
後

の
展

望
 

*清
水

 裕
彦

1  （
1.

名
大

）
 

   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

II.
 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

 | 
20

2-
2 

放
射

線
物

理
，

放
射

線
計

測

低
温

検
出

器
，

半
導

体
検

出
器

 
座

長
：

富
田

 英
生

（
名

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
4:

45
～

16
:0

5 
O

会
場

 

厚
い

メ
ン

ブ
レ

ン
構

造
を

持
つ

ガ
ン

マ
線

検
出

用
TE

S型
マ

イ
ク

ロ
カ

ロ
リ

ー
メ

ー
タ

の
開

発
 

*首
藤

 祐
輝

1 、
伊

豫
本

 直
子

1 、
黒

岩
 健

宏
1 、

前
畑

 京
介

1 、
高

野
 彬

1 、
善

本
 翔

大
1 、

満
田

 和
久

2 、
永

吉
 賢

一
郎

2 、
林

 佑
2 、

村

松
 は

る
か

2  （
1.

九
大

、
2.

宇
宙

科
学

研
）

 

TE
S型

マ
イ

ク
ロ

カ
ロ

リ
ー

メ
ー

タ
を

用
い

た
超

ウ
ラ

ン
元

素
の

高
精

度
分

光
分

析
 

*中
村

 圭
佑

1 、
前

畑
 京

介
2 、

杉
本

 哲
也

2 、
伊

豫
本

 直
子

2 、
石

橋
 健

二
2 、

森
下

 祐
樹

1 、
高

崎
 浩

司
3 、

満
田

 和
久

4

（
1.

JA
EA

、
2.

九
大

、
3.

JA
EA

、
4.

JA
XA

）
 

超
伝

導
転

位
端

セ
ン

サ
に

よ
る

23
7 N

p線
源

の
X線

及
び

γ線
ス

ペ
ク

ト
ル

計
測

 
*安

宗
 貴

志
1 、

高
崎

 浩
司

1 、
伊

藤
 主

税
1 、

大
野

 雅
史

2 、
入

松
川

 知
也

2 、
高

橋
 浩

之
2  （

1.
JA

EA
、

2.
東

大
）

 

臭
化

タ
リ

ウ
ム

半
導

体
検

出
器

の
再

処
理

施
設

へ
の

適
用

に
関

す
る

検
討

 そ
の

4 
*木

村
 乃

久
1,

2 、
人

見
 啓

太
朗

1 、
長

野
 宣

道
1 、

砂
庭

 広
季

1,
2 、

金
 聖

潤
1 、

伊
藤

 辰
也

1 、
石

井
 慶

造
1  （

1.
東

北
大

、
2.

日
本

原

燃
）

 

三
次

元
相

互
作

用
位

置
情

報
を

用
い

た
Tl

Br
検

出
器

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
解

能
改

善
 

*砂
庭

 広
季

1,
2 、

人
見

 啓
太

朗
1 、

長
野

 宣
道

1 、
木

村
 乃

久
1,

2 、
小

野
寺

 敏
幸

3 、
伊

藤
 辰

也
1 、

金
 聖

潤
1 、

石
井

 慶
造

1  （
1.

東
北

大
、

2.
日

本
原

燃
、

3.
東

北
工

大
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
II.

 放
射

線
工

学
と

加
速

器
・

ビ
ー

ム
科

学
 | 

20
2-

2 
放

射
線

物
理

，
放

射
線

計
測

シ
ン

チ
レ

ー
シ

ョ
ン

検
出

器
，

ガ
ス

検
出

器
 

座
長

：
谷

口
 良

一
（

阪
府

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
6:

05
～

17
:2

5 
O

会
場

 

ア
ン

フ
ォ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

手
法

を
用

い
た

携
帯

型
γ線

ス
ペ

ク
ト

ロ
メ

ー
タ

ー
の

開
発

 
*東

 哲
史

1 、
林

 真
照

1 、
白

附
 晶

英
1 、

西
沢

 博
志

1 、
中

西
 正

一
1  （

1.
三

菱
電

機
）
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α線
計

測
用

G
PS

系
シ

ン
チ

レ
ー

タ
プ

レ
ー

ト
の

性
能

と
生

産
性

向
上

の
試

み
 

*大
西

 将
矢

1 、
金

子
 純

一
1 、

鍋
田

 志
生

1 、
樋

口
 幹

雄
1 、

森
下

 祐
樹

2 、
井

﨑
 賢

二
2 、

山
本

 誠
一

3 、
石

橋
 浩

之
4  （

1.
北

大
、

2.
JA

EA
、

3.
名

大
、

4.
日

立
化

成
）

 

TR
US

T 
Eu

:L
iC

AF
を

用
い

た
多

重
球

殻
構

造
を

有
す

る
一

球
型

中
性

子
ス

ペ
ク

ト
ロ

メ
ー

タ
の

評
価

 
*水

越
 友

亮
1 、

渡
辺

 賢
一

1 、
瓜

谷
 章

1 、
山

崎
 淳

1 、
井

口
 哲

夫
1 、

尾
方

 智
洋

2 、
村

松
 貴

史
2 、

松
本

 哲
郎

3 、
増

田
 明

彦
3  （

1.
名

大
、

2.
M

H
I、

3.
産

総
研

）
 

77
Kに

お
け

る
G

AG
G

結
晶

の
シ

ン
チ

レ
ー

シ
ョ

ン
特

性
 

*都
留

 由
紀

子
1 、

前
畑

 京
介

1 、
鎌

田
 圭

2,
3 、

庄
子

 育
宏

3,
4 、

吉
川

 彰
2,

3,
4  （

1.
九

大
、

2.
東

北
大

、
3.

C&
K、

4.
東

北
大

）
 

Ch
ar

ac
te

ri
za

ti
on

 o
f 

a 
do

ub
le

-g
ri

d-
ty

pe
 M

SG
C 

w
it

h 
tw

o-
di

m
en

si
on

al
 r

ea
do

ut
 u

si
ng

 L
CD

te
ch

no
lo

gy
 

*X
ua

n 
Li

an
1 , Y

uk
i M

it
su

ya
1 , H

ir
oa

ki
 M

iy
os

hi
2 , K

en
ji 

Sh
im

az
oe

3 , H
ir

oy
uk

i T
ak

ah
as

hi
1  （

1.
Un

iv
. o

f 
To

ky
o,

,

2.
Sh

ar
p 

Co
. L

td
., 

3.
Un

iv
. o

f 
To

ky
o）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
II.

 放
射

線
工

学
と

加
速

器
・

ビ
ー

ム
科

学
 | 

20
2-

2 
放

射
線

物
理

，
放

射
線

計
測

レ
ー

ザ
ー

分
光

 
座

長
：

前
川

 立
行

（
東

芝
電

力
放

射
線

テ
ク

ノ
サ

ー
ビ

ス
）

 9
月

8日
(木

) 1
7:

25
～

18
:3

0 
O

会
場

 

ス
ト

ロ
ン

チ
ウ

ム
同

位
体

イ
オ

ン
の

レ
ー

ザ
ー

冷
却

に
よ

る
分

光
分

析
法

の
開

発
(3

) 
*鄭

 京
勲

1 、
岩

田
 圭

弘
1 、

山
本

 和
弘

1 、
若

井
田

 育
夫

2 、
宮

部
 昌

文
2 、

長
谷

川
 秀

一
1  （

1.
東

大
、

2.
JA

EA
）

 

レ
ー

ザ
ー

共
鳴

イ
オ

ン
化

法
に

よ
る

ス
ト

ロ
ン

チ
ウ

ム
同

位
体

分
析

法
の

開
発

(4
) 

*宮
部

 昌
文

1 、
大

場
 正

規
1 、

赤
岡

 克
昭

1 、
若

井
田

 育
夫

1 、
岩

田
 圭

弘
2 、

鄭
 京

勲
2 、

長
谷

川
 秀

一
2  （

1.
JA

EA
、

2.
東

大
）

 

放
射

性
Zr

同
位

体
の

た
め

の
高

分
解

能
共

鳴
イ

オ
ン

化
分

光
法

の
開

発
 

*松
井

 大
樹

1,
2 、

De
gn

er
 V

in
ce

nt
1,

3 、
中

村
 敦

1 、
齋

藤
 洸

介
1 、

Re
po

en
 M

ik
ae

l2 、
So

nn
en

sc
he

in
 V

ol
ke

r1,
2 、

富
田

 英
生

1,
2

、
井

口
 哲

夫
1 、

坂
本

 哲
夫

4 、
園

田
 哲

2  （
1.

名
大

、
2.

理
研

、
3.

ヨ
ハ

ネ
ス

グ
ー

テ
ン

ベ
ル

ク
大

、
4.

工
学

院
大

）
 

キ
ャ

ビ
テ

ィ
ー

リ
ン

グ
ダ

ウ
ン

分
光

に
基

づ
く

放
射

性
炭

素
同

位
体

分
析

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

*富
田

 英
生

1 、
寺

林
 稜

平
1 、

ゾ
ン

ネ
ン

シ
ャ

イ
ン

 フ
ォ

ル
カ

1 、
林

 紀
善

1 、
佐

藤
 淳

史
2 、

井
口

 哲
夫

1 、
金

 磊
1 、

山
中

 真
仁

1 、
西

澤
 典

彦
1 、

大
原

 利
成

2  （
1.

名
大

、
2.

積
水

メ
デ

ィ
カ

ル
）

 
  20

16
年

9月
9日

(金
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

II.
 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

 | 
20

2-
2 

放
射

線
物

理
，

放
射

線
計

測

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 
座

長
：

神
野

 郁
夫

（
京

大
）

 9
月

9日
(金

) 9
:3

5～
10

:5
5 

O
会

場
 

X線
用

IP
を

用
い

た
転

写
法

に
よ

る
中

性
子

ラ
ジ

オ
グ

ラ
フ

ィ
 

*日
塔

 光
一

1 、
園

田
 幸

夫
1 、

川
島

 正
俊

1 、
鵜

野
 浩

行
2 、

上
本

 龍
二

2 、
曽

我
部

 志
郎

2  （
1.

東
芝

エ
ン

ジ
サ

ー
ビ

ス
、

2.
SH

IE
I）

 

シ
ン

チ
レ

ー
タ

を
用

い
た

高
線

量
場

用
コ

ン
プ

ト
ン

カ
メ

ラ
の

開
発

 
*佐

藤
 亘

1,
7 、

片
桐

 秀
明

1,
7 、

榎
本

 良
治

2,
7 、

和
田

 清
人

3 、
内

田
 智

久
4,

7 、
加

賀
谷

 美
佳

1,
7 、

村
石

 浩
5,

7 、
吉

田
 龍

生
1,

7 、
若

松

諒
1,

7 、
渡

辺
 宝

6,
7  （

1.
茨

城
大

、
2.

東
大

、
3.

富
士

電
機

、
4.

KE
K、

5.
北

里
大

、
6.

首
都

大
学

東
京

、
7.

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
コ

ン

ソ
ー

シ
ア

ム
）

 

原
子

核
乾

板
を

用
い

た
透

過
型

ミ
ュ

ー
オ

ン
ラ

ジ
オ

グ
ラ

フ
ィ

に
よ

る
浜

岡
原

子
力

発
電

所
2号

機
格

納
容

器
下

部
の

観
測

(そ
の

3)
 

*森
島

 邦
博

1 、
中

村
 光

廣
1 、

辻
 建

二
2 、

山
崎

 直
2  （

1.
名

大
、

2.
中

部
電

力
）

 

全
方

向
ガ

ン
マ

線
イ

メ
ー

ジ
ャ

の
た

め
の

逆
投

影
手

法
の

開
発

 
*高

橋
 時

音
1 、

一
ノ

瀬
 裕

一
郎

1 、
上

間
 康

平
1 、

河
原

林
 順

2 、
高

田
 英

治
3 、

富
田

 英
生

1 、
井

口
 哲

夫
1  （

1.
名

大
、

2.
東

京
都

市

大
、

3.
富

山
高

専
）
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O

04
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[1
O
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]

[1
O
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]

[1
O
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]

[1
O
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]

[1
O
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]

[1
O
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]
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O
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[1
O
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]
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]
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O
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]
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O
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   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

II.
 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

 | 
20

2-
1 

放
射

線
挙

動
，

遮
蔽

工
学

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

放
射

線
遮

蔽
 

座
長

：
延

原
 文

祥
（

東
京

ニ
ュ

ー
ク

リ
ア

・
サ

ー
ビ

ス
）

 9
月

7日
(水

) 1
5:

35
～

17
:1

0 
O

会
場

 

96
-3

87
M

eV
準

単
色

中
性

子
に

よ
る

各
種

中
性

子
モ

ニ
タ

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

応
答

測
定

 
*中

根
 佳

弘
1 、

岩
元

 洋
介

1 、
萩

原
 雅

之
2 、

岩
瀬

 広
2 、

布
宮

 智
也

3 、
佐

藤
 達

彦
1 、

松
本

 哲
郎

4 、
増

田
 明

彦
4 、

八
島

 浩
5 、

中
村

尚
司

6  （
1.

JA
EA

、
2.

KE
K、

3.
富

士
電

機
、

4.
産

総
研

、
5.

京
大

、
6.

東
北

大
）

 

Th
ic

k 
ta

rg
et

 n
eu

tr
on

 y
ie

ld
s 

of
 1

00
- 

an
d 

23
0-

M
eV

/n
uc

le
on

 h
el

iu
m

 io
ns

 
*P

i-
En

 T
sa

i1,
2 , L

aw
re

nc
e 

H
ei

lb
ro

nn
2 , B

o-
Lu

n 
La

i3 , Y
os

hi
yu

ki
 Iw

at
a4 , T

ak
es

hi
 M

ur
ak

am
i4 , T

at
su

hi
ko

 O
ga

w
a1 ,

Ro
ng

-J
iu

n 
Sh

eu
3  （

1.
JA

EA
, 2

.U
TK

, 3
.N

TH
U,

 4
.N

IR
S）

 

最
新

版
PH

IT
Sの

包
括

的
な

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

計
算

 
*岩

元
 洋

介
1 、

佐
藤

 達
彦

1 、
橋

本
 慎

太
郎

1 、
小

川
 達

彦
1 、

古
田

 琢
哉

1 、
安

部
 晋

一
郎

1 、
甲

斐
 健

師
1 、

松
田

 規
宏

1 、
細

山
田

龍
二

2 、
仁

井
田

 浩
二

2  （
1.

JA
EA

、
2.

RI
ST

）
 

CE
RN

/C
H

AR
M

に
お

け
る

24
G

eV
陽

子
を

用
い

た
遮

蔽
実

験
 

(1
)実

験
概

要
と

放
射

化
検

出
器

に
よ

る
測

定
 

*中
尾

 徳
晶

1 、
佐

波
 俊

哉
2 、

梶
本

 剛
3 、

李
 恩

智
4 、

執
行

 信
寛

4 、
八

島
 浩

5 、
萩

原
 雅

之
2 、

山
崎

 寛
仁

2 、
Fr

oe
sc

hl
 R

ob
er

t 
6

、
Br

ug
ge

r 
M

ar
ku

s 
6  （

1.
清

水
建

設
、

2.
KE

K、
3.

広
島

大
学

、
4.

九
大

、
5.

京
大

、
6.

CE
RN

）
 

CE
RN

/C
H

AR
M

に
お

け
る

24
G

eV
陽

子
を

用
い

た
遮

蔽
実

験
 

(2
)有

機
液

体
シ

ン
チ

レ
ー

タ
に

よ
る

中
性

子
エ

ネ
ル

ギ
ー

ス
ペ

ク
ト

ル
の

測
定

 
*梶

本
 剛

1 、
佐

波
 俊

哉
2 、

中
尾

 徳
晶

3 、
李

 恩
智

4 、
執

行
 信

寛
4 、

萩
原

 雅
之

2 、
八

島
 浩

5 、
山

崎
 寛

仁
2 、

Fr
oe

sc
hl

 R
ob

er
t6

、
Br

ug
ge

r 
M

ar
ku

s6  （
1.

広
島

大
学

、
2.

KE
K、

3.
清

水
建

設
、

4.
九

大
、

5.
京

大
、

6.
CE

RN
）

 

CE
RN

/C
H

AR
M

に
お

け
る

24
G

eV
陽

子
を

用
い

た
遮

蔽
実

験
 

(3
)放

射
化

検
出

器
の

ア
ン

フ
ォ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

法
に

よ
る

中
性

子
エ

ネ
ル

ギ
ー

ス
ペ

ク
ト

ル
 

*李
 恩

智
1 、

執
行

 信
寛

1 、
佐

波
 俊

哉
2 、

中
尾

 徳
晶

3 、
梶

本
 剛

4 、
萩

原
 雅

之
2 、

八
島

 浩
5 、

山
崎

 寛
仁

2 、
Fr

oe
sc

hl
 R

ob
er

t6

、
Br

ug
ge

r 
M

ar
ku

s6  （
1.

九
大

、
2.

KE
K、

3.
清

水
建

設
、

4.
広

島
大

学
、

5.
京

大
、

6.
CE

RN
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
II.

 放
射

線
工

学
と

加
速

器
・

ビ
ー

ム
科

学
 | 

20
2-

1 
放

射
線

挙
動

，
遮

蔽
工

学

遮
蔽

材
，

遮
蔽

材
料

標
準

 
座

長
：

大
石

 晃
嗣

 （
日

環
研

）
 9

月
7日

(水
) 1

7:
10

～
18

:4
5 

O
会

場
 

加
速

器
施

設
建

屋
用

放
射

線
遮

蔽
可

と
う

性
材

料
の

開
発

 
(V

I)
50

M
eV

及
び

80
M

eV
の

陽
子

入
射

に
よ

る
生

成
中

性
子

に
対

す
る

評
価

 
*三

根
 貴

大
1 、

今
富

 宏
祐

1 、
執

行
 信

寛
1 、

池
田

 伸
夫

1 、
石

橋
 健

二
1 、

木
村

 健
一

2 、
池

見
 拓

2 、
高

橋
 定

明
3 、

平
澤

 勇
人

3 、
古

場
 裕

介
4  （

1.
九

大
、

2.
フ

ジ
タ

、
3.

中
国

塗
料

、
4.

放
医

研
）

 

加
速

器
施

設
建

屋
用

放
射

線
遮

蔽
可

と
う

性
材

料
の

開
発

 
(V

II)
10

0M
eV

以
下

の
中

性
子

透
過

率
測

定
 

*今
冨

 宏
祐

1 、
三

根
 貴

大
1 、

執
行

 信
寛

1 、
池

田
 伸

夫
1 、

石
橋

 健
二

1 、
木

村
 健

一
2 、

池
見

 拓
2 、

高
橋

 定
明

3 、
平

澤
 勇

人
3 、

久

米
 恭

4  （
1.

九
大

、
2.

フ
ジ

タ
、

3.
中

国
塗

料
、

4.
若

狭
湾

エ
ネ

研
）

 

注
水

型
多

機
能

遮
へ

い
体

の
性

能
評

価
 

*時
吉

 正
憲

1 、
谷

口
 雅

弘
1 、

西
山

 恭
平

1 、
松

尾
 寿

峰
1 、

岳
尾

 浩
一

1  （
1.

大
成

建
設

）
 

遮
蔽

材
料

標
準

の
策

定
に

つ
い

て
 

(4
)放

射
線

利
用

施
設

に
お

け
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
遮

蔽
標

準
策

定
の

基
本

的
な

考
え

方
 

*木
村

 健
一

1 、
丸

山
 一

平
2 、

和
田

 浩
之

3 、
紺

谷
 修

4 、
前

中
 敏

伸
5 、

奥
野

 功
一

6 、
大

石
 晃

嗣
7 、

谷
口

 雅
弘

8  （
1.

フ
ジ

タ
、

2.
名

大
、

3.
中

部
電

力
、

4.
鹿

島
建

設
、

5.
竹

中
工

務
店

、
6.

安
藤

ハ
ザ

マ
、

7.
日

本
環

境
調

査
研

究
所

、
8.

大
成

建
設

）
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遮
蔽

材
料

標
準

の
策

定
に

つ
い

て
 

(5
)策

定
す

べ
き

遮
蔽

材
料

と
内

容
 

*奥
野

 功
一

1 、
谷

口
 雅

弘
3 、

木
村

 健
一

2 、
田

中
 健

一
10

、
大

石
 晃

嗣
6 、

石
川

 智
之

9 、
平

尾
 好

弘
7 、

吉
田

 昌
弘

8 、
紺

谷
 修

4 、
前

中
 敏

伸
5  （

1.
安

藤
ハ

ザ
マ

、
2.

フ
ジ

タ
、

3.
大

成
建

設
、

4.
鹿

島
建

設
、

5.
竹

中
工

務
店

、
6.

日
本

環
境

調
査

研
究

所
、

7.
海

技

研
、

8.
原

安
技

セ
、

9.
CT

C、
10

.エ
ネ

総
研

）
 

遮
蔽

材
料

標
準

の
策

定
に

つ
い

て
 

(6
)標

準
遮

蔽
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

対
す

る
遮

蔽
計

算
上

の
感

度
解

析
(そ

の
2)

 
*中

田
 幹

裕
1 、

月
山

 俊
尚

2 、
廣

内
 崇

幸
3 、

尾
方

 智
洋

4 、
坂

本
 浩

紀
5 、

河
野

 秀
紀

6 、
天

野
 俊

雄
7 、

坂
本

 幸
夫

6 、
小

迫
 和

明
8

、
河

野
 直

文
2  （

1.
M

H
I N

Sエ
ン

ジ
、

2.
日

立
G

E、
3.

東
芝

、
4.

M
H

I、
5.

ト
ラ

ン
ス

ニ
ュ

ー
ク

リ
ア

、
6.

ア
ト

ッ
ク

ス
、

7.
CT

C、
8.

清
水

建
設

）
 

  20
16

年
9月

8日
(木

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
II.

 放
射

線
工

学
と

加
速

器
・

ビ
ー

ム
科

学
 | 
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2-

2 
放

射
線

物
理

，
放

射
線

計
測

原
子

力
プ

ラ
ン

ト
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
，

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

 
座

長
：

岩
元

 洋
介

（
JA

EA
）

 9
月

8日
(木

) 9
:3

5～
10

:5
5 

O
会

場
 

1号
機

原
子

炉
建

屋
内

滞
留

水
移

送
に

伴
う

空
気

中
放

射
性

物
質

濃
度

の
監

視
に

つ
い

て
 

*鈴
木

 由
崇

1  （
1.

東
電

H
D）

 

空
気

中
を

浮
遊

す
る

放
射

性
物

質
の

早
期

検
知

手
法

に
関

す
る

検
討

 
概

念
提

案
と

成
立

性
検

討
 

*前
川

 立
行

1 、
大

島
 雄

志
1 、

寺
村

 司
1 、

鶴
岡

 公
敏

1 、
藤

原
 栄

一
1 、

市
川

 亮
1  （

1.
東

芝
電

力
放

射
線

テ
ク

ノ
サ

ー
ビ

ス
）

 

光
フ

ァ
イ

バ
型

放
射

線
モ

ニ
タ

の
特

性
評

価
 

*田
所

 孝
広

1 、
畠

山
 修

一
1 、

上
野

 克
宜

1 、
上

野
 雄

一
郎

1 、
和

田
 將

平
2 、

福
島

 浩
2 、

小
山

 三
輝

雄
2  （

1.
日

立
、

2.
日

立
G

E）
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at
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ne
rg
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El

ec
tr
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nt
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eu
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o 

Sp
ec

tr
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Em
it

te
d 

fr
om

 N
uc

le
ar

 R
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w
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n 
of

 F
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*E

ka
 S

ap
ta

 R
iy

an
a1 , S

ho
ya

 S
ud

a1 , K
en

ji 
Is

hi
ba

sh
i1 , H

id
ea

ki
 M

at
su

ur
aa

1 , J
un

-i
ch

i K
at

ak
ur

a2  （
1.

Ky
us

hu
 U

ni
v.

,

2.
N

ag
ao

ka
 U

ni
v.

 o
f 

Te
ch

.）
 

生
物

合
成

物
質

を
利

用
し

た
電

気
化

学
的

装
置

に
対

す
る

原
子

炉
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
照

射
効

果
 

*須
田

 翔
哉

1 、
石

橋
 健

二
1 、

エ
カ

サ
プ

タ
 リ

ヤ
ナ

1 、
執

行
 信

寛
1 、

サ
ン

 グ
ァ

ン
ミ

ン
2 、

ハ
ン

 ボ
ヨ

ン
2  （

1.
九

大
、

2.
韓

国
原

子

力
研

究
院

）
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ョ
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II.
 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

 | 
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2 

放
射

線
物

理
，

放
射

線
計

測

線
量

測
定

，
エ

ナ
ジ

ー
ハ

ー
ベ

ス
テ

ィ
ン

グ
 

座
長

：
津

田
 修

一
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

0:
55

～
12

:0
0 

O
会

場
 

チ
ェ

レ
ン

コ
フ

光
測

定
に

よ
る

大
線

量
線

源
の

表
面

線
量

率
分

布
の

測
定

 
*谷

口
 良

一
1 、

伊
藤

 憲
男

1 、
宮

丸
 広

幸
1 、

小
嶋

 崇
夫

1 、
豊

蔵
 悠

史
1 、

岡
本

 賢
一

1  （
1.

阪
府

大
）

 

大
線

量
水

中
放

射
線

場
で

の
距

離
測

定
と

線
量

測
定

 
*豊

蔵
 悠

史
1 、

谷
口

 良
一

1 、
伊

藤
 憲

男
1 、

宮
丸

 広
幸

1 、
小

嶋
 崇

夫
1 、

岡
本

 賢
一

1  （
1.

阪
府

大
）

 

薄
い

ラ
ジ

オ
ク

ロ
ミ

ッ
ク

フ
ィ

ル
ム

と
モ

ン
テ

カ
ル

ロ
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

深
度

線
量

分
布

を
利

用
し

た
超

低
エ

ネ
ル

ギ
ー

電
子

線
照

射
に

お
け

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

付
与

量
の

評
価

 
*松

井
 信

二
郎

1 、
服

部
 剛

明
2 、

渡
辺

 祐
貴

2 、
森

田
 一

平
2 、

稲
鶴

 和
也

2 、
石

川
 昌

義
2 、

森
 芳

孝
1  （

1.
光

産
業

創
成

大
学

院

大
、

2.
浜

松
ホ

ト
ニ

ク
ス

）
 

半
導

体
を

用
い

た
放

射
線

か
ら

の
エ

ナ
ジ

ー
ハ

ー
ベ

ス
テ

ィ
ン

グ
 

*川
崎

 治
1 、

中
村

 徹
哉

1  （
1.

JA
XA

）
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   全
体

会
議

「
放

射
線

工
学

部
会

」
第

45
回

全
体

会
議

 
9月

8日
(木

) 1
2:

00
～

13
:0

0 
O

会
場

    企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

部
会

・
連

絡
会

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

放
射

線
工

学
部

会

加
速

器
駆

動
小

型
中

性
子

源
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
関

連
研

究
開

発
 

座
長

：
岩

元
 洋

介
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

3:
00

～
14

:3
0 

O
会

場
 

理
研

RA
N

Sの
中

性
子

発
生

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

研
究

開
発

 
*山

形
 豊

1  （
1.

理
研

）
 

北
大

H
UN

Sで
の

中
性

子
発

生
手

法
と

中
性

子
の

特
性

 
*木

野
 幸

一
1  （

1.
産

総
研

）
 

名
古

屋
大

学
N

UA
N

Sの
中

性
子

発
生

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

研
究

開
発

 
*瓜

谷
 章

1  （
1.

名
大

）
 

小
型

加
速

器
中

性
子

源
の

今
後

の
展

望
 

*清
水

 裕
彦

1  （
1.

名
大

）
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セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

II.
 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

 | 
20

2-
2 

放
射

線
物

理
，

放
射

線
計

測

低
温

検
出

器
，

半
導

体
検

出
器

 
座

長
：

富
田

 英
生

（
名

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
4:

45
～

16
:0

5 
O

会
場

 

厚
い

メ
ン

ブ
レ

ン
構

造
を

持
つ

ガ
ン

マ
線

検
出

用
TE

S型
マ

イ
ク

ロ
カ

ロ
リ

ー
メ

ー
タ

の
開

発
 

*首
藤

 祐
輝

1 、
伊

豫
本

 直
子

1 、
黒

岩
 健

宏
1 、

前
畑

 京
介

1 、
高

野
 彬

1 、
善

本
 翔

大
1 、

満
田

 和
久

2 、
永

吉
 賢

一
郎

2 、
林

 佑
2 、

村

松
 は

る
か

2  （
1.

九
大

、
2.

宇
宙

科
学

研
）

 

TE
S型

マ
イ

ク
ロ

カ
ロ

リ
ー

メ
ー

タ
を

用
い

た
超

ウ
ラ

ン
元

素
の

高
精

度
分

光
分

析
 

*中
村

 圭
佑

1 、
前

畑
 京

介
2 、

杉
本

 哲
也

2 、
伊

豫
本

 直
子

2 、
石

橋
 健

二
2 、

森
下

 祐
樹

1 、
高

崎
 浩

司
3 、

満
田

 和
久

4

（
1.

JA
EA

、
2.

九
大

、
3.

JA
EA

、
4.

JA
XA

）
 

超
伝

導
転

位
端

セ
ン

サ
に

よ
る

23
7 N

p線
源

の
X線

及
び

γ線
ス

ペ
ク

ト
ル

計
測

 
*安

宗
 貴

志
1 、

高
崎

 浩
司

1 、
伊

藤
 主

税
1 、

大
野

 雅
史

2 、
入

松
川

 知
也

2 、
高

橋
 浩

之
2  （

1.
JA

EA
、

2.
東

大
）

 

臭
化

タ
リ

ウ
ム

半
導

体
検

出
器

の
再

処
理

施
設

へ
の

適
用

に
関

す
る

検
討

 そ
の

4 
*木

村
 乃

久
1,

2 、
人

見
 啓

太
朗

1 、
長

野
 宣

道
1 、

砂
庭

 広
季

1,
2 、

金
 聖

潤
1 、

伊
藤

 辰
也

1 、
石

井
 慶

造
1  （

1.
東

北
大

、
2.

日
本

原

燃
）

 

三
次

元
相

互
作

用
位

置
情

報
を

用
い

た
Tl

Br
検

出
器

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
解

能
改

善
 

*砂
庭

 広
季

1,
2 、

人
見

 啓
太

朗
1 、

長
野

 宣
道

1 、
木

村
 乃

久
1,

2 、
小

野
寺

 敏
幸

3 、
伊

藤
 辰

也
1 、

金
 聖

潤
1 、

石
井

 慶
造

1  （
1.

東
北

大
、

2.
日

本
原

燃
、

3.
東

北
工

大
）
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射
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工
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と

加
速

器
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ビ
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2 
放

射
線

物
理

，
放

射
線

計
測

シ
ン

チ
レ

ー
シ

ョ
ン

検
出

器
，

ガ
ス

検
出

器
 

座
長

：
谷

口
 良

一
（

阪
府

大
）

 9
月

8日
(木

) 1
6:

05
～

17
:2

5 
O

会
場

 

ア
ン

フ
ォ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

手
法

を
用

い
た

携
帯

型
γ線

ス
ペ

ク
ト

ロ
メ

ー
タ

ー
の

開
発

 
*東

 哲
史

1 、
林

 真
照

1 、
白

附
 晶

英
1 、

西
沢

 博
志

1 、
中

西
 正

一
1  （

1.
三

菱
電

機
）
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α線
計

測
用

G
PS

系
シ

ン
チ

レ
ー

タ
プ

レ
ー

ト
の

性
能

と
生

産
性

向
上

の
試

み
 

*大
西

 将
矢

1 、
金

子
 純

一
1 、

鍋
田

 志
生

1 、
樋

口
 幹

雄
1 、

森
下

 祐
樹

2 、
井

﨑
 賢

二
2 、

山
本

 誠
一

3 、
石

橋
 浩

之
4  （

1.
北

大
、

2.
JA

EA
、

3.
名

大
、

4.
日

立
化

成
）

 

TR
US

T 
Eu

:L
iC

AF
を

用
い

た
多

重
球

殻
構

造
を

有
す

る
一

球
型

中
性

子
ス

ペ
ク

ト
ロ

メ
ー

タ
の

評
価

 
*水

越
 友

亮
1 、

渡
辺

 賢
一

1 、
瓜

谷
 章

1 、
山

崎
 淳

1 、
井

口
 哲

夫
1 、

尾
方

 智
洋

2 、
村

松
 貴

史
2 、

松
本

 哲
郎

3 、
増

田
 明

彦
3  （

1.
名

大
、

2.
M

H
I、

3.
産

総
研

）
 

77
Kに

お
け

る
G

AG
G

結
晶

の
シ

ン
チ

レ
ー

シ
ョ

ン
特

性
 

*都
留

 由
紀

子
1 、

前
畑

 京
介

1 、
鎌

田
 圭

2,
3 、

庄
子

 育
宏

3,
4 、

吉
川

 彰
2,

3,
4  （

1.
九

大
、

2.
東

北
大

、
3.

C&
K、

4.
東

北
大

）
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1.
Un
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f 
To
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,

2.
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p 
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., 

3.
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. o

f 
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学
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加
速

器
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ー
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学
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2 
放

射
線

物
理

，
放

射
線

計
測

レ
ー

ザ
ー

分
光

 
座

長
：

前
川

 立
行

（
東

芝
電

力
放

射
線

テ
ク

ノ
サ

ー
ビ

ス
）

 9
月

8日
(木

) 1
7:

25
～

18
:3

0 
O

会
場

 

ス
ト

ロ
ン

チ
ウ

ム
同

位
体

イ
オ

ン
の

レ
ー

ザ
ー

冷
却

に
よ

る
分

光
分

析
法

の
開

発
(3

) 
*鄭

 京
勲

1 、
岩

田
 圭

弘
1 、

山
本

 和
弘

1 、
若

井
田

 育
夫

2 、
宮

部
 昌

文
2 、

長
谷

川
 秀

一
1  （

1.
東

大
、

2.
JA

EA
）

 

レ
ー

ザ
ー

共
鳴

イ
オ

ン
化

法
に

よ
る

ス
ト

ロ
ン

チ
ウ

ム
同

位
体

分
析

法
の

開
発

(4
) 

*宮
部

 昌
文

1 、
大

場
 正

規
1 、

赤
岡

 克
昭

1 、
若

井
田

 育
夫

1 、
岩

田
 圭

弘
2 、

鄭
 京

勲
2 、

長
谷

川
 秀

一
2  （

1.
JA

EA
、

2.
東

大
）

 

放
射

性
Zr

同
位

体
の

た
め

の
高

分
解

能
共

鳴
イ

オ
ン

化
分

光
法

の
開

発
 

*松
井

 大
樹

1,
2 、

De
gn

er
 V

in
ce

nt
1,

3 、
中

村
 敦

1 、
齋

藤
 洸

介
1 、

Re
po

en
 M

ik
ae

l2 、
So

nn
en

sc
he

in
 V

ol
ke

r1,
2 、

富
田

 英
生

1,
2

、
井

口
 哲

夫
1 、

坂
本

 哲
夫

4 、
園

田
 哲

2  （
1.

名
大

、
2.

理
研

、
3.

ヨ
ハ

ネ
ス

グ
ー

テ
ン

ベ
ル

ク
大

、
4.

工
学

院
大

）
 

キ
ャ

ビ
テ

ィ
ー

リ
ン

グ
ダ

ウ
ン

分
光

に
基

づ
く

放
射

性
炭

素
同

位
体

分
析

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

*富
田

 英
生

1 、
寺

林
 稜

平
1 、

ゾ
ン

ネ
ン

シ
ャ

イ
ン

 フ
ォ

ル
カ

1 、
林

 紀
善

1 、
佐

藤
 淳

史
2 、

井
口

 哲
夫

1 、
金

 磊
1 、

山
中

 真
仁

1 、
西

澤
 典

彦
1 、

大
原

 利
成

2  （
1.

名
大

、
2.

積
水

メ
デ

ィ
カ

ル
）

 
  20

16
年

9月
9日

(金
)

 一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

II.
 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

 | 
20

2-
2 

放
射

線
物

理
，

放
射

線
計

測

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 
座

長
：

神
野

 郁
夫

（
京

大
）

 9
月

9日
(金

) 9
:3

5～
10

:5
5 

O
会

場
 

X線
用

IP
を

用
い

た
転

写
法

に
よ

る
中

性
子

ラ
ジ

オ
グ

ラ
フ

ィ
 

*日
塔

 光
一

1 、
園

田
 幸

夫
1 、

川
島

 正
俊

1 、
鵜

野
 浩

行
2 、

上
本

 龍
二

2 、
曽

我
部

 志
郎

2  （
1.

東
芝

エ
ン

ジ
サ

ー
ビ

ス
、

2.
SH

IE
I）

 

シ
ン

チ
レ

ー
タ

を
用

い
た

高
線

量
場

用
コ

ン
プ

ト
ン

カ
メ

ラ
の

開
発

 
*佐

藤
 亘

1,
7 、

片
桐

 秀
明

1,
7 、

榎
本

 良
治

2,
7 、

和
田

 清
人

3 、
内

田
 智

久
4,

7 、
加

賀
谷

 美
佳

1,
7 、

村
石

 浩
5,

7 、
吉

田
 龍

生
1,

7 、
若

松

諒
1,

7 、
渡

辺
 宝

6,
7  （

1.
茨

城
大

、
2.

東
大

、
3.

富
士

電
機

、
4.

KE
K、

5.
北

里
大

、
6.

首
都

大
学

東
京

、
7.

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
コ

ン

ソ
ー

シ
ア

ム
）

 

原
子

核
乾

板
を

用
い

た
透

過
型

ミ
ュ

ー
オ

ン
ラ

ジ
オ

グ
ラ

フ
ィ

に
よ

る
浜

岡
原

子
力

発
電

所
2号

機
格

納
容

器
下

部
の

観
測

(そ
の

3)
 

*森
島

 邦
博

1 、
中

村
 光

廣
1 、

辻
 建

二
2 、

山
崎

 直
2  （

1.
名

大
、

2.
中

部
電

力
）

 

全
方

向
ガ

ン
マ

線
イ

メ
ー

ジ
ャ

の
た

め
の

逆
投

影
手

法
の

開
発

 
*高

橋
 時

音
1 、

一
ノ

瀬
 裕

一
郎

1 、
上

間
 康

平
1 、

河
原

林
 順

2 、
高

田
 英

治
3 、

富
田

 英
生

1 、
井

口
 哲

夫
1  （

1.
名

大
、

2.
東

京
都

市

大
、

3.
富

山
高

専
）

 

[1
O

04
-0

9]

[1
O

04
]

[1
O

05
]

[1
O

06
]

[1
O

07
]

[1
O

08
]

[1
O

09
]

[1
O

10
-1

5]

[1
O

10
]

[1
O

11
]

[1
O

12
]

[1
O

13
]
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   一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
 | 

II.
 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学

 | 
20

2-
1 

放
射

線
挙

動
，

遮
蔽

工
学

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

放
射

線
遮

蔽
 

座
長

：
延

原
 文

祥
（

東
京

ニ
ュ

ー
ク

リ
ア

・
サ

ー
ビ

ス
）

 9
月

7日
(水

) 1
5:

35
～

17
:1

0 
O

会
場

 

96
-3

87
M

eV
準

単
色

中
性

子
に

よ
る

各
種

中
性

子
モ

ニ
タ

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

応
答

測
定

 
*中

根
 佳

弘
1 、

岩
元

 洋
介

1 、
萩

原
 雅

之
2 、

岩
瀬

 広
2 、

布
宮

 智
也

3 、
佐

藤
 達

彦
1 、

松
本

 哲
郎

4 、
増

田
 明

彦
4 、

八
島

 浩
5 、

中
村

尚
司

6  （
1.

JA
EA

、
2.

KE
K、

3.
富

士
電

機
、

4.
産

総
研

、
5.

京
大

、
6.

東
北

大
）

 

Th
ic

k 
ta

rg
et

 n
eu

tr
on

 y
ie

ld
s 

of
 1

00
- 

an
d 

23
0-

M
eV

/n
uc

le
on

 h
el

iu
m

 io
ns

 
*P

i-
En

 T
sa

i1,
2 , L

aw
re

nc
e 

H
ei

lb
ro

nn
2 , B

o-
Lu

n 
La

i3 , Y
os

hi
yu

ki
 Iw

at
a4 , T

ak
es

hi
 M

ur
ak

am
i4 , T

at
su

hi
ko

 O
ga

w
a1 ,

Ro
ng

-J
iu

n 
Sh

eu
3  （

1.
JA

EA
, 2

.U
TK

, 3
.N

TH
U,

 4
.N

IR
S）

 

最
新

版
PH

IT
Sの

包
括

的
な

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

計
算

 
*岩

元
 洋

介
1 、

佐
藤

 達
彦

1 、
橋

本
 慎

太
郎

1 、
小

川
 達

彦
1 、

古
田

 琢
哉

1 、
安

部
 晋

一
郎

1 、
甲

斐
 健

師
1 、

松
田

 規
宏

1 、
細

山
田

龍
二

2 、
仁

井
田

 浩
二

2  （
1.

JA
EA

、
2.

RI
ST

）
 

CE
RN

/C
H

AR
M

に
お

け
る

24
G

eV
陽

子
を

用
い

た
遮

蔽
実

験
 

(1
)実

験
概

要
と

放
射

化
検

出
器

に
よ

る
測

定
 

*中
尾

 徳
晶

1 、
佐

波
 俊

哉
2 、

梶
本

 剛
3 、

李
 恩

智
4 、

執
行

 信
寛

4 、
八

島
 浩

5 、
萩

原
 雅

之
2 、

山
崎

 寛
仁

2 、
Fr

oe
sc

hl
 R

ob
er

t 
6

、
Br

ug
ge

r 
M

ar
ku

s 
6  （

1.
清

水
建

設
、

2.
KE

K、
3.

広
島

大
学

、
4.

九
大

、
5.

京
大

、
6.

CE
RN

）
 

CE
RN

/C
H

AR
M

に
お

け
る

24
G

eV
陽

子
を

用
い

た
遮

蔽
実

験
 

(2
)有

機
液

体
シ

ン
チ

レ
ー

タ
に

よ
る

中
性

子
エ

ネ
ル

ギ
ー

ス
ペ

ク
ト

ル
の

測
定

 
*梶

本
 剛

1 、
佐

波
 俊

哉
2 、

中
尾

 徳
晶

3 、
李

 恩
智

4 、
執

行
 信

寛
4 、

萩
原

 雅
之

2 、
八

島
 浩

5 、
山

崎
 寛

仁
2 、

Fr
oe

sc
hl

 R
ob

er
t6

、
Br

ug
ge

r 
M

ar
ku

s6  （
1.

広
島

大
学

、
2.

KE
K、

3.
清

水
建

設
、

4.
九

大
、

5.
京

大
、

6.
CE

RN
）

 

CE
RN

/C
H

AR
M

に
お

け
る

24
G

eV
陽

子
を

用
い

た
遮

蔽
実

験
 

(3
)放

射
化

検
出

器
の

ア
ン

フ
ォ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

法
に

よ
る

中
性

子
エ

ネ
ル

ギ
ー

ス
ペ

ク
ト

ル
 

*李
 恩

智
1 、

執
行

 信
寛

1 、
佐

波
 俊

哉
2 、

中
尾

 徳
晶

3 、
梶

本
 剛

4 、
萩

原
 雅

之
2 、

八
島

 浩
5 、

山
崎

 寛
仁

2 、
Fr

oe
sc

hl
 R

ob
er

t6

、
Br

ug
ge

r 
M

ar
ku

s6  （
1.

九
大

、
2.

KE
K、

3.
清

水
建

設
、

4.
広

島
大

学
、

5.
京

大
、

6.
CE

RN
）

 
   一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
II.

 放
射

線
工

学
と

加
速

器
・

ビ
ー

ム
科

学
 | 
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1 
放

射
線

挙
動

，
遮

蔽
工

学

遮
蔽

材
，

遮
蔽

材
料

標
準

 
座

長
：

大
石

 晃
嗣

 （
日

環
研

）
 9

月
7日

(水
) 1

7:
10

～
18

:4
5 

O
会

場
 

加
速

器
施

設
建

屋
用

放
射

線
遮

蔽
可

と
う

性
材

料
の

開
発

 
(V

I)
50

M
eV

及
び

80
M

eV
の

陽
子

入
射

に
よ

る
生

成
中

性
子

に
対

す
る

評
価

 
*三

根
 貴

大
1 、

今
富

 宏
祐

1 、
執

行
 信

寛
1 、

池
田

 伸
夫

1 、
石

橋
 健

二
1 、

木
村

 健
一

2 、
池

見
 拓

2 、
高

橋
 定

明
3 、

平
澤

 勇
人

3 、
古

場
 裕

介
4  （

1.
九

大
、

2.
フ

ジ
タ

、
3.

中
国

塗
料

、
4.

放
医

研
）

 

加
速

器
施

設
建

屋
用

放
射

線
遮

蔽
可

と
う

性
材

料
の

開
発

 
(V

II)
10

0M
eV

以
下

の
中

性
子

透
過

率
測

定
 

*今
冨

 宏
祐

1 、
三

根
 貴

大
1 、

執
行

 信
寛

1 、
池

田
 伸

夫
1 、

石
橋

 健
二

1 、
木

村
 健

一
2 、

池
見

 拓
2 、

高
橋

 定
明

3 、
平

澤
 勇

人
3 、

久

米
 恭

4  （
1.

九
大

、
2.

フ
ジ

タ
、

3.
中

国
塗

料
、

4.
若

狭
湾

エ
ネ

研
）

 

注
水

型
多

機
能

遮
へ

い
体

の
性

能
評

価
 

*時
吉

 正
憲

1 、
谷

口
 雅

弘
1 、

西
山

 恭
平

1 、
松

尾
 寿

峰
1 、

岳
尾

 浩
一

1  （
1.

大
成

建
設

）
 

遮
蔽

材
料

標
準

の
策

定
に

つ
い

て
 

(4
)放

射
線

利
用

施
設

に
お

け
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
遮

蔽
標

準
策

定
の

基
本

的
な

考
え

方
 

*木
村

 健
一

1 、
丸

山
 一

平
2 、

和
田

 浩
之

3 、
紺

谷
 修

4 、
前

中
 敏

伸
5 、

奥
野

 功
一

6 、
大

石
 晃

嗣
7 、

谷
口

 雅
弘

8  （
1.

フ
ジ

タ
、

2.
名

大
、

3.
中

部
電

力
、

4.
鹿

島
建

設
、

5.
竹

中
工

務
店

、
6.

安
藤

ハ
ザ

マ
、

7.
日

本
環

境
調

査
研

究
所

、
8.

大
成

建
設

）
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O
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遮
蔽

材
料

標
準

の
策

定
に

つ
い

て
 

(5
)策

定
す

べ
き

遮
蔽

材
料

と
内

容
 

*奥
野

 功
一

1 、
谷

口
 雅

弘
3 、

木
村

 健
一

2 、
田

中
 健

一
10

、
大

石
 晃

嗣
6 、

石
川

 智
之

9 、
平

尾
 好

弘
7 、

吉
田

 昌
弘

8 、
紺

谷
 修

4 、
前

中
 敏

伸
5  （

1.
安

藤
ハ

ザ
マ

、
2.

フ
ジ

タ
、

3.
大

成
建

設
、

4.
鹿

島
建

設
、

5.
竹

中
工

務
店

、
6.

日
本

環
境

調
査

研
究

所
、

7.
海

技

研
、

8.
原

安
技

セ
、

9.
CT

C、
10

.エ
ネ

総
研

）
 

遮
蔽

材
料

標
準

の
策

定
に

つ
い

て
 

(6
)標

準
遮

蔽
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

対
す

る
遮

蔽
計

算
上

の
感

度
解

析
(そ

の
2)

 
*中

田
 幹

裕
1 、

月
山

 俊
尚

2 、
廣

内
 崇

幸
3 、

尾
方

 智
洋

4 、
坂

本
 浩

紀
5 、

河
野

 秀
紀

6 、
天

野
 俊

雄
7 、

坂
本

 幸
夫

6 、
小

迫
 和

明
8

、
河

野
 直

文
2  （

1.
M

H
I N

Sエ
ン

ジ
、

2.
日

立
G

E、
3.

東
芝

、
4.

M
H

I、
5.

ト
ラ

ン
ス

ニ
ュ

ー
ク

リ
ア

、
6.

ア
ト

ッ
ク

ス
、

7.
CT

C、
8.

清
水

建
設

）
 

  20
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年
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8日
(木

)
 一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

 | 
II.

 放
射

線
工

学
と

加
速

器
・

ビ
ー

ム
科

学
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2 
放

射
線

物
理

，
放

射
線

計
測

原
子

力
プ

ラ
ン

ト
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
，

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

 
座

長
：

岩
元

 洋
介

（
JA

EA
）

 9
月

8日
(木

) 9
:3

5～
10

:5
5 

O
会

場
 

1号
機

原
子

炉
建

屋
内

滞
留

水
移

送
に

伴
う

空
気

中
放

射
性

物
質

濃
度

の
監

視
に

つ
い

て
 

*鈴
木

 由
崇

1  （
1.

東
電

H
D）

 

空
気

中
を

浮
遊

す
る

放
射

性
物

質
の

早
期

検
知

手
法

に
関

す
る

検
討

 
概

念
提

案
と

成
立

性
検

討
 

*前
川

 立
行

1 、
大

島
 雄

志
1 、

寺
村

 司
1 、

鶴
岡

 公
敏

1 、
藤

原
 栄

一
1 、

市
川

 亮
1  （

1.
東

芝
電

力
放

射
線

テ
ク

ノ
サ

ー
ビ

ス
）

 

光
フ

ァ
イ

バ
型

放
射

線
モ

ニ
タ

の
特

性
評

価
 

*田
所

 孝
広

1 、
畠

山
 修

一
1 、

上
野

 克
宜

1 、
上

野
 雄

一
郎

1 、
和

田
 將

平
2 、

福
島

 浩
2 、

小
山

 三
輝

雄
2  （

1.
日

立
、

2.
日

立
G

E）
 

Ca
lc

ul
at

io
n 

of
 L

ow
-e

ne
rg

y 
El

ec
tr

on
 A

nt
in

eu
tr

in
o 

Sp
ec

tr
a 

Em
it

te
d 

fr
om

 N
uc

le
ar

 R
ea

ct
or

s 
w

it
h

Co
ns

id
er

at
io

n 
of

 F
ue

l B
ur

n-
up

 
*E

ka
 S

ap
ta

 R
iy

an
a1 , S

ho
ya

 S
ud

a1 , K
en

ji 
Is

hi
ba

sh
i1 , H

id
ea

ki
 M

at
su

ur
aa

1 , J
un

-i
ch

i K
at

ak
ur

a2  （
1.

Ky
us

hu
 U

ni
v.

,

2.
N

ag
ao

ka
 U

ni
v.

 o
f 

Te
ch

.）
 

生
物

合
成

物
質

を
利

用
し

た
電

気
化

学
的

装
置

に
対

す
る

原
子

炉
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
照

射
効

果
 

*須
田

 翔
哉

1 、
石

橋
 健

二
1 、

エ
カ

サ
プ

タ
 リ

ヤ
ナ

1 、
執

行
 信

寛
1 、

サ
ン

 グ
ァ

ン
ミ

ン
2 、

ハ
ン

 ボ
ヨ

ン
2  （

1.
九

大
、

2.
韓

国
原

子

力
研

究
院

）
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般
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ッ
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ョ

ン
 | 

II.
 放

射
線

工
学

と
加

速
器

・
ビ

ー
ム

科
学
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2 

放
射

線
物

理
，

放
射

線
計

測

線
量

測
定

，
エ

ナ
ジ

ー
ハ

ー
ベ

ス
テ

ィ
ン

グ
 

座
長

：
津

田
 修

一
（

JA
EA

）
 9

月
8日

(木
) 1

0:
55

～
12

:0
0 

O
会

場
 

チ
ェ

レ
ン

コ
フ

光
測

定
に

よ
る

大
線

量
線

源
の

表
面

線
量

率
分

布
の

測
定

 
*谷

口
 良

一
1 、

伊
藤

 憲
男

1 、
宮

丸
 広

幸
1 、

小
嶋

 崇
夫

1 、
豊

蔵
 悠

史
1 、

岡
本

 賢
一

1  （
1.

阪
府

大
）

 

大
線

量
水

中
放

射
線

場
で

の
距

離
測

定
と

線
量

測
定

 
*豊

蔵
 悠

史
1 、

谷
口

 良
一

1 、
伊

藤
 憲

男
1 、

宮
丸

 広
幸

1 、
小

嶋
 崇

夫
1 、

岡
本

 賢
一

1  （
1.

阪
府

大
）

 

薄
い

ラ
ジ

オ
ク

ロ
ミ

ッ
ク

フ
ィ

ル
ム

と
モ

ン
テ

カ
ル

ロ
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

深
度

線
量

分
布

を
利
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㈱ IHI
㈱ IHI 検査計測
アイリス㈱
青森県原子力センター
アスク・サンシンエンジニアリング㈱
アステック㈱
㈱アセンド
㈱アトックス
㈱安藤・間
㈱Ｅ＆Ｅテクノサービス
ES東芝エンジニアリング㈱
イーグル工業㈱
伊藤忠テクノソリューションズ㈱
公益社団法人 茨城原子力協議会
茨城県生活環境部原子力安全対策課
イビデン㈱
㈱エコニクス
㈱エコハイテクコーポレーション
エス・アンド・イー㈱
㈱エナジス
一般財団法人 エネルギー総合
工学研究所

荏原工業洗浄㈱
㈱荏原製作所
エム・アール・アイリサーチアソ
シエイツ㈱

ＭＨＩニュークリアシステム
ズ・ ソリューションエンジニ
アリング㈱

オーケーレックス㈱
㈱大林組
岡野バルブ製造㈱
㈱オー・シー・エル
オルガノ㈱
一般社団法人 海外電力調査会
国立研究開発法人 科学技術振興機構
鹿島建設㈱
公益財団法人 環境科学技術研究所
関西設計㈱
関西電力㈱
㈱関水社
㈱関電工
㈱関電パワーテック
関電不動産㈱
関電プラント㈱
㈱北弘電社
北日本電線㈱
木村化工機㈱
㈱QJ サイエンス
九州エネルギー問題懇話会
九州電力㈱
㈱九電工
九電産業㈱
九電テクノシステムズ㈱
キュリオン
極東産業㈱
近畿大学原子力研究所
㈱きんでん
㈱熊谷組
栗田エンジニアリング㈱
栗田工業㈱
㈱クリハラント
㈱グローバル・ニュークリア・
フュ エル・ジャパン

検査開発㈱
原子燃料工業㈱
公益財団法人 原子力安全技術
センター

㈱原子力安全システム研究所
一般社団法人 原子力安全推進協会
㈱原子力エンジニアリング
原子力エンジニアリング㈱
(公財)原子力環境整備促進・資
金管理センター

原子力サービスエンジニアリング㈱
㈱原子力セキュリティサービス
公益財団法人 原子力バックエ
ンド推進センター

原子力発電環境整備機構
㈱原子力発電訓練センター
原電エンジニアリング㈱
原燃輸送㈱
高速炉エンジニアリング㈱
一般財団法人 高度情報科学技
術研究機構

甲南電機㈱
㈱神戸製鋼所
技術研究組合 国際廃炉研究開発機構
近藤工業㈱
サーモフィッシャーサイエン
ティフィック㈱

佐賀県くらし環境本部原子力安
全対策課

山九㈱
三光設備㈱
三和テッキ㈱
㈱シー・エス・エー・ジャパン
㈱シーテック
㈱ JPビジネスサービス
㈱ジェイペック
Jensen Hughes
ジオサーフ㈱
四国電力㈱
㈱島津製作所
清水建設㈱
新川電機㈱
新日鐵住金㈱
新日本空調㈱原子力事業部
水 ing ㈱
㈱スタズビック・ジャパン
住友金属鉱山㈱
セイコー・イージーアンドジー㈱
大成建設㈱
太平電業㈱
㈱太平洋コンサルタント
㈱ダイヤコンサルタント
高砂熱学工業㈱
㈱高田工業所
㈱竹中工務店
㈱TAS
中国電力㈱
中電環境テクノス㈱
㈱中電シーティーアイ
中電不動産㈱
中電プラント㈱
中部電力㈱
㈱中部プラントサービス
千代田化工建設㈱

㈱千代田テクノル
通研電気工業㈱
敦賀市企画政策部原子力安全対策課
㈱テクノ中部
㈱テプコシステムズ
㈱電業社機械製作所
電源開発㈱
一般財団法人 電力中央研究所
㈱東京エネシス
東京瓦斯㈱
東京電力ホールディングス㈱
東京都市大学原子力研究所
東京ニュークリア・サービス㈱
東京パワーテクノロジー㈱
㈱東芝 インダストリアル ICT
ソリューション社
㈱東芝 エネルギーシステムソ
リューション社
東芝原子力エンジニアリング
サービス㈱
東芝情報システム㈱
東芝電力検査サービス㈱
東芝電力放射線テクノサービス㈱
東芝プラントシステム㈱
東電設計㈱
東北インフォメーション・シス
テムズ㈱
東北電力㈱
東北発電工業㈱
東北緑化環境保全㈱
東洋エンジニアリング㈱
東洋炭素㈱
㈱トーエネック
戸田建設㈱
特許庁
トランスニュークリア㈱
新潟県放射線監視センター
新潟綜合警備保障㈱
西日本技術開発㈱
西日本プラント工業㈱
西松建設㈱
ニシム電子工業㈱
ニチアス㈱
日揮㈱
日機装㈱
日鋼検査サービス㈱
日本ガイシ㈱
公益社団法人 日本アイソトープ協会
日本アドバンストテクノロジー㈱
日本エヌ・ユー・エス㈱
一般財団法人 日本エネルギー
経済研究所
日本エネルギー法研究所
日本核燃料開発㈱
㈱日本環境調査研究所
日本ギア工業㈱
国立研究開発法人 日本原子力
研究開発機構
日本原子力発電㈱
一般財団法人 日本原子力文化財団
日本原子力防護システム㈱
日本原子力保険プール
一般社団法人 日本建設業連合会
日本建設工業㈱

日本原燃㈱
日本国土開発㈱
日本システム㈱
㈱日本製鋼所
一般社団法人 日本電気協会
一般社団法人 日本電機工業会
日本放射線エンジニアリング㈱
ニュークリア・デベロップメント㈱
㈱NESI
一般財団法人 発電設備技術検
査協会
東日本興業㈱
日立GEニュークリア・エナジー㈱
㈱日立製作所
日立造船㈱ 機械・インフラ本部
㈱日立ドキュメントソリュー
ションズ
㈱日立パワーソリューションズ
㈱日立プラントコンストラク
ション
㈱BWR運転訓練センター
非破壊検査㈱
福井県安全環境部原子力安全対策課
福井県原子力環境監視センター
福井工業大学アイソトープ研究所
㈱フジタ
富士通㈱
富士電機㈱
フジトク㈱
㈱ペスコ
公益財団法人 放射線影響協会
公益財団法人 放射線計測協会
一般財団法人 放射線利用振興協会
北電産業㈱
北陸電気工事㈱
北陸電力㈱
北陸発電工事㈱
北海道電力㈱
北海道パワーエンジニアリング㈱
前田建設工業㈱
みずほ情報総研㈱ サイエンスソ
リューション部
三井物産㈱
三菱FBRシステムズ㈱
三菱原子燃料㈱
三菱重工業㈱
三菱商事㈱
㈱三菱総合研究所 原子力安全
研究本部
三菱電機㈱
三菱日立パワーシステムズ㈱
三菱マテリアル㈱
三菱マテリアルテクノ㈱
佳インターナショナル㈱
ヨシザワＬＡ㈱
四電エンジニアリング㈱
リサイクル燃料貯蔵㈱
公益財団法人 若狭湾エネル
ギー研究センター

（2016年8月2日現在 228社）
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日本原子力学会 賛助会員一覧（五十音順）
日本原子力学会では，知識，学術レベルを高めるとともに，学会標準などの民間基準の作成，社会への啓蒙活動を行っています。これらの
学会活動資金は，個人会員会費および賛助会員会費，その他で構成されています。賛助会員の皆様のこれまでの支援に感謝するとともに，
今後とも一緒に社会への貢献に努めて参りたいと思います。
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